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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　ローデスの風







　銀河系は、渦うずを巻く星とガスなどの星間物質によって構成されており、夜空に浮うかぶ星は、実は猛もうスピードで動いている。

　この銀河系は、長い時間の中で形を変えている。小さな銀河が大きな銀河に吸収されたり、銀河系同士が衝しよう突とつして変形したりすることは、広い宇宙の中では、ごく当たり前の出来事だ。

　人類が生息しているこの銀河系もまた、一つの主銀河に二つの伴ばん銀河が重なり合うように接しているという変則的な形をして宇宙の中を動いていた。

　この三つの銀河を構成している恒こう星せい系と惑わく星せいの数は数百億とも数千億とも言われていた。

　人類が跳ちよう空間航法によって、恒星間を自由に移動することができるようになって数千年が過ぎ、この間に何万隻せきもの無人有人の探査船が銀河の深遠に向かって飛び立って行ったが、人類はいまだに人類以外の知的生命体とめぐり合うことはできずにいた。

　酸素と水を持つ地球のような人類が居住できる条件を満たす惑星の数は著いちじるしく少なかったのだ。

　人類は、主銀河の渦か状じよう腕わんの先せん端たん付近にある「地球」と呼ばれる惑星上で誕生したと言われているが、その説を否定する人間も数多い。

　二つの伴銀河を勢力下に置く神聖ローデス連合という巨きよ大だいな宗教国家の母体でもあるローデス教徒は、その筆頭であった。

　ローデス教徒は、人類が誕生したのは伴銀河の中心部であり、ローデスの聖地である惑星ポートラこそが人類発はつ祥しようの地「地球」であると主張していた。

　どちらが正しいのか、それは定さだかではない。

　そんなことは、帝てい国こく側の人間にしてみれば、元祖と本家に分かれた団子屋が「うちが発祥だ！」と言い合うようなもので、団子の味さえ良ければどうでもいいことだった。が、ローデス教徒にしてみれば、それは自分たちの存在理由の根本にかかわることであり、団子の味よりも大事なことだったのだ。

　ローデス教徒たちには、一生に一度、彼らが人類発祥の地と信じる惑星ポートラを訪おとずれる巡じゆん礼れいの旅に出ることが義務づけられており、神聖ローデスのありとあらゆる場所から、この聖地をめざして年に数千万人の巡礼者がやってきた。

　この巡礼者たちは、誰だれもが銀色の聖せい獣じゆうの姿を刺し繡しゆうしたローブを着ており、このローブは巡礼者の住んでいる教区を受け持つ神しん託たく者しやの手によって、教徒の中から選せん抜ばつされた者に順番に与あたえられることになっていた。

　このローブを身にまとう者は、神聖ローデス内のすべての神しん殿でんにおいて聖地巡礼者として迎むかえられ、無料で食事と寝しん室しつが与えられることになっており、宇宙港などの出入国審しん査さについても、ほとんどフリーパスの特権が与えられる。

　神託者の許可なく惑星を離はなれることができないという戒かい律りつによって、生まれ育った惑星に縛しばりつけられている多くの一いつ般ぱん的なローデス教徒にとって、聖地巡礼の旅は一生に一度の恒星間旅行であり、至福の時間を過ごす旅でもあった。

　この旅は、すべてのローデス教徒の上に平等に訪れることになっていた。しかし、実際には聖地巡礼の選別は教区の神託者の裁量に任されており、選抜されるのは有力者とその子し弟ていや関係者に集中していた。

「一生に一度は聖地を訪れなくてはならない。というローデス教の戒律は、一生で一回限りと定めたわけではない」という解かい釈しやくによって、毎年のように地方の有力者が一族を引き連れて巡礼の旅に出るようになった。そして、有力者たちの巡礼の姿は、本来の姿からはかけ離れたものとなっていった。

　パンとスープだけだった神殿の旅の宿の食事は豪ごう奢しやなものになり、質素な寝室は絹のマットレスを敷しき詰つめた寝台に変わった。

　それは、ときおり混じる本来の巡礼者に与えられるものとはまったく別のものだった。




　惑星ポータラカ。

　そこは神聖ローデスに数ある地方惑星の一つだ。

　神託教区として七つの恒星系を持つ、地方惑星としてはかなり発展している惑星でもある。

　そのポータラカの首都の中心部には、他のローデスの都市と同じように金銀で装そう飾しよくされたいくつもの尖せん塔とうが立つ荘そう厳ごんなローデス教の中央神殿が建てられていた。

　太陽の光を浴びてきらめくその塔には、それぞれに修行の塔、神託の塔、懺ざん悔げの塔、審しん問もんの塔と、その中で行われる行事によって名前がつけられている。

　神殿に建ち並ぶ塔の群れの一番奥にある巡礼の塔の前に一人の中年の男が立って、塔の窓を見上げていた。

　巡礼の塔の窓からは、にぎやかな音楽とコンパニオンらしい若い女の嬌きよう声せいが聞こえてくる。

「巡礼の塔に女を入れ、昼間から酒を飲み騒さわぐことが、正しきローデスの教えか……」

　聖獣の刺繡がされたローブを身にまとったその男は、塔の窓から視線を外し、吐はき捨てるようにつぶやくと、その場を立ち去った。




　中央神殿から少し離れたところにある、一見すると病院か学校のように見える殺風景な外見の三階建ての建物。

　それが、一般巡礼者向けに用意された食事と寝室を与える旅の宿だった。

　昼どきを迎えた一階の食堂では、聖地巡礼のローブをまとった人々が、無料の昼食を受け取っていた。

　食堂の正面には祭さい壇だんが設けられており、食事の前には、そこでこの教区の神託責任者が、ローデスの教えを説くことになっていたが、そこに神託者の姿はなく、代わりに大きなスクリーンが置かれ、録画された説教が流されていた。

　規格品のテーブルとイスが並ぶ、どこかの学生食堂のようなその一角で、一人の男が、薄うすいスープと、硬い黒パンという質素な食事を前にして両手を合わせて食前の祈いのりを詠えい唱しようしていた。

　それは、ついさっき中央神殿で巡礼の塔を見上げていた中年の男だった。

　食前の祈りを終えたとき、斜ななめ前に座っていた白はく髪はつの老人が声をかけた。

「失礼ですが、セルガーから、いらっしゃったお方ですかな？」

　男は小さく首を振ふった。

「いいえ、メックからです」

「それは失礼しました、先ほどのお祈りがセルガー訛なまりに聞こえたものですから……ときにメックでは今、どんな花が咲さいていますかな？」

　老人がそう尋たずねると、中年の男は老人の顔を値ね踏ぶみするように見てからゆっくりと答えた。

「ホウセンカが真っ盛さかりですよ」

「そうですか、ホウセンカですか。花の後にはさぞかし種が飛び散るでしょうな」

「ええ、ホウセンカはそうやって種を広げる花ですからね」

　中年の男はそう言うと、表情を変えずに食事を始めた。

　老人は、満足したようにうなずくと、自分の前に置かれたスープをすすり始めた。

　やがて、先に食事を終えた中年の男が席を立とうとしたとき、斜め前にいた老人が、スープ皿の中にスプーンを取り落とし、スープをあたりに飛び散らせた。

　中年の男は自分の席のまえにあった紙ナプキンを数枚取ると、老人に差し出した。

「お使いください」

「ああ、かたじけない！　歳としを取ると手足が自由に動きませんでな……皆みな様さまに迷めい惑わくばかりをおかけします」

　老人は何度も頭を下げて紙ナプキンを受け取った。

「いえいえ、困ったときはおたがいさまです」

　そう言い残して中年の男は自分の食器が載のったトレイを持って立ち去った。

　それは、どこにでもある、ごく普ふ通つうの会話とごく普通の光景だった。

　たった一つだけ違ちがっていたのは、老人が中年の男から受け取った紙ナプキンを使わずに大事そうに懐ふところに収めた、ということだった。




「伝令使の届けてくれた文章の解読は終わったかね？」

「はい、経典の第三十六巻からの単語の抽ちゆう出しゆつと並べ替かえは終わりました。今確かく認にんしています」

　若い男が、机の上に置かれた乱数表とローデス教の経典を見比べて、便びん箋せんの上に文字を置きながら答えた。

　そこは小さな部屋だった。

　湿しめった空気が漂ただよっているところをみると、どこかの家の地下室なのかもしれない。

　若い男の横に座っていた品の良い老人が、微笑ほほえみながら言った。

「一時間で終わったか……慣れてきたようだね、マックス」

　マックスと呼ばれた若い男は、ちょっとはにかんだように微笑んで答えた。

「ええ、毎日やってますから暗号解読にも慣れました……でも、コンピューターを使えば一いつ瞬しゆんなんですよね」

　老人は目をつぶると小さく首を振った。

「このローデスのすべてのコンピューターがギンガーの支配下にあるのだ。マイド・ガーナッシュ殿どのとヴァルゲイン殿から聞いたことに間違いはない。通信を人の手によって受け渡わたし、その解読も手作業でやるようになってから、私たちの仲間が摘てき発はつされる件数はぐんと減った。時間はかかるかもしれんが、最後に頼たよれるのは人間の力なのだよ」

　老人の言葉を聞きながら、便箋を読み直していた若い男の顔が輝かがやいた。

「オーバーフロア司教、お喜びください！　これはそのギンガーの中ちゆう継けい端たん末まつがあったアラルゴン教区の信徒が我々の仲間に加わったという知らせです！」

　オーバーフロア司教は目を見開いた。

「おお！　アラルゴンが我々の仲間にか！」

「このポータラカの信徒が立ち上がるのも時間の問題ですね！　あの堕だ落らくした巡じゆん礼れいの塔とうを倒たおす日も近いんだ！」

　オーバーフロア司教は、たしなめるように言った。

「我々は戦いと破は壊かいを求めているのではないぞ、マックス。我々が求めているのはローデスの教えの本質に回帰することだ。平等と慈じ悲ひと博愛。これこそがローデスの教えであり、腐ふ敗はいと利権にまみれた神しん託たく者しやたちが教え諭さとしているのは、真のローデス教ではない。それを訴うつたえることこそが我々の使命なのだよ」

「わかりました……」

　マックスがそう答えたとき、誰だれかがその部屋のドアをノックした。

　腰こしにつけていたポーチから小型のショックガンを抜ぬいたマックスが、ドアの脇わきに駆かけ寄って小声で聞いた。

「モルトの樽たるは十四しかありません、いくつ必要ですか？」

　ドアの向こうから、明るい声が聞こえた。

「一つ」

「何年もの？」

「十二年」

　マックスは、ショックガンを構えたまま、ゆっくりとのぞき窓を開けた。

　そこには、この隠かくれ家がを提供していたウィスキーの醸じよう造ぞう元の社長が満面の笑えみを浮うかべて立っていた。

「マックスさん！　司教様にお伝えください！　ついにこのポータラカでも信徒が立ち上がりました！　中央神しん殿でんに向かって信徒たちが行進しております！　僧そう兵へいと神託者どもは荷物をまとめて逃にげる算段をしているようです！　このカビ臭くさいモルト庫から出て、私どものために祭事を行っていただくときが来たのです！」

　社長の言葉を聞いたオーバーフロア司教は、胸の前で聖印を結ぶと、右手に掲かかげたローデスの神しん杖じように向かって祈いのりを捧ささげた。




　神聖ローデス連合は、ローデス教という宗教の聖職者がそのまま政治的指導者として人々を動かす宗教国家である。

　いわゆるデモクラシーの国家と大きく違い、司法立法行政のいわゆる三権がすべて宗教指導者に集中し、異議申し立てを受けつける機関が存在しない。

　宗教指導者である神託者は、決して間違いを犯おかさぬ神の代弁者であり、それに逆らうことは神に逆らうことだったからだ。

　神聖ローデス連合は聖都メックにその主神殿をおき、神の代弁者である教皇コマキン三世によって治められていた。

　しかし、教皇コマキン三世は病弱であり、国家の実権は、執しつ務む補ほ佐さの電子人格、ギンガーの手に握にぎられていた。

　帝てい国こくでは人間の補佐に徹てつし、電子プログラムとしての地位しか与あたえられていない電子人格が、ここローデスでは「過あやまちを犯さぬもの」として人間の上に君臨していた。

　聖都メックの中央神殿の脇にある荘そう厳ごんな建物は、地方の教区とそこを管理する神託者の中央本部、枢すう密みつ院いんであった。

　その一番奥にある枢すう機き卿きようの執務机で、一人の男が怒ど鳴なり声を上げていた。

「ポータラカが異い端たん者しやの手に堕おちただと？　つい昨日まで、自分の教区内に異端者は一人もいないと報告しておったではないか！　あの教区の神託者の目は節穴か！」

　四十代半ばの瘦やせた、見るからに怜れい悧りなその男の名前はプリンシヴェ・ド・アウディエンシア枢機卿。

　ローデスの戒かい律りつを厳正に引用し、一切の妥だ協きようを認めぬ芯しんからのローデス原理主義者であり、聖せい獣じゆうの絵を誤って踏ふんだ三歳の女の子に対し、死罪を言い渡したことがある。

　このとき「何も知らない子供のやったことでございます！」と、命いのち乞ごいをする両親に対し「知らぬということ自体が罪であり教えぬお前も同罪である」という理由をつけ、公衆の面前で、母親に子供を押さえさせ、父親の手で子供の首を斬きり落とさせた。

　その怜悧さをギンガーに見込まれ、この若さで、神聖ローデスの教区関係の権力を一手に握る枢機卿という地位にまで上のぼり詰つめた男だった。

　彼に命令を出せる者は教皇コマキン三世ただ一人……つまりこのローデスでは、人間として最高位の地位にいる男である。

　枢機卿の前にある荘厳な装そう飾しよくのついたモニターに映っていた、見るからに事務関係の下したっ端ぱという男が、命乞いするように答えた。

『私は、教皇院のエンデロ様からこの知らせを伝えろと言われただけでございます！　神の名に誓ちかって間ま違ちがいございません！　『悪あしきことを告げし者』ではございません！　どうか神の罰ばつだけは……』

　アウディエンシア枢機卿は、一いつ瞬しゆんこの男はなにを言っているのかと考えたが、やがて思い当たった。

　……そういえば昔、私のライバルだった男に「悪しきことを告げし者」というレッテルを貼はり、失しつ脚きやくさせて獄ごく死しさせたことがあったな。

　帝国との会戦のとき、戦せん況きよう報告でこちらが不利な状況にある、と冷静な戦況判断をした男だ。私はあの男に「不利なことを言うがゆえに不利になるのだ」と難なん癖くせをつけ、すべての責任を押しつけることに成功した……あのことを言っておるのだな。

　枢機卿は、モニターに映る若い男に向かって微笑ほほえんで見せた。

「安心するがよい、汝なんじが忠実な神の僕しもべであることは承知している。神の罰などとんでもないことだ。エンデロに調査報告は了りよう解かいしたと伝えてくれ」

『あ、ありがとうございます……枢機卿様！』

　若い男は、生気を取りもどし、目の前で聖印を結んで一礼して消えた。

　待ち受け画面にもどったモニターを見て、アウディアンシア枢機卿は思った。

　安心しろ、神の罰を与える「悪しきことを告げし者」とは、お前のような下っ端ではなくもっと大物に貼るレッテルだ。

　……それにしても、ここでポータラカが異端者の手に堕ちるというのはまずいな、東西の連れん携けいが絶たたれるかもしれん……。

　枢機卿は執務机にあるコントロールパネルを操作して、部屋の中空に神聖ローデスの三次元星間図を浮かべた。

　その星間図には、今、いくつもの赤い光点が浮かんでいた。

　それは、その星系が宗教改革派の勢力圏けんに取り込まれたということを意味していた。

　辺境惑わく星せい群の一人の司教であるオーバーフロアの公開質問状に端たんを発した宗教改革の波紋は、じわじわと拡ひろがっていった。

「ローデスの本来の教えに回帰せよ！」というオーバーフロア司教をはじめとする改革派の教えは、虐しいたげられてきた多くの一いつ般ぱん信徒の賛同を得た。

　中央の力が及およばない地方惑星では、信徒たちが神しん殿でんを包囲し、利権にしがみつく腐ふ敗はいした神しん託たく者しやを追放する事件が多発した。

　神聖ローデスの宗教指導部は、この改革派を異端者と断じ、その信徒に対し苛か烈れつを極きわめた弾だん圧あつを加えた。だが、弾圧を強めれば強めるほど改革派の勢いは増し、ついにいくつかの教区が指揮下にある教区軍ごと改革派に転じるに至った。

　そして、正規軍と改革軍との激しい戦いが繰くり広げられている中で、改革派は、惑星間を自由に行き来できる聖地巡じゆん礼れい者しやの手による密書の運うん搬ぱんというもっとも原始的な方法によって相そう互ごに連れん絡らくを取り合い、その新しい教義を密ひそかに拡げていった。

　神聖ローデスを陰かげで操あやつっている電子人格のギンガーは、すべての通つう信しん網もうを押さえ、情報を収集していたが、この伝令使による通信は傍ぼう受じゆすることも盗とう聴ちようすることもできなかった。

　新しい教義は人々の心をつかみ、そして揺ゆさぶった。

　人心は、急速に既き存そんの神託者たちから離はなれていった。

　そのため装備と数で優勢のはずの正規軍が、劣れつ勢せいで装備も劣悪な改革軍に勝つどころか引き分けに持ち込まれてしまうという事態が多発していた。




　アウディエンシアは、自分の手元にある各教区からの報告を取りまとめながら考え込んだ。

　……もはやこれは単なる田舎いなか司教の酔すい狂きようではない。なんとかしないとえらいことになる。

　地方の教区正規軍だけに任せておくわけにはいかない。

　宿敵マガザン帝てい国こくは、一ヶ月前に前皇こう帝ていが復位を宣言して、今内乱状態にある。

　とても我々の方に手はまわるまい。国境地帯に貼りつけてあった教皇軍艦かん隊たいを呼びもどし、教皇軍を再編成し、火消しをしなければ……。

　教皇院の直属神衛軍である黒色僧そう騎き兵へい艦隊の指揮権を、エンデロではなく私にあずけてもらえるように、ギンガー様にお願いするか……。

　そのとき、執しつ務む室の奥の壁かべの左右にある剣けんと経典を持った二人の天使の装飾がゆっくりと正面を向き、重々しい音楽を奏かなでだした。

　……これは賛美歌二十八番「我が名を称たたえよ我は神の槍やりなり」だ。

　ギンガー様が来る！

　アウディエンシア枢機卿は、あわてて執務机の前から部屋の中央に進み出て、部屋の奥に向かって両りよう膝ひざをついた。

　やがて、部屋の奥にある扉とびらが開き、荘そう厳ごんな刺し繡しゆうを施ほどこした衣い装しようを着た一人の少女が現われた。

　金色の長い髪かみに青い瞳ひとみの整った人形のような顔つきの十二歳くらいのその少女は、部屋の中央で膝をついている枢機卿をちらりと見下ろすと、抑よく揚ようのない声で言った。

「アウディエンシアよ、ギンガーさまの言葉を伝える、しかと聞くように」

　そして、いきなり低い男の声で話し始めた。

『ポータラカが異い端たん者しやの群れの手に堕おちたそうだな……』

「はい、現在教皇軍を二艦隊向かわせております。異端者どもの艦隊は常備軍レベルですので教皇軍であれば二艦隊で充じゆう分ぶんかと……」

　ギンガーは、鼻で笑うように答えた。

『自分の手の者を大事にするのは良いが、兵力の漸ぜん次じ投入の愚ぐを犯おかさぬことだ』

　枢機卿は下を向いたまま小さく首を振ふった。

「いえ……そのようなことは……」

　ギンガーは小声で含ふくみ笑いをしてゆっくりと言った。

『あちこちで上がる火の手を消したくとも、教区正規軍は当てにならん。かといって教皇軍の数は少ない……困ったものだな』

「おおせのとおりでございます。つきましては教皇院の直属神衛隊である黒色僧騎兵艦隊をばわたくしめにお預け願えれば……と存じますが……」

『そうはいかぬ。黒色僧騎兵艦隊を使わねばならぬときが来るかもしれぬ』

「え？」

　思いがけないギンガーの言葉に、アウディエンシア枢機卿は思わず顔を上げた。

　黒色僧騎兵艦隊はすべての艦がＦ級以上の大型戦艦で編成された重武装重装そう甲こうの艦隊で、突とつ撃げきや堅けん陣じん突破の際には無類の強さを発揮する部隊だった。

　それを使うような紛ふん争そうが予想される情報は入っていなかったからだ。

　そのアウディエンシア枢機卿の顔つきを見たギンガーは、質問に答えるような口調で言った。

『ローデスではない、この銀河の外で使うのだ……』

　怪け訝げんな顔をしている枢機卿を見下ろした少女は唇くちびるの端はしに皮肉な笑いを浮うかべた。

『まだわからぬでもよい……そのうちお前にもわかる。それよりも神の目と神の耳をもっと多く設置せよ。人の集まるところだけではなく、民の家々にも取りつけるのだ。ローデスの神は常に民たみを見つめ、民のつぶやきを聞き届けるのじゃ』

　頭を下げた枢機卿を見下ろして少女は黙だまってうなずいた。

　やがて、少女は大きく息を吐はいて、少女の声で言った。

「ギンガー様は神殿にお帰りになった。わらわの仕事はここまでじゃ、神しん苑えんに帰る」

　少女はくるりと背を向けるとそのまま奥の部屋に向かって歩き始めた。

　扉の奥に消えてゆくその細い肩かたを見送ってアウディエンシア枢機卿は思った。

　……電子人格がインストールされた肉人形か……ギンガー様はときとしてどのようなお姿で現われるかわからん……神の目と耳ではないが、気が抜ぬけぬな。

　アウディエンシア枢機卿は、しばらくそのままの姿勢で、謎なぞめいた言葉を残したまま消えたギンガーが立っていたあたりの空間を見つめていたが、やがてゆっくりと立ち上がった。

　そして自分の執務机の前に立つと、事務デバイスを操作して、部屋の真ん中に浮かんでいる三次元星間図の縮尺倍率を変えた。

　恒こう星せい系を示す光点がさらに小さくなり、やがて、部屋の中央に二つの伴ばん銀河を伴ともなう大きな銀河が浮かび上がった。

　外から見るその銀河は、巨きよ大だいな坩堝るつぼのように見えた。

　今、千年近くにわたって二つの銀河を支配してきた帝国とローデスの大きな二つの国家は、その坩堝の中で溶とけ、そして煮にえたぎりはじめているようだった。
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　第一章　アウトニアの旗







　その若い帝てい国こく軍の士官は、朝から艦かん隊たい旗艦の通信室に陣じん取どって、帝国のあちこちに向けて通信を送り続けていた。

　通信管理は彼の仕事であり、通信室は彼の職場なのだから、通信モニターの前に陣取っていても、なんら不思議はないのだが、彼の周りには、まるで戦せん闘とう中のような張り詰つめた緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

　今、彼がやっている仕事は帝国内の情報収集活動だった。

　前皇こう帝ていの復位宣言に端たんを発した帝国の内乱は、日に日にその混迷の度を増し続けていた。

　今、帝国にはマルス家を主体とした帝国軍と、ディア家とトゥナイツ家を主体とする反乱軍という大きな二つの勢力、さらにいまだに旗色を鮮せん明めいにしないマイア家という、大きな三つの力が動いていた。

　この内乱の帰き趨すうを決めるのは、まさに残る門もん閥ばつ貴族のうちの一つ、マイア家の動きにかかっていたからだ。

　マイア家は三代前までの皇帝を多数輩はい出しゆつした名門中の名門であり、その経済力と一族が領有する広大な領地そして、マルス家に匹ひつ敵てきする軍事力を持っていた。

　帝国軍、反乱軍、のみならず、そのどちらにも組しない中小の勢力もまた、マイア家の動きを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　勝つ方につく。それが自分たちの一族が生き残るための鉄則だったからだ。

　うす紫むらさき色いろの秘ひ匿とくスクリーンに包まれた小さなブースの中で、通信モニターに向かってその士官は小さくうなずいた。

「……わかった、その情報はこっちでも押さえている。アレフからの連れん絡らくは行っているか？」

　通信モニターの向こうにいた、高重力惑わく星せい出身者らしいずんぐりとした体型の青年士官がにやっと笑って答えた。

『ああ、連絡は受けた。補給は任せろと胸を張っていたな』

「そういうことだ。この内乱で帝国の指揮命令系統はズタズタだ。敵味方の区別がつかない今こそが俺たちが動くチャンスだ！　ハリーとマシューは、明日にでも仲間を誘さそってこちらと合流する予定だ。ラインアート、お前はどうする？」

『帝国の装甲機動服部隊で俺の部下だった連中が、俺についてくると言っている。俺と同じシュドー星系出身者で編成された二個中隊、約百二十名だ。人数と装備の量がハンパじゃない。ワンタ、悪いが迎むかえにきてくれないかな？』

　ワンタと呼ばれた若い士官は、のけぞった。

「高重力星系出身者が乗り込む重装甲機動服部隊が、二個中隊だと！」

　ラインアートと呼ばれた若い士官は、人のよさそうな微び笑しようを浮かべてうなずいた。

『ああ、そうだ。だからアレフに言ってやったんだ。対艦攻こう撃げき用の特大のビームアックスを山ほど用意しておけってな』




　一時間後、ワンタは艦長室にいた。

　暖色系のカーペットが敷しき詰められたその室内には、天然木で作られた落ち着いた色調の執しつ務む机と革かわ張りのソファが置かれていた。よく見ると、壁かべや床ゆかに少しだけ色いろ違ちがいの部分があった。おそらくこの部屋で作戦を策定するようなときは、必要なデバイスがせり出してくるような構造になっているのだろう。

　……こういった人の暖かさを否定しない程度の合理性が、マイア一族特有の感覚なんだろうな。

　ワンタが、そんなことを考えていたとき、二人の年配の男が部屋の中に入ってきた。

　それは、帝国軍ルドベク方面軍司令長官ソービー中将と、この艦隊旗艦クラウサの艦長であるバスリム大たい佐さだった。

　思わず直立不動の姿勢をとったワンタに向かって、ソービー中将は微笑ほほえんだ。

「そんなに堅かたくならんでもよい。これは仲間内の会合のようなものだからな」

　バスリム大佐がうなずいた。

「そういうことだ。で？　ワンタ大たい尉い。さっそくだが、君の分ぶん析せき結果を聞かせてもらおうか」

　ワンタは、小さくうなずくと、手に持っていた汎はん用よう端たん末まつを操作した。

　壁へき面めんの一部が投とう影えいスクリーンに変わり、そこに帝国の勢力図が映し出された。

「ごらんのとおり、帝国は現在ディア家の領国を中心とした反乱軍と、マルス家を主しゆ軸じくとした帝国軍の二つに分かれております。表面上の戦力としては帝国軍のほうがはるかに上ですが、反乱軍のほうが士気、及および作戦行動能力が高いため、実質的な戦力は、ほぼ拮きつ抗こうしているものと思われます。しかし、内乱を左右する力がありながら、マイア本家は優ゆう柔じゆう不断です。楽をして漁夫の利を得ることしか考えていません。そのため、日和ひより見み的な態度をとり続けているマイア家の首脳部を見限った分家のいくつかは、独自の判断で動き始めております」

　ソービー中将の目が光った。

「我がルドベク家も本家の意向を見極める前に独自の判断で動いたほうが得策だと言うのかね？」

　ワンタはソービー中将を正面から見返してうなずいた。

「惰だ弱じやくな首脳部に率いられたマイア家の本家は、もはや第三勢力となる求心力を持っておりません。今、ここで旗印を鮮明にしなければ、我がルドベク家も、この内乱に乗じて自己の領地を広げようとしているマルス家の恫どう喝かつに屈くつし、武力併へい合ごうを受けることになります」

　ソービーはうなずいた。

「そうか、では、君はどの勢力に加担するのが一番良いと判断するのかね？」

　ワンタは胸を張って答えた。

「絶対に負けない勢力です」

　ソービー中将とバスリム大佐は顔を見合わせた。

「絶対に負けない勢力だと？」

　ワンタは黙だまって帝てい国こくの勢力地図の片かた隅すみを指差した。

　そこには、ディア家の紋もん章しようでもマルス家の紋章でもない、見たことのない紋章が描えがかれていた。

　青い地に赤と白のハサミがあしらわれたその紋章を指差してワンタは胸を張った。

「我々は、この地に赴おもむき、アウトニア軍に参戦し、マイド・ガーナッシュ殿どのの指揮下に入るべきだと提案いたします！」

「あのような辺境の開かい拓たく惑わく星せいの軍に参戦して、いったいどのような利点があると言うのだ？」

「それに、我がルドベク家の領地は、周りをマルス家の連中に囲まれているのだ。ネオ・アウトニア星系は遠すぎるではないか。マルス家の侵しん攻こうを受けたとしても、アウトニアの勢力に我々を助けることはできん。ましてマルス家の戦力は我々の数倍はあるのだ」

　ワンタはにやっと笑った。

「アウトニアからの援えん軍ぐんなど必要はありません。我々がアウトニア軍に参じたことを宣言し、艦かん隊たいにアウトニアの旗を揚あげるだけで、すべての問題は解決します……彼の名によって」

　そこで言葉を切ったワンタは、手に持った汎用端末を操作した。

　メインスクリーンに収まりの悪い黒くろ髪かみを持った、見るからに人の良さそうな微笑を浮うかべた一人の青年の姿が映った。

「彼こそが我々の守り神になるのです。マイド・ガーナッシュの名前は、マルス家にとって疫やく病びよう神がみ以外の何ものでもありません。彼に敵対したマルス家の連中は、誰だれも彼もみんな完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされております。帝国第三軍のカード大佐の惨さん状じようはご存じでしょう？」

　ソービー中将とバスリム大佐は再び顔を見合わせた。

　補給基地を叩かれアウトニア侵攻に失敗した帝国第三軍は、撤てつ退たい途と中ちゆうで三千人近い脱だつ走そう者しやを出した。

　そのほとんどが機動空母テクニカル・ソングの乗組員たちだった。

　査問委員会にかけられたカード大佐は、死に物狂ぐるいになって反論したが、第三軍の指揮官であったバルク中将に、損傷した機動戦闘艇ていを戦場に遺い棄きして真っ先に撤退した事実を示されて、ついに進退窮きわまった。

　バルク中将はアウトニア侵攻に失敗した責任を取って軍を退き、カード大たい佐さは予備役に回されることとなった。

　この一件で、カード大佐の軍人としての命運は尽つきた。

　いくらマルス家の本家に近くとも、予備役に回された人間が返り咲ざくことはまずないと言っていい。

　腕うでを組んで考え込んだソービー中将に向かってワンタは答えた。

「それだけではありません。マルス家の頭領であるアリクレスト皇こう帝ていでさえ、三年前の第九次桃もも星ぼし戦せん役えきの負け戦いくさを、自分の姿を借りたマイド・ガーナッシュに見事にひっくり返されるという、実に恥はずかしい目に遭あわされております。マルス家にとってマイド・ガーナッシュという名前は、見るのも聞くのも忌いまわしき存在となっているのです！」

「そうか、我々がアウトニア軍の下もとに参じ、領地にアウトニアの旗を掲かかげれば、それはマルス家に対しなによりの圧力となるということなのだな」

　ソービー中将の言葉を聞いたワンタは意を得たり、という顔でうなずいた。

「そうです。アウトニアの旗は『ここにちょっかい出したらマイドが来るぞ』と宣言したということです！　兵力にして数倍のマルス家の侵攻を食い止めるためには、この方法しかないと私は断言いたします！」




　宇宙における人類の生存圏けんの、実に半分を自己の勢力下におくマガザン帝国。

　今、内乱で揺ゆれ動くこの帝国の中心地。

　そこから、遠く離はなれた辺境の開拓惑星の周回軌き道どうには、開拓惑星には不似合いのＳ級戦艦などを含ふくむ約三千隻せきの艦隊が浮かんでいた。

　この開拓惑星の名前はネオ・アウトニア。そしてＳ級戦艦の名前はシザーズ・ナイツという。

　そのシザーズ・ナイツの司令官執しつ務む室しつのパーソナルスクリーンの中でワンタが笑って言った。

『……そういうわけだ。ラインアート率いる帝国装そう甲こう機動服部隊二個中隊と整備団列、そして俺が指揮するルドベク方面軍分ぶん遣けん艦隊百十二隻が、今日からお前の部下になる。よろしく頼たのむぞ、マイド』

　マイドと呼ばれた年ねん齢れい二十三、四歳のおさまりの悪い黒髪と鳶とび色いろの瞳ひとみを持った男は、スクリーンに映るワンタに向かって、ひょい、と肩かたをすくめて見せた。

「僕の名前に、そんな効力があるとは思えないが、できる限りのことはするよ」

　ワンタが、少し心配そうな顔をした。

『マイド……本当にお前、士官学校時代と変わらないな。でも、今のお前はもっと自信を持って動くべきだと思うぞ』

「自信は持っているつもりだよ、持ってなきゃ艦隊の指揮はできない。僕の采さい配はいひとつに何千万という将兵の命がかかっているんだからね」

『用兵とか艦隊指揮なんかの自信じゃない。自分の名前というものに自信を持てと言っているんだ』

「名前？」

　怪け訝げんな顔をするマイドを見て、ワンタがため息混じりに答えた。

『ああ、そうだ。名声とか悪名とか、いろいろな呼び方があるだろうけど、要するに自分の名前の持つ影えい響きよう力をもっと自覚しろってことだ。俺のところでルドベク方面軍からアウトニア軍に直接編入される分遣艦隊の選せん抜ばつをやったときなんか、志願者が殺さつ到とうして抽ちゆう選せんになったほどの人気者なんだぞ、お前は』

「そう言われてもなあ……ここにいるとあんまり実感したことないからピンと来ないな」

　マイドが、照れたように頭を搔かいたとき、執務室にマリリンの声が響ひびいた。

「おーいマイド！　来月分の予算案持って来たぞ！　決裁のサインを……」

　ずかずかと執務室の中に入ってきたマリリンは、通信スクリーンの前にいるマイドを見て、ちょっとばつが悪そうな顔をした。

「あ、悪い、お話中だったのか」

「いえ、かまいません。あ、そうだ、ちょうど良かった、紹しよう介かいしておきましょう。彼が僕の士官学校の同期生のワンタ・ミヤツマ少しよう佐さです。我々の陣じん営えいに加わったルドベク方面軍分遣艦隊の艦隊指揮官です」

　マイドはそう言うと通信スクリーンから身体をずらした。

　スクリーンの中で、目を丸くしているワンタに向かって、マリリンが笑いかけた。

「どうもー、初めまして。わたしがこのアウトニア軍の経済全ぜん般ぱんを切り盛りしてる……ってゆーか火の車をカラカラ音立てて回してるマリリン・コイズミよ。でもみんなわたしのことを姐あね御ごって呼んでるね。あ、階級は一応中佐ってことになってるらしいけど、だーれもそんな風には呼ばないから、コイズミ中佐なんて呼びかけられても振ふり返らないかもしんないけど、気を悪くしないでね」

「は、はあ……」

　呆ぼう然ぜんとしたような表情でうなずくワンタを見て、マイドは苦笑した。

　……帝てい国こく軍しか知らないワンタが、ここのアバウトさに驚おどろくのも無理はないか。

　アウトニア軍では、階級とか役職じゃなくて名前で呼び合うことが、ごく普ふ通つうに行われている。でもそれは規律が緩ゆるいわけでもなんでもない。規律とかそういったものではない別の何かでアウトニア軍は動いているということなのだろう。

　……きっと感応端たん末まつを使った意識の共有化がそれを可能にしたんだ。

　スクリーンの中でワンタが、半分あきれたようにマイドに言った。

『自分の名前が、どれほど売れているのか、お前が実感していない理由がわかったような気がするな。マルス家の関係者の間じゃあ、毒どく蛇じやのように恐おそれ忌いみ嫌きらわれてるお前の名前も、そこじゃあただのマイド……呼び捨てだものなあ』

「へーえ、やっぱりマイドはマルス家の連中には怖こわがられているんだ」

　マリリンは楽しそうにつけ足した。

「きっとマルス家じゃあ、子供が泣いたりぐずったりすると、親が『そんな聞き分けのないことを言っているとマイドが来ますよ』とか言っているんだね。そうするとわんわん泣いていた子供がぴたっと泣きやんだりして……」

「まさかそんな……」

　困ったような顔をするマイドを見て、ワンタは笑いながら答えた。

『いーや、マイド。お前の名前は、それくらい売れているんだ。さっき言っただろう？　ルドベク星域がアウトニア軍の指揮下に入った理由はそれだって』

「理由って？」

　怪訝な顔をするマリリンに向かって、ワンタが説明した。

『ルドベク星域は、周囲の大部分をマルス家の領地と接しているんで、この内乱のどさくさまぎれにマルス家の連中に武力併へい合ごうを受ける可能性があるのですよ……』

　ポン、と手を叩たたいてマリリンは言った。

「そっか！　わたしたちの一派に加われば、そこにアウトニアの旗とマイドの名前が印しるされるんだ。確かにマルス家の連中は手を出しにくくなるよね……なるほど……」

　マリリンは、何かを思いついたように顔を上げた。

「名が売れている……ってことは、名を売れるってことなんだな……つまり……マイドの名前とアウトニアの旗印は売れるってことだ！」

　通信スクリーンを挟はさんで怪訝な顔を見合わせるマイドとワンタに向かって、マリリンは突然叫さけんだ。

「よし、決めた！　マイドの名前とアウトニアの旗を売りに行くぞ！」

「売りに行くって……どこにですか？」

　マリリンはにやりと笑った。

「マルス家の脅きよう威いに脅おびえてる弱小国家と、優ゆう柔じゆう不断な本家にイライラしてるマイア家の領地の領主たちにさ。『マルス家除よけにマイドの名前とアウトニアの旗はいかがですか？』ってね」

「そんな……魔ま除よけのお札じゃあるまいし」

　マイドとワンタはジョークを聞いたように笑った。

　しかし、マリリンの目はジョークを言っているときの目ではなかった。

　それは、大おお儲もうけの種を見つけた商人の目に変わっていた。

「いーや！　魔除けのお札なんかよりもっと霊れい験げんあらたかな品物をセットにしたらどうかな？　マイドの爪つめの垢あか、煎せんじて飲めば、たった一晩であなたもイイ性格に！　とか……いえ、もっと科学的根こん拠きよがなけりゃ人は飛びつかないわね……」

　マリリンは、目の前にいるマイドとワンタを完全に忘れてナニワの商人モードに突とつ入にゆうしていた。

「名前と旗、そしてもっと、マルス家の連中に効果のあるもの……何かないかな？」

　そこまでつぶやいたとき、マリリンは手をポンと叩いて言った。

「そうだ！　ねえヴァル、聞いてる？」

　マリリンの前に、いつものようにタキシードを着た白はく髪はつの老人のホログラフが立った。

『どのようなご用件でしょうか？』

「コンピューターグラフィックスの鑑かん定ていソフトでも見破れないバーチャル映像作れる？」

『お安いご用でございます』

「よしっ！……じゃああとは感応端末を使った艦かん隊たい運用のノウハウをまとめたマニュアルと、簡易運用システムをパッケージにして欲しいの。どれくらいでできる？」

『レベルにもよりますが、半日もいただければなんとかご用意できると思います』

「わかった、じゃあさっそく取りかかってちょうだい。それが最大の売り物だから」

　ヴァルとマリリンのやり取りを聞いていたマイドが、あわてたように聞いた。

「ちょ、ちょっと待ってください、マリリン姐あね御ご！　一体何をするつもりなんですか？」

　振ふり返ったマリリンは、そこにマイドがいるのにはじめて気がついたような顔をした。

「あ、ごめん、置いてけぼりだったね……フランチャイズの企き画かく立てていたんだよ」

『フランチャイズ？』

　スクリーンの向こうでやり取りを聞いていたワンタとマイドの声がハモった。

　マリリンは実に楽しそうな顔でうなずいた。

「そう、フランチャイズ。マルス家の脅威にさらされている国家主席や領主に、マイドの名前とアウトニアの旗と、んでもって感応端末を使った効率的な艦隊運営システムをセットにして売り込むんだ。『帝てい国こく第三軍に勝てたのは、このシステムのおかげです。ぜひともお使いください。アウトニア本国にロイヤリティを支し払はらっていただければソフトの運営とか、艦隊の指揮や用兵に関してはアウトニア本国が全面的にバックアップいたします』ってね。

　……さーてと忙いそがしくなるぞ。あ、そうそう、マイド。決裁の書類はサインしてあとで誰だれかに届けさせてくれればいいから……まず価格設定から始めなきゃ……領地の規模に応じてパッケージを四種類くらい用意して……」

　なにやら独り言を言いながら執しつ務む室しつを飛び出して行ったマリリンを見送ったワンタが、つぶやくように言った。

『……フランチャイズって……一体なんのことだ？』

「僕にもよくわからないけど……きっと、とんでもないことを考えついたんだと思う」

　そう、このときマイドもワンタもマリリンがやろうとしていることを理解していなかった。しかし、三日もしないうちに、そのフランチャイズとはなんなのかそれを見ることとなった。




　星間ニュースに映っているのは、誰がどう見てもマイド本人だった。

　アウトニアを遠く離はなれたシコウ星系の国家主席とマイドが、微び笑しようを浮うかべて机越ごしに握あく手しゆしていた。

　アナウンサーが、半分興奮したような顔でコメントを読み上げていた。

『本日、銀河西域にある独立星系国家シコウ王国は、マイド・ガーナッシュ率いるアウトニア星系軍とフランチャイズ契けい約やくを結んだ、と発表しました。これはいわゆる軍事同盟や国家間の同盟とは異なる形態の同盟であるとのことであります。具体的な内容はわかりませんが、本日よりシコウ王国は、アウトニア・シコウ王国と名を変え、シコウ王国軍はマイド・ガーナッシュが直接率いるアウトニア軍の一員となるとの発表がされております』

　マイドの私室のソファに、ちょこんと座って星間ニュースの画面を見ていたコーリンが不思議そうな顔でマイドに聞いた。

「フライ茶ちや漬づけとはどのようなものなのだ？　マイド」

　マイドは苦笑しながら答えた。

「フランチャイズだよ、なんと言えばいいのかな……コーリンはコンビニエンス・ストアって行ったことあるだろう？」

　コーリンはにこっと笑った。

「うむ、ヴァル殿どのが作ったバーチャルタウンのユーマでな」

「……まあ、バーチャルタウンでも同じだな。そのお店と同じ看板をつけたお店が、ユーマの中にいっぱいあっただろう？　あれは全部同じ人が経営しているんだと思うかい？」

「店のおじさんは、違ちがっておったぞ」

　マイドはうなずいた。

「そう、あれは同じ看板を出して同じような服を着た人が同じような商品を売っているけど、同じ人が経営しているわけじゃないんだ。独立採算って言ってね、経営する人はお店の土地と労働力を出して、会社がお店と商品を渡わたしてくれる。売り上げの一部を会社に支払う以外は自分の儲もうけってわけさ」

　マイドの解説を聞いていたコーリンはその小さな首をひねった。

「ふーん……ところでマイド、あんな遠くの国までいつ行ったのじゃ？　わらわは知らなかったぞ」

「僕はどこにも行っていないよ、あれはヴァルが作ったバーチャルリアリティの映像さ」

　コーリンが目を丸くした。

「本当か？　わらわには見分けがつかなかったぞ！」

　ニューススクリーンの横にヴァルが立って微笑ほほえんだ。

『コーリンの目でもわからないということは、誰が見てもあの映像は真実に映るということですね』

「わらわの目は人間と変わらんぞ、あまり当てにはならん」

　ちょっと照れたように言うコーリンに向かってヴァルは小さく首を振った。

『たしかにコーリンの網もう膜まくは人間と同じですよ。しかし、網膜によって取り入れた情報を処理するのは電子人格の電子脳です。あなたのような高品質のバイオドールにインストールされた電子人格が感じ取る能力は、普ふ通つうの人間の数倍はあるのですよ』

　ヴァルの言葉を聞いたコーリンの顔が曇くもった。

「そうか……それでワタルはわらわを船に乗せてくれんのだな……」

「え？」

　顔を上げたコーリンは、真しん剣けんな目でマイドに聞いた。

「マリリン殿から聞いたのだ。感じない女の子は男の子から嫌きらわれるが、感じすぎる女の子でも男の子は引いてしまう……と。わらわは感じすぎるからワタルに嫌われたのだな？　そうであろ？」

「え？　あ、いや……そうじゃなくてだな」

　マイドは言葉を捜さがした。

　ワタルがコーリンを船から降ろしたのは、このコーリンの積極さにワタルが悲鳴をあげたからだった。

　電子人格特有の素す直なおさで、普通ならとても聞けない内容の質問を、あっけらかんと直球ど真ん中で投げ込んでくるのだから、受ける方はたまったものではない。

　ましてやワタルは十五歳。

　そういった直球をかわすことができるほどの経験値は積んでいない。

　困り果てたワタルから相談を受けたマイドが、コーリンを預かることとなったわけだ。

　まあ、経験値から言えばマイドもワタルと似たようなものなのだが、マイドにはヴァルやマリリンというコーリンの質問を振ふる相手が周りにいるだけワタルよりは楽だ。

　マイドは微笑んだ。

「マリリンが言っている『感じる』っていうのは、網膜の感度とか聴ちよう覚かくの感度とか、そういう意味じゃないんだ。それに、別にワタルが君を嫌っているわけじゃないさ」

「そうであろうか？」

　不安そうな顔でマイドを見返したコーリンの青い瞳ひとみを眺ながめながら、マイドは思った。

　……本当に人間の女の子と変わんないな。

　嫉しつ妬とも不安も人間と同じように持っている、こんな電子人格は、初めてだ。

　ヴァルが人間の中で人間と同じように育てようと思ったのは、やはりこういった部分が帝てい国こくの電子人格とは違うからなんだろうな。

「わらわの顔に何かついておるのか？　マイド」

「あ、いや、なんでもない。コーリンは本当にワタルが好きなんだね」

「うん、わらわは、マリリン殿から、あーんなコトやこーんなコトについてイロイロ教わったのじゃ。でもワタルは、わらわにそういったことをしないのじゃ。マリリン殿に聞いたらば、男の子は、本当に大切にしている女の子には、いきなりそんなことをしない、と教えてくれたのじゃ。マイドがメイ様を大切にしているようにの」

「え？」

　びっくりしたように目を見開いたマイドにコーリンは笑いかけた。

「マリリン殿が言うておったぞよ。マイドはメイ様に、まだ、あーんなコトやこーんなコトをしたことがないのではないか？　とな。だとしたらワタルにとってわらわは、マイドにとってのメイ様と同じじゃ。そう考えるとわらわは、とてもうれしいのじゃ！」

　マイドは、赤い顔になった。

「あ、いや……本当は、お互たがい忙いそがしくてなかなか会えなかっただけなんだけど……」

　そのとき、ドアを開けてマリリンが部屋に駆かけ込んできた。

　手に持っていた書類の束を振り回してマリリンはまくしたてた。

「マイド！　すごい人気だよ、すごい人気！　帝国のあちこちの国家主席や領主からフランチャイズの加盟について問い合わせが殺さつ到とうしてる！」




　マリリンが考案したフランチャイズとは、要するにアウトニアの名前とシステムを借りて、自分の国をアウトニア王国にしてしまうという方法のことだった。

　普通、国家の間で結ばれるのは相そう互ご不ふ可か侵しん条約とか、安全保障条約などと呼ばれる。

　強大なＡ国に接するＢ国とＣ国という小さな国があるとする。

　こんなときＢ国とＣ国の間では相互に軍事同盟を結び強大なＡ国に備えるのだ。

　もし、Ｂ国Ｃ国どちらか片方でもＡ国から侵略を受けた場合、自動的にＢ国Ｃ国両方がＡ国に宣戦布告をしたのと同じことになる。

　一つの国を相手にするだけなら勝てる戦争でも、二つの国を相手にするとなると難しい。これは大国にそう考えさせるための、小国の知ち恵えだ。

　しかし、これは同盟を結ぶ国家どうしが近い場所にあるから成り立つのだ。広い銀河の中で点在している弱小の恒こう星せい系国家どうしで軍事同盟を結んでも、その抑よく止し力はきわめて弱い。

　アウトニアと遠く離はなれた弱小国家が軍事同盟を結んでも、強大なマルス家には何の効果も持たないかもしれない。

　マリリンが考えたのは「ならば、同盟を結ぶのではなく、その国をアウトニア王国そのものにしてしまえばいい」という考え方だった。

　このフランチャイズシステムに加盟すると、国家にアウトニアの名前がつき、弱小な軍隊を効率よく動かし、数倍の敵にも対応できるというふれこみのマイドの運用システムを渡わたされる。

　しかも、あくまでも商取引による契けい約やくなのだから、いつでも契約解除できるし、別にアウトニアの属国になるわけでも臣下となるわけでもない。主権や領地はそのままで、単に名前と軍隊がアウトニア風になるだけなのだ。

　マルス家はアウトニアと同盟を結んだ国に侵略することに二の足を踏ふむであろう。ならばアウトニアと名乗る国を侵略することには、三の足も四の足も踏むに違ちがいない。

　これがマリリンの考えたフランチャイズシステムだった。




　いくつかの国が、このフランチャイズシステムに加盟すると、その内容は瞬またたく間に他の国家に拡がった。

　銀河辺境でもなく、中心部でもない、いわば、ごく普ふ通つうの規模を持つ星系国家ホークスでは、国民議会が紛ふん糾きゆうしていた。

「我がホークス王国は今まで帝国という枠わくの中で、誇ほこりある独立国として成立し、皇こう帝てい陛へい下かに忠誠を誓ちかってきた。しかし、今やその帝国は形けい骸がいと化し、諸しよ侯こうが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよするという状じよう況きよう下にある。マルス家とディア家のいずれの陣じんに加わるか旗印を鮮せん明めいにしなければ、わが国はその双そう方ほうから敵とみなされるだろう。私は強大な軍事力を持つマルス家こそが、この内乱の勝利者となると思う。我々がつくべきはマルス家と現皇帝陛下である！」

「何を言うか！　狭きよう量りようなるマルス家は、自分の血族姻いん族ぞく子飼いの者以外の者はゴミも同然と考えておる！　マルス家などに加担すれば前線に送られて弾たま除よけにされるのがオチだ！　それに比べ、ディア家を率いる前皇帝ダイテツ七世は、慈じ愛あいに満ちたお方だ。我々がつくべきはディア家に決まっておる！」

「もし、ディア家が負けたらどうなる！　我々には国民の生活を守る義務があるのだぞ。マルス家が、ろくな連中ではないことはわかっている、しかし、多少のことは目をつぶっても勝つほうにつかねば我が国に未来はないのだ！」

　マルス家派の議員とディア家派の議員が、激しくやり合っているのを黙だまって聞いていた一人の老人の議員がゆっくりと手を上げた。

「わしに考えがあるんじゃが……」

　議長は、激しくやり合っていた二人を制して言った。

「まあまあ、お二人とも、ひとまずここは黙って、長老のご意見を聞くとしようではないか」

　老人は立ち上がると、議長に一礼してから二人を見比べて、静かに話し始めた。

「マルス家とディア家か……いずれにしろ、どちらについても我がホークスの全軍を戦いに駆かり出されることに間違いはなさそうじゃ。しかし我が国の国力は、いまだ先の桃もも星ぼし戦せん役えきから回復しておらん。ここで戦争に駆り出されれば、国力は疲ひ弊へいし、国民の生活に深い傷きず跡あとをのこすことになるじゃろう……」

「では、どうすればいいのですか？　座して我が国が強大な諸侯に蹂じゆう躙りんされるのを見ていろと言うのですか？」

　長老は首を振ふった。

「いいや、そのどちらにもつかんでもよい方法があるじゃろう。ここ三日ばかり世間をにぎわせているフランチャイズとかいう同盟が……」

　長老の言葉を聞いたマルス家派の議員が鼻で笑うように言った。

「アウトニアの名前を国名につけて、あのマルス家が引っ込むとも思えません。あんなものはコケ脅おどしですよ」

「十倍の敵……それも帝てい国こくの正規軍と戦って負けなかったアウトニアが、そのノウハウを公開してくれると言うておるのじゃ。単なるコケ脅しではないと思うがのう」

　ディア家派の議員が憤ふん慨がいするように言った。

「それに、国名を変えろ、なんてとんでもない話だ！　国の名前は国民の誇りだ！　それにアウトニアの名前をつけろなど、ふざけている！」

「ふむ……確かに国を愛するナショナリズムは大切じゃ。たとえ小国であっても、いや、小国であるがゆえに自分の国の名前を変えることに抵てい抗こうを感じる人間が多かろう。しかしじゃ、そんなことにこだわることの愚おろかさを知るべきではないかの？

　国名にこだわり国そのものを失うよりは、たとえ他国の名前を冠かんすとも、国の独立を保てる方がよほどマシだとは思わんか？」

　長老は顔を上げて、二人の議員とその後ろにいる両派の議員をにらみつけた。

「まして、冠される国家の名前は、決して恥はずかしいものではない！

　我が国よりもはるかに弱小の国でありながら、帝国と戦い続け、貧しい国民たちが金を出し合って国こく債さいの償しよう還かんを続ける誇り高き国家の名前なのじゃぞ！　その国が我々に名前とそして戦うためのノウハウを提供してくれると言っておるのじゃ！　国民にも領地にも関係なく、いつでも解除できる契約として……。

　おぬしらに真に国民の生活を守る気があるのなら、頭から馬ば鹿かにせず、この条件をもう一度読み直してみるがいい！」

　二人の議員は黙り込んだ。

　アウトニアと、マイド・ガーナッシュの名前は、誰だれもが知っていた。

　五年前、一辺境国家でありながら帝国の応おう援えんを得ることなく圧あつ倒とう的な神聖ローデス軍を撃げき退たいしてのけ、三年前の桃星戦役で、自軍の将兵を見捨てて逃とう亡ぼうしたアリクレストに代わって、残軍の指揮を執とり見事に神聖ローデスを撃退し、そして、自軍の十倍の敵を相手にして負けなかった軍とその指揮官。

　その名前の持つ力は、なによりも強く、そして魅み力りよく的だった。

　やがて、マルス家派の議員が静かに言った。

「マルス家の連中について、いいようにされるよりは、はるかにマシかもしれんな……」

　ディア家派の議員がうなずいた。

「国力から考えても、とても全軍を派は遣けんすることはできないしな……」

　二人の表情を見ていた長老は、にやっと笑うと着ていたローブの懐ふところから書類の束を取り出しながら言った。

「では議長、次の議題は、この契けい約やく書しよについての吟ぎん味みじゃな」




　こうして、銀河の中にあった中小の独立国や、マルス家に脅おびやかされていたマイア家の分家の領主が次々にこのアウトニア・フランチャイズに加盟した。

　それは、下町の酒屋がばたばたとコンビニに姿を変えてゆく姿に良く似ていた。

　そして、一週間が過ぎたとき。

　帝国の辺境国家すべてと、マイア家の分家の領地のほとんどにアウトニアの旗がひるがえっていた。

　その勢力は、実に帝国の四分の一を占しめるに至っていた。
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「あっという間に第三勢力か……」

　帝国軍マルス家艦かん隊たいの旗艦アガメムノンのサブブリッジで、目の前のモニターに映る帝国内の勢力分布図を見上げたチャマーは、そう小声でつぶやいた。

　……さすがですね……先せん輩ぱい。

　チャマーの脳のう裏りに、帝国軍第三軍三万隻せきの艦隊をその十分の一の戦力で敗退させたマイドのニュース映像がよみがえり、同時に心の奥が疼うずいた。

　……それに比べて、今のこの私の姿はなんだ？

　チャマーは、内乱を告げるダイテツ七世の宣言を聞いた直後に、皇こう帝ていアリクレストから受けた、個人的な通信を思い出していた。




　個人通信端たん末まつのスクリーンに浮うかび上がったアリクレストは、薄うす笑わらいを浮かべてこう言った。

『チャマー・ロンダールよ、君は我がマルス家の一員だ。それを忘れないでくれたまえ。

　滅めつ亡ぼうした王家を再興させるために、わざわざ我がマルス家の分家に養子として迎むかえるように余みずからが骨を折ったのだからな……まさか、その恩を忘れて敵てき陣じんに寝ね返がえるようなことはするまいと思うが……』

「いえ……そのようなことは……」

　チャマーは頭を下げながら心の中であっかんべーをしていた。

　そう、このときチャマーは、マルス家を見捨てて、エリス率いるダイテツ軍に身を投じるつもりだった。

　アリクレストは、表情も変えずに言葉を続けていた。

『話は変わるが、君の妹君はテロリストの毒物で生死の境をさまよっているということだが……偶ぐう然ぜんにもその毒物と思われる物質を我が帝国の親衛隊で合成研究を行っていたらしいのだ。君の働き次第では、その物質の成分と、無毒化する方法を君に教示できるかもしれない……』

　目を見開いて顔を上げたチャマーの顔つきを見て、アリクレストは満足そうな微び笑しようを唇くちびるの端はしに浮かべて続けた。

『……そういうことだ。

　君を我が帝国軍の作戦指導部参さん謀ぼうに任命することにした。士官学校時代、水星と名乗って暴れまわった君の作戦指導ぶりが、実戦でも通用することを願っている。マルス家のためにがんばってくれたまえ』

　通信は一方的に切れた。

　何も映っていない通信スクリーンを見つめたまま、チャマーは両手を握りしめた。

　……メイの生命いのちを助けたかったら……マルス家のために戦え、というのか。

　自分の手で、メイを殺そうとしておきながら……今度は生命を助けてやる、だから俺の言うことを聞けというのか。

　チャマーの握りこぶしが白くなった。

　メイの生命は……お前らの道具じゃない！　ふざけるな！

　誰だれがお前らなんかのために働くものか！

　出て行ってやる！　裏切ってやる！　私はこの手でアリクレスト、お前の喉のど笛ぶえを搔かき切ってやる！

　お前は父と、母の仇かたきだ！

　握りしめた両手のこぶしで通信スクリーンを殴なぐりつけたチャマーは、そのまま無言で立ち尽つくしていた。

　さまざまな想おもいがチャマーの胸の中を走った。

　そのとき、メイの顔が浮かんだ。

　……お前は今、昏こん睡すい状態で死線をさまよっていると聞く。

　マイド先輩を救うために、お前はその身を投げだした。

　お前はお前の方法で、アウトニア再興のために動いたんだな……。

　チャマーは眉間にしわが寄るほど強くまぶたを閉じた。

　そうだ……再びユーマの地にアウトニアを再興させる。それが私たちの使命だ。

　私は、まず国民のための利益を考えなくてはならない……そう、それはメイ、お前の兄としての情よりも、自分の意思よりも優先させなければならない。

　それが……王家に生まれた者の義務だと、私は亡き父から聞いた。

　私は裏切るわけにいかない。父の言葉と、私に背負わされた義務を裏切るわけにはいかない。そうだったな、メイ……。

　もし、ここで私がマルス家を捨て、反乱軍に加わればお前を失うことになるかもしれない。

　たとえお前を失っても反乱軍が勝てば、ダイテツ七世の手によってアウトニアは再興されるだろう。だが、しかし、もしマルス家側が勝てば、アウトニア再興は絶対に不可能となる。

　そのリスクがあるかぎり、私はマルス家側から離れるわけにはいかない！

　メイ……お前は私の敵だ！

　マイド先輩……あなたを倒すために私は全力を尽くす！

　……あのとき私は決めた。

　たとえ兄妹が争い、互いの命を奪い合うことになったとしても、それは覚かく悟ごの上だ。

　……それは、人として間違っていることなのかもしれない。しかし、王家の人間にとってそれは決して間違ってはいない。

　国民のために、その修しゆ羅らの道を選ぶことを私は後こう悔かいしてはならない！

　やがて、チャマーは大きく息を吸い込んで、重いため息と共に吐はき出した。

　目の前にある何も映っていないスクリーンを見み据すえてチャマーは静かに、しかし力強くつぶやいた。

「勘かん違ちがいするな……お前のためじゃない……国民のためだ」




　気がつくと、チャマーの斜ななめ後ろに立って理知的な風ふう貌ぼうの瘦やせた男が何かを言っていた。

「……ニアの軍事同盟は兵力の集中を欠いています。勢力と呼ぶには問題外だと思いますが」

　チャマーはあわてて意識を目の前の男にもどした。

「兵力から見ればね。でもナヴァリン、そこにある人間の意志というものを考えれば、これはもう第三勢力と呼んでも差し支えないと思うよ」

　チャマーがナヴァリンと呼んだ、見るからに官かん僚りよう風の男は肩かたをすくめた。

「意志の力……ですか。それは数値化できません。過小にも過大にも、どうにでも取れます。そのような不確定な要素を考こう慮りよすることは無意味だと思いますが……」

　……無意味じゃない。難しいけどそれは無意味なことじゃないんだ。

　チャマーは心の中で、そうつぶやきながら、中央作戦室に向かうエレベーターの前に立った。

「……そろそろ作戦立案会議の時間だな」

「あれが、会議と呼べれば……ですがね」

　ナヴァリンの言葉に、チャマーは少し驚おどろいたように振ふり返った。

　その口調は、明らかにマルス家の作戦指導を批判する響ひびきに満ちていたからだ。

　彼は、アリクレストから直接の命令を受けて赴ふ任にんしたチャマーの補ほ佐さ官かんだった。

　補佐官と言えば聞こえはいいが、要するに監かん視し役だ。

　チャマーはマルス家の一門であるロンダール侯こう爵しやく家との養子縁えん組ぐみによってマルス家の一員にされたのだがよそ者に変わりはない。

　情報漏ろう洩えいと裏切りを恐おそれたマルス家が、チャマーの行動を監視するのは当然のことであった。

　チャマーの表情を見たナヴァリンは、胸を張って答えた。

「わたくしは、チャマー閣下の補佐官に任命される前、アリクレスト皇こう帝てい陛へい下かの理想とする帝国を実現するために、帝国の行政と軍政を改革するプロジェクトチームに所属しておりました……それは一言で言うと、慣習と前例と、自己の利権しか目に入らない頑がん迷めいなマルス家の長老との戦いでした。わたくしには、この作戦会議も同じように見えてしかたないのです」

　チャマーは小さくうなずいた。

「確かにそうだ。この作戦会議で重要視されるのは慣習と前例と自己顕けん示じ欲よくだけだ。ひょっとするとそれがマルス家そのものの性質なのかもしれないね」

「マルス一族がアリクレスト皇帝陛下に、もっと権限と時間をさしあげれば、もっともっと帝国は強くなっていけると思うのですが……」

　そう言ってナヴァリンは小さくため息をついた。

　エレベーターのドアが開くと、そこには数人の先客がいた。

　近衛師団の師団長ジンモ・スタルヒン少将をはじめとする、マルス家の将軍が、副官たちと共に乗り込んでいたのだ。

　軽く一礼して乗り込んだチャマーとナヴァリンの背中に感じる視線は冷ややか、と言うより敵意に満ちていた。

　やがて、ジンモの副官らしい男が、おもねるような口調で言った。

「ジンモ様、本日行われる最高作戦会議に呼ばれているのは、マルス家の、それも選ばれた者だけのはずですが、なにやら勘違いした人間が混じっているようですな」

「いいや、勘違いではないぞウッドラーク。彼はれっきとしたマルス家の一員だ。ロンダール侯爵とアウトニア王という二つの肩かた書がきをお持ちの、今年四歳になる嫁よめを持つ婿むこ養子様だ」

　ジンモが、わざとらしくたしなめると、エレベーターの中は嘲ちよう笑しようで満ちた。

　チャマーの心の中には怒いかりすら湧いてこなかった。

　こういう扱あつかいは、今まで何度となく受けている。いちいち腹を立てていては身がもたない。

　嘲笑が収まったころを見計らって、ジンモがにやにや笑いながら言った。

「おそらくこの次の戦いは総力を挙げたものになる。我々マルス家本流の精せい鋭えい艦かん隊たいは最前線で反乱軍と戦わなくてはならんだろう。作戦参さん謀ぼうとやらで一歩も外に出ないですむ、どこぞの婿養子どのと代わってもらいたいものだな」

　エレベーターの中に笑いが起きたそのとき、チャマーの横にいたナヴァリンが静かに答えた。

「我々には、特別艦隊を編成してマイド・ガーナッシュ率いるアウトニア軍の討とう伐ばつを行うようにという特別命令が出ると皇帝陛下よりお聞きしております……皇帝陛下に進言して任務を代わっていただきましょうか？」

　エレベーターの中が静まり返った。

　ジンモと、その眷けん属ぞくにとって、マイドの名前は禁句以外の何物でもなかった。

　チャマーは、たしなめるような口調でナヴァリンに言った。

「いや、そうはいかないよ。マイドを倒たおすという名めい誉よある任務は我々に与えられたものだ。それに、我々がこの任務につくことができるのは、ジンモ閣下のおかげだ。閣下はマイドを捕とらえるという手て柄がらを独り占じめすることなく、我々に譲ゆずってくれたのだからね」

　ジンモたちの顔が赤黒くなった。

　それは、最後までマイドを捕つかまえることができなかったジンモたちに対する痛つう烈れつな皮肉だったからだ。

　やがて、エレベーターが、中央作戦室のあるフロアについて、ドアが開いた。

　チャマーとナヴァリンは、エレベーターが開くと、ジンモたちが降りるのを待った。

　もし、先に行くようなことがあれば、そのことでねちねちと文句を言うつもりだったジンモの取り巻きどもは、チャマーたちをにらみつけると、エレベーターを降りていった。

　ジンモたちが充じゆう分ぶん離はなれたのを見計らってチャマーは聞いた。

「……さっきの話、本当かね？」

　ナヴァリンは肩かたをすくめた。

「半分は真実です」

「半分？」

「ええ、我々には、アリクレスト皇帝陛下より直じき々じきに、特別命令が下されることになっているそうです……それがアウトニア討伐かどうかはわかりませんが……」

「それにしちゃあ、はっきり言い切ったものだな」

「わたくしはチャマー閣下の補佐官です。補佐官がお仕えしている方の意向を汲くみ、それに沿って行動するのは当然のことです」

　ナヴァリンは、しれっとした表情で答えた。




　チャマーの目の前に宇宙空間が広がっていた。

　そこは、この次に大規模な会戦が行われるであろうタカタツ星域を模して作られたバーチャルリアル空間だった。

　タカタツ星域は、恒こう星せいの周りを回る惑わく星せいが、すべて長円の軌き道どうを描えがいているという少し変わった星域だった。

　チャマーの足元には二十万個の青い光点で作られた球形が浮うかんでいた。

　その一つ一つがマルス家に所属する帝国軍艦隊の艦船を示しており、これは帝国軍が二十万隻せきからなる重厚な球形陣じんを形成していることを示していた。

　……マルス家だけで二十万か。本当ならばあと十万ぐらい増やせるんだろうけど、マルス家は領地が広いから、領地の警備艦隊も置かなきゃならないし、まあ二十万というのは妥だ当とうな線だろうな。

　そして、その向こうには、十二万個の赤い光点で形作られた真・帝国軍艦隊が、両りよう端たんが細くなったラグビーボールを横から見たような形の変形した球形陣を組んで浮かんでいた。

　チャマーは、手元にある汎はん用よう端たん末まつを操作して、敵の艦隊の構成の詳しよう細さい表示を呼び出した。

　前皇帝ダイテツ七世の率いるディア艦隊とトゥナイツ艦隊の連合軍である真・帝国軍の総数は約十二万。

　帝国軍と真・帝国軍はすでに二度の会戦を行っていたが、いずれの戦いも痛み分けに終わり、現在は固定された戦線を挟はさんでにらみ合いを続けていた。

　チャマーは目の前に浮かぶラグビーボールを見て思った。

　……本来のディア家とトゥナイツ家の兵力は双そう方ほうを合計しても八万隻がせいぜいだろう。つまりあのダイテツ七世の演説を聞いて、彼らに加担した兵力が四万隻に及およぶということだ。

　今度の戦いで趨すう勢せいが決まれば、今まで日和ひより見みをしていた他のマイア家の分家たちも勝ったほうに流れるだろう。その意味において、今度の決戦が事実上の最終決戦になるだろうな。

　今、あの艦隊を指揮しているのはユイ・コットンと、エリス・トゥナイツの二人だ。

　チャマーの脳のう裏りに、長い金きん髪ぱつを持つ、落ち着いた雰ふん囲い気きの若い女の子の顔が浮かんだ。それは、エリスの顔だった。

　正面装備の質こそ高いものの、実戦経験がなく軍事的に弱体なトゥナイツ家の艦隊が、予想以上に戦っているのは、指揮官であるエリスの人気が高いせいだ、という情報が流れているけど……その通りだろうな。

　エリスほど軍服の似合わない士官はいなかった。軍人というよりお嬢じよう様さま、という雰囲気の人だった。

　そのお嬢様が、みずから戦艦に乗り込み、戦場でともに戦っているのだ。一線にいる将兵たちにとって、これほどやる気を出せるシチュエーションはないだろう。

　そして、もう一人の少し年上の女性の顔を思い浮かべた。

　ユイ・コットンか……。

　あの人は、年老いたダイテツ七世に代わって真・帝国軍全軍の指揮を執とる総指揮官だ。

　ディア家の兵力だけならまだしも、シロウト同然のエリスや、トゥナイツ家、そして、帝国中からダイテツ七世の言葉を聞いて集まってきた有志たち……あの寄り合い所帯を一つにまとめ、数で優勢なこの帝国軍と互ご角かくの戦いを繰くり広げている。

　あの人の戦い方は、マイド先せん輩ぱいと同じで帝国のセオリーにはない。

　前例踏とう襲しゆう主義の純結けつ晶しようのような参さん謀ぼうどもと将軍では、絶対に思いつかない戦い方をする。

　チャマーは、改めて目の前のスクリーンに浮かぶラグビーボールを見た。

　……あんな陣じん形けいは、過去における作戦記録のどこにもない。艦隊移動時の一時的な陣形ならいざしらず、攻こう撃げきや待機の際の陣形としては初めて見る。

　帝国軍の参謀たちが困こん惑わくしているのはそのせいだろう。

　球形陣に対たい抗こうするなら円えん錐すい陣を取るのがセオリーだ。

　円錐の尖とがった部分に重装そう甲こうの突とつ撃げき艦かんを配置し、球形陣に突撃をかけ、防ぼう御ぎよ陣を突破して一気に球形陣を砕くだくのだ。しかし、球形陣は、構成している艦のポジションを変へん更こうすることで、防御を厚くすることができる。だから円錐陣で球形陣を破るには同等、もしくはそれ以上の戦力が必要だとされていた。

　……だから、円錐陣を作らないのだろうか？

　いや、そんなことはない。真・帝国軍の総力は十二万ある。円錐陣を作って攻撃を仕し掛かけることはできるはずだ……では、なぜ円錐陣を作らないのだろう？

　そのとき、チャマーの脳内で、正面のラグビーボールが中央から左右に切断される光景が浮うかんだ。切断されたラグビーボールは、円錐形をした二つの物体に変形した。

　そうか！　時間差攻撃だ！

　あの陣形で、帝てい国こく軍が球形陣で接近するのを待っているんだ。そしてある距きよ離りまで近づいたとき、きっとあの陣形は二つの円錐陣に分かれて左右から時間差攻撃を仕掛けるんだ。

　チャマーは、自分の端たん末まつ上に敵の艦種分布のデータを呼び出した。

　ラグビーボールの両端の細くなっている部分の近くに、突撃艦らしい重装甲の艦が集中しているのがわかる。間ま違ちがいない。

　球形陣側がセオリーどおりに攻撃を受けた部分の防御を厚くすれば、そのぶんどこかに薄うすい場所ができる。そこをもう一つの円錐陣で突つくに違いない。

　兵力の分散は一見愚おろかに見えるが、もし、そうやって攻撃を波状的に受ければ、球形陣の内部で艦隊を動かして防衛するシステムは追いつけなくなる。

　チャマーが顔を上げるのと、バーチャル空間に一人の若い参謀が立つのは同時だった。

　目の前に立った帝国軍の若い参謀は、敵の陣形分ぶん析せきを始めた。

『左右に広がるこの敵の陣形は、大きな鳥が翼つばさを広げるように我々を包囲攻撃する態勢を作るための予備隊形だと思われます』

　バーチャルリアル空間の中で、赤い光点で形成された真・帝国軍が、大きく左右に広がり、こちらにある青い光点で形成された球形陣を包囲しはじめた。しかし、包囲する赤い光点の数がすくないため、包囲は成功するものの、その包囲網もうは次々に白く光って消えてゆく。

　参謀の声が響ひびいた。

『しかし、このとおり数で劣れつ勢せいな敵艦隊の包囲網は薄く、攻撃は分散されてしまうため我々の球形陣を破ることは不可能だと思われます、我々は現在の球形陣を保ったまま数の優位を以もつて敵を圧あつ迫ぱくし、これを砕くべきだと考えます』

　チャマーはあきれた。

　……数で劣勢な側が、わざわざ鶴かく翼よくの陣を展開して数の多い方を包囲攻撃しよう、などと考えるわけがないじゃないか！

　そのとき、少し年上の参謀が立った。

『敵の戦力は我々より劣勢である。劣勢である側が包囲攻撃を仕掛けることは不可能である。今のシミュレーションはそれを証明したにすぎない。ということは、敵もまたこれと同じ結果を見るに違いない。なのになぜその作戦を敵が採用すると判断したのかね？　根こん拠きよはなんだ？』

　若い参謀はうろたえた。

『そ、それはつまり……』

『まさか、自分が立てた作戦に高評価を受けたいがために、自軍に一番都合の良い作戦を敵に与あたえたのではないだろうな？』

『いえ……違います』

『では、なんだ！』

　若い参謀はヒステリックに叫さけんだ。

『敵は寄せ集めの反乱軍であります！　そして我々は正規軍であります！　寄せ集めの烏う合ごうの衆しゆうに的確な作戦行動など取れるはずがないと判断しました。私は士官学校の作戦策定課程の口頭審しん問もん試験で、この回答で満点を頂いております！』

　チャマーは、帝国士官学校時代の作戦策定課程の口頭審問試験を思い出した。

　その試験は、居並ぶ試験官の前で、三次元プロジェクトボードの上に作戦行動を書き込み、口頭でその作戦行動の目的などを答えるものだった。

　……士官学校時代、あの試験でほぼ満点の回答を出した先せん輩ぱいが二人いた。一人はアリクレスト、そしてもう一人がマイド先輩だった。

　どんな偶ぐう然ぜんのいたずらなのか、あの二人には同じ問題が出た。

　その問題は『敵は神聖ローデス軍の精せい鋭えいである白色枢すう機き卿きよう艦かん隊たいと黒色僧そう騎き兵へい艦隊の二艦隊。桃もも星ぼし星域を突とつ破ぱし、我が帝国内に侵しん入にゆうしたこの二つの艦隊を、いかに迎げい撃げきするか。回答者は帝国軍のどの艦隊を使用してもよいものとする』というものだった。

　アリクレストは、二つの敵艦隊が表示されている三次元プロジェクトボードに近づくと、その空間の周囲をすべて範はん囲い指定し、こう言った。

『帝国の全軍を以て敵艦隊を包囲し、敵を撃げき滅めついたします』

　そして、マイド先輩は、まったく同じことをして、最後にこう言った。

『帝国の全軍を以て敵艦隊を包囲し、降こう伏ふくを勧かん告こくいたします』

　結局マイド先輩の回答は敢かん闘とう精神に欠ける、とか積極性がないという意見が出て、アリクレストの答えが模も範はん解答として発表された。

　つまり……あの試験は、作戦策定の試験ではなく単なるパフォーマンスの試験だったのだろう。

　チャマーは目の前にいる若い参さん謀ぼうに意識をもどした。

　……つまり、彼は作戦策定ではなく、パフォーマンスの試験に満点を取ったということだ。

　年上の参謀は、ゆっくりと聞いた。

『そうか……確か君はエンデリュート伯はく爵しやく家のご子息だったね』

　若い参謀は胸を張った。

『はい！　私の父は行政長官の職にあるラミレス・エンデリュートです！』

　年上の参謀は、小さく肩かたを落として答えた。

『そうか……君が士官学校の試験で満点を取るほど成績優ゆう秀しゆうで、それがゆえに一線部隊ではなくこの参謀本部に席を置いている理由がよくわかった。下がってよろしい』

　若い参謀は自じ慢まんげにあたりを見回すと、満足そうに席に着いた。

　自分に注がれている視線の中に、侮ぶ蔑べつが含ふくまれていることを理解していないその門もん閥ばつ貴族の参謀の姿に、チャマーは憐れん憫びんの情を抱いだいた。

　親と士官学校……彼にとって世界とは、その二つしか存在しないんだ。

　チャマーは、自分の分ぶん析せき結果を、会議の意見具申ではなく個人通信の形で参謀室長の端たん末まつに送った。

　衆目の中で作戦案を発表する意見具申と違ちがって、個人通信の作戦案は、評価が低く、参考にされるだけだ。しかし、チャマーはそれで充じゆう分ぶんだと思っていた。

　意見具申をしてあの場所に立ち、敵軍の分析結果から推察される敵の攻こう撃げき方法を述べれば、ここにいるほとんどすべての人間を納なつ得とくさせることはできるだろう。しかし、それは自分の周りに敵を作るだけのことだ。……それに。

　それは私の本意じゃない。

　本音を言えば、マルス家のために作戦を考えるなど虫酸が走る。

　この身をマルス家に置いているとはいえ、我が心は、はるかに反乱軍に近い。

　そのとき、横にいたナヴァリンが小声で言った。

「チャマー少しよう佐さ、先ほどより通信が入っております」

　気がつくと、個人端末に参謀室長からの返信が入っていた。

　あわてて画面を開くと、そこにはこんな文面があった。

『貴き殿でんの作戦案、実に興味深し。意見具申されることを薦すすめるものなり』

　チャマーは、参謀室長のホーカムの顔を思い出した。

　ホーカム室長は、マルス家の直系だけが優ゆう遇ぐうされるこの帝てい国こく軍の中で、唯ゆい一いつマルス家以外の家いえ柄がらでありながら参謀室長を務めている。

　それは、その有能さと人柄を誰だれもが認めているからだろう。

　ホーカム室長は、帝国軍の将兵から「参謀本部の最後の良心」と呼ばれていた。

　チャマーは、個人用端末を使って即そく座ざに返信した。

『あくまで試案にして、公議に耐たえられるものにあらず。参謀本部の見解の参考にされたし』

　それは、チャマーの本音と建前のギリギリの線だったのかもしれない。

　その後、何度もホーカム参謀室長から意見具申を求める通信が入ったが、チャマーは断り続けた。

　やがて、作戦立案会議は終わった。

　基本方策は、帝国軍は球形陣じんを保ち、数の優位をもって敵を圧あつ迫ぱくし、これを倒たおすというものであり、さらに若干の戦力を球形陣の周囲に配置し、遊軍として防衛に当たるという修正案が加えられていた。

　……私の分析結果を考こう慮りよした結果だろうな。

　チャマーが、そう考えながら他ほかの将軍や参謀たちの後について中央作戦室から出ると、目の前にナヴァリンが立っていた。

　ナヴァリンは、うやうやしく一礼すると、チャマーに向かって右手を差し出した。

「先ほど、これを皇こう帝てい陛へい下かの秘書官の方からお受け取りいたしました」

　ナヴァリンの手には、金の装そう飾しよくに縁ふち取どられた封ふう筒とうを載のせた銀の小さなトレイがあった。

　チャマーのまわりにいる将軍や参謀たちが、それを見てざわついた。

　それは、皇帝直じき々じきの呼び出し状に間違いなかった。よほどのことがない限り、皇帝に直じかに会って言葉を賜たまわることはない。

　それは、皇帝がチャマーに目をかけているという意思表示であり、特別の存在であることを他の人間に示す行こう為いでもあった。

　チャマーは、封筒を受け取りもせずに答えた。

「わかった、案内してくれ。私はこの作戦指導部の区画から一歩も外に出たことがない。アガメムノンの内部に詳くわしくないんだ」

「かしこまりました。では、ご案内いたします」

　ナヴァリンは目的地がどこか？　などという無む駄だなことは聞かなかった。




　帝国軍旗き艦かんであるアガメムノンは、旗艦と呼ぶより移動要よう塞さいと呼んだほうがいいだろう。

　その本体は巨きよ大だいな円えん筒とう形をしており、その外周に帝国軍の軍艦の呼こ称しよう基準表の中にある最大サイズであるＺ級戦せん艦かんを十二隻せきぐるりとはめこんで、一体化している。

　戦艦の区画はそれぞれ別の名前で呼ばれており、戦艦としての機能もそのままになっているところから見て、いざ、というときはこの戦艦が分ぶん離りして本体を守るというウワサは事実なのだろう。

　アリクレストの執しつ務む室しつは、その円筒形の本体部分の中心から少し前部に寄ったあたりの特別警けい戒かい区画の中にあった。

　執務室に続く控ひかえ室しつには、暖色系の毛足のそれほど長くないカーペットが敷しかれ、壁へき面めんには深いアンバーで統一されたアンティーク風の家具が並んでいる。

　それは、とても皇帝の執務室に通じる部屋とは思えない質素さだった。

　チャマーは士官学校時代のアリクレストの好みを思い出していた。

　金ぴかで、ごてごてとした装飾のついた門もん閥ばつ貴族専用室の家具、それにふんぞりかえって葉巻をくわえた取り巻きどもと、派手なドレスを着た女の子たち。

　……あのころとはずいぶん違ちがうな。

　ひょっとしたら、士官学校時代は仲間に合わせていたのかもしれない。

　装飾よりもまず機能を優先させるのが、本当のアリクレストの気質を反映しているのだろうか。

　チャマーは、自分の脇わきにいるナヴァリンが、落ち着かない様子なのに気がついた。

「どうしたんだい？　君はアリクレスト陛下の直属プロジェクトチームにいたんだろう？」

「ええ、確かに皇帝陛下とは何度となくお話をしておりますが、プライベートな通信画面でのことでして……実を言うと公式な場所で直接お会いするのは初めてのことなのです」

「なんだ、そうだったのか。なら、私と同じようなものだね。私はこれで二回目だよ」

　チャマーが笑いかけると、ナヴァリンは少しほっとしたような顔になって微笑ほほえみ返した。

　その笑え顔がおを見てチャマーは思った。

　……この男は、悪人ではない。どちらかというと善人の部類に入るだろう。

　だが、彼と私は根本的な部分で大きく違っている。

　彼は帝国を信じ、アリクレストという人間を愛し肯こう定ていしている。

　彼にとって、アリクレストはこの腐ふ敗はいした帝国を改革し、より強くより豊かにすることのできる正義のヒーローなのだ。

　この帝国にいる多くの人間がアリクレストを認めているのは、きっと彼のような人間が多く存在するからだろう。

　だが、私は帝国の本当の姿を知っている。アリクレストの本ほん性しようも知っている。

　アリクレストは、真の改革者ではない。帝国が抱かかえる根源的な問題。帝国内のすべてを支配する身分制による世せ襲しゆう制度。つまり権限を持ったすべての役職が、血筋だけで決定され、前例を踏とう襲しゆうするしか方法論を持たないシステム。

　これを改革する気など最初から持ってはいない。

　親衛隊を創立し下級貴族や平民を昇しよう任にんさせる枠わくを少し拡大したところで、そんなものはポーズでしかない。

　しかし、それを初めてやったのがアリクレストだ。彼は帝てい国こくの歴史上初めて平民と下級貴族に希望を与あたえた皇帝となった。

　たとえそれがポーズであったとしても、やったという事実に変わりはない。

　アリクレストが支持され続けている理由はそこにあるのだろう。

　そのとき、控え室の壁面に薄うす青あおい力場スクリーンが展開され、チャマーとナヴァリンの身体からだをマルチセンサーが走査スキヤンし始めた。

　ここに来るまでの間にも何度も走査を受けていたが、今回の走査はさらに念入りだった。

　……最終チェックだな。念には念を入れろ。ということなのだろう。

　やがて、走査が終わるのと同時に、奥の部屋に通じるドアが開き、軍服姿ではない、秘書官らしい長い黒くろ髪かみの女性が現われた。

「チャマー・ロンダール少しよう佐さ殿どの、モロー・ナヴァリン大たい尉い殿、皇帝陛下がお待ちです」

　軽く会え釈しやくした秘書官は二人にそう告げると、背を向けて奥の部屋に向かって歩き出した。

　アリクレストの執務室は、控え室と同じような色調で統一されていた。

　部屋の中央に置かれた大きな執務机の向こうにアリクレストが座っていた。

　アリクレストは、二人の顔を見ると、いきなり本題に入った。

「チャマー・ロンダール。お前の作戦案、参さん謀ぼう室長から聞かせてもらった。的確な分ぶん析せきと洞どう察さつに裏づけされた実に見事なものだ。これからもその才能を帝国のために役立ててもらいたいものだな」

　チャマーは頭を下げた。

「過分にすぎるお褒ほめのお言葉をいただきまして恐きよう縮しゆくです」

　小さくうなずいたアリクレストが、執務机の上にあるコントロールセンサーに右手をかざすと、二人の目の前に、半透とう過かの状態で映像が浮うかび上がった。

　それは、先ほどの作戦会議が行われたときの敵てき艦かん隊たいの映像だった。

「お前は、敵がこの陣じん形けいを二つに分け、それぞれを円えん錐すい陣として攻こう撃げきを仕し掛かけると予想した。その二つの艦隊を指揮するのは、エリスとコットンである、とな……確かに敵軍の編成を考えるとその推論は正しいだろう」

　アリクレストはそこで言葉を切ると、チャマーに視線を投げた。

「お前に奇き襲しゆう作戦の作戦計画を立ててもらいたい。目標は、エリス・トゥナイツ。艦隊ではない、あくまでもエリス個人が目標だ」

「エリス個人……と申しますと、暗殺でしょうか？」

「いや、暗殺ではない。暗殺なら専門家に任せる。お前は、エリスを生きたまま連れ帰る方法を考えるのだ」

「生きたまま？　捕ほ虜りよにしろというわけですか！」

「そうだ。どうしても無理ならば殺すのもやむをえんが、なるべく生かしてここに連れて来い」

　アリクレストがコントロールセンサーに手をかざすと、映像が消えた。

「宿敵である神聖ローデスが、内乱で弱体化しているこのときこそ帝国は国論を統一し宿敵を倒たおさねばならん。そのためには、一刻も早くこの馬ば鹿か馬鹿しい内乱を終わらせねばならんのだ。

　余はエリスに、皇太子爆ばく殺さつ犯はんは、この私ではない、ということを宣言させ、その映像をネットで帝国中にリアルタイム配信するつもりでおる。皇太子の許婚いいなずけであったエリスの口から真実を聞けば、国民は納なつ得とくし、あのダイテツの演説の荒こう唐とう無む稽けいさと、私利私欲のために軍を立てた事実が明らかになるだろう。無む駄だな血を流すこともなく内乱は終息に向かうに違ちがいない……」

　チャマーはエリスの顔を思い浮かべた。

　……たとえエリスをここに連れてきても、絶対にそんなことはしないだろう。殺すと脅おどされても平然としているだろう……でも、あの人は性根が優やさしすぎる。

　もしも領地を占せん領りようされて、領民を皆みな殺ごろしにすると言われれば……領民を助けるために言うことを聞いてしまうかもしれない。

　……そんなことはできない。

　そんなことをやらせたら、ダイテツ七世のあの宣言は無意味になる。

　チャマーは、小さく首を振ふった。

「お言葉ですが……そのような大任は若じやく輩はい者の私には荷が勝ちすぎます。この帝国には私などよりもっとその大任にふさわしいお方がいらっしゃることと存じます」

「このアリクレストの名で全軍を動かす権限を与えても無理か？　余の親衛隊もふくむ全軍をお前の指揮下に置く。それでも無理かな？」

　一いつ瞬しゆん。

　チャマーの心が動いた。

　それはチャマーの心の中にある用兵家としての部分だった。

　シミュレーションでもなんでもない。本物の帝国軍全軍を指揮して、敵軍と正面から渡わたり合う……このシチュエーションに心が動くのは、用兵を志す者として当然のことだった。

　その、微び妙みような表情をアリクレストは見み逃のがさなかった。

　精神のゆらぎを見切ったようにアリクレストはすっと踏ふみ込んできた。

「お前の望みはアウトニア王国の復興、確かそれだったはずだ、違うか？」

　否いやも応もない決めつけだった。

　チャマーは思わずうなずいてしまった。

　アリクレストは勝ち誇ほこったようにゆっくりと言った。

「余にはそれができるぞ。いや、それは余にしかできぬことだ。領地回復などということはな……」

　その、アリクレストの言葉には、チャマーを惹ひきつけて離はなさぬ言葉が含まれていた。

　……これはエサだ。

　アリクレストのちらつかせるエサだ！

　……わかっていた。わかっていたがチャマーは聞かざるを得なかった。

　その言葉はそれほどまでに魅み力りよく的だった。

「領地回復と申しますと……？」

　アリクレストは勝ち誇ったような素そ振ぶりは見せなかった。最初から決まっているかのような表情で答えた。

「確かユーマとか言ったな、アウトニアのあった星は。そこに再び都市を建設し、かつての国民を呼びもどすことを認めても良いということだ。神聖ローデスの現状を見ると、あそこに要よう塞さいを建設し維い持じする理由がないからな」

　チャマーは自分の声が上ずるのを止めることができなかった。

「では……国民はもどれるのですね。机上の王国ではない、本当のアウトニアを復興させていただけるのですね」

　アリクレストは鷹おう揚ようにうなずいてから微笑ほほえんだ。

　……お前は私の網あみに入った。もう逃にげられはしない。

　それは、そういった微び笑しようだった。

「そうだ、信じられぬのなら、余が直じき々じきに確約した旨むねを書き示した文書を渡してもよい。……二十四時間をお前にやろう。作戦案、楽しみにしておる……下がってよいぞ」

　チャマーとナヴァリンは一礼して部屋を出た。

　自分たちの後で執しつ務む室しつに通じるドアが閉まるのを確かく認にんして、ナヴァリンが大きなため息をついた。

「……緊きん張ちようしました。しかし……感動しました。皇こう帝てい陛へい下かは実に実務的で有能な方ですね」

「そうだね。本当に合理的な思考をするお方だ……」

　そう答えながらチャマーは思った。

　人を動かすには、利益を目の前に見せるのが一番早い。その方法論をしっかりと見せてもらったよ……一国の王としての格の違いもね。

　私はアウトニアの国王として、まずなによりも国民のことを考えて動かねばならない。

　だとしたら、私のとるべき道は一つしかない。

　たとえ、それが自分の意志とは正反対の道であっても……。

　控ひかえ室しつから出たチャマーは廊ろう下かを歩きながら隣となりにいるナヴァリンに話しかけた。

「私はこれから作戦立案シミュレーションをフル稼か働どうさせて、立案室に籠こもる。他ほかの利用者のスケジュールはすべてキャンセルしてもらえ。文句を言うヤツは皇帝陛下の名前で黙だまらせろ」

「かしこまりました！」

　目を輝かがやかせてうなずいたナヴァリンは、チャマーが唇くちびるの端はしに浮うかべた笑いが気になった。

　それは、どう見ても自じ嘲ちようにしか見えない笑いだったからだ。




　チャマーとナヴァリンが出て行ったのを確認したアリクレストは、再び執務机のコントロールセンサーに右手をかざした。

　執務机の脇わきに実直そうな風ふう貌ぼうの中年の男性のホログラフが立ち上がった。

『お呼びでしょうか？』

「反応はどうだ？」

『脈みやく拍はく、心しん拍ぱく数すう、発はつ汗かん、そして思考波のパターンから、彼は動くものと思われます』

　アリクレストは小さく微笑んだ。

「電子人格のお前に人間の意志決定の判定ができるとはな……」

『人間は経験と学習によって変化する生き物でございます。思考波のパターンを判別できるだけのデータの蓄ちく積せきがあれば、判定は可能です』

「そうか、あの男は確かお前の部下だったな……オリアス」

　ホログラフの男性は一礼した。

『彼が士官学校を卒業後、最初に配属されたのは私の部署でありました』

「歴代の皇帝が自分の近辺に電子人格を置かなかったのは、無能のそしりを受けるに値あたいするな……宿敵ローデスの首しゆ魁かいが電子人格であったことに対する嫌けん悪おの情があったにせよだ」

　アリクレストは顔を上げて聞いた。

「それはそうと、例の件はどうなっている？」

『フランチャイズシステムとして配布されたものの完全なコピーを手に入れました。どうやら感応端たん末まつを使ったサイコウェーブ通信を利用し、一種の意識の共有化を計るもののようです。艦かん隊たいなどの多数のユニットを機能的に動かすシステムとしては画期的なものですが、意識空間に投とう影えいされる意識の数が多くなりますと運用は難しくなります』

「対応策はあるか？」

『サイコウェーブ通信は民間通信をベースに発展したものです。通信内容の秘ひ匿とくに関してのセキュリティレベルはかなり高いものですが、システム全体のセキュリティを見ますといくつかホールが見つかります。ここにパッチがあてられていなければ妨ぼう害がいは可能です』

　アリクレストは満足げにうなずいた。

「この戦いであのジジイを倒たおしたら、次はあの目め障ざわりな連中だ。今度こそ私の手で息の根を止めてやろう」

　黙って一礼した後で、オリアスは声をひそめてアリクレストに尋たずねた。

『例の件、申し出をなさったのですか？』

　アリクレストはうなずいた。

「本艦隊二十万隻せきで充分だとは思うが、万が一というときの保険だ。それに、ことここに到いたって確かく執しつなど些さ細さいなことだ」

　オリアスは、感心したようにつぶやいた。

『それは……帝てい国こくの歴史に残りますな……』

「確かに、しかし誰だれかが動かさねば動かぬものだ……歴史というヤツはな」

　黙って一礼しながらオリアスは思った。

　……そうか、いかに戦争中といえ、それをたった一人で決めることができる体制なのだな……この帝国という国家は。
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　第三章　大おお馬ば鹿か







　そのころ、真・帝国軍の旗き艦かんウルスターのメインブリッジ内にある指揮官用執しつ務む室しつの中では、コットンが、執務机の上にあるコンソールを操作して、目の前の空間に浮かぶ二つの円えん錐すい形を動かしていた。

　しばらく無言でその作業を繰くり返してそのデータを記録していたコットンは、やがてコンソールから手を離はなすと、シートの背もたれに体重をかけて天てん井じようを見上げながらつぶやいた。

「やっぱりエリスの指揮するトゥナイツ艦隊は動きが鈍にぶいわね……錬れん度どが低いからしかたないと言えばしかたないし、彼女が一生懸けん命めいやってくれていることについては疑う余地はないんだけど……」

　優勢の帝国軍と三度の会戦を行って、真・帝国軍は負けなかった。

　そのことによって真・帝国軍の士気は高まり、仲間に加わる勢力も増えた。

　しかし、内乱をこれ以上長引かせれば、それは帝国そのものの国力を下げることになる。

　次の戦い。それが事実上の決戦だった。

　この決戦に対し、真・帝国軍は艦隊を二つに分けるという大だい胆たんな作戦を計画していた。

　コットンの率いるディア艦隊と、エリスの率いるトゥナイツ艦隊の二つに分かれ、別々の円錐陣じんを構成して敵の球形陣に時間差で攻こう撃げきを仕し掛かけるのだ。

　敵の防ぼう御ぎよ陣を翻ほん弄ろうして、陣形に乱れを生じさせ、一気に突とつ入にゆうし球形陣を崩ほう壊かいさせるこの作戦は、艦隊を二羽のキツツキにたとえて「ツイン・ウッドペッカー作戦」と呼ばれていた。

　コンソールを操作して、目の前に浮うかぶ二つの円錐を消したコットンは、イスから立ちあがると、窓まど際ぎわに向かった。

　窓の外には、コットンの命令を待つ十二万隻の真・帝国軍の艦船が浮かんでいた。

　……私には責任がある。

　このすべての艦に乗るすべての将兵に、勝利と、そして生き残る可能性のある場所を指差して、そこに向かって進むように命じなくてはならない。

　そのためには、指揮官として虚きよ実じつ取り混ぜた情報を示し、ときとして部下を騙だましてでもたどり着かなくてはならないということだ。

　コットンは考え込んだ。

　しかし……エリスにそれができるだろうか？

　エリスは、思った以上に立派な人だ。決して感情に負けることなく自分を律することができるし、常に理性的に物事を分ぶん析せきし、数ある選せん択たく肢しの中からベストとまではいかなくともベターな選択をすることができる。

　でも……私は彼女の持っている育ちの良さからくる素す直なおさや優やさしさが気になる。

　それは美徳と言っていいだろう。でも戦争という極限の中で、その美徳が逆に彼女を追い詰つめるかもしれない。

　目の前にとんでもない現実を突つきつけられたそのとき、彼女はそれに耐たえられるだろうか？

　そのとき、コットンの脳のう裏りに、五十歳くらいの壮そう年ねんの意思の強そうな男の顔が浮かんだ。

　……トゥナイツ艦隊参さん謀ぼう長ちようレゲント・ルイトポルトか。

　あの人は優ゆう秀しゆうだ。柔じゆう軟なん性に欠ける部分があるけどそれを補ってあまりある指導力と指揮力がある。

　たとえ、エリスがくじけても、あの人がいれば大だい丈じよう夫ぶだわ。

　コットンの脳裏に、もう一人の女の子の顔が浮かんだ。

　栗くり色いろの長い髪かみのその少女は、エリスに良く似た微び笑しようを浮かべていた。

　……アウトニアのメイ王女。

　そうね、エリスはメイ王女に似ているのかもしれない。でも、メイ王女はエリスにない強さを持っている。それは、自分の両親を殺され、国を失ったという過か酷こくな体験によって身につけたものかしら……。

　そのとき、コットンの脳裏に一人の男の顔が浮かんだ。

　静かに微笑ほほえむ収まりの悪い黒くろ髪かみの男。

　……そうか。そうだよね。

　経験だけじゃない。マイドがいるから、メイは強くなれるんだよね。

　窓の外に浮かぶ艦隊の、その向こう。はるかかなたに浮かぶ星々を見つめてコットンはたずねるような口調で小さくつぶやいた。

「私も……強くなれるよね？」

　どこからも答えはなかった。

　でも、コットンは確かに聞いた。

「あたり前のこと聞くな、恥はずかしいじゃねえか」と言うべらんめえ言葉を。

　下を向いたコットンが小さく笑ったそのとき、執しつ務む室しつに来客を告げるチャイムが響ひびいた。

　振ふり向くのと同時に、執務机の上に、来客の姿を映し出したホログラフが立ち上がった。

　それは、メモリーボードの束を抱かかえ込んだエリスだった。

「どうぞ、入ってきて」

　コットンの声と同時に執務室のロックが外れる小さな電子音が響き、エリスが入ってきた。

「各艦の操艦記録データの過去ログが入ってるメモリーボード、持って来ました」

「わざわざ持ってこなくても、データ転送してもらえば簡単じゃない」

「そうなんですけど……今、通信回線が混んでるんですよ。決戦が近いことをみんな知っているんでしょうね、家族に連れん絡らくを取る将兵が多くて。軍用の通信回線は最優先ですけど、私が動くなら直接持ってきても同じだと思ったものですから……」

　そう言って微笑むエリスを見てコットンは思った。

　……確かに、こういった心配りを、さらっとやってのけるのがエリスのいいところだわ。部下が慕したうのもうなずける。

　指揮官の才能を計るモノサシは、その人間がどれだけ部下の信しん頼らいを勝ち取っているか。そのパーセンテージだけ。

　実力とはその人間個人の能力だけじゃない。どれだけ他人の力を使えるか。それが実力。

　エリスを見ていると、マイドの言っていた言葉の意味がよくわかる。

　……大丈夫ね。

「どうかしましたか？」

　不安げな顔をするエリスに気がついたコットンは、あわてて顔の前で手を振った。

「いえ、なんでもないの。ちょっと考え事をしていただけ。立ち話もなんだし、あっちのソファで話をしようよ。今はプライベートな時間だから肩かた書がきもなしで、おしゃべりしよう」

　エリスは、にこっと笑ってうなずいた。

「はい！　喜んで！」




　ソファの前にあるサイドテーブルには、コットンがいれた香こう茶ちやのカップと、クッキーが入った皿が置かれていた。

　クッキーを一口かじったコットンが言った。

「それにしてもすごいよね、ほら、例のアウトニアの件」

「ああ、あのフランチャイズ国家とかいう同盟のことですね……本当にアウトニアって国は、普ふ通つうじゃない国ですよね。誰だれがあんなとんでもないことを考えつくんでしょう？」

　エリスの言葉を聞いたコットンの脳のう裏りに一人の女性の顔が浮うかんだ。

　その赤毛の女性は、ビルの屋上で左手を腰こしに当てて右手で空を指差し、高笑いをしながら「行くぞ目標千二百七十五ヶ国！　シェア拡大！」と、叫さけんでいた。

「まあ……大体想像はつくけど……ありがたい話よね」

「ありがたいと申しますと？　アウトニア・フランチャイズに加盟した国は、とりあえず帝てい国こく軍にも真・帝国軍にも加わらないということを表明しているだけで、こちらの利になるわけではないと思いますけど」

「そりゃそうよ。私たちに直接の利益があるわけじゃないわ。でもね、彼らは心情的に反マルス家という旗印を掲かかげているのよ。私たちの味方ではないけど、マルス家にとっては敵。それは帝国軍に対する無言の圧力になっているわけ」

　エリスは考え込んだ。

「そうか……そうですよね。考えてみればこれはすごいことかもしれませんね。人口たった十万人の開かい拓たく惑わく星せいの政府を、これだけの数の国家が承認しているということなのですから」

　コットンはうなずいた。

「社会インフラがまったくないネオ・アウトニアに住んでいるのは、国民から選抜された十万人だけ。それ以外の国民は難民としてバラバラに居住しているわ。ネオ・アウトニアにあるアウトニア政府は、シンボルみたいなもので実質的な国家じゃない。なのに今回、他の国々はこのアウトニアを信じるに足りる国家として認め、同盟を結んだ」

　コットンは静かにつけ足した。

「……国家って、一体なんなんだろうね」

　エリスは静かに答えた。

「国とは、領土の広さでも、軍事力の大きさでも、経済的な生産性でもないんだと思います……国家とはその国の国民のことなんですよ……」

　エリスは、メイとマイドと、そしてチャマーのことを思い出しながら言葉を続けた。

「アウトニアって、きっとその国民性で成立している国なんです。真面目まじめで、信念をもち、明るく勤勉で……そしてなにより性格の良い人とイイ性格の人がいっぱいいる国なんです。私の部下だったチャマー・シザーズは、まさにその性格の良さとイイ性格の両方を持っていました」

　エリスの脳裏にマイド・ガーナッシュ特とく捜そう班はんにいたころのチャマーの顔が浮かんだ。

　……部下だから、年下だからって、最初は軽く見てたけど、とんでもなかったわ。

　あの子、明るくて、気が利きいていて、頭の回転が速くて、なんでもできて……あっという間において行かれちゃった。

　コットンも、何かを思い出したように微笑ほほえんだ。

「チャマーかあ、ハンドルネームは水星と書いて『みずぼし』だったよね。マイドと組んで無敵艦かん隊たい作っていたっけ」

「士官学校時代の話ですね。チャマーから聞いていますよ、ソロバン元げん帥すいことユイ・コットンの戦いぶり」

「ドケチ戦術ばっかり使ってたとかなんとか言っていたんじゃない？　あのころの私、経済効果のことばかり考えていたから……」

　エリスはあわてて首を振ふった。

「とんでもない！　マイドを窮きゆう地ちに追い込んだ数は一番多いだろう、って褒ほめてましたよ」

　コットンは肩かたをすくめた。

「窮地に追い込んだって、結局負けているんだよなあ……」

「ええ、負けた数も一番多いだろうって」

　コットンはエリスをにらんだ。

「確かにあなたの言うとおりね。アウトニアって国は、性格の良い人間とイイ性格の人間が見事に共存してる世にもめずらしい国なんだわ」

　エリスはいたずらっぽい微び笑しようを浮かべて言った。

「コットンさんなら、アウトニアでも充じゆう分ぶんやっていけると思いますよ」

　エリスの言葉を聞いたコットンの顔に一いつ瞬しゆんさみしさの影かげが走った。

「アウトニアか……。本当のことを言うとね、私、ヴァルに呼ばれてあなたと会ったとき、アウトニアに行くための荷造りしていたのよ」

「まあ！　アウトニアに？」

　目を見開いたエリスは、両手を口の前に持って行った。

　その、実にお嬢じよう様さまっぽい仕草を見たコットンは微笑んだ。

「でもね、あなたとダイテツ様の言葉を聞いて、こここそが私の行くべき場所だって思ったの。

　誰だれがどう考えても勝ち目のない戦い……絶対に苦戦することがわかっている戦い。

　黙だまって下を向いていれば、今のまま何不自由ない生活を送っていられるのに、胸を張って前を見るために、それだけのためにそんな戦いを起こそうとするなんて馬ば鹿かよね、大馬鹿。

　でもね、私そのときに、ネオ・アウトニアに帰ってきたマイドが、ネットでアリクレストにやってのけた宣戦布告の中にあった言葉を思い出したんだ。

『人間は本当は、大馬鹿になれる場所を求めている』って言葉……だから私はここにいるの」

　エリスは小さくうなずいた。

「そうですね。私は今になって初めてあのときのマイド閣下の言葉の意味がわかったような気がします。強いものに逆らうことなく、怪け我がも損もしないようにふるまうことが賢かしこいと言うならば、確かに私たちのやっていることは馬鹿ですね、ほんと、大馬鹿です」

　コットンはにやっと笑った。

「そうよ、私たちは銀河の歴史に残るほどの馬鹿な女だよね。後世の人たちから大馬鹿二人娘むすめって呼ばれるんだ、きっと」

「なんだかその呼び方って、お笑いのオーディションに応おう募ぼするときの芸名みたいですね」

　ソファの上で二人は笑い転げた。

　その光景を何も知らない人間が見れば、そこはどこかの一人暮らしの学生かＯＬの部屋に友達が遊びに来た光景のように見えたに違ちがいない。

　しかし、ドアを一歩出ればそこは巨きよ大だいな戦艦の回かい廊ろうであり、その戦艦の周囲には十二万隻せきの戦せん闘とう艦かんが浮うかび、その艦隊の向こうには巨大な球体が浮かんでいた。

　そこは戦場だった。

　コットンもエリスもそのことを知っていた。

　知っているがゆえに、声を立てて笑った。

　自分が、女の子でいられるこのひとときを、いとおしむように笑った。




　二人の女の子が嵐あらしの前の一瞬の陽だまりのような時間を過ごしていたタカタツ星域とは遠く離れた銀河辺境。

　帝国の勢力圏である主銀河の辺境部や、ローデスの勢力圏である伴銀河の辺境部には、それぞれの勢力下にありながら、領地でも属国でもない独立国家群がいくつも存在していた。

　なぜ、こういった独立国家群が占せん領りようされずに残っているのか、その理由は簡単である。要するにあまりに遠すぎたため放置されていたのだ。

　人や物を運ぶ跳ちよう空間ゲートを管理運営するコストは膨ぼう大だいなものであり、いかに大国である帝国とローデスでも、野放図に拡ひろげた領地を管理することはできなかった。

　こういった独立星系国家群の一つ。

　神聖ローデスの勢力圏にあるサングリューの衛星軌き道どうに、一隻のオンボロコンテナ貨物船が停てい泊はくしていた。

　いや、オンボロという単語は、今回は当てはまらなかった。

　外がい殻かくは全塗と装そうされ、推進機や各種のセンサーデバイスはすべて新品に交こう換かんされたその姿はオンボロではなく、ボロ貨物船と呼ぶのが正しいだろう。

　船体外殻部や取りつけられているコンテナには一切の国こく籍せきや所属を明らかにするマークも文字も書かれてはいなかったが、その貨物船は誰が見てもシザーズ・クイーンだった。

　その証しよう拠こに、貨物船のブリッジの床ゆかには一人の中年男と彼より少し若い瘦やせた男の二人が座り込んで、酒を酌くみ交かわしていた。

「いやあ、戦争中だから苦労するかと思ったら、思ったより楽だったな」

「ああ、帝国の中でマイドを運んだときの方がよっぽど苦労だったよな。ましてやこんどの荷物はお姫ひめ様さまだし」

「考えてみればこの船はアウトニア王家の専用船なんだけど、あんまり王家の人を乗せたことがないよな」

「実体は王家専用買出し船だったからねえ」

　目の前にある海産物の干物らしいものを嚙かんでいた中年男が怪け訝げんな顔をした。

「おい、カワハヤ、こいつは一体なんだ？」

　カワハヤと呼ばれた瘦せたメガネをかけた男は、首をひねった。

「さあ？　メイ様とミィ女史を、シャトルに乗せて地表に降ろしたときに、買ったんだ。なんでもあらかじめマヨネーズの味がする細さい胞ぼうを組み込んであるイカを干したヤツだそうだ。あんたアタリメ好きだろうと思って買って来たんだが、口に合わなかったか？　ルサ」

「うーん、まずくはないが、嚙めば嚙むほどマヨネーズの風味を出すイカってのは、生きてるときはどんな格好してんだろうな？」

　カワハヤは肩かたをすくめた。

「このサングリューは、そういったバイオテクノロジーについての倫りん理りコードが存在しない国だから、なんというか妙みような生き物が一いつ杯ぱいいたぜ。番犬用の、玄げん関かん脇わきに植えられてる植物と融ゆう合ごうした犬とか、どうみても十二歳位の人間にしか見えない猫ねこ娘むすめとか、チワワくらいの象とか……」

「なんかすごいな。その猫のねーちゃんの大人バージョンってのはいなかったか？」

　ルサの言葉を聞いたカワハヤはにやっと笑って答えた。

「いたんだろうな。でもそういうのは昼間は外を歩いていないんじゃないか？　猫ってのは夜行性だし……」

「そうか、そりゃ残念だったな。まあいいか、この船にも似たようなのが乗ってるし」

「そう言やどうしてうちの姐あね御ごは来なかったんだろうな。絶対に一いつ緒しよに行くって言ってたのに」

　床に置かれた酒のビンから手に持っていた湯飲み茶ぢや碗わんに手て酌じやくで酒を注ぎながらルサは答えた。

「そりゃあカワハヤ、アレだよ、本業の方がめちゃくちゃ忙いそがしくなっちまったからだろ？　アウトニア・フランチャイズが大人気だし」

　突つき出した湯飲み茶碗に酒を注いでもらいながらカワハヤは聞いた。

「そういえば姐御の本業って一体なんなんだ？　軍人ってのは肩かた書がきの一つでしかないよな……この船の船長で、アウトニア王国暫ざん定てい政府経済省大臣で、プラチナム・コーリンの保護者で、帝てい国こく先物取引所の敏びん腕わんトレーダーで、いろんな国や企き業ぎようの投資顧こ問もんで……」

　ルサはぽつりと答えた。

「教えてやるよ、マリリンの本業は『姐御』だ」

　カワハヤは感心したようにつぶやいた。

「知らなかった……『姐御』ってのは職業だったんだ」

「そうだ、お前の言ったすべてでもあり、んでもってそれよりなにより、心と身体からだの悩なやみを抱かかえる迷える少年少女に答えを与あたえるのがその仕事だ。すっげえエリート職でよ、一年で一人か二人しか『姐御』ってのにはなれないんだぜ」

「資格かよ！」

　ルサは、しれっとした顔で答えた。

「ああ『姐御協会』ってのがあってな、そこの認定を受けないと『姐御』と名乗ってはいけないらしい。間ま違ちがいない『姐御』からそう聞いた」

「一番信用できねえ！」

　二人が顔を見合わせて大笑いをしていると、ブリッジの出入り口が開いた。

　そこに、部屋着に着き替がえたミィ女史が立っていた。

「ずいぶんにぎやかね、私の部屋まで笑う声が聞こえてきたわ」

「あ、どうもすいません。今、お開きにしますから……」

　片づけようとするルサとカワハヤを見て、ミィ女史はあわてたように言った。

「違ちがうのよ、うるさいって文句をつけにきたんじゃないの。その逆よ！」

　そう言ってミィ女史は背中に隠かくしてあった酒のビンを出した。

「じゃーん！　『壺こ中ちゆう天地』よ！　純米酒『銀河長ちよう陵りよう』の特別大吟ぎん醸じようバージョン！」

「うおおおすげえ！」

「俺、初めて見る！　話には聞いてたけど」

　ミィ女史は、二人と同じようにブリッジの床に座り込んだ。

「……思ったより冷たくないのね、宇宙船の床って」

「複合材使ってますからね。熱対流がおきにくい無重力空間で熱の分散と吸収を構造材の中に入ってる小さなパイプ状の繊せん維いでやってるんです。いわば呼吸してる床ですから」

　ルサの解説を聞いていたミィ女史は、目を丸くして言った。

「さすが……この船はルサさんの盆ぼん栽さいだけのことはありますね」

　ルサは照れたような顔で頭を搔かいた。

「いやあ、俺は機械のことしかわかんなくって……人間にくわしいミィ先生の方がよっぽどすごいですよ」

　そう言った後で、ルサはふっと真しん剣けんな顔になった。

「俺は、ずっとこの衛星軌き道どうにいたから、わからないんですけど……メイ様はどうなんですか？」

　ミィ女史はしばらく黙だまって目の前に置かれた酒の入った湯飲み茶碗を見つめていたが、やがてそれを、くいっと飲み干して、大きくため息をつくように言った。

「……わからん！」

「わからんって……どういうことです？」

「炭素凍とう結けつからの解かい凍とうは問題なし！　一発で完かん了りようよ。んでもってエルママウザー研究所の培ばい養ようタンクの中に無事に収納して、細さい胞ぼう活性のレベルなんかも全部問題なかったわ」

「そりゃあ良かったじゃないですか」

　ミィ女史は、自分の湯飲み茶碗に冷酒をどばどばと注ぎながら答えた。

「でも、テロリストに撃うちこまれた毒の成分は未いまだに不明よ。意識の方ももどるかどうかわからないけど、なんでも意識だけを分ぶん離りするという方法もあるらしいわ」

「意識だけ……って分身を作るんですか？」

「違うわ。分離した意識をバイオドールに転送するの。そしてそのバイオドールの身体で生活してる間に本当の身体を再生治ち療りようするんだって」

「なんか、どれが本当の自分かわかんなくなりそうな話ですね」

「私も聞いてるうちにくらくらしてきちゃった。この星は本当になんでもありだわ……とにかくメイ様を細胞レベルで分解して再生するのに約一年。それから先は企業秘密だとさ！」

「じゃあ、一年間ほったらかしなんですか？」

　湯飲み茶碗になみなみと注つがれた冷酒を一気に飲み干したミィ女史は、そのまま湯飲み茶碗をルサに突き出しながら言った。

「一ヶ月に一回、状じよう況きよう報告をするって。そのときにここに来ればメイに会えるらしいわ。だから、これから月に一回、あんたらに世話になる！　さあ、ルサ！　飲もう！」

　ブリッジの床ゆかに座り込んで酒を飲むミィ女史を眺ながめながら、ルサは思った。

　……この人も「姐あね御ご」認定取れそうだな。

　一時間後、ブリッジの床には空になった酒ビンがごろごろ転がっていた。

　その中で、たいした乱れも見せず、ミィ女史は、くいくいと酒を飲み干していた。

　その光景を見ていたカワハヤが、気を抜ぬかれたように言った。

「そう言えば、思い出した……」

「なにをだ？」

「この人とメイ様を乗せて地表に降りたとき、街の中で大おお騒さわぎになってたんだ……コードＥが受信されたって……」

　ルサの目が見開かれた。

「コードＥって、あれか？　人類外知的生命体との接せつ触しよくを意味する緊きん急きゆう信号」

「そう、どっかの探検家が、辺境部で出会ったらしいんだ。詳くわしいことはわかんないけど……」

「そりゃあ人類の歴史に残る大発見だな……それにしても、カワハヤよ、なんで突とつ然ぜんそんなことを言い出したんだ？」

　カワハヤは、けろっとして四本目の酒ビンを空にしつつあるミィ女史を指差して言った。

「ひょっとしてこの人も……エイリアンかもしれない、と思ってね」




　コードＥ。

　それは人類外知的生命体との遭そう遇ぐうを意味する緊急発信コードである。

　この規き定ていは国際通信法によりすべての国家間で共通のコードとされており、知的生命体と思料される生命体との遭遇に際し、発信されることとなっていた。

　しかし、この規定が作成されて千数百年経過するも、現時点で人類外知的生命体として認定された生物はなかった。

　何年かに一度、極きわめて人類に似ていたり、文明と思われる性せい癖へきを持つ生物が発見されてはこのコードＥを発信するかどうか物議をかもすことがあったが、たいていは見誤りとか、発見者の思い込みなどによるもので、公式に認められたものは一件もなかったのだ。

　このサングリューで受信されたコードＥが、どういったものなのか、ルサもカワハヤもミィ女史も知らなかった。

　しかし、このときすでにサングリューの防衛軍と、駐ちゆう留りゆうしていたローデス軍は、発信源の方角に向かって何隻せきもの探査艇ていを出発させていた。

　このコードＥが発信された方角の宇宙は、ほとんど探査の手が及およんでおらず、探査に向かわせた無人探査機が次々に消息を絶つロストエリアだったからだ。
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　第四章　二羽のキツツキツインウツドペツカー







「おもしろいな……お前はどう思う？」

『敵味方で同型艦かんを多数使用している、この内乱ならではの作戦ですな。しかし通信連れん絡らく艇ていで敵艦隊の中央に転移し、旗艦に接せつ舷げんして司令官を拉ら致ちするというのは大だい胆たん不敵というかなんというか……』

　そこは帝てい国こく軍旗艦アガメムノンの皇こう帝てい執しつ務む室しつの中だった。

　アリクレストの目の前の空間には円えん錐すい陣じんが浮うかび、そのほぼ中央に小さな赤い光点が点てん滅めつしていた。

　オリアスの言葉を聞いたアリクレストは微笑ほほえんだ。

「確かに作戦自体は極めて大胆だが、それを支える部分は実に繊せん細さいに作られておる。タカタツ星域の中にある長円軌き道どうを描えがく巨きよ星せいの重力波の干かん渉しようにより、あの空間に一時的な重力の凪なぎが訪おとずれるとはな……」

　オリアスはうなずいた。

『こちらでも計算いたしました。間ま違ちがいなくあの空間に何箇か所しよか短時間だけ転移時の安全度がＡＡＡになる空間が出現します。あそこは凪が生じやすい空間のようですな。問題はそこに敵艦隊をおびき寄せる手段ですが』

　アリクレストがコントロールセンサーに右手をかざすと、部屋の中央に球形陣、そしてその左右から二つの円錐陣が近づいて来る映像が浮かんだ。

「それについても、チャマーは言げん及きゆうしているな。球形陣の外に遊ゆう撃げき艦隊を出し、それで左右から迫せまる円錐陣を迎むかえ撃うつ……」

　その言葉と共に球形陣の内部から二つの紡ぼう錘すい形の艦隊が現われ、円錐陣に向かって行った。

「右の円錐がコットンの艦隊。左の円錐がエリス艦隊だ。我々はこの二つに遊撃艦隊をぶつける。右には、猪ちよ突とつ猛もう進しんで引くことを知らない直情馬ば鹿かのジンモ率いる近衛艦隊を、左には沈ちん着ちやく冷静で、計算高く、情じよう緒ちよ的反応を一切排除するクメルージュ伯はく爵しやくの艦隊だ」

『右う翼よくに体育会系思考の直情熱血型、左さ翼よくに理論派思考の冷れい酷こく計算型ですか。セオリーですね』

「右翼のジンモは引くことを知らん。全ぜん滅めつ寸前まであそこで戦い続け、コットン艦隊を足止めするだろう。そして左翼のクメルージュ伯爵艦隊は、ずるずると後退を続け、敵艦隊をあの重力の凪が訪れる空間まで引き込む、というわけだ」

『そこへ、跳ちよう空間ドライブをかけた通信連絡艇が転移してくるわけですな。アウトニアからの軍使という名目の……そして旗艦に取りついて、私のツールでセキュリティシステムを無力化してから接舷移乗し、エリス嬢じようを拉致し、帰き還かんする……』

　アリクレストは眉まゆをひそめた。

「うむ、問題はそこだ。チャマーの立てた作戦計画では、チャマーみずからこの作戦行動部隊に参加し、エリスの警けい戒かい心を解くために、亡命を申し出るということになっているのだ……まさかこの期ごに及んで裏切りはすまいが……」

『ご心配ですか？』

　オリアスの言葉に小さくうなずいたアリクレストは、しばらく考えこんでいたが、やがて顔を上げた。

「武装親衛隊のタマーキ少しよう佐さ宛あての命令書を作成しろ。チャマー・ロンダールを常に監かん視し下に置き、何か不ふ審しん行動があれば射殺を許可する、とな」

『では……この作戦行動をご承認なさるわけですね』

　アリクレストはうなずいた。

「そうだ。直ただちに作戦指導部を召しよう集しゆうし、この作戦を最優先とする旨むねを伝えろ。作戦開始は二十四時間後だ。この戦いがすべてを決める。敵も我々も立場は同じだ」

　オリアスは一礼すると、姿を消した。

　そのホログラフが立っていた空間を見つめていたアリクレストの口に薄うす笑わらいが浮かんだ。

　……王に求められる資質は人徳でも頭脳でもない。いかに国益を追求することができるか。そして、そのために、いかに効率よく人を使うか、その腕うで前まえこそが王の能力だ。

　弱みと欲がある人間ほど使いやすいものはない……お前を見ていると、つくづくそう思うぞ、チャマー・ロンダール。




　この、チャマーの作戦計画は、事前に策定されていた帝国軍全体の作戦行動を基本にして立てられたものであり、全体を左右するものではなかったため、修正部分は極きわめて少なかった。

　アリクレストの決定から二十四時間で、帝国軍の攻こう撃げき準備は完かん了りようした。

　控ひかえ室しつの中にある大きな姿見の前でスタンドカラーの礼服の襟えりをなじませながら、アリクレストは、これから始まるセレモニーの事を考えた。

　……子供のころは憧あこがれたものだが、自分がやる段になると、どうにも馬ば鹿か馬鹿しいものだな。このような大時代的なことは廃はい止しすべきなのだ。

「お時間です」

　脇わきに控えていた侍じ従じゆうの声に我に返ったアリクレストは、小さく会え釈しやくして玉座の前に出た。

　三階建てのビルほどの空間を持つ帝国軍旗艦アガメムノンのメインブリッジの中を兵士が埋うめ尽つくしていた。

　割れんばかりの歓かん声せいがブリッジを包み込む。

　アリクレストが、右手を上げて左右に振ふると歓声は収まった。

　アリクレストの前に、参さん謀ぼう総長が一通の書状を捧ささげて立っていた。

　それは、攻撃準備が調ととのったことを告げる報告書だった。

　メインブリッジに並ぶ数百人の将兵が、直立不動の姿勢でそのセレモニーを見つめていた。書状の端はしが折れているのを見たアリクレストは思った。

　……何年前から同じ物を使っているのだろう？　これはもはや古典芸能のようなものだな。せいぜい兵どもを喜ばせることに徹てつするか。

　アリクレストは芝しば居いがかった声を張り上げた。

「余に報告せしこのことに間違いはなきや？」

「帝てい国こくの全軍は陛へい下かの御ご前ぜんに控えております。いざ、ご下命を！」

　アリクレストは鷹おう揚ようにうなずくと、手に持った書状をくるくると丸め、それを指し揮き杖じようのように前に突つき出して告げた。

「兵士よ、長き準備のときは終わりを告げた。いざ戦いの中へ！」

　将兵の歓呼の声とともに、帝国軍の巨きよ大だいな球形陣がゆっくりと動き出した。

　ときに帝国歴九百五十三年霜しも降ふり月十五日、午後一時。

　帝国の歴史に残る第二次タカタツ会戦が始まろうとしていた。




　帝国軍が進撃を開始したそのころ。

　帝国軍旗き艦かんアガメムノンの参謀専用居住区の一室で、チャマーは机の上に置いた個人装備のショックガンの分解整備をやっていた。

　ショックガンは、弾だん丸がんの代わりに衝しよう撃げき波はの一種を発射する武器だ。

　人間の肉体のような柔やわらかなものに打撃を与あたえる効果が高く、隔かく壁へきなどに穴を開ける心配がないため、主に宇宙船の中での戦せん闘とうなどに使用されることが多い。

　撃うち出される衝撃波のレベルを変えることにより、相手に与えるダメージをコントロールすることが可能であり、最強にすれば内臓破は裂れつと粉ふん砕さい骨折により殺すこともできるし最弱にすれば、拳こぶしで殴なぐったのと同じ程度のダメージを与えることもできる。

　非殺傷兵器として分類されてはいるが、最大出力のショックガンで撃たれ全身の骨を砕くだかれ内臓を破は壊かいされた人間は、激しい痛みとともにゆっくりと死んでいくため、ある意味残ざん虐ぎやくな兵器と呼べるだろう……。

　欠点はその性質上貫かん通つう力が皆かい無むなのと真空中では効果が薄うすいことだ。

　ショックガンのエネルギーセルから伸のびる回路の点検をしながら、チャマーは考えていた。

　……接せつ舷げん移乗攻撃は白兵戦が基本だからな……万が一ということもあるし。

　こんなもの使わないのが一番なんだけど、そうは行かないだろうな。

　チャマーの脳のう裏りに、自分がエリスに銃じゆうを突きつけている光景が浮うかんだ。

　エリスは、チャマーを見返していた。

　その目には軽けい蔑べつの色だけが浮かんでいた。

　チャマーは重いため息をつくと、ショックガンの組み立てを始めた。




　帝国軍が進撃を開始したという知らせは、すぐに真・帝国軍の全軍にも伝わった。

　真・帝国軍の旗き艦かんウルスターのメインブリッジでこの知らせを受けたコットンは、部下の参謀たちが各部隊に向かってやつぎばやに命令を出している姿を見ていた。

「全軍に警報を出せ、休きゆう暇かは取り消しだ」

「全艦船が機動運用できるまでに要する時間を表示しろ！」

「推すい進しん剤ざいの補給状じよう況きようを表示！　先せん端たん部地点への重装そう甲こう突とつ撃げき艦かんの移動を急がせろ！」

　そのとき、コットンの目の前にある通信モニターにエリスの顔が映った。

　エリスは緊きん張ちようしまくった表情で急き込むように言った。

『コットン司令官！　敵が動きました！』

　コットンは、微び笑しようを浮かべてうなずいた。

「そうね、動いたわね。予想通りよ、それがどうかしたの？」

　エリスは、あっけにとられたような顔をした。

『どうかしたの……って、敵が動いたんですよ？　指揮官がのんびりしていていいんですか？』

　青ざめたエリスの顔を見ていたコットンはため息をつくと、諭さとすように言った。

「もっと肩かたの力を抜ぬきなさい、エリス。実際に作戦が開始されるまでは、指揮官は全体を見回して部下の進める準備の状況をチェックすることぐらいしか仕事はないの。

　実際に戦闘が始まる前に、指揮官がおたおたおろおろしていたら部下は不安になるだけよ。人間ってね、煮に詰つまってくると悪い方にしか考えが向かわなくなっちゃうの。わかる？　戦闘が始まるまでは指揮官なんてのは、今晩何食べようか、とか、今度の休みはどこに行こうか、とか、好きな男のことでも考えていればいいのよ」

『好きな……男……？』

　目を丸くして絶句するエリスに向かってコットンは微笑ほほえみかけた。

「そうよ、千五百人くらいいる？」

『そんなにはいませんけど……まあ……』

「ふーん、いるんじゃない……」

　笑って、そう答えながら、メインスクリーンに目を走らせたコットンはすばやく計算した。

　……敵が第二次警けい戒かいラインに達するまで約四十分、作戦開始ラインに達するまで約四時間か。一休みさせるくらいの時間はあるわね。

　コットンは顔から微笑みを消して背筋を伸ばした。

「エリス、あなたに命令を出します。この命令に逆らうことは許しません」

　エリスは息を飲んで背筋を伸ばした。

『はい！』

「命令！　エリス・トゥナイツ司令は、これより敵が第二次警戒ラインを越こえるまで、突発事案発生時を除き、好きな男のことを考え続けること」

　モニターの中で、エリスが、ぽかん、と口を開けた。

『……はあ？』

「はあ？　じゃない！　命令の答えは『了りよう解かいしました！』よ！」

　エリスはあわてて背筋を伸ばして敬礼した。

『了解しました！』

「よろしい、明るい未来について考えてきなさい。明日への希望を持ってない司令官など誰だれも望んでいません。後はレゲント・ルイトポルト参さん謀ぼう長ちように任せて、一休みしなさい」

　コットンは、にやっと笑って通信を切った。




　真・帝てい国こく軍トゥナイツ艦かん隊たい旗き艦かんクーフーリンのメインブリッジで、消えた通信モニターを前にして、エリスが途と方ほうにくれた顔をして立っていた。

　コットンとのやりとりを横で聞いていたレゲント参謀長が、笑いながら言った。

「エリス様、ここは我々にお任せいただいて、私室でしばらくお休みください」

「でも、決戦を控ひかえて司令官がブリッジから離はなれるようでは……」

　参謀長の笑え顔がおは変わらなかった。

「戦いが始まるまでの準備と段取りは、我々の役目です。司令官というのは戦いが始まったときに状況を的確に判断して我々を勝利の地へと導くのが仕事です。ぶっちゃけて言ってしまえば作戦行動が始まるまでは司令官はいらないのですよ」

「司令官は……いらない？」

　参謀長はうなずいた。

「そうです。作戦とは段取りです。脚きやく本ほんみたいなものです。あらかじめ立てておいた作戦どおり戦いが進めば司令官すら必要ありません。しかし、絶対にそんなことはありません。どこかに齟そ齬ごが生じます。そのときに全体を俯ふ瞰かんして見つめ、ベストの選せん択たく肢しを示すのが司令官の役目です。……つまり、そのときまで出番はありません」

「出番が……ない」

　そうつぶやいたとき、エリスの肩から力がふっと抜けた。

「そうか……言われてみればそうよね」

「そうです。ですから少しお休みください、エリス様。ずっと休んでいないじゃありませんか。将兵どもも、私も、エリス様の笑顔が好きです……眉み間けんのタテジワは好きではありません」

「え？」

　エリスはあわてて右手の人差し指で自分の眉間を触さわった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、シワなんかありません。でも、このままだと消えなくなってしまいますよ」

「そうよね……じゃあ、少し休ませてもらうわ。なにかあったらすぐに連れん絡らくしてね」

「了解しました」

　敬礼する参謀長に答礼を返して、エリスはブリッジから出た。




　エレベーターのドアが閉まり、一人になるのと同時に、エリスは大きなため息をついた。

　エレベーターの壁かべによりかかって、天てん井じようを見上げたエリスは、自分がひどく疲つかれていることにはじめて気がついた。

　……気を張りすぎていたんだな、私。

　軍隊の指揮官なんてやったこともない人間が、いきなり艦かん隊たい司令官だもの……無理もないわ。

　エレベーターが止まってドアが開いた。

　プライベートルームに向かって歩きながら、エリスはコットンの言葉を思い出していた。

『突発事案発生時を除き、好きな男のことを考え続けること』……か。

　自室に入ったエリスは、リビングのカウチソファにどすん、と座って、そのまま倒たおれこむように両手を伸のばして、横にあったクッションに顔を突つっ込んだ。

　ばふ！

　クッションは、中に入っているハーブの香かおりを吐はき出しながらエリスの顔を受け止めた。

　ハーブの香りに包まれたまま、エリスはしばらく動かなかった。

　頭の中をいろいろなことがぐるぐる回っていた。

　目の前にあるのはシミュレーションじゃない。私の命令ひとつで何千人、何万人の生命が失われる。そして、それは二度ととり返しがつかない。そのすべてが、私の責任なのだ。

　もう嫌いや！　全部投げ出したい！　と叫さけんでいる自分がいた。

　誰か助けてよ！　一人じゃ無理よ！　と叫んでいる自分がいた。

　そして──誰かを望んでいた。

『大丈夫ですよ、エリス様。さあ一いつ緒しよにがんばりましょう……』

　という言葉とともに優やさしい微笑ほほえみを浮うかべる誰かを……。

　カウチに顔を突っ込んだまま、エリスは右手の人差し指で自分の頭をポリポリと搔かいた。

　……やだ。私、なんでチャマーの顔なんか思い浮かべるんだろう。

　あの顔、あの声……あれはマイド・ガーナッシュ特とく捜そう班はんにいたころのチャマーだ。

　考えてみれば、私、男の人とあんまりつき合ったことないんだわ……タツヨミは……男の人っていうよりお兄さんみたいなものだったし……。

　そういえばチャマーは今、どうしているんだろう？

　新生アウトニア王国を立てることになって特捜班から抜ぬけて、ロンダールの一族のところに行ったんだよね。そして特捜班は解散になって、私は情報部をやめて……いつのまにか会えなくなっちゃったんだ。

　……特捜班にいたころはおもしろかったわ。出会い系サイトでメイ王女になっちゃったり。

　そういえば、夜中にチャマーが私の部屋を訪ねてきたこともあったっけ。

　ほんと、あいつ気が利きかないのよね。夜中に女の部屋を訪ねるんだから花束の一つでも持って来ればいいのに。

　夜中にマイドのことを知らせるためにやってきたチャマーが、部屋のリビングのソファで、がちがちに緊きん張ちようしていたときの顔を思い出したエリスは思わず、くすっと笑ってしまった。……あのとき、あいつ私のことどんな風に思っていたんだろう？

　エリスは、思わずため息をついた。

　……そうよね。確かにチャマーがいれば楽になるわよね。

　用兵だって、艦かん隊たい戦せん闘とうの知識だって、私とは比べ物にならないくらい優ゆう秀しゆうだもの。

　チャマーにだったら安心して任せることができる。戦争も、何もかも全部。

　今、いちばんそばにいて欲しい人って……チャマーだわ。

　……でも、あいつは今、敵の陣じんにいる。

　マルス家の一族と養子縁えん組ぐみしてマルス家の人間になっちゃったんだもの……。

　エリスは顔を上げ、クッションに顎あごを乗せて部屋の窓を見た。

　窓の向こうに広がる宇宙空間を見つめながら、エリスはつぶやいた。

「帝てい国こくは、ここにもあるのよ。私たちが勝てばダイテツ様が皇こう帝ていなのよ……アウトニアは復興できるのよ……チャマー」

　……なんで連絡をよこさないんだろう、あいつ。

　エリスの胸の中に、なにかわからないもやもやとしたものが浮かんできた。

　あなたの本当の敵は、アリクレスト・マルスじゃないの？

　なんで私たちの敵になってるの？

　……ひょっとして、婚こん約やく者しやの三歳の女の子を好きになっちゃった、とか……。

　エリスの胸の中のもやもやが急に強くなった。

　……なにかしら？　この息苦しいような嫌な感じ。

　もしかして……私、嫉しつ妬としてるの？　チャマーの婚約者の女の子に。

　バッカじゃない？　だってあの子は三歳だわ！

　そんなの名目だけの結けつ婚こんだって誰だれだってわかるじゃない！

　……でも……名目だけでも、結婚は結婚なんだわ……。

　エリスの心臓がどきんと脈打った。

　チャマーは、二度と私のところに来ることはない。あの微笑みも優しさも全部他人ひとのもの。

　絶対に私のものにはならないんだわ……。

　そのとき、突とつ然ぜんエリスの目から涙なみだがあふれた。

　エリスは顔をクッションに突っ込んだ。

　なんで涙が出てくるのよ！

　チャマーが結婚するからって、なんで私が嫉妬したり悲しくなるのよ！

　あいつは、ただの元・部下じゃない！

　いなくなって、もう会えなくなったって、どうってことのない、年下の、気が利かない、人の気持ちもわかんない、朴ぼく念ねん仁じんだわ。

　そんな男のことを考えただけで、なんで私は泣かなくちゃいけないのよ！

　……でも、なぜか涙が止まらなかった。

　気づいていた。

　心のどこかで、自分を支えてくれる人をずっと求めていた。

　その人が誰なのかずっとわからなかった……いえ……本当はわかってたの、でも私はずっとその人から目をそらし続けてきたんだわ。

　馬ば鹿かだ……私。

　人の気持ちがわからないなんて、チャマーのことを言う資格なんかない。

　自分の気持ちにだって気づいていなかったんだもの。

　なんで今になって自分の気持ちに気がつくんだろう。

　……会いたい。

　もう一度チャマーに会いたい。

　恋れん愛あいとかそんな関係じゃない、恋こい焦こがれているわけじゃない！

　ただ……そばにいて欲しい。

　エリスはクッションに顔を突つっ込んだまま泣き続けた。




　そして、四時間後。

　エリスは旗艦クーフーリンのブリッジに立っていた。

　コットンから作戦開始の指示を受けたエリスは、毅き然ぜんとした瞳ひとみで前を見つめ、胸を張って言った。

「ツインウッドペッカー作戦開始！　トゥナイツ艦隊！　全速前進！」

　その横顔を見ていたレゲント参さん謀ぼう長ちようは、小さくうなずいた。

　エリスの表情には決意と、すべての雑念を振ふり切ったような清すが々すがしさが漂ただよっていた。




　作戦開始の命令とともに、真・帝国軍のラグビーボールのような陣形は、見事に二つの円えん錐すいに分かれ、方向を変え始めた。

　真・帝国軍旗艦ウルスターのブリッジでは、コットンが目の前に浮うかぶ帝国軍の球形陣を見ていた。

「敵球形陣内に動きあり！」

「拡大して投とう影えいして」

　メインスクリーンに映ったのは、球形陣の左右から、艦隊が出てくる光景だった。

「敵は艦隊を陣形の左右に展開中！　艦隊種別は重巡じゆん航こう艦かんが主体の砲ほう雷らい撃げき戦にシフトしたものと思われます」

「遊撃防ぼう御ぎよ艦隊を展開したってわけね……さすがは帝国だ、そう簡単に近づけさせてはくれないってわけか……防御艦隊の規模は？」

「現在計測中ですが、左右それぞれ約二万隻せき程度と思われます……今、分ぶん析せき結果の照合が終わりました！　我々の正面に展開しているのは……近衛艦隊です！」

　コットンは顔をしかめた。

「近衛艦隊か……あの、突撃馬ば鹿かのジンモが相手となるとちょっと手こずりそうね」

　ジンモ・スタルヒン少将が率いる近衛艦隊は、帝てい国こくでもっとも強力な装備ともっとも軟なん弱じやくな兵士を持つと揶や揄ゆされてきた。さらに、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで、戦線崩ほう壊かいの引き金を引いたことでその評判は地に落ちた。しかし、そのことにより、近衛艦隊は少しずつ様変わりしていた。

　司令官であるジンモ少将は、用兵や艦隊運用などの能力は、ほとんどないに等しかったが、唯ゆい一いつ敢かん闘とう精神だけは誰よりも強かった。

　ジンモ少将は、近衛艦隊の全艦に対し、許可なく後退した艦には後方からビームを撃うち込み撃げき沈ちんする！　と宣言した。

　戦列艦を主体とする主力艦隊はそうでもないが、下層貴族や平民が多く乗り組む重巡航艦以下の小型艦艦隊は、かなり粘ねばり強く戦うようになっていたのだ。

　別のオペレーターから報告が入った。

「左さ翼よく、トゥナイツ艦隊の方向に展開しているのはクメルージュ伯はく爵しやく家艦隊と思われます！」

「クメルージュ伯爵家？　あんまり聞かない艦隊ね。データはある？」

「検けん索さく済みです。表示します」

　オペレーターの答えとともに、メインスクリーンの中にサブウィンドウが開いた。

　それを読んだコットンは、すっとんきょうな声を上げた。

「え？……帝国軍総務部艦隊？　総務って……デスクワークが仕事じゃないの？」

　コットンの疑問も無理はない。

　クメルージュ伯爵家は、武門の家いえ柄がらではなく、主に総務などのデスクワークを担当していた。

　軍隊も小規模な領地防衛軍以外は持ってはいなかった。しかし、帝国の戦役が重なるにつれて、軍を出さぬものにかけられる租そ税ぜいの額が吊つり上げられるようになったため、税金よりも安上がりの軍を編成し、戦役に差し出すこととした。

　クメルージュ伯爵家艦隊は、おそらく帝国軍最弱の艦隊だろう。

　それは、装備は他国の払はらい下げの中古品、兵の訓練はおざなりという、頭数あわせのためだけの艦隊だった。

　サブウィンドウに表示されたデータを読んでいたコットンが不ふ審しんな顔をした。

「変ね……両翼の戦せん闘とう力に差がありすぎるわ」




　帝国軍の二つの防衛艦隊と、真・帝国軍の二つの円えん錐すい陣じんは、球形陣の手前で激しくぶつかりあった。

　防衛艦隊の数はそれぞれ約二万。それに対する真・帝国軍の円錐陣艦隊は六万。

　数にして三倍の戦力を持つ真・帝国軍は、終始優勢に戦いを進めていたが、装備が優ゆう秀しゆうで、さらに脅きよう迫はくまがいのジンモ少将の恫どう喝かつに支えられた近衛艦隊は引くことを知らず、コットンの率いるディア艦隊は、その場で足止めを食らっていた。

　しかし、エリス率いるトゥナイツ艦隊は、前に立ちふさがるクメルージュ伯爵家艦隊を、次々に撃げき破はしていた。

　帝国軍の旗き艦かんアガメムノンのメインブリッジで、その戦せん況きようを見ていたアリクレストがつぶやいた。

「ジンモはよくやっている」

　横にいた参謀総長である父親のオーガスタ大将は皮肉な微び笑しようを浮かべた。

「ヤツも、今度こそ後がないということを知っているからな」

　メインコンソールを操作して左翼の状況を呼び出したアリクレストは、にやっと笑った。

「これはこれは、こっちも順調に負けているな。しっかり後退を続けているじゃないか」

　オーガスタ大将は、肩かたをすくめて言った。

「今回の損害担当艦はどれくらいかとクメルージュ伯爵が聞いてきたので、艦隊の八割は沈しずめられるだろうと答えたら喜んでおった……二線級の、他国の払い下げの艦と、やる気のない将兵で編成された軍だが、帝国が損害を補ほ償しようするときは普ふ通つうの軍隊の基準で、それの八割を払ってやらねばならん。損害を受ければ受けるほどクメルージュは儲もうかるのだ。聞いた話によると艦隊の推すい進しん材ざいも半分しか入れていないらしい」

「片道燃料で出撃させているわけか……確かに合理的だな」

　クメルージュ伯爵は、軍隊はすべてが消しよう耗もう品であるという方針で徹てつ底ていした艦隊運用を行っていた。推進材も片道分しか補給せず、艦の補修も行わない。

　沈んだ船の乗組員の救助は行わず、他国に救助された乗組員の受け取りも渋しぶった。

　こんな艦隊に配属された兵士はたまったものではないが、クメルージュ伯爵家は、領民に徹底した恐きよう怖ふ政治を行っており、伯爵家に異を唱える者をことごとく強制収容所に収容していたことから、表立って反論をする者は皆かい無むだった。

　この艦かん隊たいの戦闘力は弱い。

　しかし、逆にこの艦隊ほど恐おそろしい軍隊はなかった。

　完全に情じよう緒ちよ的な価値観を排はい除じよし、人間を単なる数字としか見ない唯ゆい物ぶつ的な価値観によって運用されるこの軍隊は、負けることすら目的にできるのだ。




「敵艦隊が後退します！」

　エリス率いるトゥナイツ艦隊の旗艦クーフーリンのメインブリッジで、センサーオペレーターが歓かん声せいを上げた。

　ブリッジには、高こう揚よう感が漂ただよっていた。

　トゥナイツ艦隊は、主力艦隊であるディア艦隊に比べると錬れん度どが低いため、ここまでの二会戦では正面から敵とぶつかるような位置に配置されたことはなかった。

　そのことに一種の不満が溜たまっていたのだ。

　しかし、今回の帝てい国こく軍の防衛艦隊との戦闘で、トゥナイツ艦隊は終始優勢に軍を進めていた。

　敵の正面艦隊は、こちらの突とつ撃げき艦かんと戦列艦の遠えん距きよ離りビームを食らって総そう崩くずれとなり、そのまま後退を開始した。

　エリスの下もとに、艦隊の各艦から、追撃を進言する通信が殺さつ到とうしていた。

　メインスクリーンに映るディア艦隊の戦せん闘とう状況を見ていたエリスは考え込んだ。

　……本当ならば、コットン司令が球形陣に攻こう撃げきを仕し掛かけ、私たちは陽動のはずだった。でも、このままいけば、こちらのほうが先に球形陣に攻撃を仕掛けることができる位置まで近づける。

　戦況が予定通りに行かないことは当たり前だ。そのときこそ司令官の役目なんだわ。

　エリスは顔を上げた。

　戦闘区域を拡大して映し出したサブモニターの中で、敵の旧式戦艦が爆ばく沈ちんするのが見えた。

　その光景は、エリスの判断に大きな影えい響きようを与あたえた。

　……行ける！

　このまま前進して、私たちが先に球形陣に攻撃を仕掛けるんだ！

　エリスは、横にいる参さん謀ぼう長ちように向かって叫さけんだ。

「後退する敵を追撃しましょう！　これなら行けます！　コットン司令の艦隊が足止めを食らって動けない今、我々が前に出るべきです」

　レゲント参謀長は険しい顔をして首を振ふった。

「いえ、エリス様、この帝国軍は変です。手ごたえがなさ過ぎます。まるで我々をどこかに引き込もうとしているように思えます。前進は、あくまでも当初の予定通りの速度で行うべきだと思われます」

「手ごたえがないのは、私たちが強くなったからではありませんか？　私たちはすでに二度の実戦を経験しています」

　参謀長の表情は変わらなかった。

「二度や三度の実戦で勝てるほど帝国軍は甘いものではありません。ここは敵の出方を見るべきです」

「そう……あなたがそう言うならそうしましょう……」

　エリスは不満げな顔をして黙だまり込んだ。

　このとき、トゥナイツ艦隊の周囲の重力波の乱れのレベルを表示する空間センサーの数値が、じりじりと下がりはじめていた。

　空間センサーの数値により艦隊が転移攻撃の危険空域に達していることを告げている表示が、メインスクリーンの中に表示されていた。しかし、メインブリッジにいる指揮官たちは、目の前の戦いに完全に気を取られていた。

　警告表示は誰だれからも注意を払はらわれることなくメインスクリーンの隅すみで点てん滅めつを続けていた。
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　第五章　罠わな







　その船室はひどく狭せまかった。

　本来、通信連れん絡らく艇ていは伝令使や通信使などを乗せて、跳ちよう空間航法により遠距離を短時間で航行することを目的に設計された船であり、多人数を運ぶための船ではない。

　船内のスペースのほとんどが跳空間航法装置と、Ｎフィールド発生装置、そして通常空間を高速で航行するための推進機で占しめられており、空いているスペースはほとんどないのだ。

　その、ほんの少ししかない空きスペースには、帝国の武装親衛隊特とく殊しゆ部隊の隊員が文字通り詰つめ込まれていた。

　本来、船長と副長の二人分のスペースしかない連絡艇のブリッジにも、四人の男が肩を寄せあうように乗り込んでいた。

　タイムカウンターを見ていたチャマーが静かに言った。

「そろそろだと思います。転移の用意をしてください」

　チャマーの後ろにいた、武装親衛隊の黒い戦せん闘とう服を着込んだ瘦やせた男が聞いた。

「間ま違ちがいないのか？　転移した先に、間違いなく敵の艦かん隊たいがいるのだろうな？」

「先ほどセンサーを放出して情報を取りました。間違いありません。しかし下手をすれば逆に敵艦隊のど真ん中に転移することになりますから、どうなるのかわかりませんよタマーキ少しよう佐さ」

「まさしく出たとこ勝負ということか……」

　連絡艇の操縦室にいた船長が、肩かたをすくめた。

「まして、転移先が敵艦隊のど真ん中だとしたら、敵艦のいる座標で実体化するおそれもあります……転移排はい除じよ装置が働きますから、めったにありませんが、隔かく壁へきの中に生き埋うめになって死ぬかもしれません……壁かべの中にテレポート、ってヤツですよ」

　タマーキ少佐と呼ばれた親衛隊の隊長は、顔をしかめた。

「そんな死に方はまっぴらごめんだな。皇こう帝てい陛へい下かの盾たてとなって死ぬのならいざ知らず」

　帝てい国こく親衛隊は、帝国軍とは別の組織だ。

　彼らは帝国にではなく、皇帝個人に対し忠誠を誓ちかった兵士たちであり、帝国軍参謀本部の指揮命令では動かない。

　彼らを動かすことができるのは、皇帝アリクレストただ一人だけだ。

　親衛隊の母体となったのは、いわゆる工作員と呼ばれる人間であり、マルス家のために陰かげでさまざまな汚きたない仕事を行っていた連中だった。

　皇帝となったアリクレストは、彼らに最新の装備と多額の予算を与あたえ、そのまま親衛隊として組織化した。

　最初のころの親衛隊は、マルス家の私兵程度の規模でしかなかったが、傭よう兵へい隊の特殊部隊出身者などを外部から採用することにより、組織は拡大化していった。

　アリクレストが皇帝として即そく位いして五年。

　武装親衛隊は、軍団単位にまで成長し、ついに二万隻せきを超こえる艦隊を持つに至った。

　わずか数年でここまで成長した理由はたった一つ。正規軍からの転属を認めたからである。

　親衛隊が正規軍と大きく違うのは、兵士の身分を問わないということだった。

　門もん閥ばつ貴族に支配され、世襲による血筋と前例がすべてに優先する正規軍の中では、下級貴族と平民たちは、どんなに優ゆう秀しゆうであっても絶対に昇進することができない。しかし親衛隊ならば実力に応じて昇任することができる。

　この事実を知った下級貴族と平民が、次々に親衛隊への転属を希望したのだ。

　アリクレストが帝国軍の壁に開けた小さな穴は、あっという間に巨きよ大だいな破穴となり、大きな人材の流れとなって親衛隊に押し寄せた。

　アリクレストに、帝国の基き盤ばんとなる身分制度と世襲制を廃はいする気があったわけではない。

　彼がやりたかったのは、自分の意となる機能的で合理的な軍隊を作ること。それだけだった。

　親衛隊がこれほどの勢いで拡大するとは彼自身思ってもいなかっただろう。

　しかし、帝国の門閥貴族によって支配されている帝国軍首脳は、この親衛隊という存在を単なるアリクレストの玩具おもちやくらいにしか思っていなかった。

　能力のない平民や下層貴族を集めた軍隊などまともに動くはずもない。

　あんなものは王の道楽であり、兵隊ごっこか、将しよう棋ぎの駒こまにすぎん。

　軍団単位にまで成長した親衛隊であったが、正規軍からは、その程度の評価しか受けていないのが実情だった。

　狭い連絡艇の中で、完全武装した親衛隊の特殊部隊員に囲まれたチャマーは、エリスのことを思った。

　……歓かん迎げいされるか、邪じや魔ま者ものあつかいされるか、果たしてどっちだろうか？

　あの人のことだ、無む邪じや気きに喜んで無む警けい戒かいに受け入れる可能性は大きい。

　そう、私は、それを予想してこの計画を立てた……あの人の善良さにつけこんだんだ。

　アウトニアの国民をユーマに呼び寄せるという目標の前には、個人的な感情や価値観は無用だ。それはわかっている。だから私はここにいる。

　……でも、わかることと、納なつ得とくすることは別だ。

　チャマーは腰こしにつけているショックガンの感かん触しよくを感じながら思った。

　エリスを殺したくない……殺さずに、この作戦を成功させたい。

　でも……エリスは、アリクレストの言うことを聞くくらいなら殺せと言うかもしれない。

　チャマーの考えはまとまらなかった。

　作戦を立てたあのときからずっと、今もなお迷い続けていた。

　そのとき、チャマーの脇わきにいた親衛隊のタマーキ少佐が言った。

「さてと、チャマー少佐。あなたがお持ちの護身用のショックガンをお渡わたし願えませんか？」

「え？」

　怪け訝げんな顔をするチャマーに向かってタマーキ少佐は冷たい口調で告げた。

「皇こう帝てい陛下からのご命令です。チャマー・ロンダールが裏切り行こう為いを行うおそれがある。妙みような動きをした場合は無警告で射殺せよとのことでしてね。こちらとしても無用のトラブルは避さけたいのですよ」

　チャマーの横にいたナヴァリンが、抗こう議ぎの声を上げた。

「そんな！　危険を冒おかしてここまで来ているんですよ！　もし撃うち合いになったらどうやって身を守るんですか！」

　チャマーはナヴァリンを制して言った。

「わかりました。疑われるのは不本意ですが、陛下の命令とあらばしかたありません。お渡しします」

　腰のホルスターに手を伸のばそうとしたチャマーの目の前に、小型ビームライフルの銃じゆう口こうが突つきつけられた。

「誠に申し訳ありませんが……ショックガンはこちらで取り上げさせてもらいます。動かないでいただけますかな？」

　銃口を突きつけられた状態で、動くも何もなかった。

　部下の一人がチャマーに近づくと、ホルスターからショックガンを抜ぬき出して、タマーキ少佐に差し出した。

「ほう……ラインメタルのＳＳＲですか、さすが王家の方は持っている銃が違ちがいますな……これは私が預かるといたしましょう」

　タマーキ少佐がショックガンを着ていた耐たいショック複合装そう甲こうベストのポケットに入れたとき、船長が、コントロールパネルに表示されているタイムカウンターを見て聞いた。

「転移一分前です。計画通り、変へん更こうなしでいいんですね？」

　チャマーはうなずいた。

「変更はない。計画通り転移してくれ」

「了りよう解かいしました」

　そう答えて、跳ちよう空間ドライブを操作するために、コントロールパネルに並んだスイッチを入れはじめた船長の手元を見ながら、チャマーは自分の心のどこかで、転移が失敗することを望んでいることに気づいていた。

　そのとき、タイムカウンターにゼロが並んだ。

「転移開始！」

　船長の声が響ひびくのと同時に、空間がねじれるのがわかった。




　トゥナイツ艦かん隊たい旗艦クーフーリンのブリッジに、転移警報が鳴り響くのと同時に、その場にいた全員の顔に驚きよう愕がくの色が走った。

「艦隊前方空域内に転移反応！」

「艦隊全域に警報を出せ！　転移攻こう撃げきのおそれがある！　近接戦せん闘とう用意！」

　参さん謀ぼうたちは、自分の前にあるセンサーの表示が出ているモニターにかじりついた。

「転移フィールドの規模、及および大きさは判明しないか？」

「くそ！　重力波の凪なぎが発生していたんだ！　気がつかなかった！」

　跳空間転移航法は、重力波の影えい響きようを受けやすいという欠点があった。

　特に恒こう星せい系内は惑わく星せいと恒星の動きによって生じる重力波が複雑に絡からみ合っているために、安全に転移できる空間がほとんどない。

　従って跳空間航法の転移は恒星系の外周部で行われるのが普ふ通つうだった。

　しかし、ごくたまに、ほんの短時間だけ恒星系内に重力波が干かん渉しようしあって安定した空間が生じる場合があり、宇宙船乗りは、これを「凪」と呼んでいた。

　今、トゥナイツ艦隊の中心部の空間に、その「凪」が生じていた。

　レゲント参謀長はうめいた。

　……これだ！　これがあの弱い艦隊の役目だったのだ！

　あのとき調子に乗って前進を続けていたら、わが艦隊は艦隊内に転移攻撃を受けただろう。

　この旗艦に強ごう襲しゆう艦を横付けされ、接せつ舷げん移乗攻撃を受けたりしたら、艦隊の指揮命令系統は完全に麻ま痺ひしてしまう。艦隊全ぜん滅めつという事態に陥おちいったかもしれない。

　参謀長が、そっと胸をなでおろしたそのとき、空間センサーにかじりついていたオペレーターが叫さけんだ。

「転移フィールドの規模、及び数が判明！　フィールドは通信連れん絡らく艇ていサイズ！　数は一つ！」

「通信連絡艇か……」

　オペレーターの報告を聞いた参謀たちの間に漂ただよっていた緊きん迫ぱく感がやわらぐのがわかった。

「いや、まだわからん！　反応爆ばく薬やくを積んだ自爆艇の可能性もある！　警けい戒かいをゆるめるな！」

　参謀長の声がブリッジに飛んだ。

「転移地点判明！　艦隊正面三百天文単位です！」

「主しゆ砲ほう！　射撃準備！」

　ブリッジにいた全員が、旗艦のメインスクリーンを見つめていた。

　空間に陽炎かげろうがたつような揺ゆらぎが生じ始めた。

「来るぞ！」

「一体何者だ？」

「わからん。それにしても密集隊形を組んだ艦かん隊たいのまん前に転移してくるとは度胸のあるヤツだな」

「度胸があるのか、よほど切せつ羽ぱ詰つまってるのか……そのどちらかだな」

　そのとき、通信オペレーターの女性士官が叫んだ。

「通信連絡艇から通信が入っています！」

「通信だと？」

「転移中ですから映像は取れません！　音声だけです！」

　メインスクリーンの中にサブウィンドウが開き、そこに、乱れた画面と、雑音混じりの音声が流れた。

『こちら……アウトニア王国……ザーズ……繰くり返す……こちらはチャマー……帝てい国こく軍から脱だつ走そうした一団ととも……した……亡命……る……こちらはアウトニア王家のチャマー……』

　ブリッジの指揮官席に座っていたエリスは耳を疑った。

　思わず立ち上がったエリスは両手を口に当てて、つぶやいた。

「う……そ……」

　参謀長が叫んだ。

「データ照合を行え！　声の主を確かめるんだ！　警戒を怠おこたるな！」

　エリスはメインブリッジの前方を指差して叫んだ。

「早く、回収しなくちゃ！　あの位置じゃ敵からの方が近い！　チャマーが撃うたれちゃう！」

　レゲント参謀長は素す早ばやく距きよ離りを計算した。

　……確かに、あの位置では敵の方が近い。しかし、敵は後退を続けているから、こちらの艦隊を出せば敵はさらに引くだろう。そうやって敵を下げてから回収に当たろう。

　艦隊を突とつ出しゆつさせることになるが……止やむをえんな。

　参謀長はトゥナイツ艦隊に命令を発した。

「全艦隊、敵の反はん撃げき及および転移攻撃に留意しつつ第二戦速にて前進開始！」

　トゥナイツ艦隊は前進を開始した。

　やがて空間の陽炎の中にゆっくりと帝国の標準型通信連絡艇が実体化し始めた。

「映像信号が拾えました！　投とう影えいします！」

　メインスクリーンに、乱れのひどい映像が映し出された。

　ときおり左右にずれる走査線の中に一人の青年が浮うかび上がった。

　その青年は、ゆっくりと言った。

「お久しぶりです、エリス様。少しお瘦やせになりましたか？」

　エリスは無言だった。

　何も言わず乱れる映像を見上げていた。




　連絡艇のモニターに映るエリスの姿もまた乱れていた。

　チャマーは、ときおり大きくぶれるその映像の中でエリスが両手を胸の前で握にぎり締しめるのを見た。

　……あの握りこぶしが細かく震ふるえているように見えるのは……ぶれる画面のせいだろうか？　チャマーがそう思ったとき、モニターの中のエリスが、その握りこぶしを両目に当てるのが見えた。

　エリスの横に立っていた参さん謀ぼう長ちようの肩けん章しようをつけた男がモニターに向かって一歩進み出た。

「トゥナイツ艦隊参謀長のレゲントと申します。これから全速力で回収に向かいます。どうかお気をつけて！」

「了りよう解かいしました……受け入れありがとうございます」

　チャマーは敬礼した。




　三十分後、連絡艇のメインスクリーンにトゥナイツ艦隊の船が近づいてくるのが見えた。

「お迎むかえが来ました……」

　船長の言葉を聞いたタマーキ少しよう佐さは、目の前にいる隊員に向かって言った。

「敵のポートに接せつ舷げんするのと同時に情報端たん末まつを使って敵のセキュリティシステムに侵しん入にゆうする！　無力化したらただちに行動開始。制圧するのはドッキングポート周辺だけだ。時間内にミッションが達成できなかった場合であっても、この連絡艇は時間通りに発進する。いいな？」

　指示を聞いた隊員たちが無言でうなずくのを確かく認にんした後でタマーキ少佐はチャマーに向き直ってにやりと笑った。

「さすがはアウトニア国王陛へい下かですな、大だい歓かん迎げいムードでしたね」

　その言葉の中に含ふくまれる上級貴族たちに向けた針を感じつつチャマーは笑ってみせた。

「さすがと言ってくれるのはあなたくらいのものですよ……帝国では滅めつ亡ぼうした王家など紙くず同然ですからね」

　タマーキ少佐は、視線を外して唇くちびるの縁ふちに笑いを浮かべた。

「紙くずでも、王様は王様だ。私たちとは違ちがいすぎますよ」

　やがて、連絡艇の外がい殻かくにドッキングポートの収納アームが触ふれるゴツゴツという音が船内に響ひびいた。




　トゥナイツ艦隊の旗艦クーフーリンのドッキングポートは巨きよ大だいだった。

　おそらく輸送艦のコンテナを搬はん入にゆうできるように改造されていたのだろう、そこはドッキングポートというよりは巨大なエアロックだった。

　連れん絡らく艇ていは、収納アームによって宇宙空間から船体ごと船内に取り込まれた。

　通常、連絡艇などのドッキングの場合、船体は宇宙空間に出たままアームで固定され、本船から伸のびる移乗用のチューブによって行われる。

　このとき、移乗用のチューブについているコネクターにより本船と連絡艇の間で情報の受け渡わたしも同時に行われるのだ。

　チャマーの立てた計画では、このコネクターによる情報の受け渡しの際に本船のセキュリティシステムに侵入するはずだった。

　操縦席の窓から外を見たタマーキ少佐があせったように言った。

「これではセキュリティを無力化できない。監かん視しモニターで完全武装の隊員が船内から出てくるところを見られたら終わりだ」

「このドッキングポートを制圧できなければ、我々は帰き還かんすることもできません」

「しかし、このドッキングポートでビームライフルや分隊支し援えん火器を使用することはできんぞ。隔かく壁へきが薄うすすぎる。外に出て撃うち合えばあっという間に隔壁に穴が開く……使えるのはショックガン程度だな……いくつある？」

　部下が即そく座ざに答えた。

「下士官と通信兵用のものを合わせて七丁……そしてチャマー殿どのからお預かりした物を入れて八丁です」

　タマーキ少佐は、しばらく無言だったが、やがてゆっくりと言った。

「八丁か……難しいな。しかたない、作戦の目的を変へん更こうする。目的はエリス・トゥナイツの拉ら致ちではなく殺害だ。この旗艦を破は壊かいし帰還する！」

　チャマーが声を上げた。

「待ってください！　まだ失敗したと決まったわけではありません……もしかすると、敵がこのポートに我々を迎え入れたということは、エリスが、直じき々じきに我々を迎えに出るということなのかもしれません……もしそうだとしたら、チャンスはあります」

「たしかに……これは国こく賓ひんクラスの賓客を迎えるときの方法だな……だとするとエリスがここに来ることも充じゆう分ぶんに考えられる……」

　考え込んだタマーキ少佐に向かってチャマーが言った。

「もし、エリスがここにやってきたら、私とナヴァリンだけが船を降りて、話をします。あなた方は完全武装していますから船から出るわけにはいきません。そして、私がエリスの警けい戒かい心を解いてなんとかこの船の入り口あたりまで連れてきます。そうしたら彼女をショックガンで撃って気絶させてください。彼女を船内に収容したら発はつ煙えん弾だんと電でん撃げき弾だんを撃って混乱を起こし、連絡艇の防ぼう御ぎよ用サブビームでエアロックの隔壁を破壊して外に出るのです」

　チャマーの言葉を聞いていたタマーキ少佐は、しばらく無言だったが、やがて顔を上げた。「あなたとナヴァリンだけが外に出るという点だけが問題だ。あなたが裏切らないという保証が何もない。それに、あなたの説得が失敗したらどうする？　エリスがここまでやって来なかったら？」

「そのときは……射殺していただいて構いません。エリスも……私も」

　タマーキ少佐はチャマーの目を見た。

　チャマーはその目を正面から見返した。

　先に目を逸そらしたのはタマーキ少佐だった。

　タマーキ少佐は立ち上がると、小さくうなずいた。

「わかった……その手で行こう」




　連絡艇のエアロックがゆっくりと開いて、ランプボードがせり出して行った。

　チャマーは、そのランプボードを踏ふみしめるように歩くと、ドッキングポートに降り立った。

　目の前に、エリスと参さん謀ぼうたちが並んでいた。

　レゲント参謀長と名乗った男の人もいた。

　みんな微笑ほほえみを浮うかべてチャマーを見ていた。

　チャマーは、エリスの前に進み出ると、敬礼した。

「チャマー・シザーズ帝てい国こく軍少佐です。戦時亡命を希望いたします」

　半分涙なみだ目めになったエリスは上気している顔に微び笑しようを浮かべて言った。

「名前が違うんじゃなくて？　あなたはロンダール家に婿むこ養よう子しに行ったはずよ」

「あれは私の本意ではありません。マルス家と縁えんを切った今、私はチャマー・シザーズにもどったのです」

「そうですか……半分なくなりましたね……私の戦う理由が」

「え？」

　怪け訝げんな顔をするチャマーに向かってエリスは言った。

「この戦いは……私にとって、あなたを取り返すためのものだったのよ」

「それは……どういう意味ですか？」

　エリスは小さく笑った。

「……ほんと、あなたって人は変わらない人ね」

「はあ……」

　予想していた反応と違ちがいすぎるエリスの応対振ぶりに、チャマーは思わず頭を搔かいた。

　エリスはうれしくなってしまった。

　……同じだ……あのときと同じだ。

　一歩前に出たエリスは、チャマーを見つめるとチャマーの両手をしっかり握にぎり締しめた。

　手が……いや、全身が熱くなっていくのがわかった。

「待ってた……私、ずっと待ってたのよチャマー……あなたのこと……あなたにそばにいて欲しいってずっと考えてたの……だから……だから、本当にうれしい！」

　エリスの目から大おお粒つぶの涙がいくつもこぼれ落ちた。

　突とつ然ぜんエリスに泣かれたチャマーは、どうしていいかわからなかった。

　作戦も、王家の義務も、国民のこともアウトニアの再興のことも頭から消えうせた。

　エリスがぽろぽろと落とす涙の滴しずくが、ドッキングポートを照らす照明を反射して光るのが見えた。

　その光を見たとき。

　ただ……。

　裏切れないと思った。

　この人だけは。

　死んでも裏切れないと思った。

　だめだ！　私には王族の資格がない！

　父さん……ごめん！

　私には裏切れない！

　この人も、自分の心も、私には裏切れない！

　チャマーは心の中で叫さけんだ。

　……メイ、ごめん！　兄さんは今、王家の義務を捨てる！

　チャマーは、いきなり目の前のエリスを抱だきしめた。そして、連れん絡らく艇ていのドアに背を向けた。

　私を狙ねらえるのはあの連絡艇のドアのところからだけだ！

　……ショックガンは私の身体からだを貫かん通つうできない。こうやって私の身体でエリスをかばえば、エリスは撃うたれずにすむ！

　いきなりチャマーに抱きしめられたエリスは、うわずった声を上げた。

「ちょ、ちょっと！　チャマー！　何よいきなり！　物事には順番ってものがあるのよ！　それにこんな人が見ているところで……」

　エリスのうろたえぶりにかまわずチャマーは叫んだ。

「逃にげろ！　これは罠わなだ！　あの連絡艇には親衛隊の特とく殊しゆ部隊が乗っているんだ！」

「え？」

　エリスが驚おどろきの声を上げたそのとき。

　どん！

　連絡艇のエアロックから発射された衝しよう撃げき波はがチャマーの身体を貫つらぬいた。

　どこかで鈍にぶい音がした。

　全身を走る激痛の中で、チャマーはそれが自分の骨が折れる音だということに気がついた。

　どん！

　再び激しい衝撃がチャマーの背中に命中した。

　胸の中から押し出された息に血の匂においを感じた。

　……肺をやられたか。

　膝ひざがくだけそうになった。

　しかし、チャマーは全身の力をふりしぼって立ち続けた。

　……倒たおれるわけにはいかない。

　私がここで倒れたら……エリスは守れない。

　エリスには、何が起こっているのかわからなかった。

　ただ、自分を抱きしめているチャマーの身体から激しい衝撃が伝わってきたとき、自分たちが誰だれかに撃たれていることを知った。

　視野の片かた隅すみで参さん謀ぼうたちの中の誰かが倒れたのが見えた。

　参謀と衛兵が銃じゆうを構えるのも見えた。

　そのとき、再びチャマーの身体から衝撃が伝わってきた。

「チャマー！　離はなしなさい！」

　エリスを抱きしめている腕うでの力は抜ぬけなかった。

「離して！」

　そう言ってチャマーの胸を叩たたこうとしたとき、エリスは自分の手に鮮せん血けつがしたたり落ちてくるのを見た。

　顔を上げると、食いしばったチャマーの口元から血があふれ出すところだった。

「チャマー！　あなた！」

　そのとき、エリスは気がついた。

　ショックガンだ！　ショックガンで撃たれたんだ！

　貫通力がないから……私は助かった……でも……チャマーは？

　もう一度。

　激しい衝撃波がチャマーの身体に命中した。

　それが……。

　チャマーの限界だった。

　エリスは、自分を抱だきしめていた腕の力が抜けて行くのがわかった。

　そしてそのままゆっくりとチャマーはエリスに向かって倒れかかってきた。

　前からチャマーの身体を抱きとめるような姿勢になったエリスは、血の臭においを嗅かいだ。

「チャマー！」

　返事はなかった。

　何人もの兵士が走り回っていた。

　ドッキングポートに怒ど号ごうと、警告音と、爆ばく発はつ音と煙けむりが充じゆう満まんしはじめた。

　周囲にいくつもの青白い光が交差していたが、エリスには何一つ見えていなかった。

　何も聞こえなかった、何も感じなかった。

　感じるのは、膝と手を暖かな液体が濡ぬらしてゆく感かん触しよくだけだった。

　床ゆかにぺたりと座り込んだエリスはチャマーの頭を抱いた。

　そして、乾かわいた笑いを浮うかべながらつぶやいた。

「ねえ……チャマー……ふざけているんでしょ？　これは全部噓うそだよね……私を騙だましているんだよね……こんなことがあるわけないよね……」

　いくつものフォトンライフルの軌き跡せきがドッキングポートの中を飛び交かっていた。

　ドッキングポートに突とつ入にゆうした海兵隊員が敵部隊を制圧してもなお、エリスは抱きしめたチャマーに向かって話しかけていた。

　この戦いで、撃うたれたのはチャマーだけではなかった。

　出で迎むかえに出ていたレゲント参謀長以下の参謀、そしてチャマーの副官らしい帝てい国こく軍の士官も撃たれ重傷を負った。

　特にチャマーは全身の骨と内臓を破は壊かいされており、絶望視されていた。

　チャマーが最後までかばい続けたエリスは、傷一つ負っていなかった。




　事態の一報を受けたコットンの脳のう裏りを、衝撃とともに予感にも似た考えがよぎった。

　……これは……この事態はエリスの限界を超こえる。

　あの子はこの事実に耐たえられない。

　しかも、レゲント参謀長が倒れた今、エリスだけで艦かん隊たいを指揮して戦せん闘とうを継けい続ぞくすることは不可能だ。

　コットンは顔を上げた。

　目の前のメインスクリーンに、トゥナイツ艦隊に向かって迫せまり来る帝国軍の球形陣じんが映っていた。

　どうすればいい？

　指揮官を交代させてこのまま作戦を続けるのか。それとも作戦を中止するのか。

　このまま連れん携けいを欠いた状態でいれば、私たちは各個撃げき破はされてしまうだろう……。

　コットンはしばらく無言のまま、メインスクリーンに映る帝国軍の球形陣を見つめていたが、やがて大きく息を吐はいた。

　……キツツキは、二羽いるから戦える。

　一羽じゃ無理だ。

　コットンは決断した。

「全艦隊に命令！　作戦を中止します！　両艦隊は現時点で進しん撃げきを停止！　敵の追撃を排はい除じよしつつ指定座標まで後退せよ！　無む駄だな戦闘はなるべく避さけ、戦力の温存に努めよ！」

　命令を受けた参謀や通信オペレーターが動き始めるのを見ながらコットンは考えていた。

　……こちらが引くのと同時に敵は押してくる……追撃艦隊を差し向けてくるに違ちがいないわ。撤てつ退たい戦か……厳しい戦いになりそうね。

　コットンの予測は的中した。
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　第六章　戦線崩ほう壊かい







「敵左さ翼よくの艦かん隊たいが停止しました。状じよう況きようは不明ですが、傍ぼう受じゆした通信によると指揮命令系統に混乱が生じている模様です！」

　帝国軍旗艦アガメムノンのメインブリッジに、情報参さん謀ぼうの報告が飛んだ。

「左翼……エリスの艦隊だな……作戦参謀！　タマーキ少しよう佐さからの報告はあるか？」

「いえ、敵艦隊の中心部に転移したことは確かく認にんできておりますが、報告は来ておりません」

　情報参謀の答えを聞いたアリクレストは眉まゆをひそめた。

「拉ら致ちは失敗したか……しかし、エリス艦隊の指揮命令系統が混乱しているということは、殺害には成功したのかもしれんな……」

　顔を上げて、目の前で展開されている自らの防衛艦隊と真・帝国軍の二つの艦隊との戦いを見たアリクレストは考えた。

　右う翼よくのジンモの近衛艦隊は、そろそろ限界か。総そう崩くずれになる前に救きゆう援えん艦隊を出すとしよう……そして、まずエリスの艦隊から叩たたき潰つぶす！

　目の前にある指揮コンソールを操作したアリクレストは、作戦参謀長に命令を下した。

「武装親衛隊艦隊をジンモ少将の救援に向かわせろ。艦隊の分散は認めない。戦列艦を含ふくむ総力出撃とする。我が本ほん陣じんは、そのまま敵の左翼に向かい、これを包囲撃げき滅めつする！」




　武装親衛隊艦隊旗艦シンメルライターのブリッジでアリクレストからの命令を受け取った親衛隊艦隊の司令官キルシュヴァッサー少将は歓かん声せいを上げた。

「あの馬ば鹿か貴族どもの鼻を明かすときが来たぞ！　兵士の質と血筋は関係ないというところを見せつけてやれ！」

　このキルシュヴァッサー司令の言葉は、さらに大きな歓声で親衛隊の将兵に迎むかえられた。

　門もん閥ばつ貴族と上級貴族の子し弟ていを中心に編成された近衛師団を、下層貴族と平民で編成された親衛隊が救出するというこのシチュエーションほど、彼らを喜ばせるものはなかった。

　球形陣の一角から、戦列艦三千隻せきを主体とした武装親衛隊艦隊二万三千隻が分ぶん離りした。

　その艦隊は、錬れん度どの高さを見せつけるような見事な紡ぼう錘すい陣じんを組んでコットン率いるディア艦隊と消しよう耗もう戦を展開している近衛艦隊の救援に向かって動き始めた。




　そのころ、クーフーリンのメインブリッジでは、参謀たちが右往左往していた。

「陣形が乱れているぞ！　どういうわけだ！」

「コットン総司令から受けた撤退命令のためです！　いくつかの艦隊がこちらの命令を受ける前に撤退を開始してしまったようです！」

「陣形を乱すなと伝えろ！　バラバラに動いたのでは機動防ぼう御ぎよができん！」

「敵の球形陣が方向を変えました！　目標は我が艦隊と思料されます！」

「早く陣形を整えろ！　包囲攻こう撃げきを受けるぞ！」

　浮うき足立った参謀の中から声が飛んだ。

「あわてるな！　我々がこのようにあわてふためいてどうする！　エリス様とレゲント参謀長が指揮できない今こそ我々が踏ふん張るんだ！　いくつものことを同時にやろうとするな！　緊きん急きゆう度どの高い問題から処理することを考えろ！」

　その言葉を聞いて、ブリッジの中のパニックは少し収まった。しかしトゥナイツ艦隊は、その場に停止したままだった。指揮命令系統が回復し、艦隊が整然と撤退を開始できるようになるには、まだ時間が必要だった。

　トゥナイツ艦隊司令であるはずのエリスは、医い療りよう室しつの治ち療りようデバイスの本体に身体からだをもたれかけて、まばたきもせずに向かいの壁かべにある生命維い持じセンサーの表示画面を見ていた。

　チャマーの生命反応を示すはずの様々な表示は、ほとんど動いていなかった。

　ショックガンで撃うたれたチャマーは、あのあとすぐにこの医療室に運ばれ、ただちに蘇そ生せい処置が取られたが、衝撃波による神経及および内臓組織の損傷はひどく、蘇生は絶望的と見られていた。

　親衛隊の特とく殊しゆ部隊の制圧に手間取り、医療処置が遅おくれたのが原因だった。

　表示画面に張りついたままのエリスの目にはなんの表情も浮かんではいなかった。

　もう、どうでもよかった。

　戦争も、軍隊も、帝てい国こく軍も真・帝国軍も、自分がここにいることも、生きていることすら、もう、どうでもよかった。無意識に行っている呼吸ですら、面めん倒どうだった。

　コットンの危き惧ぐは的中していた。

　エリスの精神は……限界を超こえようとしていた。

　今までずっと一人で背負い続けてきた重荷を、一いつ緒しよに背負ってくれるはずだった人。

　自分のすべてを預けてもいいと予感していた人。

　心の中で思い描えがいていた、大事な人。

　その人が、目の前で撃たれ、崩くずれ落ちたとき、張り詰つめていたエリスの精神もまた、それを支えることができずに崩れ落ちたのだ。

　そのとき、医療室の中に小さな声が響ひびいた。

「……様……エリス……様」

　その言葉が自分の名前を呼んでいるのだと気がつくのにしばらくかかった。

　エリスはぼんやりと視線を動かして言葉の主を捜さがした。

　それは、隣となりのベッドに寝ねていたレゲント参さん謀ぼう長ちようだった。

　彼もまた銃じゆう撃げき戦せんにより重傷を負っていたのだが、どうやら意識を取りもどしたようだった。

　レゲント参謀長は身体を起こそうとしていた。

「レゲント参謀長！　だめです！」

　エリスはあわてた。

　折れた肋ろつ骨こつが肺に刺ささっているため、医師から絶対安静だと聞いていた。

「行かなくては……なりません……」

「行くって……どこへ！　そんな身体でどこに行くつもりですか！」

　レゲントは歯を食いしばって身体を起こした。

　口から鮮せん血けつがあふれるのもかまわずレゲントは言った。

「ブリッジです……指揮を……しないと！」

「無理です！　そんな身体でできるわけがありません！」

「しかし……私が行かねば、誰が指揮を……」

　エリスは、はっとした。

　……私がここにいて、レゲントもここにいる。今、ブリッジには誰もいないんだ！

　……どうしよう。

　心の中で自分が叫さけんでいた。ここから動きたくない！　と叫んでいた。

　チャマーのそばにいたい！　と叫んでいた。

　エリスは、その自分をねじ伏ふせた。持てる限りの力を振ふり絞しぼって自分をねじ伏せた。

　エリスは顔を上げた。

「私がもどります！　私がブリッジにもどります！　私が艦隊の指揮を執とります！」

　レゲントの顔に微び笑しようが浮かんだ。

「たのみ……ます……エリス様……兵は……あなた様を慕したっておりますゆえ」

　エリスはうなずいた。そして蘇生装置を見た。

　チャマー……行って来るわ……死んじゃダメよ！

　あなたは、私の部下よ、勝手に死んだら絶対に許さない！

　そして、にじんできた涙なみだを、ぐいとぬぐうと立ち上がった。




　帝国軍旗き艦かんアガメムノンのブリッジでは、アリクレストが攻こう撃げき命令を発していた。

「射程内に入り次第、戦列艦は各個に射撃開始。遠えん距きよ離り砲ほう戦せんでは統一射撃は効果が薄うすい」

　参謀の一人が声を上げた。

「射線内にクメルージュ伯はく爵しやく家の防ぼう衛えい艦隊が入っております！　このままだと防衛艦隊も巻き添ぞえになりますが……」

「無視してかまわん。あの防衛艦隊の役目は終わった。あれは消しよう耗もう品だ、そのまま撃うて」

　球形陣じんの一角に白い光が満ちた。

　そして、その白い光は何本もの棒となって停止しているトゥナイツ艦隊へと伸のびていった。




「敵艦隊発砲！　戦列艦の遠距離ビーム砲です！」

「なんだと！　あいつらは自分のところの艦隊を巻き添えにしてもかまわないというのか！」

　クーフーリンのブリッジにいる参謀たちは、敵艦隊の射程内に入っても、射線上に敵の艦隊があれば撃ってこないだろうと思い込んでいた。

　まさか敵が自軍の艦隊を犠ぎ牲せいにして、そのまま攻撃をしかけてくるとは考えていなかったトゥナイツ艦隊にとって、それは完全な奇き襲しゆうとなった。

　戦列艦のメインビームである白い棒は、球形陣とトゥナイツ艦隊との間に位置していたクメルージュ伯爵家艦隊の多くを巻き込み、その大多数を白く輝かがやく球体と化して、そのままトゥナイツ艦隊へと襲おそいかかった。

　トゥナイツ艦隊のあちらこちらに艦が爆ばく発はつする閃せん光こうが走った。

「損害を報告しろ！」

「撤てつ退たい！　撤退だ！」

「まず艦隊隊形を整えろ！　バラバラに下がるな！」

　旗艦のブリッジでは参謀たちが大混乱に陥おちいっていた。

　そのとき、小さな声が旗艦クーフーリンのブリッジの片かた隅すみから聞こえた。

「損害を確かく認にん、報告してください……撤退戦の準備をします」

　エリスの声だった。

　ブリッジの奥にある出入り口のところにエリスが立っていた。

「エリス様！」

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　エリスは微笑んだ。

「心配をかけました、もう大丈夫です」

　驚おどろく参謀たちに微笑を投げかけた後で、エリスは足を踏ふみしめるように司令官席に近づいた。そして顔を上げた。目に光がもどっていた。

「このクーフーリン以下の戦列艦を前に出し、防ぼう御ぎよスクリーンを展開しつつ後退を開始してください。スクリーンの薄い軽巡じゆん航こう艦かんなどを急いで後方に下げて」

　参謀に指示を出したエリスは、あらためて自分たちの艦隊の状じよう況きようを眺ながめた。

　……苦戦だわ。でも、一方的にやられるわけにはいかない。

　メインスクリーンの中に映るトゥナイツ艦隊は、生気を取りもどしたように動き始めていた。

　最前線に戦列艦が到とう着ちやくすると、戦列艦は次々に多層防御スクリーンを展開しはじめた。

　雨のように降り注ぎはじめた帝てい国こく軍の遠距離ビームを受け止めて虹にじ色いろに輝く多層防御スクリーンの後方で、トゥナイツ艦隊は撤退を開始した。




　一方、コットン率いるディア艦隊は、近衛艦隊を救出に来た親衛隊艦隊に振り回されるような戦いを展開していた。

　コットンは、ある程度親衛隊艦隊を叩たたいた後、トゥナイツ艦隊の救きゆう援えんに向かうつもりだった。

　しかし、兵力にしてディア艦隊の約三分の一の兵力しか持たないはずの親衛隊艦隊は、一ひと筋すじ縄なわではいかない敵だった。




「第三戦列艦艦隊の戦艦アイアン・デュークとオライオン及およびベレロフォンが光子魚ぎよ雷らいを被ひ弾だん！　いずれも推進機に損傷を生じ、第二戦速以上の速度が出ません！」

　艦隊情報参謀から報告を受けたコットンは思わず声を上げた。

「光子魚雷？　雷撃部隊の位置は？」

「判明しません！　軽巡航艦、駆く逐ちく艦かん等の雷撃可能な艦は射程内に近づいておりません！」

「じゃあ、どこから光子魚雷が飛んできたって言うのよ！」

　参謀は困ったような顔をした。

「わかりません。アイアン・デュークの報告によりますと、最大戦速で航行中、突とつ然ぜん右う舷げん後方で爆発が生じたとのこと。突然その空間に光子魚雷が転移してきたとしか考えられません！」

「転移魚雷は理論上は可能だけど、コストと命中率の悪さからどの国も実用化は見送ってる。そんなトンデモ兵器なんか使うわけがないわ」

　コットンは、被弾した戦艦の報告が気になった。

　……いきなりその空間に光子魚雷が出現……そうか！

　顔を上げたコットンは目の前にあるパーソナルモニターを操作して、三隻せきの戦せん艦かんが被弾した空間を、過去に敵艦が航行したことがあるかどうか、その航こう跡せきのトレースデータを呼び出した。

　空間にいくつもの航跡が浮うかび上がった。

　そして、その中の一つが、戦艦が被弾した空間を約一時間前に通過していた。

　……これだ！

　コットンは自分が見ていたデータをすぐに艦隊内の共通データベースにリンクして叫さけんだ。

「この空域は、浮ふ遊ゆう機き雷らいの散布が行われている可能性がある！　各艦とも航行速度を第二戦速以下に抑おさえ、マルチタスクセンサーの感度を上げろ！　特に軽巡航艦以下の小型艦は充じゆう分ぶんに注意！　一発でもくらえば轟ごう沈ちんする可能性があるぞ！」

「浮遊機雷だって？」

「一時間前に俺たちがこの空域を通過するなんて、なぜわかったんだ？」

　顔を見合わせた参謀に向かってコットンは忌いま々いましげに答えた。

「私たちの行く先を予想して機雷を散布したんじゃないの！　あらかじめ浮遊機雷を散布しておいて、その空間に私たちを誘ゆう導どうしただけのことよ！　わかる？　さあ、さっさとこの空域を抜ぬけてエリスたちを助けに行くわよ！」




　ディア艦隊が速度を落とし、センサーの感度を上げたことに気がついた親衛隊艦隊第五巡じゆん航こう戦艦艦隊の司令モリー・ヌーダル大たい佐さは、感心したような口調で、横にいる副官に言った。

「浮遊機雷原に侵しん入にゆうしたことに、もう気がついたみたいだね……さすがはコットン司令だ」

「敵艦隊は速度を落としましたな……」

「それが機雷原を抜けるときのセオリーだからね……そして敵艦隊が速度を落とせば、戦列艦の砲ほうの命中率も上がるというのもセオリーどおりだ」

「では、はじめますか？」

「当然だ、第五巡航戦艦艦隊各艦、主砲発射！」

　紡ぼう錘すい形けい陣じんを作ってディア艦隊と平行して進む親衛隊艦隊の外周部に位置する第五巡航戦艦艦隊は、百二十五隻のＣ級の巡航戦艦と六十七隻のＧ級重巡航艦によって構成されていた。

　あらかじめ散布してあった浮遊機雷のある空域にディア艦隊を誘導し、機雷原の中で速度を落とした敵艦隊を、戦列艦並みの主砲を持った巡航戦艦で遠えん距きよ離りから一気に叩く。

　それが、モリー・ヌーダル大佐の立てた作戦だった。

　艦隊情報参さん謀ぼうの報告が始まった。

「Ｃ級巡航戦艦デアフリンガー、リュッツオウ、モルトケ、ザイドリッツ、ポンメルン、以下の戦列艦が砲ほう撃げきを開始！　Ｇ級重巡航艦も主砲の射程内に入り次第射撃を開始します」

「よろしい。さて、しばらくは戦艦同士の殴なぐり合いだな。防御スクリーンの展開と主砲発射のタイミングを誤るなと各艦に伝えろ」

「了りよう解かいしました！」

　敬礼する参謀を見て、モリー大佐は実に楽しそうに微笑ほほえんで答礼を返した。

「司令……何か楽しいことでもあったのですか？」

　怪け訝げんな顔をする副官を見てモリー大佐はうなずいた。

「砲撃戦さ」

「砲撃戦？」

「そう。帝てい国こく軍にいたころは、私みたいな平民出は、せいぜい軽巡航艦艦隊ぐらいしか預けてもらえなかったからね。ここに来て良かったとつくづく思うよ。さて、もうひとがんばりだ」

「正規軍を見返してやれ！……ですか？」

「それもあるが、それだけじゃない」

　モリーはちょっと真しん剣けんな顔になって言葉を続けた。

「アリクレスト陛へい下かは、親衛隊を作ることによって、正規軍に、身分とか世せ襲しゆうではない適材適所の軍隊の強さを知らせようとしているのかもしれん。だとすると我々は絶対に負けられない。我々の後に続く者たちのためにもな」

　副官はうなずいた。

「がんばりましょう！」

「そういうことだ」

　第五巡航戦艦艦隊旗艦のデアフリンガーのメインブリッジで、モリー大佐がそう言って笑ったとき、メインモニターに映っている敵艦隊の中央あたりにいくつもの閃せん光こうが瞬またたいた。

「こちらの主砲が命中しました！」

「防ぼう御ぎよスクリーン急速展開！　お返しが来るぞ！」

　モリーの言葉が終わらないうちに、何本もの白い棒が第五巡航戦艦艦隊の中を突つき抜け、艦隊の中にいくつかの閃光が走った。

「モルトケ被ひ弾だん！　防御スクリーンが間に合わなかった模様です！」

「損害程度は？」

「右う舷げん砲ほう塔とう損傷、航行に支障はありません！」

　情報参謀から状じよう況きようを聞いたモリーは、通信オペレーターに向かって指示を出した。

「艦隊の速度を上げる！　敵は我々より速く動くことはできない。各艦偏へん差さ射撃を行い、一発でも多くの命中弾だんを出すように心がけよ！」

「了解！」

　第五巡航戦艦艦隊は、そのまま単縦陣を作って増速しはじめた。




　親衛隊艦隊からの主砲攻こう撃げきを受けつつも、ディア艦隊は浮ふ遊ゆう機き雷らい原の中を、機雷を探知しながらゆっくりと進むしか方法がなかった。スピードの差はそのまま命中率の差となって現われた。

　コットンの下もとに、平行して進んでいる敵艦隊と主砲で叩たたきあいを展開している第三戦列艦艦隊の損害状況が刻々と入って来た。

「巡航戦艦タイガー、艦隊中央構造物大破、戦せん闘とう継けい続ぞく不可能！　巡航戦艦プリンス・ロイヤル、推進機及および反応炉ろに被弾、戦闘力半減！　巡航戦艦ライオン、同じく前部砲ほう塔とう大破、巡航戦艦インディファティガブルとクイーン・メアリーは撃げき沈ちんされました！」

　被ひ害がいのひどさを見たコットンはうめくようにつぶやいた。

「巡航戦艦は装そう甲こうが薄うすいとはいえ、遠えん距きよ離り砲戦でこれほどの被害が出るとは……この敵は、今までの帝国軍とは違ちがう……強敵だ」




　自分たちの砲撃が打撃を与あたえていることを知ったモリーは通信参謀を呼び出して告げた。

「敵艦隊が機雷原を避さけてこちらに針路を変えた場合の予測針路に向けて、長距離魚雷を発射しろ！」

「了解しました！」

　敬礼して消えたパーソナルモニターからメインスクリーンに視線を移したモリーは微笑んだ。

　……まだまだ、こんなものじゃないよ、お嬢じようさん。

　ソロバン元げん帥すいのソロバン。果たして帳ちよう尻じりを合わせることができるかな？




　コットンは艦隊情報参謀から上がってきたいくつかの情報を見ていた。

　それは、この先の空間にもいくつか浮遊機雷らしきものを発見したという情報だった。

　……冗じよう談だんじゃないわ。そんなところに突っ込んだら損害が増すばかりよ。

　コットンは、進路にあたる空間を三次元投とう影えいした。

　浮遊機雷らしきものが存在しない空間は二つあった。一番遠い空間を通れば、ディア艦隊は、救きゆう援えんに向かうはずのトゥナイツ艦隊とは逆の方向に誘ゆう導どうされることになる。

　近い空間を通れば嫌いやでも敵の艦隊に近づくことになる。

　接近戦に持ち込まれたら、雷撃戦になるだろう。双そう方ほうの消しよう耗もうは激しくなる。

　敵の防ぼう衛えい艦隊の目的は、本艦隊に近づくこちらの艦を一隻せきでも削けずることだ。

　雷撃戦に持ち込めば目的は達成できるのだ。

　……ったく。この機雷戦術を展開したやつは、マイド並みにイイ性格してるわ。

　トゥナイツ艦隊を救援に行かねばならない以上遠く離れる空域を選ぶのは問題外ね……でも、こっちの空域も何か仕し掛かけがありそうだわ。

　コットンはしばらく空域図を見ていたが、やがて顔を上げて艦隊運用参さん謀ぼうを呼び出した。

「あとしばらくこのままの針路を保ちます。機雷の探知に全力を挙げてください！」

『しかし、このまま砲ほう撃げき戦をつづけているわけには……』

「装甲の薄い巡じゆん航こう戦せん艦かんは下げます。装甲の厚い戦艦と突とつ撃げき艦かんで砲撃戦を行います」

『了りよう解かいしました』

　そのまましばらく進んだとき、コットンのもとに報告が入った。

『敵からの光子魚ぎよ雷らい！　多数！』

「魚雷ですって？　この距離で？」

『敵魚雷は新兵器の長距離魚雷と思われます！』

「長距離魚雷！　あんなもの実用化してたの？」

　長距離魚雷は射程距離は通常の光子魚雷の二倍、しかし破は壊かい力は四分の一という魚雷だった。

　破壊力が少ないだけでなく、スピードが遅おそく無誘導であるため、あまりに遠距離を狙ねらった場合の命中率はひどく悪いため、どこの軍も積極的に採用しようとはしなかった兵器である。

　長距離魚雷の群れは、機雷が散布されていない近い方の空間の中で次々に消しよう滅めつしていった。

　コットンは考えた。

　……命中率が悪くても、敵があらかじめ通るルートとおおよそのスピードがわかっていれば効果的に使えるってわけね……針路を変えないでよかったわ。

　それにしても敵艦かん隊たいの指揮官は、ますますマイドに似てきたわね。




『敵艦隊針路変へん更こうせず！　長距離魚雷命中なし！』

　情報参謀から報告を受けたモリーはため息をついた。

「やっぱりつけ焼やき刃ばじゃ無理があったかな？」

「つけ焼刃……と、申しますと？」

「いやあ、今の作戦はね、あのマイド・ガーナッシュが士官学校時代に艦隊運用シミュレーションの中でやってた戦法をそっくり真似まねしたんだ」

「パクリはいけませんな、パクリは」

　モリーは副官を見て笑った。

「当たったら、オマージュって言い直すつもりだったのさ」




　モリーが副官と不ふ謹きん慎しんなことを言い合っていたそのころ。

　ディア艦隊旗艦ウルスターのブリッジでは、コットンが考え込んでいた。

　こんなとき……マイドだったらどんな風に考えるだろう？

　浮ふ遊ゆう機き雷らいの散布されている空域に突つっ込んで足止め食らって、横腹から連続して砲撃を食らっているこの状じよう況きようを、マイドだったらどうやって切り抜ぬけるだろう。

　マイドはこんな状況に陥おちいったことはないわよね……。

　そう考えたとき、コットンの脳のう裏りに何か引っかかるものがあった。

　マイドは、浮遊機雷を仕掛ける方だったことがあるわよね……そうだ、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきだ。

　あのとき、マイドが浮遊機雷を仕掛けて、ローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊が、私と同じようにその機雷原の中に突っ込んできたんだ。

　コットンは大きくうなずくと、パーソナルモニターに艦隊運用参謀を呼び出した。

「艦の前部に武装が集中している突撃艦を艦隊最前列に並べてちょうだい！　そして主砲のタイトビームのビーム収束用の電子レンズをフラットに切り替かえるの。どれくらいでできる？」

　艦隊運用参謀は、しばらく自分のコンソールを見ていたが、すぐに顔を上げた。

「約一標準時間です」

「そう、じゃあ二十分でやって」

「二十分⁉」

　目を丸くする参謀に向かってコットンは吠ほえた。

「一刻も早くこの機雷原を抜けないと、エリスの艦隊が全ぜん滅めつしちゃうの！　死ぬ気でやって！」

「了解しました！」

　艦隊運用参さん謀ぼうは、あわてて敬礼すると、モニターから消えた。

　コットンは、戦域全体を表示しているサブモニターを見上げた。そこには、エリス率いるトゥナイツ艦隊が、帝てい国こく軍球形陣じんに追撃を受けている光景が映し出されていた。

　トゥナイツ艦隊の内部のあちらこちらで瞬またたく閃せん光こうは、艦隊全体が激しい砲撃にさらされていることの証明だった。

　無限にも近い時間が過ぎたような気がしたとき。

「装備改変終しゆう了りようしました！」

　コットンの前にあるパーソナルモニターの中で、艦隊運用参謀が叫さけんだ。

　タイムカウンターをちらっと見たコットンはにやっと笑った。

「十七分！　三分早いね、ボーナス楽しみにしてて！……そのときまで生きてたらだけどね！」

　艦隊運用参謀はにやっと笑った。

「それはそれは、是ぜが非ひでも生き延びないと損ですな……マインスィーパー使用可能です！」

「よし！　マインスィーパー開始！」

　コットンの号令とともに、ディア艦隊の最前列に配置された突とつ撃げき艦かんから、無数のビームが発射された。そのビームは、通常のビームのように収束せず、シャワーのように広がった。

　一呼吸ほど置いて。

　ディア艦隊の進行方向の空間にいくつもの閃光が走った。

　メインスクリーンでその光景を見ていたコットンは歓かん声せいを上げた。

「やった！　浮遊機雷排はい除じよ！　このままぐんぐん行くわよ！　艦隊、前進開始！　エリスたちを助けるんだ！」




　コットンたちが機雷原を拡散ビームにより破は壊かいして強行突破をはかり始めたのを見たモリーたちは驚おどろきの声を上げた。

「なんだありゃ！」

「突撃艦改造のマインスィーパーを押し立てて、艦隊レベルでの機雷原の強行突破か……」

　モリーは舌打ちをした。

「くそう……こっちの仕し掛かけにはあんな方法への対処はない！　悔くやしいがお手上げだ。このまま砲ほう撃げき戦を続行しても損害が増えるだけだ、一いつ旦たん引くぞ！」

「了りよう解かいしました」

　モリーたちの艦隊は戦場から離り脱だつする針路に乗った。

　緊きん張ちようがほぐれた空気が漂ただよい始めたブリッジで副官が聞いた。

「あの、敵の機雷原突破の方法はオリジナルでしょうかね？」

「いや、同じような戦法はいくらでもある。突撃艦の前方集中ビームを拡散させてマインスィーパーにする、という部分はオリジナルだろうな……」

　そう答えた後でモリーはつけ足した。

「モトネタに、これは俺のものだ！　って部分を乗っけてアレンジすればパクリじゃない……さて、お茶にしようか、諸君」




　帝国軍親衛隊第五巡じゆん航こう戦せん艦かん艦隊の旗艦でモリーたちが優ゆう雅がにお茶を楽しんでいたそのころ。

　ディア艦隊のコットンは、まったく正反対の精神状態でメインモニターを見上げていた。

　コットンの握にぎりこぶしは白くなっていた。

　球形陣に追いつかれ、激しい砲撃を浴びているトゥナイツ艦隊を見上げてコットンは念じた。

　……エリス……あと少しよ、あと少しだけがんばって！

　すぐに行く、すぐに助けに行くから！

　前面に配置した突撃艦の拡散ビームにより浮ふ遊ゆう機き雷らいを除去しながら、ディア艦隊は前進を開始した。しかし、そのスピードはお世辞にも速いとは言えなかった。

　このときディア艦隊とトゥナイツ艦隊の間には、無情なまでに広い空間が広がっていた。




　どん！

　鈍にぶい衝しよう撃げきとともにクーフーリンのブリッジが揺ゆさぶられ、どこかで物が落ちて壊こわれる音が響ひびいた。

　目の前にあるパーソナルモニターにしがみついていたエリスは、顔を上げると叫んだ。

「損害は？　状じよう況きようを知らせて！」

「直ちよく撃げきを受けました！　前部第三砲ほう塔とう大破！　戦せん闘とう力十二パーセントダウンです！」

　エリスは顔を上げてメインスクリーンを見上げた。

　立て続けに撃うちこまれる敵のメインビームにより、前面に展開した防ぼう御ぎよスクリーンの五割が崩ほう壊かいしていた。

　戦列艦はすべてジェネレーターを全開にして、攻こう撃げき用兵器に送られるべきエネルギーすら防御スクリーンの維い持じに回していたのだが、崩壊したスクリーンを回復させるよりも、敵のビーム砲の方が速いため、艦隊内のあちらこちらで被ひ弾だんする艦が増えていた。

　エリスは、サブモニターに映る、敵味方の予想針路シミュレーションを見ていた。

　トゥナイツ艦隊は、撤てつ退たいを続け、帝てい国こく軍は、球形陣じんを保ったままこれを追撃していた。

　このままのスピードで撤退していたら、三・五時間以内に追いつかれて、包囲されるという結果が出ていた。

　エリスは唇くちびるをかんだ。

　……やっぱり、あの十五分がいけなかったんだ。

　それはちょうど一時間ほど前の出来事だった。




　撤退をしていた戦列艦の中で直撃の閃せん光こうが走った。

　飛び込んできたのは凶きよう報ほうだった。

「第三艦隊旗艦、推進機に被弾！　速度が保てません」

『なんだって？』

『牽けん引いん力場に取り込むことはできないのか？』

「可能ですが、力場展開に時間がかかります！」

　そのときメインスクリーンに一人の老人が映った。

　第三艦隊司令だった。老人は胸を張ると言った。

『我が第三艦隊旗艦、スカアサは、これよりここで砲ほう台だいとなり、敵を足止めいたします！　牽引、救助、一切不要じゃ！　先に行ってくだされ！』

　エリスは目を見張った。それはエリスの伯父おじだった。

「マクローイ！　だめよ、そんなの！　あなたを見捨てていけるわけない！」

　マクローイと呼ばれた老人はエリスを見た。

『エリス、いいかね。指揮官というのは、全体のことを考えて動かねばならないのだよ。我々を助けて艦隊を危険にさらすのは本ほん末まつ転てん倒とうじゃ。お前は指揮官じゃ、私情は捨てねばならん』

「それは私情なんかじゃありません！　兵が戦えるのは自分は決して見捨てられないという信しん頼らいがあるからです！　ここであなたを見捨てたら、私は信頼を失います！　信頼を失った司令官こそ失格だと思います！」

　エリスは、艦隊運用参さん謀ぼうを呼び出した。

「この場に留とどまれるギリギリの時間を割り出して！　それとスカアサを牽引するのに要する時間を！」

　回答はすぐに出た。

　この場に留まれるのは四十分。

　牽引開始まで一時間。

　その回答を見ていたエリスの目に涙なみだが浮うかんだ。

　唇を嚙みしめて立ち尽つくすエリスを見ていた艦隊運用参謀が言った。

「牽引作業を急がせましょう……ギリギリでなんとかなるかもしれません！」

　参謀の心の中で、無理だと叫さけぶ自分がいるのがわかった。

　でも、参謀はエリスの涙を見たくなかった。

　顔を上げたエリスは目を輝かがやかせた。

「やってくれるのですね！　ありがとうございます！」

　その顔を見たとき、参謀は、なんとかなる、と信じたかった。

　甘いことはわかっていた。




　結局牽引に要した時間は五十五分。

　十五分のオーバーとなった。

　参謀たちは必死に遅おくれを取りもどそうとしたが、十五分の遅れは致ち命めい的だった。




　エリスは球形陣を見ていた。

　帝国側は、まだ球形陣から追つい撃げき艦かん隊たいを出していない。

　帝国が追撃艦隊を出していない理由は簡単だ。

　私たちはまだ弱りきっていない。ここで追撃艦隊を出せば、損害が増える。だから帝国は球形陣のまま接近し、戦列艦の遠えん距きよ離りビームで私たちの戦力を削けずることに専念しているんだわ。トゥナイツ艦隊は、徐じよ々じよに艦隊としての形をなさなくなりつつあった。

　エリスは、自分の目の前にあるパーソナルモニターの縁ふちを指が白くなるほど握にぎりしめた。

　……私たちは、全ぜん滅めつする。

　艦隊を二つに分けたとき、その二つの艦隊は常に相そう互ご支し援えん可能な距離にいなくてはならない。そうしないと、各個撃破されるからだ。

　それは常識だったはずだ。なのに私は勝ち進むことに気を取られ、前進を続けることでディア艦隊との間かん隔かくを大きく空けてしまった。

　そして……チャマーがやってきたとき、私は艦隊の指揮を放り出して個人的な理由でチャマーを迎むかえに行き……そしてそのまま指揮を放ほう棄きすらしてしまった。

　……私たちは負ける。

　それは、すべて私のせいだ。私に原因がある。

　足が震ふるえていた。

　メインスクリーンには、ディア艦隊が機き雷らい原を突とつ破ぱしつつある映像が映し出されていた。

　……コットンは、全力で私たちの救きゆう援えんに向かっている。

　でも……。

　間に合わない。

　このままでは、私たちの艦隊は、帝てい国こく軍に戦力を削り取られて、全滅するだろう。

　後に残ったディア艦隊の戦力では、到とう底てい勝ち目はない。

　でも、真・帝国政府の主星ゲイボルグには、まだ常じよう駐ちゆう艦隊も守備艦隊も残っている。

　ディア艦隊だけでもゲイボルグにもどることができれば、真・帝国軍は、まだ戦えるんだわ。

　エリスは、自分の前にあるパーソナルモニターを操作して、通信参謀を呼び出した。

「ディア艦隊のコットン司令に繫つないでください」

『了りよう解かいしました！』

　二呼吸ほどの時間の後で、エリスの目の前にあるパーソナルモニターにコットンの顔が大写しになった。

「あ！　エリス！　大だい丈じよう夫ぶ？　すぐに行くわ、だからもうちょっと、ちょっとだけがんばって。こっちの艦隊と合流できれば、あの球形陣じんなんか簡単に押しもどせるんだ！　だから……」

　エリスは首を振ふった。

「コットン司令……無理です。このままでは我々同様、ディア艦隊も各個撃破されることになります。我々は、これよりここに留まり、攻こう撃げき陣形に転じて帝国軍に最後の攻撃を仕し掛かけます。ディア艦隊はその間にこの星域を離り脱だつし、ゲイボルグまでお引きください」

「エリス！　何を馬ば鹿かなこと言ってるのよ！　そんなの認めないわ！　あんたは私と一いつ緒しよに戦うって言ったじゃない！　私は戦ってる、だからあんたも私と一緒に戦うんだ！」

　エリスは聞いていなかった。

「この敗北の責任はすべてこの私にあります……ですから……」

「大馬鹿野や郎ろう！」

　コットンの大声がクーフーリンのブリッジに響ひびき渡わたった。

「あんた、チャマーの努力を無にするの⁉　チャマーが生命いのちを張ってあんたを助けたのはなんのためだ！　ここであんたが死んでどうなる！　何か変わるのか！　え？　どうなのよ！」

　チャマーの名前を聞いたとき、エリスの目からぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　その涙をぬぐおうともせずにエリスは首を振り続けた。

「でも……でも……」

　コットンも、負けじと首を振った。

「エリス！　あんたはお嬢じよう様さますぎる！　いさぎよいだとか、カッコイイだとか、美学だとか、そんなものはないんだ、戦争にはね。

　戦争の美学は生き延びることだ。何がなんでも生き延びて、そして最後に勝つ。それが一番カッコイイ生き方なんだ！　ここは戦場だ！　だとしたら、あんたに許される美学ってのはそれなのよ！」

　エリスは、黙だまったままだった。

　……わかってくれたのかしら？

　コットンがそう思ったとき、エリスが顔を上げた。

　エリスは涙なみだをいっぱい溜ためたまま、ふっと微笑ほほえんで、そして言った。

「ごめんなさい……コットンさん。信じてくれたのに応こたえられないで……」

「ちょっと！　エリス！　何を馬鹿な……」

　エリスは、目の前にあった通信モニターを切った。

　クーフーリンのブリッジは静まり返っていた。

　通信モニターから顔を上げたエリスは、ブリッジにいる参さん謀ぼうに向かって静かに頭を下げた。

　参謀たちも無言で頭を下げた。

　やがて、一人の参謀が静かに言った。

「さて……引いてばかりの戦いでは、のちの世の人々に笑われますからな……エリス様。最後にあのアリクレストの小こ僧ぞうに一ひと泡あわ吹ふかせてやりましょうか」

　横にいた若い参謀がうなずきながら言った。

「そうですよエリス様！　俺たちは敗残兵じゃないんだ！　まだ戦えるだけの艦かん隊たいは残っているじゃありませんか！」

「ここで、戦って戦って戦い抜ぬいて、一隻せきでも多くの敵艦を沈しずめてやりましょう！　そうすれば、コットン司令の次の戦いは楽になります！」

　エリスは下を向いた。涙が止まらなかった。

　エリスは涙を流しながらうなずいた。




『トゥナイツ艦隊が撤てつ退たいを中止しました。艦隊の再編成を行っているようです』

　アガメムノンのメインブリッジで、情報参謀の報告を聞いたアリクレストは、軽く目を見開いて言った。

「ほう……鬼おにごっこはもう終わりにするつもりか。意外とあきらめが早いな」

　メインスクリーンに浮うかぶトゥナイツ艦隊の映像を見上げて、参謀総長のオーガスタ大将が聞いた。

「敵は反撃に転じるつもりのようだな……どうする？」

　アリクレストは、にやっと笑った。

「今現在の敵の総数は約四万。ならば十六万の球形陣を四万隻の艦隊四つに分け、四方から包囲して一気にもみ潰つぶす。時間をかけるわけにはいかない……潰さなきゃならない相手はもう一つあるんだ」

「では、球形陣を解き、攻撃艦隊を編成するとしよう……なに、編成表どおりだから、ほんの三十分もあれば編成は終しゆう了りようするだろう」

「三十分か……」

　イラついたような顔をして答えたアリクレストをなだめるようにオーガスタ大将は言った。

「しかたなかろう。我が軍の総数は、まだ十六万隻以上あるのだからな……大軍が動くには時間がかかるものだ」

「わかったよ……じゃあ、しばらく休んでいるから、準備が調ととのったら教えてくれ」

　そう言ってアリクレストは玉座から立ち上がった。




　このとき、コットンの率いるディア艦隊は、浮ふ遊ゆう機き雷らいの漂ただよう機雷原の中を最大戦速で前進していた。

　コットンは機雷除去を中止し、損害に構うことなく全速でエリスたちを救出するように命令したのだ。

「小型艦は艦隊中央に！　周囲を大型艦で固め一気に突とつ破ぱする！　損害に構わず艦を進めよ！」

　艦隊規模で機雷原の中を全速力で進むということがどういう結果を生むか火を見るより明らかであった。しかし、コットンはそれをやらざるを得なかった。

『戦艦マレーヤ触雷！　減速します！』

『戦艦ウオースパイト触雷！　推進機大破艦隊行動不能！』

『装甲巡航艦ブラック・プリンス大破沈没！』

『駆逐艦アーデント爆沈！』

　コットンの下もとに、次々に被ひ害がいの状じよう況きようが入って来た。

　艦隊の周辺で機雷の爆ばく発はつする閃せん光こうが瞬またたくたびに、何隻もの艦船が落らく伍ごしてゆくが、艦隊はピードを緩ゆるめることなく前進を続けていた。

　コットン率いるディア艦隊は隊形が崩くずれ、もはや艦隊とは呼べないただの軍艦の群れのような形で、何かに憑つかれたかのごとき速度で前進を続けていた。

　コットンはモニターの中で帝てい国こく軍の球形陣が再編成されていくさまを見つめていた。

　……艦隊を四つに分けて、一気に包囲するつもりだわ。

　攻こう撃げきが始まったら、エリスたちは、あっという間に壊かい滅めつするだろう。

　モニターの中で、球形陣の再編成が終わろうとしていた。

　しかし、エリスたちとの距きよ離りは絶望的に遠かった。

　コットンはモニターを殴なぐりつけて半分泣きながら叫さけんだ。

「遠い……遠いよ！　誰だれか……エリスを助けて！　お願い！」




　気品ある香茶の香かおりが控ひかえ室しつに漂っていた。

　アテナはティーポットを持ってアリクレストにたずねた。

「お代わりはいかがですか？」

　シフォンケーキの最後のかけらを飲み込んだアリクレストはうなずいた。

「半分でよいぞ、そろそろ時間だろう」

　優ゆう雅がな手つきでティーカップに香茶を注ついだアテナは、ブラックのままアリクレストの前にカップを差し出した。

　アリクレストが、お代わりの香茶に砂糖をいれないことをアテナは知っていた。

　アリクレストが二杯目の香茶を飲み終わったちょうどそのとき、控え室の前に伝令兵が立った。

「陛へい下か、用意が完かん了りよういたしました」

「わかった……」

　立ち上がったアリクレストに、アテナがすっと寄って、服の裾すそのシワを伸のばして言った。

「ご武運を……」

　アリクレストは無言でうなずくと控え室を出た。

　帝国軍旗艦アガメムノンのブリッジにある皇こう帝ていの玉座に座り直したアリクレストは、メインスクリーンに映る包囲陣じん形けいに姿を変えた帝国軍艦隊を見て、満足そうに微笑ほほえんだ。

　玉座で足を組み両手の指を組み合わせたアリクレストは、面白いショーが始まるのを楽しみにしているような口調で告げた。

「……もみ潰せ」




　アリクレストの総攻撃の命令を受けた参さん謀ぼうたちが指示を出そうとしたそのとき。

　アガメムノンのブリッジに、けたたましい警報音が鳴り響ひびき、包囲を完了した帝国軍艦隊の中で連続して爆発が起こった。

　アリクレストは、怒おこったように聞いた。

「何ごとだ！」

『転移攻撃であります！』

「転移攻撃だと？　重力波はどうなっている？」

『今、この空間には凪なぎが生じております！』

「凪だと？」

　そう、今、帝国軍がいるこの座標は、チャマーが転移するために選せん択たくした、凪の生じやすい特異点だった。

　しかし、勝ち戦いくさに驕おごっていた帝国軍は、転移攻撃に対する警けい戒かい心を完全に失っていた。

　メインスクリーンには、トゥナイツ艦かん隊たいを包囲するために四つに分けた帝国軍艦隊のすべての艦隊の内部で、光子魚ぎよ雷らいの爆発する閃光が生じている光景が映し出された。

『敵は、高速型軽巡航艦と思われます！　我が艦隊内へ転移し、光子魚雷を発射しております！』

　アリクレスト率いる帝国軍艦隊は、大混乱となっていた。

　自分の艦隊のど真ん中に、正体不明の軽巡航艦が実体化したと思ったら、そいつが、いきなり光子魚雷をばら撒まいたのだ。

　至近距離で光子魚雷を食らった艦はひとたまりもなかった。

　帝国の戦列艦、それも最大級の戦艦であるＺ級戦艦ですら、たった一発の光子魚雷で大きな光の球と化した。

　光子魚雷をばら撒き終わった謎なぞの軽巡航艦は、主しゆ砲ほうを発射しながら一気に最大戦速で、艦隊の中を突つき進みはじめた。

　その操艦技術は神かみ業わざだった。

　密集隊形を組んでいる艦隊の隙すき間まを縫ぬうように、猛もうスピードで突き進むのだ。

　帝国軍は、軽巡航艦に、機動戦せん闘とう艇てい並みの速度と運動性を持たせることができるのだということを初めて知った。

　この光景を自分の目で見なければ、そんなことは到とう底てい信じられないだろう。

　それも、一隻せきや二隻ではない。

　転移攻こう撃げきを仕し掛かけてきた軽巡航艦のすべてが、とてつもない錬れん度どの持ち主だったのだ。

『敵艦は、我が艦隊内を高速移動中！　被ひ害がいが拡大しております！』

『我が艦隊内に転移した敵艦数七百六十五隻！　それとは別に、我が艦隊後方の空間に、さらなる転移反応多数！　こちらは数万単位の艦隊と思われます！』

「なんだと！」

　アリクレストが見上げたメインスクリーンに映った宇宙空間には、あきらかに大艦隊が転移してくると思われる陽炎かげろうのような揺ゆらぎが生じていた。




　帝てい国こく軍の艦隊の中に生じた光子魚雷の爆ばく発はつの閃せん光こうは、ディア艦隊からも見えた。

　ディア艦隊旗艦ウルスターのメインスクリーンでその閃光を見たコットンは、目を見開いた。

「事故……じゃないよね……あれ、誰だれかが攻撃してるんだよね……」

　情報参謀が叫さけんだ。

『敵艦隊内に、何者かが転移攻撃を仕掛けた模様です！』

「転移攻撃？　あ、そうか！　あの空間は、チャマーが転移してきた空間なんだ！」

『はい、現在帝国軍がいる地点に重力波の凪が生じている模様です、そのためかなり大規模な転移攻撃にさらされているものと思われます！』

『帝国軍艦隊内に転移した軽巡航艦は光子魚雷発射後、主砲を発射しながら、艦隊後方に向かって進行中！　最大戦速です……すげえ、艦隊の中であのスピードを出すか？　普ふ通つう……』

　センサーオペレーターの報告は、後半あきれ声に変わっていた。

　コットンの手が震ふるえていた。

　それは、見事なまでの一撃離脱攻撃ヒツトエンドランだった。

　……正規軍は、あんな戦い方はしない。あんな……海かい賊ぞくみたいな戦い方は……。

　あいつらは……もしかして……あいつらは……。

　コットンは目を輝かがやかせてメインスクリーンを見ていた。

　スクリーンの中の閃光が涙なみだでにじんだ。

　足が震えていた。その場に座り込みたかった。

　床ゆかに座り込んで少女のように泣きじゃくりたかった。

　コットンは司令官という自分の立場を忘れて叫んだ。

「来てくれた……来てくれたんだよ！

　間ま違ちがいないわ！　あいつら以外にいるもんか！　あんな見事な攻撃ができる連中が！」

　そのとき、別の参さん謀ぼうがデータを表示した。

『さらに、帝国軍の後方に、転移反応あり！　こちらは大艦隊です！』

　コットンは耳を疑った。

「……大艦隊？」

『はい！　三万……いや、四万隻近いです！』

「四万？　間違いじゃないの？」

『質量換かん算さんですから正確ではありませんが、間違いなく四万隻近い艦隊だと思われます！』

　参謀の答えを聞いたコットンは目を見開いた。

　……違う。

　……あいつらじゃない。

　あいつらは、四万隻もの艦隊を持ってるわけがない！

　……でも、あんな戦い方をやってのける軍隊は他ほかにない。

　じゃあ、あいつら……一体何者なんだ？

　コットンが食い入るように見つめるメインスクリーンの中で、大艦隊が実体化し始めていた。
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　第七章　でたまか







　帝てい国こく軍ぐん艦かん隊たい十六万隻せきの後方に転移してきた艦隊の実数は六万隻を超こえていた。

　コットンの部下が、これを四万隻として算出してしまった理由は、転移してきた総質量を、標準的な艦隊編成の単位で割ってしまったからだ。

　転移してきた艦隊の編成は、そのほとんどが軽けい巡じゆん航こう艦かん以下の小艦艇だった。

　質量として換かん算さんすれば、軽巡航艦は戦列艦の半分以下でしかないのだ。

　ディア艦隊旗艦ウルスターのメインスクリーンを見上げていたコットンの下もとに、通信参さん謀ぼうから報告が入った。

『コットン司令宛あてに、個人通信が入ってきました！　発信元は……アウトニア連合艦隊独立軽巡航艦艦隊司令ケルプ・ワインガー殿どのであります！』

　コットンは叫さけんだ。

「つないで！　今すぐ！」

　メインスクリーンに、見覚えのある顔が映った。

　イタズラ小こ僧ぞうのような目をしたその若者は、白い歯をみせて、ニッ、っと笑って言った。

『よ、コットン、久しぶり』

　コットンは下を向いた。握にぎりしめた両手の拳こぶしが細かく震ふるえていた。

　メインスクリーンの中でケルプが怪け訝げんな顔をした。

『どうしたんだ？　具合でも悪いのか？　調子に乗って甘いものでも食いすぎたとか……』

「……そんなんじゃない！」

　コットンは顔を上げて叫んだ。

　目から、ぽろぽろと涙なみだを流しながら、コットンはケルプをにらみつけた。

「遅おそい！　遅いよ！　来るなら、なんでもっと早く来ないんだよ！」

『そりゃあこっちにもイロイロあってよ……』

　ケルプは、そこで言葉を切ると、再び微び笑しようを浮うかべた。

『でもよ、なんとか間に合ったからいいじゃねえかよ、機き嫌げん直せよ』

　目め尻じりに涙を浮かべたまま拗すねたように首を振ふるコットンを見たケルプは、肩かたをすくめた。

『なーんかオレ、いっつもお前に怒おこられてんのな……ま、いいや。帝国軍は、マイドとオレたちが相手にする。早くエリスのところに行ってやれ。じゃあな、オレはこれからマイドの艦隊に合流しなくちゃいけねえからよ』

　ケルプの言葉を聞いたコットンの顔色が変わった。

「え？　ねえ、ちょっと待って！……ケルプ！」

　コットンの声が届く前に、ケルプからの通信は切れた。

　何かを言いかけたコットンは、悲しそうな顔をして下を向くと、小声でつぶやいた。

「本当は……ありがとう……って言わなきゃいけないのに……」




　アウトニア軍独立軽巡じゆん航こう艦かん艦隊旗艦ゴッドフェニックスのブリッジで、艦隊司令用パーソナル通信モニターから顔を上げたケルプを見て、横にいた士官が笑いながら声をかけた。

「なんて言ってました？　コットン司令は」

　ひょいと肩をすくめてケルプは答えた。

「遅い！　って怒られたよ……マスクワード少しよう佐さ」

　マスクワードは、にやっと、オヤジっぽい微笑を浮かべて言った。

「早い！　って怒られるよりマシじゃないですか？　男として」

「さすが、新しん婚こんさんはギャグもキワドイっすねえ……言われているんですか？　メグ中ちゆう尉いに」

「いやあ、そんなことはないですけどね……」

　マスクワードが照れたように頭を搔かいたとき、通信オペレーター席から、目いっぱいトゲのある口調で、報告する声が飛んできた。

「マイド閣下から通信です！……ったく、ブリッジで変な話しないで、マスクワード！」

　通信オペレーター席に座っていた女性士官が、赤い顔をして二人をにらみつけていた。

　首をすくめたマスクワードはケルプと視線を交かわすと、小声で言った。

「やっぱり、夫婦で同じ艦に乗り込むってのは、いろいろマズイことがありますね」

「同じ艦に乗り込んだ同士で結けつ婚こんしたんだからしかたないでしょう、それより夫婦喧げん嘩かの原因をオレに振らないでくださいよ」

　そのとき再びメグ中尉のトゲだらけの声が飛んだ。

「ケルプ司令！　艦長と、こそこそ話なんかしてないで、早く通信に出てください！」

　ケルプは、あわてて目の前で受信表示が点てん滅めつしているパーソナルモニターの画面を開いた。

　モニターの中に、収まりの悪い黒くろ髪かみの青年が映った。

　ケルプは敬礼すると真しん剣けんな顔で報告した。

「我が独立軽巡航艦艦隊は転移攻こう撃げきを終しゆう了りようし、現在艦隊編制を行いながら、そちらに向かっております！　アウトニア連合艦隊司令長官マイド・ガーナッシュ元げん帥すい殿どののいる本艦隊に合流するまであと二十五分であります！」

　そして、にやっと笑ってつけ足した。

「……今、コットンと話をしたぜ」

　マイドは、ちょっと驚おどろいたような顔をした後で、微笑を浮かべて聞いた。

『なんて言っていた？　喜んでいたかい？』

「いんや、来るなら来るで、もっと早く来い、って怒られた。なんかオレはあいつにいつも怒られているような気がするな」

　ケルプの言葉を聞いたマイドは笑った。

『それは……半分甘えているのかもしれないよ、ケルプ』

「甘え？　ああやって怒るのがか？」

『そうさ、相手がケルプだから許してくれるって、安心感があるからじゃないのかな？　僕には他人の……特に女の人の気持ちはよくわからないけど……』

　スクリーンの中のマイドは、はっとしたような顔になって、照れくさそうに言葉を続けた。

『いけね、気持ちで思い出した。本題を忘れていたよ。こっちの艦隊もあと二十五分ですべての艦船の転移が終わる。合流した時点で、サイコウェーブネットにリンクしてくれ』

　ケルプはにやっと笑った。

「サイコウェーブネットの中の意識の状態で情報のやりとりをやることに慣れてくると、言葉が足りなくなっちまうだろ。『そこにあった、あれどこだっけ？』と聞くと『あっちの、あそこ』で意味が通じてしまうようなものだものな」

『確かに、それがサイコウェーブネットの最大の欠けつ陥かんかもしれないな。じゃあ、二十五分後に作戦策定空間で会おう』

　ケルプは、小さくうなずくと敬礼した。




　ケルプが消えたパーソナルモニターから顔を上げたマイドは、斜ななめ前の席にいる老軍人が自分を見つめているのに気がついた。

　それは、旧アウトニア軍の辺境同盟軍司令ドキア・カッパー少将だった。

　指揮命令権はない。彼は、オブザーバーとして、この戦いに参加することを望んだのだった。

「どうかしましたか？　ドキア少将」

　ドキア少将は、感かん慨がい深げな目でマイドを見て、そして静かに言った。

「思い出しておったのだよ、マイド閣下。あのビルドベースのブリッジで、わしが閣下にアウトニア軍、辺境同盟軍第二艦隊七十七隻せきの指揮権をお渡わたししたときのことをね……」

　それは、五年前。連れん絡らく将校として士官学校を卒業したばかりのマイドが、アウトニアに赴ふ任にんしたときのことだった。

　アウトニア回かい廊ろうをローデス側に雇やとわれたミリオン傭よう兵へい隊たいによって占せん拠きよされたアウトニア軍の兵力は、非武装の輸送艦を含ふくめて七十七隻しかなかった。

　マイドが、生まれて初めてその手に握にぎった艦隊だった。

「わしがあのとき、マイド閣下に指揮権を譲ゆずったのは……きっと、この光景をどこかで夢見ていたからなのだろうな……」

　ドキア少将は視線を正面にあるメインブリッジの窓に移した。

　そこに、船の海があった。

　アウトニア連合艦隊、六万二千四百九十六隻の船の海だった。

　アウトニア・フランチャイズの加盟国家が、アウトニアの戦いのために送ってきたすべての艦が今、ここに並んでいた。

　マリリンが作り上げたアウトニア・フランチャイズは、いわゆる軍事同盟ではない。

　フランチャイズに加盟した国家は、自分の手で自分の国を守らねばならない。そのための兵力の運用方法のノウハウと、ソフトをアウトニアからもらうだけで、アウトニアや、その加盟国家から直接軍事的な支し援えんを受けることができるわけではない。

　たとえ同じ看板を掲かかげていても、店てん舗ぽごとに独立採算制を取るコンビニと同じなのだ。

　ひっくり返して言えば、アウトニアの本国が軍事行動を起こそうとも、フランチャイズ契けい約やくを結んだ国家には、兵力を供出する義務は一切ない。

　驚くべきことに、このフランチャイズ契約には、敵対行こう為いに関する制限すらなかった。

　つまり、アウトニアとフランチャイズ契約を結んだ国家が、アウトニアを敵国として宣戦を布告し、アウトニアに攻撃をしかけても、それは許されるのだ。

　完全なる対等の契約。それがアウトニア・フランチャイズだった。




　ネオ・アウトニアにある、アウトニア王国暫ざん定てい自治政府は、国会において、このたびの帝てい国こくにおける内乱についての採決を行い、満場一いつ致ちで前皇こう帝ていダイテツ七世の率いる真・帝国軍に参戦することを決議した。

　このときアウトニア軍の総勢力は、残留する義勇軍艦かん隊たいを含めて三千隻に満たなかった。

　しかし、マイド・ガーナッシュがアウトニア軍を率い、真・帝国軍に参戦することを聞いたフランチャイズ加盟国から、続々と援えん軍ぐんがやってきた。

　一万隻の艦隊を持つ国家はそのうちの千隻を。

　千の艦隊を持つ国家は百隻を。

　百の艦隊を持つ国家は十隻に満たぬ船を。

　そして、艦隊を出せぬ国家は、人と物資を。

　銀河中から、船と人が列を作ってアウトニアの旗を持つマイドの下にやってきた。

　それは、契約によるものでも、義務によるものでもなかった。

　それは、信義と善意による行動だった。

　人類の歴史における国家間の紛ふん争そうは、常に猜さい疑ぎ心しんと利益の追求によって生じてきた。

　国家間には、個人の間で成立する信義と善意は存在しない。言い換かえれば弱肉強食の世界であり、そこにあるのは冷れい徹てつな国益を追求する倫りん理りだけだと言われてきた。

　しかし、その仮説が間ま違ちがっていることを、アウトニア・フランチャイズに加盟する国々はみずからの行動をもって証明した。

　そして、気がつくと、アウトニア軍の総勢力は六万隻せきを超こえていた。




　アウトニア連合艦隊旗艦シザーズ・ナイツのブリッジにオペレーターの報告が流れた。

『全艦転移終しゆう了りよう、異常はありません』

　連合艦隊司令長官マイド・ガーナッシュ元げん帥すいは、静かに答えた。

「各艦に命令。サイコウェーブネットにリンク、作戦策定空間にログインせよ」

『了解！　命令を出しました、リンク開始です！』

　オペレーターの回答を聞いたマイドはうなずくと、右手の人差し指を感応端たん末まつに伸のばした。

　端末の接せつ触しよく端子の冷たさを指先が感じるのと同時にマイドの意識が飛んだ。




　そこは灰色の回かい廊ろうのようなところだった。

　気がつくとヴァルが前を歩いていた。

『先行した独立軽巡じゆん航こう艦かん艦隊は、かなりの成果を上げた模様でございます』

「損害は？」

『被ひ弾だんした艦が何隻かございますが、撃げき沈ちんされた艦はないようでございますな。現在合流予定地点に向かって集合しつつ進行中でございます』

「そうか……良かった。僕たちはこれから、戦力として三倍以上の敵を相手にしなくちゃならない。今から損害を出すわけにはいかないからね」

『十倍の数の敵を相手にすることに比べれば、楽ではありませんか？』

「あのときは、勝たなくても良かった。負けなければ良かった。でも、今度の戦いは違う。僕は勝たなくちゃいけないんだ……あの、アリクレストにね」

　回廊の突つき当たりにあるドアの前でヴァルが立ち止まった。

『ついに来ましたね、このときが……』

「ああ、ついに来たね……ヴァル」

　そして目の前にあるドアのノブに手を掛かけてヴァルは微笑ほほえんだ。

『皆みな様さまが、お待ちかねでございますよ、マイドさま』

　ヴァルはドアを開けた。




　そこには意識があった。

　六万二千隻を超えるアウトニア連合艦隊の乗組員たちの意識があった。

　すり鉢ばち状になった部屋の中央には、巨きよ大だいな三次元球形スクリーンが浮うかび、その周囲には無数のコンソールと、その前で指示命令を下すオペレーターたちが並んでいる。

　コンソールとオペレーターの数は、数万を超えていた。

　それは、巨大なドーム球場の、さらに数倍の規模の空間にいる観客すべてがオペレーターとなったような光景だった。

　その光景を、六万隻を超えるアウトニア連合艦隊の乗組員たちの意識が見ていた。

　すり鉢状の、その部屋の底に立ったとき。

　マイドは自分の意識に、その空間にアクセスしている人々の意識が流れ込むのがわかった。

　感応端末によって、アクセスしている人間の直接的な自我や感情は思考波フィルターによって排はい除じよされ、その場所に投とう影えいされているのは人間の思考の一部でしかない。

　しかし、人間の意識の中から感情と思考を完全に分ぶん離りすることは不可能だった。

　フィルターをかけられて排除されていてもなお、微び弱じやくな感情のうねりが、マイドの心の中を動き回っていた。

　功名心。顕けん示じ欲よく。嫉しつ妬と。敵意、恐きよう怖ふと不安。

　そしてその数倍の信しん頼らい感と、期待感。

　それらが全部合わさった灰色の感情のうねりがマイドの心の中に打ち寄せては返してゆく。

　マイドは、一回大きく息を吸った。

　心の中にある感情のうねりの色が青く変わった。

　そうか……青は好こう奇き心しんの色なんだ。

　今、人々は僕を見ている。

　僕がなにを言い、なにを伝えようとするのか、それを知りたがっている。

　マイドは、すり鉢の底に立って、その不安と、期待の入り混じった意識を見上げた。

　すべての将兵の意識が、今、マイドに注がれていた。

　その意識の中には、覚えのある意識がいくつもあった。

　エデッサ公。ケルプワイン海かい賊ぞく団の連中……あの元気な意識はカルテットだな。

　旧アウトニア軍の連中もいるし。士官学校時代の友人もいる。

　でも、そういった顔見知りの連中なんか、本当に大海の一ひと滴しずくのようなものだ。

　今、この空間に意識を投影している人のほとんどが、僕が初めて知る人たちだ。

　この人たちは僕という個人を知らない。

　誰だれかから聞いたり、どこかで読んだ僕のイメージしか持っていない。

　でも……この人たちは他人じゃない。

　マイドの立つ空間の上に一枚の旗が浮かんだ。

　青地に金の縁ふち取どりと、その上で交差する赤と白のハサミという変わったデザインのその旗は、アウトニア王国の旗だった。

　そのアウトニアの旗の下で、マイドは、ゆっくりと話し始めた。

「アウトニア連合艦隊の将兵諸君。

　諸君らの多くは、かつてアウトニアに暮らしていた国民ではない。アウトニアという国のことや、アウトニアという国があったことすら知らなかった人も多いだろう。

　でも、今、あなた方はここにいる。このアウトニアの旗の下に！

　このアウトニアの旗は、何を意味するのだろう？

　自由？　平等？　博愛？　平和？

　とんでもない。

　この旗の意味は、そんな何千年も前から使われ続けてきた手て垢あかのついた言葉なんかじゃない。

　僕はそれを知っている」

　マイドの中に流れ込んでくる意識の青い色が一段と濃こくなった。

　……好奇心の色だ。

　マイドは、口調を変えて床ゆかを見た。

「この世界はまるで人間を不幸にするために存在しているように僕には見える。

　常に誰かが誰かを憎にくみ、誰かが誰かを攻こう撃げきし、そして誰かが誰かを食い物にしている。

　この世界の人たちはみんなこう言う。

　長いものに巻かれろ、損はするな、賢かしこく生きろ。

　弱いものは強いものに食われるのがこの世界のルールなんだ、と……」

　マイドは顔を上げた。

「でも、僕は思う。そんなルールはない、あるわけがない！

　もしそんなルールがあるとしたら。そんな世界は間ま違ちがっている。

　人を不幸にする世界なんかいらない。

　誰かが変えなくちゃいけない。

　それは誰だ？

　大臣か？　皇こう帝ていか？　雲の上の偉えらい人か？

　違ちがう！

　僕たちだ！

　この世界を変える誰か、それは僕たちだ！

　この世界に、弱いものは強いものに食われなくてはいけないというルールはない！

　そして、世界を変えるその誰かに、僕たちがなってはいけないというルールもない！」

　マイドの意識の中に、いくつもの反感が飛び込んできた。

　それはキレイゴトを並べる人間への反感や、できるわけがないという諦あきらめや、やれるものならやってみろよ……という冷笑の入り混じったものだった。

「……この中には、僕の言っていることがキレイゴトにしか聞こえない人もいるだろう。

　世の中はそんなに甘くないと思う人もいるだろう。

　人間なんて、たいした生き物じゃないさ、と鼻で笑う人もいるだろう。

　そうだろうね、僕もそう思う……。

　でも、本当に世の中にキレイゴトが通用しなくて、甘いことが通用しなくて、人間なんかたいしたことない生き物なら……。

　なぜ君たちはここに来た？　なぜ、ここにいる？

　なぜこのアウトニアの旗の下もとにいるんだ？」

　意識が動いた。

　多くの意識が自分の中を探さぐりはじめるのがわかった。

　マイドは胸を張った。

「君たちに、アウトニアの旗の意味を教えよう。

　これはキレイゴトの旗だ。甘ったれた人間の旗だ。そして、人間を心の底から信じているものの旗だ！

　僕はかつて、この旗を掲かかげ、アリクレストに敗れた。

　この旗の下にいた人々は流る浪ろうの民たみになり、この旗はただのぼろ布と化した。

　でも、僕はこの旗を掲げ続けた！

　裏切られ、踏ふみにじられ、引き裂さかれてもなお僕は掲げ続けた！

　いつか、この旗の下に集つどう人が現われることを信じて！」

　マイドは、ゆっくりと、そして力強く言った。

「そして今、僕は、再びこの旗を掲げ、アリクレストに挑いどむ！

　この旗の下に集った君たちとともに！

　我が敵は帝てい国こくの精せい鋭えい、マルス家の軍隊！　そしてそれを率いるはマガザン帝国皇こう帝てい、アリクレスト・マルス！

　僕は……今度は、後に引かない」

　意識の流れが変わった。

　今までとは逆にマイドの意識が集合体の中に広がっていくのがわかった。

　マイドの意識を受け取った人々は、そこに光と痛みを感じた。

　鋭するどいまでの光と痛み……。

　人々の多くは、人間が本気になるとはどういうものなのか、初めて知った。

　そして、マイドは叫さけんだ。

「サービスセット作戦開始！　アウトニア連合艦かん隊たい、前へ！」

　歓かん声せいとともに、アウトニア軍の全軍の将兵の意識がごうごうと音を立てて空間を揺ゆさぶった。

　アウトニア連合艦隊の約六万二千隻せきは、その三倍の戦力を持つ帝国軍に対し正面から前進を開始した。




『我が軍の後方に転移した艦隊はアウトニア連合艦隊と名乗っております！』

『艦隊総数、約六万二千隻、艦隊構成は重巡じゆん航こう艦かん以上のいわゆる戦列艦が千五百隻、それ以外は軽巡航艦以下の小型艦となっております』

　帝国軍旗艦アガメムノンのメインブリッジにいる参さん謀ぼうたちの間にパニックと言っても良いほどの動どう揺ようが走った。

　不安な顔をした参謀たちは小声で言い合った。

「おい！　アウトニアって、あのアウトニアかよ！」

「ああ、そうだ、第三軍がひどい目に遭ったあれだ」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　三千で三万を撃げき退たいした連中だぞ……それが六万だ」

　その空気は、メインブリッジの最上階にある玉座に座っていたアリクレストにもわかった。

　うろたえるな！……と怒ど鳴なりつけようとしたアリクレストは思いとどまった。

　……私がとり乱してどうするのだ。

　参謀たちの視線を意識しながらアリクレストは、馬ば鹿かにしたように肩かたをすくめて見せた。

「誰だれかと思ったら、あのマイド・ガーナッシュか。あいかわらず貧びん乏ぼう艦隊を率いているようだが、わざわざこんなところまで私に叩たたき潰つぶされに来たというわけか。ご苦労なことだな」

　横にいた参謀総長のオーガスタ大将が、少し不安げな顔で聞いた。

「しかし、中小の艦といえども六万二千という数は軽視できんぞ」

「なに、数こそ多いが、戦力比で見れば、我々の三分の一だ。いわば雑魚ざこを寄せ集めたようなもので、戦列艦の数など、エリスの艦隊の半分以下だ。見るがいい」

　アリクレストがそう言って、目の前にあるコントロールセンサーに手をかざすと、メインブリッジの中央にある三次元スクリーンにオレンジ色の光点の円えん錐すい形けいの塊かたまりが二つと、やけに細かい光点で作られた円えん筒とう形の塊が浮うかび上がった。

　手前の円錐は一回り小さく、その向こうにある円錐は大きいが、かなりひしゃげている。

　アリクレストは参謀たちがその映像を見ていることを意識しながら続けた。

「手前にあるエリスの艦隊の現在の戦力は約四万、そして遠くにあって、こちらに向かっているコットンの艦隊の現在の戦力は約五万……そして我々の後方に転移してきたアウトニアの艦隊の戦力は……換かん算さん比で約四万、そのすべてをあわせても十三万に過ぎん。会戦当初の戦力より一万増えただけだ」

　アリクレストがコントロールセンサーにかざした右手を動かすと、それらのオレンジ色の塊の真ん中に球体を四つ割にして、広げたような形をした緑色の光点の塊が浮かび上がった。

「それに比べて我々の戦力はこの本艦隊十六万と、コットンを追つい撃げきしている親衛隊二万を加えた十八万。この五万の差はどうにもなるまい」

　オーガスタ大将はアリクレストの顔色を見た。

　……実に落ち着いているな。マイド・ガーナッシュの参戦で感情的になるかと思ったが……。

　オーガスタ大将は、小さく咳せき払ばらいをすると聞いた。

「で？　どうする？　まず、どれから片づける？」

「この陣じん形けいを見てわかるだろう？　敵は分ぶん裂れつしている。球形陣を分散した本艦隊四艦隊のうち三艦隊をもって、まず目め障ざわりなアウトニアの雑魚どもを叩き潰す。残りの一艦隊はエリス艦隊のけん制にあたる。そしてアウトニアを叩き潰したのち、エリス艦隊、そしてコットン艦隊を順次圧あつ倒とう的な戦力をもって撃破する」

　アリクレストは立ち上がると、メインブリッジの参謀たちに聞こえるように声を張り上げた。

「あえて、言おう。敵は雑軍だ、と！　これは総力をもって敵の分力を撃うつという基本的な作戦であり、驚きよう天てん動どう地ちで奇き抜ばつな作戦でもなんでもない！　そしてそれがゆえに有効なのだ！」

　アリクレストは、胸を張って言った。

「旗艦アガメムノンは第一、第二、第三艦隊とともに、アウトニア艦隊の撃げき滅めつに向かう。親衛隊艦隊の合流を急がせろ！」

　ブリッジにいた帝てい国こく軍の参謀たちは、アリクレストの言葉が終わるのと同時に、自分の前にある通信モニターに向かって矢や継つぎ早ばやに命令を出し始めた。

　メインブリッジの最上階にある皇こう帝てい専用の玉座に座り直したアリクレストは、薄うす笑わらいを浮かべ、スクリーンに映し出されているアウトニア軍とトゥナイツ艦隊を見比べてつぶやいた。

「さぞかしうれしいだろう、エリスよ。だが、お前を助けに来た騎き兵へい隊たいどもが、見るも無残に崩ほう壊かいするさまを見ることになろうとは夢にも思うまい……」

　アリクレストが、左手でコンソールを操作するとコンソールの左の角に小さな中年男のホログラフが立った。

『お呼びでしょうか、皇帝陛へい下か』

「オリアス、例の件はどうなっておる？」

『間に合いました。いつでも侵しん入にゆうできます』

「あまり早いと、修復されてしまうな。私が命令を下すまでは待機しろ」

『かしこまりました』

　オリアスは一礼して消えた。

　視線をメインスクリーンに移したアリクレストは、顔の前で両手の指を組み、その指を水平に伸のばしながらつぶやいた。

「さて……どう出るかな、無敵艦かん隊たい提てい督とく閣下どのは……」




『敵艦隊は再編成を終えた模様！　包囲隊形を取っていた敵艦隊が、こちらに向けて進しん撃げきを開始しました！』

『敵、遠えん距きよ離りビーム砲ほうの射程内に入るまでの推定時間あと七分！』

『防御スクリーン担当艦、準備よろしいか？　強化ジェネレーター出力確かく認にん急げ！』

『各ユニット内の情報リンクを強化、リーダー艦はユニット内の状じよう況きようを確認し、情報分ぶん析せき担当官に送れ』

『雷らい撃げき担当艦は後方待機、砲撃担当艦及および補給工作担当艦はスクリーン担当艦の直近に配置！　敵の砲撃に備えよ！』

　アウトニア連合艦隊旗艦シザーズ・ナイツのメインブリッジでは、参さん謀ぼうたちがそれぞれのパーソナルコンソールにかじりついて指示を出していた。

　その参謀たちの耳の後ろには、感応端たん末まつの端子が常時接続されており、通つう信しん網もうによる通信と同時に、意識内での情報の収集を同時に行えるようになっていた。

　手元にあるスイッチで共通意識の集合体にアクセスすれば、今自分が指揮している艦隊がどういった状況にあるのか、同時にその艦隊指揮官の目線から、戦況を確認できるのだ。

　この意識空間管制システムがなければ、寄せ集めの六万二千隻せきを艦隊として運用することはできなかっただろう。

　アウトニア連合艦隊が、驚おどろくほどの短時間で艦隊として運用できるようになったのは、このサイコウェーブネットによる意識空間管制システムのノウハウと実物がアウトニア・フランチャイズ契けい約やくによって各国に配布されていたからである。

　接敵を控ひかえたアウトニア連合艦隊の艦隊内では、百隻ほどの艦をまとめて四角い形にした、いわゆる方陣とよばれる陣形をいくつも作りはじめていた。




　意識空間では、マイドと、ケルプ、エデッサ公ミストラル、サライ・エルノリクなどの、艦隊指揮官が集まって、その方ほう陣じんが艦隊の前方に並びつつある光景を見ていた。

　感かん嘆たんの口調でサライが言った。

『見事ですね……まるで全体主義国のマスゲームを見ているような気がします』

　サライの言葉を聞いたマイドはうなずいた。

『そうだね、あの艦隊の中にいる一人も、僕も、同じ意識を共有して、同じものを見ている。僕たちは全体にして個、個にして全体だ。まさしく全体主義そのものだろうね。ただ、人類の歴史の中にある全体主義と違ちがうのは、これを誰だれにも強制していないということだろう。サイコウェーブによる意識の共有を、どうしても受けつけない人間も大勢いるからね』

　ミストラルが聞いた。

『そういう人々は、どうやって自分が置かれている状況を知るのですか？』

　マイドは手を上げた。

　ミストラルは、自分の意識が、すっとなにかから離はなれるのを感じた。

　気がつくと、たった一人で先ほどと同じ映像を見ていた。

　目に見えるものは同じだった。宇宙空間の一角から、自分たちがいるアウトニア連合艦隊を見下ろしており、目の前の連合艦隊の中では、最前線のあたりに、四角く並んだ艦隊が、まるでブロックを積み上げるように並んでいく光景が見えた。

　やがて、意識の集合体がミストラルの中にもどってきた。

　マイドが言った。

『おわかりですね。意識にネットワークしなくても、サイコウェーブによって視覚だけをバーチャルリアル空間に投とう影えいすることはできます。自分の位置と敵の位置を視覚で確認して、あとは通常の通信オペレーターによって命令と指示を受け取ってもらうわけです。リアルタイムでないぶん、反応が遅おくれますけど、しかたがありません』

　ミストラルの意識に艦隊運用参さん謀ぼうの意識が次々と入ってきた。

『防ぼう御ぎよスクリーンユニット艦隊、編成終しゆう了りよう！　防御スクリーンの展開を開始します！』

『砲ほう撃げき担当艦、ユニット編成終了！　スクリーンユニット艦の後方配置終了！』

『雷らい撃げき担当艦、ユニット編成終了！　さらにその後方に配置終了！』

『指揮情報管理担当艦、各ユニット内に分散配置終了！』

『補給工作担当艦、防御スクリーンユニット艦隊に隣りん接せつ配置終了！』

　その意識を受け取っていたケルプの脳のう裏りに、軽口が浮うかんだ。

『……一つ一つじゃあたいしたことなくても、それなりの特技を見み出いだして、それを特色にしてユニットを組む……アイドルグループの売り出しみたいな作戦だな』

　マイドが笑ったのがわかった。

　ケルプの意識の中に情報参謀の意識が投影された。

『敵、遠えん距きよ離りビーム砲射程内までの推定時間一分！　スクリーン担当艦は防御スクリーンの多層展開を急げ！』

　この意識が流れるのと同時に、アウトニア連合艦隊内の最前列に並んだ百隻ごとに編成されていた方陣の一つ一つが展開していた防御スクリーンの輝かがやきが増し始めた。

　それは、巨きよ大だいなブロック塀べいを思わせる光景だった。

　アウトニア連合艦隊の主力である軽巡航艦以下の小型艦を、敵の戦列艦による遠距離ビーム攻こう撃げきから守るためには、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでケルプたちが使用したハンプティダンプティのような防御スクリーン展開専用船を用意するのがいいのだが、建造費が高い上に、六万隻せきの艦隊を防御できるほどの数をそろえることは到とう底てい無理な話だった。

　マイドは、ヴァルにアウトニア連合艦隊に所属する六万隻を超こえる艦、一隻一隻の性能と、それに乗り込んでいる人間の性格を分ぶん析せきし、五種類の属性に分類するように命じた。

　防御スクリーンの性能の高い艦。

　砲撃の能力に優すぐれた艦。

　雷撃の能力に優れた艦。

　情報通信能力が高く指揮運用の能力に優れた艦。

　エネルギーユニットの容量が大きく、ダメージ回復用デバイスを搭とう載さいできる艦。

　さまざまな星系からやってきて、星系軍ごとに運用されていたアウトニア連合艦隊は、すべてこの五種類に分類され、今までのような星系軍としての指揮運用とはまったく違う指揮運用系統に組み込まれた。

　過去において一回も共同訓練も艦かん隊たい行動も取ったことのない艦同士を組み合わせるというこの方法は、意識空間管制システムがなければ、まずできない荒あら技わざだった。

　そのとき、意識空間に情報担当参謀の意識が飛んだ。

『敵艦発砲！　遠距離ビーム砲来ます！』

　意識空間に、緊きん張ちようと不安と、期待の入り混じった感情の流れが走るのと同時に無数の白いエネルギーの棒がアウトニア連合艦隊に向けて飛んできた。

　しかし、艦隊前方で密集隊形を組んでいる防御スクリーン担当艦隊に突つき刺ささったその無数の白い棒は、ただの一つも閃せん光こうや光の球体を発生させることなく、その場で消しよう滅めつした。

『損害は……ありません！　すべてのビームを受け止めました！』

　アウトニア軍の全軍の将兵の意識が上げる歓かん声せいが意識空間を揺ゆさぶった。

『よし！　このまま前進！　敵艦隊がこちらの砲撃の射程に入るまで、耐たえろ、諸君！』

　無数の意識がうなずくのを、マイドは感じた。




『こちらの主砲による爆ばく発はつは確かく認にんできません！　命中したようですが、防御された模様です！』

　帝てい国こく軍旗艦アガメムノンのブリッジで情報担当参謀の報告を聞いたアリクレストは舌打ちをした。

「遠距離ビーム砲とはいえ、戦列艦の主砲だぞ。雑魚ざこの分際でそれを受け止めるとはな……」

　メインスクリーンに投とう影えいされた情報を見たアリクレストは、彼ひ我がの位置関係を計算した。

　……向こうの戦列艦の数は我々の五分の一以下か。敵の火力は問題外だ。軽巡航艦が主力であることから考えても、敵は雷撃を主体とした攻撃を計画しているに違ちがいない。

　コンソールにあるコントロールセンサーに手をかざして、いくつかのモデルを動かしていたアリクレストは、小さくうなずくと、パーソナルモニターに作戦参謀を呼び出して告げた。

「こちらの戦列艦を前面に出す。敵の雷撃の射程外ギリギリまで近づけて、主砲を浴びせかけろ。あの、雑魚どもが隠かくれている防御スクリーンを崩ほう壊かいさせるのだ」

　作戦参謀は、ちょっと驚おどろいたように答えた。

『しかし、その距離で相手側の戦列艦の主砲を食らいますと、こちらもかなりのダメージを受けますが……』

「中距離砲戦での叩たたきあいになるのだから当然だ。しかし戦列艦の数が違いすぎる。五対一での叩きあいならば当然こちらの勝ちだ。まず相手のスクリーンと戦列艦を無力化する！」

『了りよう解かいしました。では、第一第二艦隊の戦列艦に、敵光子魚ぎよ雷らいの射程に留意しつつ前進、砲撃せよ、との命令を出します！』

　作戦参謀は一礼してモニターから消えた。

　アリクレストは視線をメインスクリーンにもどした。

　そこには、帝国の戦列艦の発射した遠えん距きよ離りビーム砲を浴びて七色に輝かがやく防ぼう御ぎよスクリーンの映像が映し出されていた。

　……あの男は今まで、兵士のメンタルや補給といった部分を攻撃して勝利してきた。しかしそんなものは戦術的局面における部分的な勝利に過ぎない。

　いかにゲリラ戦に長たけていても、そんな経験はこの戦いには役に立つまい。

　これからここで行われる戦いは、十万を超える艦隊との艦隊決戦だ。物量の前には、どんな小細工も無む駄だだということを思い知るがよい！

　アリクレストの命を受けた帝国軍第一第二艦隊に所属する戦列艦約八千隻が、艦隊編成を変えて、前方に向けて動き出したそのころ。




　トゥナイツ艦隊旗艦クーフーリンのブリッジでは、エリスが食い入るようにメインスクリーンに映るアウトニア連合艦隊と帝国の本隊の交戦の様子を見つめていた。

『再編成終しゆう了りようしました！　いつでも撤てつ退たいを開始できます！』

　エリスは両手の握にぎりこぶしを痛いぐらいにかためたまま、メインスクリーンを見上げていた。

　……助かったのね。

　まさかアウトニア連合艦隊が来てくれるなんて……それも、あれほどの数で。

　マイドたちが参戦してくれる、という話は聞いていた。

　しかし、辺境の小国の寄せあつめでしかない連合軍にたいした期待はしていなかった。

　マルス家側に走る国々を抑おさえてくれることしか期待していなかった。

　それが……あれほどの援えん軍ぐんになるなんて……。

　ありがとう……マイド。

　顔を上げたエリスは静かに言った。

「撤退を開始します……」

　そのとき、ブリッジにいた参謀から抗こう議ぎの声が上がった。

「納なつ得とくできません！　私たちを助けるためにやってきてくれたアウトニア連合艦隊を支援するためにも、我々はここで帝てい国こく軍艦隊を背後から突き、挟きよう撃げきすべきだと思います！」

　その参謀に向かってエリスは諭さとすように言った。

「背後から突きたくとも、私たちの艦隊の前には、帝国軍第四艦隊四万隻せきが居座っています。それを突とつ破ぱしない限り帝国軍の本隊は突けません」

「しかし！　攻こう撃げきをかけることで、少しでもアウトニア連合艦隊への圧力を弱めることができるはずです！　四万の艦隊を持ちながら、このまま撤退することは許されないと思います！」

　必死に食い下がる参謀にエリスは冷たく言い放った。

「あなたは、トゥナイツ艦隊の現状を見てそういうことを言っているのですか？　艦の数こそ四万隻ありますが、その戦力は半分以下です。損傷艦かんや、エネルギーが不足している艦ばかりです。そんな艦をここで再び戦いに投じたら、今度は間違いなく全ぜん滅めつします」

　参謀は、唇くちびるを嚙かむと下を向いた。

　エリスの言葉に間違いはなかった。圧あつ倒とう的な戦力を持つ帝国軍の追撃を受けていたトゥナイツ艦隊は、満まん身しん創そう痍いの状態だったのだ。

　……わかっていた。わかっていたが、それを認めたくなかった。

　参謀の表情を見ていたエリスは静かに言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。マイドなら、きっとやってのける。十倍の敵に負けなかった人よ。だから、私たちはこれから撤退してディア艦隊と合流して再編成するのよ……」

　エリスは微笑ほほえんでつけ足した。

「そして、マイドに負けたアリクレストに追い討うちをかけましょう」




　そのころ、アウトニア連合艦隊の中で、あるものが準備されようとしていた。

　防ぼう御ぎよスクリーン艦隊の後に待機する、その、どうみても廃はい品ひんとしか思えないシルエットを持つ異様な艦隊を見て、ミストラルは楽しそうに笑った。

『引っ張ってくるのには苦労したが、こいつの火力は他ほかとは比べ物にならないからな……』

　横にいたサライが言った。

『ミストラル閣下は、このガンシップに惚ほれこんでしまったようですね』

　ミストラルは、小さく首を振った後で胸を張って言った。

『ガンシップ、なんて洒落しやれた言い回しなんかしなくていい。こいつは『撃てるンです』なんだ！　私はこの呼び名も気に入っているのだ』

　そのとき、情報参さん謀ぼうの意識が空間に飛んだ。

『敵、戦列艦前進開始！　総数約八千！』

『敵艦はこちらの光子魚ぎよ雷らいの射程距きよ離りの外側で停止し、砲ほう撃げきを開始する模様！』

　ミストラルがにやっと笑って意識を飛ばした。

『砲撃担当艦司令ミストラル・エデッサより砲撃担当艦に告ぐ！　出番が来たぞ！　各艦の砲手は深呼吸し、初しよ弾だん命中を心がけよ！　撃うてるンです、用意！』

　防御スクリーン艦隊の後方に位置する「撃てるンです」の反応炉ろが臨界に近づき始めた。

　そのエネルギー反応は、帝てい国こく軍からも判別することができた。




『敵艦隊内より高エネルギー反応！　例の使い捨て兵器のものだと思われます！』

「なんだと？　あれは局所防衛用の兵器ではなかったのか！　自航能力はないはずだぞ！」

『しかし、この反応は、あれに間ま違ちがいありません！』

　艦隊司令は、帝国第三艦隊が食らったこの高エネルギー兵器のスペックをあわてて確かく認にんした。

　……エネルギーの収束が行われていないため、拡散しやすく、射程距離は短い。空間の擾じよう乱らんが生じるため、各種センサーが一時的に使用不能となる……か。

　目の前にいるアウトニア連合艦隊とこちらの戦列艦の距離を確認した情報参謀は安あん堵どした。

　……遠い。これなら戦列艦にダメージを与あたえることはできない。

　司令は、自分の率いる戦列艦艦隊に向けて命令を発した。

「敵、高エネルギー兵器は、目くらましの可能性大！　センサーの空白を突ついて雷らい撃げき艦かんが接近する可能性あり！　艦隊防衛に留意せよ！」

　司令の命令が戦列艦隊に受け取られたその直後、アウトニア連合艦隊から、メインビームとは比べ物にならないほどの輝かがやきと太さを持った光の丸太が何本も飛び出した。

　その光の丸太は徐じよ々じよに広がりながら、戦列艦に襲おそいかかった。

『敵、エネルギー兵器発射！』

『各艦、耐たいショック耐たい閃せん光こう防ぼう御ぎよ！』

　オペレーターの警告が飛ぶのと同時に、恐おそるべきエネルギーのシャワーが帝国の戦列艦の群れに襲いかかった。

　大口径のビーム砲ほうにも耐たえられる厚さの多層防御スクリーンが、薄うす皮かわを剝はぐようにめくれあがり、きらめくスペクトルとともに崩ほう壊かいしてゆく。

　船体の先や側面にあるセンサーデバイスのアンテナが溶とけ、その先せん端たんは瞬しゆん時じに蒸発した。

　その場に立っていられないほどの振しん動どうが戦列艦艦隊旗艦のブリッジを揺ゆらす中で、目の前のパーソナルモニターに、しがみつきながら艦隊司令が叫さけんだ。

「損害を確認しろ！」

　エネルギーの嵐あらしがすぎ去るのと同時に指示の回答が返ってきた。

『損害なし！　敵エネルギー兵器はこちらの戦列艦の外部装そう甲こう板を貫かん通つうできなかった模様です！』

『各種のセンサーに多大なダメージが生じているようです！』

　……そうか、あの兵器はエネルギーを収束できない。やはり距離の遠い敵には目め潰つぶし程度の効果しかないというわけだな。

　艦隊司令は内心で安堵しながら、再度命令を出した。

「各種センサーが回復するまで、光学監かん視し装置を使い雷撃艦隊の接近を警けい戒かいせよ！」

　しかし、その命令が届く前に、目の前に並ぶ帝国の戦列艦の横腹に無数の閃せん光こうが走った。

「雷撃か！」

『雷撃ではありません……砲撃です！　敵艦隊からおびただしい中小口径の砲による一いつ斉せい射撃を受けております！』

　艦隊司令は声を上げた。

「中小口径の砲だと？　そんなものは戦列艦の防御スクリーンで……」

　そこまで言ったとき、艦隊司令は、自分の目の前にある、情報提示スクリーンの中で、艦隊の防ぼう御ぎよスクリーンが過負荷の状態を示す赤い警告の表示が点てん滅めつしていることに気がついた。

　……そうか！　さっきの高エネルギー兵器を受け止めたため、防御スクリーンの機能が低下してしまったんだ！

　防御スクリーンが回復するには……五分？　五分だと！

　五分間、我々は丸まる裸はだかの状態で敵の正面にさらされると言うのか……。

　艦隊司令は、一瞬呆ぼう然ぜんとなったが、すぐに表情を引き締しめた。

　そうか……ならば叩たたき合いだ。

　この戦い……我々は数で凌しのぐしかあるまい！

「帝国軍戦列艦艦隊！　主砲発射！　損害を省みることなく撃って撃って撃ちまくれ！」

　この瞬間から、戦列艦の防御スクリーンが回復するまでの五分間。

　アウトニア連合艦隊と、帝国軍戦列艦艦隊との間で、戦史に残る壮そう絶ぜつな叩き合いが始まった。

　防御スクリーンを失った戦列艦の表面装甲は、アウトニア連合艦隊の軽巡じゆん航こう艦かん以下の小型艦の主砲ですら穴が開いた。

　重装甲を施ほどこしたバイタルパートと呼ばれる艦の主要部分を貫通することはできなくとも、それ以外の部分はみるみるうちに穴だらけとなり、航行不能や戦せん闘とう不能になる艦が続出した。

　小口径の砲ですらこれほどの損害が生じるのだ。アウトニア連合艦隊に所属する重巡航艦以上のサイズを持つ戦列艦の主砲を食らった艦はひとたまりもなかった。

　最前列に並んでいた帝てい国こくの戦列艦約千七百隻せきが、戦闘が始まって二分で、すべて戦闘不能の状態に陥おちいった。

　しかし、アウトニア連合艦隊の防御スクリーン展開部隊の展開していた防御スクリーンもまた帝国軍の戦列艦の主砲を浴びてあちこちで崩壊し始めた。

　ときおり崩壊したスクリーンを突き破って飛び込んできたビームを食らった艦が爆ばく発はつする。

　アウトニア軍の主力である軽巡航艦などの小艦かん艇ていは、この距きよ離りから戦列艦の主砲を食らえばひとたまりもなかった。しかし、アウトニア連合艦隊の砲ほう撃げき担当艦たちは一歩も引かなかった。

　隣となりにいた僚りよう艦かんが光の球体と化しても、上にいた僚艦が真っ二つに折れても、一歩も引くことなく主砲を撃うち続けた。

　今、このときに撃たなければ、いつ撃つというのだ。

　軽巡航艦や、駆く逐ちく艦かんの乗組員の高こう揚ようした気分が意識空間に充じゆう満まんしていた。

　戦列艦などの乗組員から「豆まめ鉄でつ砲ぽう」と蔑さげすまれてきた、軽巡航艦や駆逐艦の主砲。

　その「豆鉄砲」で、クソでかいツラをしていた帝国の戦艦どもを沈しずめることができるのだ。

　この事実に興奮しない人間。それは軽巡航艦や駆逐艦の乗組員ではない。

　アウトニア連合艦隊の意識空間で、ミストラルが叫んでいた。

『敵の防御スクリーンが回復するまであと三分！　ジェネレーターが過負荷で吹ふっ飛んでも構わん！　艦内のすべてのエネルギーをビームに変へん換かんし撃ち出すのだ！』

　小口径の砲は一発あたりの威い力りよくは小さいが、そのぶん連射することが容易だった。

　アウトニア連合艦隊の砲撃担当艦は、艦自体から火を発するような勢いで砲を撃ちまくった。

　軽巡航艦コノシロのブリッジでは、機関担当の士官と砲術士官が怒ど鳴なりあっていた。

「主砲のエネルギーが足りない！　推進機のエネルギーを砲撃に回せ！」

「これでもうギリギリだ！　これ以上主砲にエネルギーを回せば、推進機どころじゃない！　生命維い持じシステムまで停とまっちまうんだ！　ジェネレーターの過負荷が収まってエネルギーが充じゆう塡てんされるまで待て！」

「そんな悠ゆう長ちようなことやってられるか！　一秒でも無む駄だにできないんだ！　この一発！　この一発があいつらを沈めるかもしれないってときなんだぞ！」

　そのときコノシロの艦長が機関担当士官に聞いた。

「生命維持装置を止めれば、主砲を何発打てる？」

「さあ、よくわかりませんけど……五、六発撃てるくらいのエネルギーしか残ってません」

「わかった、止めろ」

「艦長！」

　コノシロの艦長は、にやっと笑って艦内放送のスイッチを入れた。

「艦内総員に告げる！　総員その場で宇宙服着用！　これより本艦は生命維持装置を停止し、そのエネルギーをもって帝国戦列艦に対し砲撃を続行する！」

　コノシロの艦内で歓かん声せいが上がった。

　この、コノシロと同じような光景はあちらこちらで見られた。

　各艦のエネルギー消費状じよう況きようを確かく認にんしていたサライが、自分の指揮下にある、補給工作担当艦艦隊に向けて命令を発した。

『自己の担当艦隊内で、エネルギーの消しよう耗もう率の高い艦に補給を開始せよ！　砲身交こう換かんの必要があるものは戦闘中であっても交換を行え！　一休みしている暇ひまはない！』

　サライの命令を受けた補給工作艦の群れが動き出した。

　戦闘継けい続ぞく中に補給と砲身交換を行うというのは前代未聞の行動だった。しかし、これによってアウトニア連合艦隊の火力は衰おとろえることを知らなかった。




　最初の二分間と同じ、いや、さらに激しい砲撃が、帝国軍戦列艦の艦隊に襲おそい掛かかった。

　目の前で、自分の指揮下にある戦列艦、それもＦ級、Ｚ級という大型戦艦たちがアウトニア連合艦隊の砲撃で次々に穴だらけになって沈ちん黙もくしていくのを見ていたアリクレストは、両手のこぶしを白くなるまで握りしめて叫さけんだ。

「なんということだ！　雑魚ざこどもにやられるとは！　きさまら、それでも帝国の戦列艦か！」

　艦隊運用参さん謀ぼうがたまりかねたように叫んだ。

『第一第二戦列艦艦隊、被ひ害がい甚じん大だいです！　ご指示を！』

　アリクレストは顔を上げた。

　メインスクリーンに、四角いブロックのような隊形を組んだアウトニア連合艦かん隊たいが映っていた。

　ブロックの隙すき間まから前に出て砲撃を繰くり返す小型艦の群れ。

　片方が出ると片方が引っ込み、決して砲撃の間かん隙げきを作らない。

　その行動は、まさしく意思ある生き物の行動のような流れるような連れん携けいを取った動きだった。

　アリクレストは、その艦隊行動をやってのけるアウトニア連合艦隊の錬れん度どの高さを認めた。

　……見事だ。

　余には絶対にあのような艦隊運用はできん。

　しかし、マイドよ。その動き、その運用、すべてがお前の能力ではあるまい！

　電子人格に頼たよった擬ぎ似じ空間での意識統一というシステムがなければできるわけがない！

　砲撃を繰り返すアウトニアの小艦隊の群れを見ていたアリクレストは、砲撃を加えている艦の数は全体の四分の一程度の数に過ぎないということに気がついた。

　……あの砲撃を繰り返しているその後で、雷らい撃げき艦かんが待機しているに違ちがいない。

　……敵艦隊の主体は雷撃艦隊だ。しかし、まだその雷撃艦隊を出していない。

　出すとしたらいつだ？　こっちの砲ほう撃げきが下火になったとき。それはいつだ？

　サブウィンドウに、ズタボロになった戦列艦艦隊が映っていた。

　……傷ついた戦列艦隊をあのまま前面に出しておくわけにはいかない。こちらの艦隊の内部に収容する必要がある。

　その収容行動のときだ！

　やつらは収容される戦列艦隊の陰かげに隠かくれ、それらを盾たて代わりにして我々に接近するつもりなのだ！

　アリクレストは、しばらくメインスクリーンを見つめていたが、やがて、その端たん整せいな顔に微び笑しようを浮うかべた。

　……戦列艦を呼び寄せるのではなく、こちらから収容に行けばよい。

　あいつらの連携を無力化しておいてな……。

　アリクレストは、右手をコンソールのコントロールセンサーにかざした。

　目の前に、ホログラフのオリアスが立った。

『お呼びでしょうか？』

「二分後に戦列艦を収容するために、艦隊行動を起こす、その瞬しゆん間かんに……始めろ」

『了りよう解かいしました』

　オリアスは電子人格特有のそっけなさで、そう答えると一礼して消えた。

　アリクレストは、パーソナルモニターに艦隊運用参謀を呼び出して告げた。

「二分後に、戦列艦隊を収容するため、全艦隊を進撃させろ」

　艦隊運用参謀は目を丸くした。

『お言葉ですが……それでは敵艦隊が雷撃艦隊を出撃させた場合、艦隊全体が光子魚ぎよ雷らいの射程内に入ってしまいます！』

「安心しろ。二分後に、あいつらは動けなくなる。こちらから雷撃艦隊を出して、動けなくなったあいつらを殲せん滅めつしてやれ」

　艦隊運用参謀は、得心できないという顔をしながら敬礼した。

『では、命令を出します』

「二分後だぞ、間違うな」

　念を押した後で、アリクレストは再びメインスクリーンを見上げた。

　……せいぜいいい気になっておれ、雑魚ども。

　おまえらが一匹ぴき一匹の小魚にもどったとき、マイドがどんな顔をするのか、楽しみだ。

　アリクレストは、目の前で徳の高い聖人が堕だしていくのを見るようなアルカイックスマイルを浮かべて、メインスクリーンを見上げていた。




　マイドの見ている前で、敵の戦列艦の側面にいきなりぼこっと大穴が開いた。

　その艦は、よろよろと針路を変えて艦隊の内部に逃にげ始めた。

　大穴が開いた外がい殻かく装そう甲こう板から、反応炉ろ内部のエネルギーと思われる光がちらちらと見えた。

　……反応炉の遮しや蔽へい板まで貫かん通つうしているとはな。さすがはリニアガンだ。

　大口径リニアガンを搭とう載さいしているアクトレス星系から来た百隻せきのガンシップは砲撃担当艦かん艦隊司令ミストラルの直ちよつ轄かつ部隊に所属している。

　彼らは用済みとなった「撃うてるンです」そのものを、弾だん丸がん代わりにして、その大口径リニアガンから次々に発射していた。

　巨きよ大だいな金属の塊かたまりが亜あ光速まで加速されて飛んでくるのだ。その直撃を食らえばいかに装甲の厚い戦艦でもただではすまない。

『すごい威い力りよくですね』

　マイドの意識にミストラルが答えた。

『本来ならばリニアガンとはもっと遠方から撃つものです。これだけの至近距きよ離りで使うのは前例がないでしょうな……』

　そこまで言ってからミストラルの意識に、ふっと笑いの意識が混じった。

『どなたかがおっしゃった『前例がないということはやってはいけないことじゃない』というヤツですな』

　マイドも笑った。二人の笑いの意識はさざなみのようにアウトニア連合艦隊の共有意識空間の中に広がっていった。

　緒しよ戦せんにもかかわらず、このとき、アウトニア連合艦隊の将兵の間には、勝利の予感すら漂ただよっていた。

　確かにこのとき、アウトニア連合艦隊は勝利を収めつつあるように見えた。

　アウトニア連合艦隊の防ぼう御ぎよスクリーン網もうを破は壊かいするために帝国軍の第一第二艦隊から選せん抜ばつされた八千隻の戦艦と巡じゆん航こう戦せん艦かん、そして重巡航艦からなる戦列艦艦隊は、逆にアウトニア連合艦隊の「撃てるンです」と砲撃担当艦隊の波状攻こう撃げきを食らい、壊かい滅めつしつつあった。

　撃げき沈ちん、爆ばく沈ちんする艦こそ少ないものの、文字通り穴だらけにされて、戦せん闘とう力を失う艦が続いたのだ。

　今、敵の八千隻の戦列艦のうち、戦闘力を保っている艦は五千隻を切っていた。

　わずか五分間の砲戦で、実に半数近い数の戦列艦が廃はい艦かん同様の姿になったのだ。このような戦いもまた前例になかった。

　マイドは帝国軍の艦隊を見た。

　……僕たちは敵の戦列艦を撃退した。しかし、あれはほんの一部分でしかない。

　僕たちの本当の戦いはこれからだ。

『……次はいよいよ雷らい撃げき担当艦隊の出番だ。頼たのむぞケルプ』

『任せろ！』

　白い歯を見せてケルプが笑った、そのとき。










　　　　　すべてが消えた。










　ついさっきまで、意識の中で感じていたアウトニア連合艦隊六万二千隻の艦隊乗組員の意識の集合体。

　作戦参さん謀ぼうの理性的な分ぶん析せきや、目の前の戦いに興奮している駆く逐ちく艦かんの砲ほう術じゆつ士官や、破壊された船体から生存者を救出しているダメージコントロール班などの意識がすべて混じった集合体。

　それが消えていた。

　マイドが立つバーチャルリアル空間は、無人の空間と化し、ただ、アウトニア連合艦隊と敵の艦隊の映像だけが浮うかんでいた。

　まわりに誰だれもいなかった。

　音すら聞こえなかった。

　孤こ独どくだった。

　恐おそろしいほどの孤独感がマイドを襲おそった。

　自分が意識空間から外れたことに気がついたマイドは叫んだ。

「ヴァル！」

　一呼吸ほどの時間の後で、見慣れたヴァルゲインの姿がマイドの目の前に浮かんだ。

　しかし、その表情は険しかった。

『申し訳ありません。サイコウェーブネットに侵しん入にゆうされ、意識集合体とのリンク部分を、クラッキングされました。修復にはかなりの時間がかかりそうです』

　ヴァルの顔を見たマイドは、何かに思い当たったような顔になった。

「……オリアスか！」

　ヴァルは無言でうなずいた。

　オリアスが相手となると、ヴァルとはいえど、そう簡単には復旧できない！

　アウトニア連合艦隊は、あの意識空間管制システムがあってはじめて動けるんだ。

　あれが機能しなければ……。

　そこまで考えたとき、マイドは、はっとした。

　停とまっていた。

　目の前に浮かぶアウトニア連合艦隊は、その場に凍こおりついたように停まっていた。

　……バーチャルリアル空間のエラーか？　いや、違ちがう。その証しよう拠こに帝てい国こくの艦隊は動いている。

　そうか！　みんな、さっきの僕と同じ状態なんだ。

　アウトニア連合軍の一人一人が、意識の集合体から外れ、何をしていいのかわからない、どうしようもない不安と孤独感の中に投げ込まれたんだ！

　マイドは叫んだ。

「ヴァル！　僕をこのバーチャル映像に投とう影えいしてくれ！　映像としてならできるだろう？」

『この映像内にマイド様を取り込むことは可能ですが、音声を伝えることはできません。これはセーフモードです』

「音声が伝えられない⁉」

　マイドはあせった。

　今、おそらくアウトニア連合艦かん隊たいの将兵たちは、この空間にアクセスしているだろう。きっと僕と同じものを見ているはずだ。

　ただ、意識だけが繫つながっていない。だけど、僕をこの空間に取り込んで表示してもらえば、今の状じよう況きようを説明できる。みんなの不安を解消して、艦隊を指揮することができると思ったのに……僕の姿だけを投影したって、僕の言葉が伝わらなくちゃなんにもならない。

　マイドの見ている前で、帝国軍の全艦隊が前進を開始するのが見えた。

　……総力戦だ。

　あいつらは三倍の戦力による総力戦を挑いどんでくるんだ！

　……どうする？　どうすればいい。

　無音の空間に、足元から吸い込まれていくような感かん触しよくに包まれたまま、マイドは立ち尽つくした。




　駆逐艦ワークの艦長は呆ぼう然ぜんとしていた。

　さっきまで、何十万何百万という観客と一いつ緒しよになってスタジアムで見ていたサッカーの試合。

　いや、見ていただけじゃない。選手と一緒になってフィールドを駆かけ回り息いき遣づかいや胸の動どう悸きや流れ落ちる汗あせや緊きん迫ぱく感もゴールを決めたときの達成感も、それを見ている何百万の観客の歓かん喜きの爆ばく発はつの一いつ瞬しゆんも全部同時に感じるとてつもない臨場感と連帯感。

　それと同じだけの感覚が一瞬にして消えたのだ。

　今、彼は、誰もいない、広大な無音のスタジアムの真ん中に、たった一人で立っていた。

　目の前に見える光景は何一つ変わっていない。

　アウトニア連合艦隊と、その向こうに浮かぶ帝国軍の艦隊。

　でも。

　それだけだった。それしかなかった。

　何をしていいかわからなかった。

　どうしていいのかわからなかった。

　彼はただ呆然として立ち尽くしていた。




　軽巡じゆん航こう艦かんコノシロの艦長は、しばらく呆然自失となったあとで、意識空間からリンクを外した。

　ブリッジから見る目の前の光景は変わっていた。

　居並ぶ帝国軍の戦列艦の後ろにいた敵の本艦隊が、こちらに向かってゆっくりと近づき始めていた。

　艦長は通信モニターを開いた。

　しかし、通信回線はビジー状態に陥おちいっており、どことも繫がらなかった。

「……ええい、仕方ない！　俺たちだけで撃うつぞ！」

「了りよう解かい！　ぼーっとしてるわけにはいきませんからね！」

　彼と同じようなことを考えた人間の手によって、アウトニア連合艦隊の砲ほう撃げき担当艦隊は再び砲撃を開始したが、その数は明らかに少なく、そして、まったく統制がとれていなかった。

　そして、彼ら砲撃担当艦隊の盾たてとなるアウトニア連合艦隊の防ぼう御ぎよスクリーン担当艦の方ほう陣じんもまた、連れん携けいを欠いた動きを始めた。

　あちこちでジェネレーターが過負荷となった防御スクリーン担当艦が下がるのだが、それと交こう替たいして前に出るべき艦が遅おくれるために、薄うすくなった防御スクリーンが敵の撃つビームに耐たえ切れずスペクトルを散らして崩ほう壊かいしてしまうのだ。

　今まで数箇か所しよにしか見られなかったそのきらめきは、あっという間に拡ひろがっていった。

　多層防御スクリーンが崩壊するきらめきのその次に来るものは、敵の撃ち込んだビームの直撃によって爆ばく沈ちんする艦の発する閃せん光こうであることは間違いなかった。




　アウトニア連合艦隊、指揮情報管理担当艦の参さん謀ぼうであるワンタ少しよう佐さは、意識空間から外れたあと、しばらくそのまま待機していたが、対応がされていないことを確かく認にんすると、通常通信システムのオペレーターを呼び出して告げた。

「指揮情報管理担当艦全艦に命令を出せ！　自艦に装備されているサイコサーバーを独自運用し、自艦の周辺に配置されている他の艦船と連れん絡らくを取り、小規模な意識ネットワークを立ち上げるんだ！　異なる担当艦でもいい、一隻せきでも多くリンクに取り込め！　ネットワークを回復させるんだ！」

　この、ワンタ少佐の命令は、直ただちに指揮情報管理担当艦に伝えられた。

　アウトニア連合艦隊の指揮命令系統は、この指揮情報管理担当艦の手によって少しずつ回復しはじめた。

　それは、メインコンピューターがダウンしたときに、分散配置しておいたサーバーを用いてネットワークを復旧してゆく方法によく似ていた。

　自分の艦を中心とした小さな意識ネットワークの中に、さまざまな艦の艦長や操艦オペレーターがリンクしてくるにつれて、現場レベルの情報が次々に入って来た。

　しかし、すべての艦がこのネットワークで繫がり、再び全体の意識として共有化できるようになるまで、どれくらいの時間がかかるのか、ワンタにはわからなかった。




　意識空間からリンクを外したマイドが見ているのは、迫せまり来る帝てい国こく軍の艦かん隊たいと、そして収拾がつかなくなりつつあるアウトニア連合艦隊旗艦シザーズ・ナイツのブリッジの内部だった。

　通信オペレーターたちの手によって、なんとか指揮系統は動いていた。しかしそれは渋じゆう滞たいする都市の中で、手信号で交通整理をしているようなものだった。

　感応端末による情報処理能力を失った艦隊の各司令官は、どこに何を聞いていいのかわからなくなったため、誰もがマイドに直接裁量を求めてきたのだ。

　艦隊中からマイドめがけて飛んでくる通信というボールを受け取っては仕分けし、投げ返していた通信オペレーターの一人、ジューン・ミナモトは、山のような通信の中に、一本だけ、艦隊外からの長距離通信が混じっていることに気がついた。

　……真・帝国軍統合作戦本部からのマイド・ガーナッシュ元げん帥すい宛あての親展文書？

　こんな状態で、親展も何もないわよね。優先度はＤだけど……うーん。

　なんか気になるなあ……ひょっとしたら重要な文書かもしれないし。

　ジューンはうなずいた。よし、最優先度で行こう。

　認定理由は……乙女おとめのカンよ！……って、そんなことは書けないから適当に理由を選せん択たくして……と、それ転送！

　ジューンが転送ボタンを押すと、彼女のモニターの中にあった親展文書は、そのままマイドのパーソナルモニターへと転送された。

　彼女は、このときの自分の判断が、この戦いの行く末を大きく変えることになったということに気がついていなかった。

　もし、このとき彼女が自分の「乙女のカン」を信じなければ、歴史は変わっていたかもしれない。




　マイドは復帰しないままのバーチャルリアル空間で、戦域全体を俯ふ瞰かんして見ていた。

　数で勝まさる敵の艦隊は、激しい砲ほう撃げきを加えつつじりじりと近づいていた。

　だめだ……このままじゃ戦力差で負ける！

　空間に投とう影えいされている赤いライン。

　帝てい国こく軍艦隊がゆっくりと近づくそのラインは、双そう方ほうの艦隊の光子魚ぎよ雷らいの射程を意味していた。

　そうか……この空間では、あのラインのように投影されている図形データは見えるんだ。

　マイドがぼんやりそんなことを考えたとき、シザーズ・ナイツのブリッジに立つ自分の前のパーソナルモニターに、最優先の通信アイコンが瞬またたいているのに気がついた。

　……艦隊外最優先通信……それも親展。誰だろう？

　マリリン姐あね御ごかな？　いや、真・帝国軍統合作戦本部からだ……ひょっとすると！

　マイドはあわててその文書を開いた。

　それは、真・帝国皇こう帝てい、ダイテツ七世とともに、この内乱を計画し、内部で動いていたエリスの父、トゥナイツ家の頭領、ロッホ・トゥナイツからの知らせだった。

　文書を読んだマイドの目が驚きよう愕がくで見開かれた。

　それは驚おどろくべき内容が書かれた文章だった。

　マイドは再びバーチャルリアル空間に意識を飛ばした。

　迫り来る十六万の帝国軍艦隊。

　その前に並ぶ、混乱した小艦かん艇ていの集団。

　……なんとかしなくちゃいけない。なんとかこの場をしのぎ……いや、違ちがう。

　しのぐんじゃない、攻せめるんだ。

　攻めて、そして引く。

　そうだ……なんとかしなくちゃ。

　なんとかして意識のリンクを取りもどさなくちゃだめだ。

　そのとき、突とつ然ぜんバーチャルリアル空間の片かた隅すみに、文字が投影された。

　それは、このバーチャルリアル空間で作戦策定を行うときの、注ちゆう釈しやく挿そう入にゆう機能を使ったものだった。

　本来は矢印などの図形を表示するそのシステムで、誰かが文字を投影したのだ。

　赤い、その字は、こう読めた。

「カンタイゼンカン　システムダウン　ジョウキョウフメイ　シジヲコウ　オマエナラヤレルダロ」

　それは、文字通信だった。

　マイドの脳のう裏りに、士官学校時代の記き憶おくがよみがえった。

　そうだ。これはあのときと同じだ！

　士官学校のときの機動服分隊による模も擬ぎ戦せん闘とうトーナメントのときと！

　文字通信は続いていた。

「アノトキ　オレタチハ　カッタ　ダカラ　コンドモ　カツ　テキハオナジ　アリクレストナリ　ケルプ」

　字が涙なみだでにじむのがわかった。

　……ケルプ！

　そうだ。そうだよ、敵は同じだ。あのときと同じだ！

　僕は、ここで、おろおろしている暇ひまはないんだ！

　マイドは考え込んだ。

　……考えろ。考えろ。考えろ。

　一つの方向から見るな。いろんな角度から見るんだ。

　上だ下だ斜ななめからひっくりかえせ、常識を疑え、決まりなんかないんだ。

　マイドの頭の中に浮うかんだイメージは細さい胞ぼうだった。

　……僕はこの艦かん隊たいを細胞に分類したようなものだ。

　考える細胞、砲ほう撃げきする細胞、魚雷を撃うつ細胞、防ぼう御ぎよする細胞、そして補給する細胞。

　この細胞を全部まとめて一つの生物のように動かす。

　それがこのアウトニア連合艦隊のイメージだ。

　マイドのイメージの中ですべての細胞がバラバラになっていった。

　……そして、これが今の状態だ。

　混こん沌とんとして動きが取れない、一つ一つは単細胞生物のように非力で弱い。だったら……。

　マイドの中で一つのイメージがまとまった。

　マイドは叫さけんだ。

「ヴァル！　僕の映像を取り込んでこの空間に投とう影えいしてくれ！　そして口述筆記のデバイスを使って、僕の言葉を文字として投影するんだ！　僕はこれから字幕スーパーで指示を出す！」




　恐きよう怖ふに駆かられて走り回ることをパニックと呼ぶのなら、アウトニア連合艦隊の中に起きたそれはあまりにも静かなパニックだった。

　指揮情報管理担当艦による担当艦を超こえた横断的なネットワークは回復しつつあったが、艦隊の総意としての情報がまったく入ってこなかったのだ。

　情報の途と絶ぜつによる不安感は否いやが応にも増していった。

　しかし意識空間管制システムがダウンして三分ほどしたとき、一いつ般ぱん通信回線で、最優先情報として一本の通信が各艦に流された。

　それは、共通意識空間において、司令長官マイド・ガーナッシュが字幕スーパーで状じよう況きよう説明を行うという情報だった。




　誰もいない空間にマイドが立っていた。

　その姿を見ていたケルプは思い直した。

　……いや、いる。

　俺の意識が投影されているこの空間には、俺と同じアウトニア連合艦隊に所属している六万隻せき以上の艦の乗組員の意識が同じように注がれているはずだ。

　ただ……それを感じ取ることができないだけなんだ。

　マイドが手を上げるのと同時に、空間に浮かぶアウトニア連合艦隊と帝てい国こく軍の縮尺映像の上に文字が浮かんだ。

『諸君！　今、この空間は帝国のクラッキングを受け、セーフモードで運用されている。音声が伝わらないのはそのためだ』

『意識の共有化によるリアルタイムの意思伝達は不可能となった、これにより、アウトニア連合艦隊を総合的に艦隊運用することもまた不可能となった』

『そこで僕は指揮情報管理担当艦を中心とした小規模な意思共有ネットワークを活用して戦う新しいユニットを編成することとした』

『アウトニアの艦隊構成を見てもらいたい。見やすいようにこれからそれぞれの種類によって艦を色分けする』

　ケルプの見ている前で、アウトニア連合艦隊のすべての艦の色が赤や青や黄色に変わった。

　ところどころで四角く固まっている様々な色の集合体は花畑を連想させた。

『赤色は指揮情報管理担当艦だ。このユニットのリーダーを務めてもらう』

『青色は砲撃担当艦だ。いざというときはリーダーを助けて欲しい。ユニットの副官という位置だ』

『緑は雷撃担当艦だ。ユニットで攻こう撃げきを行うとき、もっとも攻撃力の高い艦だ』

『黄色は防御担当艦だ。敵の砲撃から味方のユニットを守るのが役目だ』

『ピンクは、補給工作担当艦だ。エネルギーの補給とメンテナンス及およびダメージコントロールが役目だ』

　マイドは顔を上げた。

『以上の五種類、いくつ重なっても構わないが基本的にこの五種類を一まとめとして運用してもらう』

『もはや一人の人間の指揮による艦隊運用は不可能である。この戦いはおそらく乱戦となるだろう。見るがいい帝てい国こく艦隊の隊形を』

　マイドが指し示した帝国軍の隊形は、三つの穂ほ先さきを持った槍やりのような隊形に変わっていた。

『あれは、圧あつ倒とう的多数をもって、固定陣じん地ちを蹂じゆう躙りんするトライデントフォースと呼ばれる攻撃隊形だ。帝国軍は我々が動けないままここに固まっていると考えているのだ』

　マイドは、目の前にあるアウトニア連合艦隊を指差した。

『その裏をかく！　我々はこれよりユニットごとに分ぶん裂れつし、敵攻撃陣の中に突とつ入にゆうする！』

『この戦いは孤立した部隊が自じ暴ぼう自じ棄きになった戦いでも、指揮命令系統を失った部隊の自じ滅めつ的攻撃でもない！　なぜなら諸君らは孤立などしていないからだ。見るがいいこの空間を！』

『ここに君たち一人一人がいる、自分がどこにいて何をすればいいのか、たとえこれまでのように意識は共有できなくとも、これを見れば一目でわかる！　君たちは一人ではないのだ！　レッドリーダーと各ユニットは常時この空間にアクセスし、戦いの流れを見て欲しい』

　そしてマイドは、帝国軍艦隊の後方、エリスの率いるトゥナイツ艦隊とコットンが率いるディア艦隊の合流点を指差した。

『そして我々の最終目標地点はここだ。めざすはこの一番右の穂先の第一艦隊！　諸君らは正面にいる帝国の艦隊を突破し、ここにたどり着かねばならない。この地点で我々は真・帝国軍と合流し、最後の決戦を挑いどむ』

『この戦いは、一人一人が考えて動かねばならない。今、何をすればいいのか、なぜそれをやらなければならないのか、それを誰だれかに命じられて動くのではなく、自分の判断で動かねばこの戦いは勝てない』

『……そう、いきあたりばったりに動くのではなく、周囲の状況を判断し、推論と洞どう察さつ力で先を読み、ありとあらゆる手を尽つくして動くのだ』

　字幕の文字が大きくなった。

『諸君！　今、本当の『でたまか』が求められている！　諸君たち一人一人が僕になるんだ！　六万二千隻の船に乗った僕だ！』

　マイドは、にやっと笑った。

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、最後の字幕が流れた。

『これで……勝てなきゃ、ウソだよ』

　そのときケルプは聞いた。

　無音の空間に響ひびくアウトニア連合艦隊六万二千隻に乗り込んだ乗組員すべての爆ばく笑しようと歓かん声せいを。

　マイドは右手を振ふり上げて、そして下ろした。

　字幕が変わった。

『アウトニア戦隊、発進！』

　アウトニア連合艦隊は、積み上げられていたおもちゃのブロックがバラバラになるように散開しながら広がり、一気に帝国軍艦隊に向かって進み始めた。
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　第八章　乱戦







　戦争というのは、一種のゲームのようなものだ。

　指揮官が部隊の位置を確かく認にんし、それに命令を下し、部隊はその命令に従って動く。

　現場の状じよう況きようを指揮官が理解していないまま状況にそぐわない明らかに間ま違ちがった命令を出したりしない限り、部隊が勝手に現場の判断で動くことはめったにないし、それは許されない。

　なぜなら現場にいる人間は、目の前の戦場しか見えない。全体が見えていないからだ。

　では……もしも現場の人間に、自分の置かれている状況と全体の流れを把は握あくしつつ動けるだけの情報が与あたえられていたら、どうなるだろう？

　その結果はわからない。

　そういった状況に置かれて、情報を与えられたとしても、権限がなければ動くわけにはいかないし、もし、その権限まで与えられていたら、それはもう軍隊ではない、何か別のものだ。

　こうして第二次タカタツ会戦は、軍隊と、軍隊ではない「別のもの」との戦いとなった。




　アウトニア連合艦隊が、小編成の艦隊となって、バラバラに突とつ撃げきしてきたとき、アリクレストと帝てい国こく軍の参さん謀ぼうたちは勝利を確信した。

　それは、どう見ても統制を失った敗残の軍隊が、自じ暴ぼう自じ棄きになって突撃を加えてきたようにしか見えなかったからだ。

　アリクレストは叫さけんだ。

「見ろ！　あのざまを！　アウトニアの寄せ集めどもは、もはや統制を失った烏う合ごうの衆しゆうと化した！　もはや組織的な抵てい抗こうはできまい！　あのような状態の敵に統制射撃は無意味だ。各艦各個に撃て！　このまま一気にあの雑魚ざこどもを叩たたき潰つぶすのだ！」

　アリクレストの命令を受けた帝国軍は、突進してくるアウトニア軍の小艦隊を各個に迎むかえ撃った。

　五、六隻から、多いものは五、六十隻程度の艦かん艇ていで編制されたこのアウトニア軍の小艦隊に向かって主砲を発射した戦列艦は、驚きよう愕がくした。

　主砲が命中すれば四散してしまうであろう軽巡航艦が、そのまま突つっ込んできたのだ。

　確かにダメージは受けているようだったが、主砲の威い力りよくから考えればありえないことだった。

　そして、接近したその軽巡航艦の小艦隊は、光子魚雷を発射してそのまま帝国軍の艦隊内に突入した。

　帝国軍は、必死に防ぼう御ぎよ砲火を浴びせたが、突入してくる敵の小艦隊はほとんどダメージを受けていないようだった。

　ワタルの意識の中に、センサーオペレーターの意識が入って来た。

『右う舷げん前方の敵重巡じゆん航こう艦かん艦隊、味方の三十三ユニット戦隊に向けて主しゆ砲ほう発射中！』

　すかさずブルーの意識が割り込んだ。

『俺が撃うつ！』

　グリーンの意識が答えた。

『いや、この距きよ離りなら雷らい撃げきだ！　一発で沈しずめてみせる！』

　二人の意識を受け取ったワタルは素す早ばやく計算した。

　……同時攻こう撃げきをかけよう。もしどちらかが外れても、敵の照準を妨ぼう害がいできる！

　ワタルの意識を受け取った二人が同時に答えた。

『よし！　同時だ！』

　イエローの意識が割り込んだ。

『防御スクリーンの展開準備終しゆう了りよう！　そっちの攻撃が終わり次第急速展開して、この場を離り脱だつでよろしいか』

『それで行こう』

　ピンクの意識も感じた。

『光子魚雷のストック数残り百二十！　まだまだ行けます！』

　ワタルが指揮する二十五隻せきからなるこのユニットは前方の帝国軍重巡航艦に雷撃と砲撃を加えるため、射点に向かって増速し始めた。

　先頭を行くワタルの艦の副長は、周囲の敵艦の動きに気を配りながらワタルに聞いた。

「こういうのも、コンバインド・アームズって言うんでしょうかね？」

「さあな、口の悪い人は『超ちよう小型連合艦隊』とか言ってるけど、相そう互ごに補完しあっているから単艦で戦ったり、同一艦だけで動くより効率的なのは事実だね」

「それと、もう一つ気になっているんですけどね……」

　首をかしげた副長がそこまで言ったとき、二人の意識に、センサーオペレーターの報告が飛び込んできた。

『敵重巡航艦艦隊が進路変へん更こう！　射点が変わります！　新射点には三十秒早く到とう達たつ予定！』

『なんだって！』

『ブルー了りよう解かい！　新射点入力完了！』

『グリーン了解！　こちらも新射点入力完了！』

　センサーオペレーターの意識が飛んだ。

『射点到達！　今です！』

　砲撃担当艦のメインビームと、雷撃担当艦の光子魚雷が同時に飛び出した。

　メインビームの方が先に敵艦に到達したが、敵艦隊はそのビームをかすめて方向を変えた。

　しかし、その、方向を変えた予測針路に向けて光子魚雷が進んでいた。

　ワタルたちの目の前で、帝国軍の重巡航艦の脇わき腹ばらに巨きよ大だいな光球がいくつも生じた。

『命中！　さあ逃にげろ！　イエロー、防御スクリーンの展開を頼たのむ！』

『了解！　最さい後こう尾びにて防御スクリーン展開中！』

　方向を変えて逃げ出したワタルたちの艦隊の後方から、残存する重巡航艦から発射された主砲のビームがいくつも追いかけてきたが、そのほとんどは外れ、狙ねらいの正確ないくつかも、すべて最後尾で展開していたイエローの防御スクリーンを貫かん通つうできなかった。

『やったぜ！』

　意識空間にユニットの乗組員たちの歓かん声せいが響ひびいた。

　通常空間に意識をもどしたワタルは副長に聞いた。

「さっきの話だけど……なんだい聞きたいことって？」

「ああ、あの件ですか。たいしたことじゃないんですけど……イエローの艦の乗組員はやっぱりみんなカレーが好きなんですかね？」

「こんど聞いてみなよ……さて、次だ！　敵はいくらでもいるぞ！」




　帝国軍艦隊旗き艦かんアガムメノンのブリッジでは、情報参謀がアリクレストに報告していた。

「敵の小艦隊は、いずれも防御スクリーンを強化した艦を伴ともなっております！　そのため、かなりの艦隊に我が艦隊内への侵しん入にゆうを許してしまいました。現在の主戦場は第一艦隊内であります！」

　メインスクリーンを見上げていたアリクレストは顔をしかめて答えた。

「なんという不様な戦いだ！　さっさと押し包んでもみ潰せ！」

　しかし、そう簡単に押し包むわけにはいかなかった。

　数が違ちがいすぎたのだ。

　帝国軍の第一艦隊の数は約四万。

　それに対しアウトニア連合軍の総数は六万。

　小艦艇といえども数にして二万隻せき多い方を、少ない方が包囲することは物理的に難しい。

　帝国軍第一艦隊は、果てしない混乱の中に引きずり込まれていった。

「敵小艦隊多数、本艦の正面より近づきつつあります！」

「主しゆ砲ほう、副砲、発射用意！　対ミサイル用の近接防ぼう御ぎよ火器も使え！　なんでもいい、とにかく撃うてるものはなんでも撃て！　光子魚ぎよ雷らいを発射させるな！」

　帝国軍第一艦隊旗艦ムロメッツのブリッジに火器管制士官の悲鳴じみた命令が飛ぶのを聞いた、艦隊司令のトハチェフスキー少将は眉まゆをひそめた。

　……兵が浮うき足立っておる……いかんな。

　不ふ沈ちん艦かんとよばれておったＺ級、Ｆ級の戦艦が、目の前で穴だらけにされて戦せん闘とう不能になるのを見せつけられたのだから無理もないか……。

　トハチェフスキー少将は、パーソナルモニターを使って、ブリッジにいる参謀たちに指示をした。

「参謀諸君！　恐おそれるな！　あの使い捨てのエネルギー兵器がなければ敵の砲撃など恐れるに足りん。小型艦には小型艦で対応させる、これがセオリーだ。こちらの小艦かん艇てい艦隊を前面に出せ！」

　本当のことを言えば、このとき第一艦隊の主力部隊であった四千隻の戦列艦は、もはや存在していなかった。

　しかし、そんなことを兵の前で言うわけにはいかなかったのだ。

　やがて、トハチェフスキー少将の命令を受けた軽巡じゆん航こう艦かんと駆く逐ちく艦かんなどの小型艦の艦隊が、前面に展開し始めた。

『敵、小艦隊の群れ、接近！』

「防御砲火展開！　軽巡航艦艦隊、及および駆逐艦艦隊は、敵艦隊前面で光子魚雷発射！　敵艦隊を寄せつけるな！」

　小艦艇が横を通過するたびに、第一艦隊の戦列艦の横腹に光子魚雷の炸さく裂れつする閃せん光こうが走り、たまりかねた戦列艦が方向を変えるたびに別方向から違う小艦隊が現われ砲撃と雷らい撃げきを加えていく。

　第一艦隊の前方に配置されていた帝国軍側の軽巡航艦などの小艦艇は圧あつ倒とう的な敵の数の前になすすべもなかった。

　第一艦隊は、内部に侵入したアウトニア軍の小艦隊の群れに、少しずつ戦力を削けずられていった。

　それは、大きな木の丸太の中をシロアリの大群が食い荒あらす姿によく似ていた。

　縦横無む尽じんに飛び回るユニットを組んだ小艦隊に翻ほん弄ろうされ、統制がとれなくなった帝国軍第一艦隊四万隻の中心部に向かって、アウトニア連合艦隊の旗艦シザーズ・ナイツを主体とする主力艦千五百隻が密集隊形を組んで突入を開始した。

　アウトニア連合艦隊の旗艦艦隊が第一艦隊に突入を開始したのを見たアリクレストは、第一艦隊の司令官に命令を下した。

「艦隊をただちに再編成しろ！　密集隊形を取り、統制された緊きん密みつな火力で敵を撃げき滅めつせよ！」

　この命令を受けた帝国軍第一艦隊の司令官トハチェフスキー少将は、残存する艦に対し、艦隊中心部に集結し、旗艦ムロメッツを中心とした緊密な密集隊形を組んで、ユニット艦隊の攻こう撃げきをはねのけるように指示を出した。

　第一艦隊は、アウトニア軍のユニット艦隊からの攻撃から立ち直りを見せようとしていた。




　自分たちの針路上に、緊密な艦隊が作られつつあることに気がついたマイドは、通信参さん謀ぼうを呼び出して、こう告げた。

「装甲機動服部隊のラインアートに繫つないでくれ。彼の出番だ」

　やがて、シザーズ・ナイツのメインブリッジにあるメインスクリーンの中に、純じゆん朴ぼくそうな農夫のような顔つきの男が浮かび上がった。

　マイドは、その男に艦隊の前方を指差して言った。

「悪いが、あそこに藪やぶがある。君の斧おので道を開けてくれないか？」

　ラインアートと呼ばれた男は、微笑を浮かべたままぼそっと答えた。

『わかった。じゃあ、仲間と切り開いてくるよ』

「気をつけて」

『ああ』

　うなずいたラインアートの顔が消えると、メインスクリーンの映像は、シザーズ・ナイツ以下のアウトニア連合艦隊の強ごう襲しゆう艦かんの映像に切り替かわった。

　各艦から人間のようなものがいくつも飛び立っていくのが見える。

　しかし、すぐ横に立つ強襲艦のブリッジよりも大きいそれは人間ではない、人間であるはずがない。

　シザーズ・ナイツのメインブリッジに情報参謀の声が響ひびいた。

『対艦装そう甲こう機動服部隊、全機発進しました』

　ドキア提てい督とくが、感かん嘆たんするような声でつぶやいた。

「地上戦ならまだしも、まさか宇宙空間用の人型兵器が、実用化されておるとはな……」

「帝国軍の試験運用の部隊ですよ。彼は士官学校の同期でしてね、高重力惑わく星せいの出身で機動服のベテランです。なんでも対艦白兵戦を展開するために特別な訓練を受けていたそうですよ」

「対艦白兵戦？　そりゃあいったいどんなものかね？」

　マイドはにやっと笑って言った。

「見ていていただければ、わかります。なかなか迫はく力りよくある戦いですよ」

　ラインアートの乗り込む対艦装甲機動服の全長は約百メートル。

　まさに金属で作られた巨きよ人じんである。

　装甲機動服は主に惑星表面の不整地での戦いを目的に開発された。

　重力と大地を持たぬ宇宙空間で、二足歩行する理由はないからだ。

　しかし、防ぼう御ぎよシールドの技術が向上するに従って、ビームをはじめとする高エネルギー兵器は、効果とエネルギーの消費率から見て極きわめて不経済なものとなりつつあった。

　帝国ではリニアガン、光子魚ぎよ雷らいなどによる物理的攻撃が見直され始めており、その中に、この究極の物理兵器である対艦装甲機動服があったのだ。

　ぶっちゃけて言ってしまえば、巨大な人型のロボットを作り、それを人間が操縦して、敵艦に近づき、斧で叩たたき壊こわす！……というものである。

　さすがに実用化については、帝国兵へい器き廠しようの内部でも二の足を踏ふむような意見が出まくったが、とりあえず作ってみよう、ダメならダメで仕方ないという意見が大勢を占しめたため、一個中隊ぶん六十機が製作され、ついで量産見本がもう一個中隊ぶん追加された。

　これは、対艦装甲機動服どうしで集団戦闘を行う際のデータ収集という目的によるものだったが、考えてみればすでに一個中隊ぶんを作ってあるのだから、それを二手に分ければいいだけのことなのだが、馬ば鹿かな話で、作ってしまってからそれに気がついたらしい。

　実際に作って試験運用した結果は、誰だれもをうならせるような出来だった。

　そう、腕うでを組んで困ったような顔になって……である。

　敵てき艦かんのビーム兵器が効力を失って、さらに距きよ離りが接近しているような限定的な場面では無類の強さを発揮するが、それ以外の局面では、通常の一人乗りの機動戦せん闘とう艦かんの方がはるかに使えるのだ。

　製造コストから考えれば、この対艦装甲機動服は失敗作だったと言える。

　しかし、この兵器に執しゆう着ちやくする人間もまた多かった。

　帝国兵器廠で、この種の機動服を製作するという話が伝わったとたん、民間を含ふくむ内外の技術者が、どっと押し寄せた。

　彼らは無給でもよいから使ってくれ、と言いながら兵器廠の技術部長に詰つめ寄った。

　その熱意の理由を聞かれた一人の技術者は目を輝かがやかせてこう言ったという。

『巨大ロボットは男のロマンです』

　その後さまざまな紆う余よ曲きよく折せつを経て、対艦装甲機動服二個中隊は帝国軍の教導連隊の実験部隊として運用がはじまり、内戦勃ぼつ発ぱつによってアウトニア連合艦隊の一員となったのだ。




　帝国軍第一艦隊第四十二軽巡じゆん航こう艦かん艦隊の、センサーオペレーターであるセルゲイ少しよう尉いは、最初それを見たとき、撃げき沈ちんされた艦から脱だつ出しゆつした乗組員が漂ひよう流りゆうしているのだと思った。

　シルエットはどう見ても人間だったからだ。

　しかし、目の前にあるセンサーは、それが機動戦闘艇てい並みの速度で近づきつつあることを告げていた。

　気がつくと同じような人型のシルエットがいくつもこちらに向かって進んで来ていた。

　セルゲイ少尉は警報を発した。

　それがなんなのかわからなかった。ただ、誰がどう見てもそれは普ふ通つうのものには見えなかったからだ。

　ブリッジにいる情報参さん謀ぼうから通信が入った。

『警報の対象はなんだ？』

「なんだかわかりません」

『なんだかわかりません、じゃあこっちもわからん！　正体を確かめろ！』

　セルゲイは正直に答えた。

「正体がわからないんです！　あえて言うならば、人間です。機動戦闘艇並みのスピードで飛んでくる人間です」

『そんな人間がいるものか！　お前酒でも飲んでいるのか？』

「私は素面しらふです！」

　そう答えたとき、セルゲイは、その人ひと影かげが、目の前に浮うかんでいた戦列艦の残ざん骸がいを手で払はらうのを見た。

　……あの残骸は、確か戦列艦のブリッジだよな、三階建てのビルくらいあるはずだぞ。

　それを手で払うってことは……。

　セルゲイは叫さけんだ。

「巨人です！　身長百メートル近い巨人がやってきます！」

　情報参謀は舌打ちをした。

　……超ちよう越えつ者しやでも見たのか？　新兵が戦場の恐きよう怖ふをまぎらすために隠かくれて酒を飲み、やがてアルコール中毒になるという話は聞いたことはあるが、まさか自分の部下にそのような人間が出るとはな……艦長に報告すれば管理不行き届きで俺も処分か……。

　結果から言えば情報参謀の処分は行われなかった。

　その直後、対艦装そう甲こう機動服の振ふり下ろした巨きよ大だいな対艦用ビームアックスの一撃により、彼の乗った軽巡じゆん航こう艦かんは、真っ二つにされたからである。

　帝てい国こく軍第一艦隊の中心部でアウトニア連合艦隊の旗艦艦隊を迎むかえ撃うつべく密集隊形を組んでいた帝国軍の艦隊はパニックになった。

　艦隊の中にいきなり巨大な人型の機械が飛び込んできたかと思うと、その人型機械は巨大なビームアックスを振り回し、まわりにいる戦闘艦を手当たり次第に叩き切りはじめたのだ。

　それも一機や二機と言う数ではない、百を超こえる数の機械が、である。

　帝国軍第一艦隊の中心部で最後まで統制がとれていた部隊が、こうして壊かい滅めつした。

　対艦装甲機動服は、艦隊に対して比類なき効果を発した。

　特に艦隊の乗組員の精神に対して。

　アウトニア軍の艦隊に救助され捕ほ虜りよとなったこの艦隊の将兵の多くは神経性のショック症しよう状じように陥おちいっていた。

　彼らはこの先、眠ねむりにつくたびに、暗くら闇やみからぬっと現われた巨人がいきなり斧おのをふりかざして追ってくる……という悪夢を何度も見ることになるだろう。




　帝国軍の精せい鋭えい、第一艦隊は、完全に壊滅した。

「バカな……これは何かの間ま違ちがいだ……こんな、こんなことがあっていいものか……」

　旗き艦かんアガメムノンのブリッジで、第一艦隊を担当していた作戦参謀がそうつぶやくと、崩くずれるように自分の席に座り込んだ。

　彼の目は、何も見ていなかった。

　そう、はっきり言えば、彼らは最初から何も見ていなかったのだ。

　敵は統制を失った敗残の兵でも、烏う合ごうの衆しゆうでもなかった。

　全体を見通す目と、自由裁量を与あたえられた独立艦隊の群れだったのだ。

　アリクレストと作戦参謀は、それを見ていなかったのである。

　与えられた命令だけを忠実に守ることは、美徳である。

　そして命令を下される前に、何が必要で、何をすればいいのかそれを判断して動く人間は有能である。

　帝国軍においては前者の美徳を持つ人間が優ゆう遇ぐうされ、アウトニア軍においては後者の有能な人間が優遇された。そしてそれが、この戦いの結果を左右した。
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　第九章　追つい撃げき戦







　目の前で第一艦かん隊たいが壊かい滅めつするのを見たアリクレストは、しかし叫さけびもわめきもしなかった。

　怒いかりが消えたわけではない。むしろ腹の中は煮にえ繰くり返っていた。

　だが、今のアリクレストは自分の中にある怒りを、モチベーションへと転てん換かんさせコントロールする方法を身に着けていた。

　以前のアリクレストは、感情に任せ、怒りを闘とう志しに変えて動くことこそが、強い勇ゆう猛もう果か敢かんな人間の証あかしであり、思し慮りよ深く先を読んで動くなどという姑こ息そくな手を使うのは、惰だ弱じやくな人間の証明に他ほかならない、と信じていた。

　要するに『男は腕わん力りよくと権力っスよ、殴なぐってボコボコにした方の勝ちっスね』という、動物園のサル山のボスや街のチンピラと、たいして変わらない方法論しか持っていなかったのだ。

　この方法論が間ま違ちがっているわけではない。世の中のたいていのことは、この方法論で片がつくため、こういった方法論の信しん奉ぽう者は掃はいて捨てるほど存在する。

　しかし、この方法論が通用しないマイドのような相手もいるということを、彼は知った。

　そして、士官学校時代から何度となく煮え湯を飲まされる中で、何かが変わっていった。

　過あやまちから何かを得ることを学習と呼ぶ。そして、世の中には、この学習能力を持つ人間と持たない人間の二種類がいる。アリクレストは前者であった。




　アウトニア軍の戦い方を見たアリクレストは一つの確信を持った。

　……あれは、典型的なゲリラ戦の戦い方だ。

　第一艦隊が壊滅した理由は、艦隊内に飛び込まれ、乱戦となったことにある。

　ならば、どうすればいいのか、それは簡単なことだ。

　アリクレストは動どう揺ようしている参さん謀ぼうたちを叱しかりつけるように声を上げた。

「うろたえるな！　マイドの手の内、すべて読んだ！　もう恐おそれることはない！」

　瞬しゆん時じに鎮しずまった参謀たちの、驚きよう愕がくと畏い怖ふの入り混じった視線を浴びてアリクレストは続けた。

「よいか、マイドの言うところの『でたまか戦法』とは、つまるところ統合指揮の放ほう棄きに他ならない！　各部隊の指揮官に自由裁量を与あたえ、部分的な戦術的勝利を積み重ね、敵軍に敗北感を与え、なし崩くずしに戦略的勝利につなげていく……戦力の不足を、運用で補おうとする戦法。それが『でたまか戦法』だ！　そして、それだけでしかない！

　やつらの戦法は、混乱を生じさせ、その隙すきを突つくことができて、初めて有効となる！　ならば我々は、内うち懐ふところに飛び込まれぬように鉄てつ壁ぺきの陣じんを張り、圧あつ倒とう的な戦力でこれを迎むかえ撃うてばよい！

　──さあ参謀諸君、艦隊を組みなおせ。マイド・ガーナッシュと、その手の者どもを正面から迎え撃ち、王者に対しては『でたまか戦法』などというものがいかに無意味なはったりであるか思い知らせてやろうではないか！

　トゥナイツ艦隊のけん制のため後方に残してあった第四艦隊と親衛隊艦隊を呼び寄せるのだ！　我々はこれより総力戦を展開する！」

　参謀たちの顔に生気がもどるのがわかった。

　動き出した参謀たちを眺ながめながら、アリクレストはマイドの顔を思い浮うかべていた。

　……士官学校時代から、常に私の前にいた男。

　地位も財産も家いえ柄がらも、私などの足元にも及およばぬ道みち端ばたの紙かみ屑くずのような者。

　確かに並みの人間より多少は才覚のある人間かもしれんが、根は大おお馬ば鹿かだ。

　己おのれの分、器うつわ、それをわきまえず、この私にとって代わろうなどという馬鹿げた野望に取りつかれた哀あわれな男だ。

　賢かしこい人間なら決して私に逆らうまい、微び笑しようを浮かべて私の部下になっているだろう。

　私のような者でなくては皇こう帝ていにはなれないということが、なぜ、あの男にはわからないのだ？

　国民とは愚おろかでわがままで、自分の足元しか見ずに常に不平不満を言い立てる生き物だ。その生き物がいくら集まったところでなんの意味もない。まさに時間の浪ろう費ひでしかない。

　一人の真に優すぐれた人間がすべてを決め、それに従ってすべてが動く。この合理性こそが帝てい国こくの真しん髄ずいだ。

　メインスクリーンの中で、帝国軍の艦隊がゆっくりと隊形変へん換かんを行っていた。

　後方から呼び寄せた第四艦隊と、ディア艦隊の妨ぼう害がいを終えて合流してきた親衛隊艦隊を含ふくめた帝国軍の総数は十四万隻せき。

　それは単純な戦せん闘とう艦かんの数にしてアウトニア連合艦隊の倍以上、戦力に換かん算さんすれば四倍以上の圧倒的な数字だったが、参謀たちの間に流れる空気にはたしかに不安が含まれていた。

　アリクレストは、メインブリッジに流れるその微び妙みような雰ふん囲い気きを感じ取った。

　……兵どもに怯おびえの色が見えるな……決戦の前に、この空気をなんとかせねばなるまい。

　パーソナルモニターに艦隊情報参謀を呼び出したアリクレストは、ゆっくりと告げた。

「決戦の前に、帝国軍全将兵に対し、訓示を行う。準備をしておけ」

　アリクレストは再び視線を正面にいるアウトニア連合艦隊に移した。

　バラバラになっていた小艦隊が、ゆっくりと一つの艦隊にまとまりつつあった。

　……私こそが皇帝なのだよ、マイド。

　私が選ばれたのだ。

　私はこの愚かな民たみに、正しい道を指し示し、正しい価値観を与え、そして従わせるという天命がある。私には責任がある。その責任を果たす能力があって初めて皇帝は皇帝たりえるのだ。

『みんなで知ち恵えを出し合って』などという言葉と方法論で国を動かしていけるわけがない。それは責任を持たぬ夢想家のセリフだ。

　たしかに士官学校時代、お前は勝ち続けていた。しかしそれはシミュレーションという理想世界での戦いだったからだ。

　私はみずからの手で部下を指揮し、これからお前に挑いどむ。

　目の前にあるこの戦力の差は、従う者の数の差だ。お前と私との実力の差だ。

　くだらぬ青あお臭くさい理想論など現実の力の前にはひとたまりもないということを、これから、この現実世界で思い知るがよい。

　アリクレストは小さくうなずいた。

　そう……そうでなくてはならん。

　あの男は、ここで私に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、地べたに座り込んで命いのち乞ごいをするのだ。

　戦術的勝利が、戦略的勝利ではないことを思い知らせてやる！

　アリクレストの目の前で、帝国軍の陣じん形けいが四本の触しよく手しゆを持つヒトデのような陣形に変わった。

　……四方鶴かく翼よくの陣。

　中心部には最大火力を持つ戦列艦かんを配置し、中央突とつ破ぱを図はかる敵を正面から受け止める。そして四つの触手は緊きん密みつな隊形を組み、敵の陣形内への侵しん入にゆうを阻そ止ししつつこれを包囲する。

　大が小を包囲撃げき滅めつするためにもっとも理想的な陣形だ。

　その、メインスクリーンの横にあるサブウィンドウの中では、第一艦かん隊たいを壊かい滅めつさせたアウトニア連合艦隊もまた、ゆっくりと隊形を整えていた。

　アウトニア連合艦隊が組んだ陣形は、円えん錐すい陣じんだった。

　……円錐陣か。火力で劣おとるが速度に勝まさる艦隊を動かすには、もっとも適した陣形だ。

　アリクレストは唇くちびるの端はしに薄うす笑わらいを浮かべた。

　もはやここに至って、いかなる奇き策さくも用兵も無む駄だであると知ったか、マイド。

　そうだ、その円錐陣をもって、我が艦隊に正面から立ち向かってくるがいい！

　この戦いに小細工は無用だ！

　私は王者としてお前を受け止め、そして、打ち負かしてみせる！

　そのとき、目の前にあるパーソナルモニターに艦隊情報参さん謀ぼうが映った。

『陛下、帝てい国こく軍艦隊は再編成と隊形変換を終しゆう了りよういたしました、いつでも進しん撃げき可能であります！　将兵へのお言葉を！』

　アリクレストは鷹おう揚ようにうなずくと、皇帝の玉座から立ち上がり、メインコンソールの脇わきをまわって、メインブリッジを見下ろす位置に立った。

　そして、すっと右手を上げ、正面を指差した。

「忠勇なる我が帝国軍の将兵に告ぐ！　いまこそ決戦のときは来た！　我が敵はマイド・ガーナッシュ率いるアウトニア艦隊である！

　マイド・ガーナッシュは『でたまか戦法』なる臨機応変な戦術運用によって、過去において何度も少数をもって多数を打ち破ってきた。先のネオ・アウトニア戦せん役えきでは、自軍の十倍の戦力である帝国第三軍を打ち破り、これを敗退させた。そこから考えるならば、たった四倍でしかない我が帝国軍の戦力では、マイドの軍には勝てぬということになる。

　だが、恐おそれることはない！

　なぜならば、ここに余がいるからだ！

　マイドの奇策、小細工、そのすべてをすでに余は見切った！

『でたまか戦法』に実体などない。それは将兵の心にある隙すきと怯おびえを突つく戦法なのだ！

　過去においてマイドに敗北した者どもは、実態がないがゆえに、必要以上にそれを恐れ、それに怯え、混乱し、敗北した。

　将兵諸君！　怯えるな！　慌あわてるな！

　迷いしときは余の名をとなえ、余の命令のみを信じて進むがよい！　さすればいかなる方法をもってしても、我が帝国軍の鉄てつ壁ぺきの陣じんは敗れぬ！

　我が名はアリクレスト！　マガザン帝国皇こう帝ていアリクレスト・マルスなり！」

　アリクレストは、目の前に並ぶ十四万隻せきの艦かん船せんすべてから歓かん声せいがあがるのを感じた。

　気がつくと、メインブリッジに居並ぶ数百人の参謀と将軍たちがアリクレストに向かって敬礼をしていた。その目に、先ほどまであった不安と怯えの色はなかった。

　アリクレストは答礼を返すと、仁に王おう立ちになったまま、正面のモニターに浮うかぶアウトニア連合艦隊をにらみつけた。

　体の芯しんが熱くなっているのがわかった。

　今までにない高こう揚よう感かんがアリクレストの身体からだを包んでいた。

　さあ来い！　マイド・ガーナッシュよ！

　王の戦いとはどういうものか、それをお前に教えてやる！

　これですべてが……決まる。いや、決めてやる！

　たとえ帝国の頂点に立とうとも、お前を下さぬ限り私は皇帝ではない。

　国民のすべてが私を皇帝陛下と呼び、私の前にひれ伏ふしたとしても、お前がひれ伏さぬ限り私は皇帝ではないのだ！




　メインスクリーンを見上げるアリクレストの下もとに情報参謀の報告が飛んだ。

『アウトニア連合艦隊が動き出しました！』

　アリクレストの顔に微び笑しようが浮かんだ。

　それは勝利を確信した微笑だった。

　しかし、それと同時に情報参謀の追加報告が入った。

『移動方向は……九時方向です！』

「……なんだと？」

　アリクレストは愕がく然ぜんとした。

　九時の方向とは、自分から見て水平方向にまっすぐ左にあたる。

「何かの間ま違ちがいではないのか？　この状じよう況きようでやつらが水平移動をする理由がない！」

　情報参謀の答えは変わらなかった。

『間違いありません！　敵艦隊は我が艦隊の前方を横切り、九時方向に加速しつつあります！』

　確かにアリクレストの目の前で、アウトニア連合艦隊が、動き始めていた。

　まっすぐに。

　左へと。

　アウトニア連合艦隊は、アリクレスト率いる帝国軍艦隊をまったく相手にせず、その鼻先を通り過ぎようとしていたのだ。

　マイドは、アリクレストと帝国軍の存在を完全に無視した。

　その事実に気がついたとき……。

　アリクレストの頭に血が上った。

　怒いかりの感情をモチベーションにコンバートする回路は、この瞬しゆん間かん、火花とともに吹ふき飛んだ。

　もはや、怒りをコントロールすることはできなかった。いや、するつもりもなかった。

　彼にとってこれほどの屈くつ辱じよくはなかった。

　士官学校時代から、常に自分を負かし続けた男。

　皇帝の座に座り、帝国のありとあらゆる権力を使い策さく謀ぼうをめぐらしても、ことごとくその罠わなを外してきた男。

　無む謬びゆうの絶対者であるはずの皇帝である自分に正面から「ＮＯ！」と言ってのけた男。

　その男との直接対決。

　過去におけるすべての確かく執しつに雌し雄ゆうをつける最終決戦。

　この戦いを、アリクレストは正々堂々と戦うつもりだった。

　自分の持てる限りの知ち恵えと勇気を使って戦うつもりだった。

　そのためにすべての準備を整え、舞ぶ台たいを整えていたのだ。

　しかし、それに対し、返ってきたのは、いともあっさりとした「無視シカト」だった。

「おのれマイドめ！　それがお前の答えか‼」

　アリクレストは一声咆ほえると、玉座の前にある総合情報コンソールを殴なぐりつけた。

　割れた液えき晶しよう保護カバーで右手の拳こぶしに小さな切り傷を負ったアリクレストは、その傷から流れ出る血を止めようともせずに、その血まみれの右手を突つき出して叫さけんだ。

「追え！　逃にがすな！　全軍をもってマイドを追うのだ！　あの男の首を余の前にさらすまで、この戦いは終わらぬぞ！」

　帝国軍は火の玉のようにアウトニア軍の追つい撃げきを開始した。




「帝国軍が動き始めました！　追ってくるようです！」

「艦かん隊たい規模は……全艦隊です！　帝国軍全軍が我々の後を追ってきます！」

　アウトニア連合艦隊旗艦シザーズ・ナイツのメインブリッジで、情報参さん謀ぼうの報告を聞いていたマイドは、目の前のスクリーンに浮かぶアウトニア連合艦隊を見上げた。

　六万隻せきの艦が推進機から吐はき出す青白い反応炎えんによって、スクリーンはハレーションを起こすほどに輝かがやいていた。

　マイドは、字幕投とう影えいデバイスが立ち上げられていることを確かく認にんした後で、感応端たん末まつに向かって人差し指を伸のばした。

　バーチャルリアリティの空間には、円えん錐すい形のアウトニア連合艦隊を、移動用の紡ぼう錘すい形陣じんに組み直し追撃する帝てい国こく軍艦隊の映像が浮かんでいた。

　そこには自分の姿しかなかったが、マイドはそこに六万隻の艦かん艇ていの乗組員の意識が投影されていることを知っていた。

　やがて、マイドが話し始めるのと同時に、バーチャル空間に字幕が投影され始めた。

『アウトニア連合艦隊の諸君！　いよいよこの戦いは正念場を迎むかえたようだ』

『我がアウトニア連合艦隊はこれより全力で逃げる！　しかし、ただ逃げるのではない、常に相手の位置と間合いを見て、駆かけ引きを行いつつ逃げるのだ』

『この行動は、はっきり言って鬼おにごっこと呼んでもいいだろう。だが、勘かん違ちがいしないでほしい。これは命を懸かけた鬼ごっこなのだ』

　マイドは目を閉じて、自じ嘲ちようめいた微笑を浮うかべた。

『こんな展開になるとは、正直言って僕も予想していなかった。さまざまな要因によって迎えたこの最後の戦いは、派手なビームの撃うち合いでも、血ち沸わき肉にく躍おどる命をかけた雷らい撃げき戦でもない。こちらが力ちから尽つきるか、向こうが力尽きるかという持久戦と化す』

　顔を上げたマイドは、空間の中を見回した。そして、そこにいるであろう一人一人を見つめるように視線を動かしながら言った。

『諸君！　諸君らはこの戦いで、よく戦い、よく防ぎ、よく凌しのいだ。ならば、最後の仕上げに良く逃げてもらいたい！』

『アウトニア連合艦隊、全速前進！　さあ逃げるぞ諸君！』

　マイドの言葉と同時に、アウトニア連合艦隊はまっすぐに加速を開始した。

　その進行方向には、真・帝国軍のディア艦隊とトゥナイツ艦隊の姿があった。




　帝国軍参謀本部は、アウトニア連合艦隊の行動を真・帝国軍との合流目的と判断した。

　合流を妨ぼう害がいし足止めするために、帝国軍は艦隊のなかでもっとも高速を出せる軽巡じゆん航こう艦かんと駆く逐ちく艦かんだけで臨時追つい撃げき艦隊を編成し、最低限の補給のみを与あたえて追撃に向かわせた。

　推進材を満まん載さいしなかった理由は時間の短縮と、艦の質量を重くさせないためだった。

　たとえ途と中ちゆうで推進材切れを起こしても、その後方を本艦隊が追撃しているため、収容できる。

　帝国軍参謀本部はそう判断した。

　帝国軍臨時追撃艦隊の艦隊司令に任命されたテディ・ドラグナー中ちゆう佐さは、隷れい下かの軽巡じゆん航こう艦かんと高速駆逐艦の艦長にこう指示した。

「落らく伍ごしたアウトニア軍の損傷艦にかまうな！　不用意に前方に向けて主しゆ砲ほうを発射することも禁止する！　とにかくわずかでも速度が落ちるおそれがある行こう為いは一切禁止だ！　我々の目的は快速を生かし、敵艦隊に追いつき足止めをする。それだけだ！」

　帝国軍臨時追撃艦隊二千三百隻は、一気に加速を開始した。

　このとき前を行くアウトニア軍艦隊の最さい後こう尾びとの距きよ離りは約四千天文単位。

　彼ひ我がの速度から、約三時間でアウトニア軍を主砲の射程内に収めることができる位置だった。

　臨時追撃艦隊司令となったテディは、旗艦のメインブリッジでメインスクリーンに映るアウトニア連合艦隊の姿を見上げて思った。

　……このまま何もなければ、三時間後に追いつく。

　そして減速することなく敵艦隊に突とつ入にゆうし、混乱を引き起こして足止めする。それしかない。

　テディはふっと笑った。

　……結局正規軍の中では軽巡航艦の艦隊司令どまりか。モリーの誘さそいに乗って親衛隊に行っていれば戦列艦艦隊の司令ぐらいにはなれたかもしれないがな。

　テディが笑いを浮かべたのに気がついた副官が聞いた。

「どうかされましたか？」

「いや、なんでもない……この作戦を成功させれば、次は重巡航艦艦隊ぐらい預けてくれるかな？　と思っただけだ」

　副官は肩かたをすくめた。

「重巡航艦艦隊ともなると戦列艦扱あつかいです……平民出の将校でそこまで行った人はいませんね」

「もう少し内戦が続いてくれれば出世の機会もあるかもしれんが、この作戦を成功させれば内戦は終わる、失敗すれば内戦は続くかもしれんが、絶対に出世はしない……ならば成功させるのが一番近いということだな」

　副官はうなずいた。

「よろしい、艦隊各艦に連れん絡らく！　射程に捉とらえたら各個に射しや撃げき開始だ。移動しながらの砲戦では統一射撃は効果が薄うすい！」




　帝国軍追撃艦隊の旗艦ブリッジで副官が答礼したそのころ。

　アウトニア連合艦隊旗艦シザーズ・ナイツのメインブリッジでは、情報参謀がメインスクリーンに追撃中の帝国軍の艦隊を表示して告げていた。

『敵艦隊からさらに優速な小艦隊が分ぶん離り！　突とつ出しゆつしてきます！』

　メインスクリーンを見上げたマイドはつぶやいた。

「……かくて、猟りよう師しは犬を放てり、その獲え物ものをその場に留とどめんがために……か」

　ドキア提てい督とくは聞いた。

「シェイクスピアかね？」

「いいえ、ローデス教の経典の中にある訓話の一節ですよ……このままの速度では間ま違ちがいなくあの艦隊に追いつかれてしまうな……」

　マイドはしばらく真しん剣けんな顔で考え込んでいたが、やがてふっと笑って小さくつぶやいた。

「また……あれをやるしかなさそうだな」

　そのつぶやきを聞きつけたドキア提督が怪け訝げんな顔をした。

「あれ……とは？」

「山になれ！　ってヤツですよ」

　マイドは、そう答えるとコンソールを操作して、艦隊運用参さん謀ぼうを呼び出して告げた。

「アウトニア連合艦隊全艦のリストの中から、現在もっとも速度の遅おそい艦名を表示してくれ。百隻せき程度でいい」

『了りよう解かいしました』

　艦隊運用参謀の答えとほぼ同時にメインモニターにサブウィンドウが開き、そこに百隻の艦名が並んだ。

『これが現在のアウトニア連合艦隊の中でもっとも速度が遅いグループです。推進機に被ひ弾だんしている損傷艦ばかりです』

「軽巡航艦と……駆逐艦か。乗組員の数はそう多くないな……この艦を棄すてた場合、艦隊の平均速度はどれくらい上がる？」

　サブモニターに並んだ数字を見たマイドはうなずいた。

「よし！　損傷艦を抱かかえている戦隊の指揮情報管理担当艦に命令！　乗組員を他ほかの艦に移乗させ損傷艦を放ほう棄きせよ！　なお、時間的な余よ裕ゆうがあれば、放棄時に若干の細工をしてくれるとありがたい、とね」

　艦隊運用参謀は、ちょっと怪訝な顔をした。

「若干の細工と申しますと？」

「僕たちのすぐ後ろにいる猟犬の鼻先でコショウを詰つめた紙かみ袋ぶくろが破は裂れつしたら、おもしろいことになるだろうな、ってことさ」

　マイドの言葉を聞いた艦隊運用参謀は、にやっと笑って敬礼した。

『了解しました、あんまり凝こらないように言っておきます』




　この指示を聞いて、小こ躍おどりして喜んだ人間がいた。

　第六三三ユニット戦隊に所属するブルーユニット、軽巡じゆん航こう艦かんコノシロの艦かん長ちようだった。

　艦長は、両手の握にぎりこぶしを握ってガッツポーズを取ると叫さけんだ。

「来た！　この日がついに来た！　俺はこの命令が来る日をずっと夢見ていたんだ！」

　そのあまりの喜びように、副官は困こん惑わくしたような顔になった。

「どうしたんですか？　艦長、あの命令がそんなにうれしいなんて」

　コノシロの艦長は、遠い目をして答えた。

「俺は昔、ミリオン傭よう兵へい隊にいたってことは知ってるよな」

「ええ、知ってます」

「俺はそこで、あのアウトニア作戦に従事していた……高速駆く逐ちく艦かんの艦長としてな。そしてあのマイドに追撃戦を挑いどんだんだ。……お前『やまんば作戦』っての聞いたことあるだろ？」

　副官はうなずいた。

「ええ、アウトニア戦史に載のってますよね」

　そこまで言ってから副官の顔つきが変わった。

「まさか……艦長は……」

「そうだ！　俺はあれをモロに食らった人間の一人だ！……臭においが抜ぬけるのに半年かかった」

「……船からですか？」

「俺からだ！」

　艦長はメインモニターに映る帝てい国こく軍の追撃艦隊をにらみつけて叫んだ。

「俺は、いつか誰だれかに俺と同じ惨みじめさを味わわせたくて生きてきた。その願いが今叶かなうんだ！」

　副長はため息混じりに答えた。

「艦長……小学生の仕返しじゃないんですから……それに教わりませんでしたか、子供のころ。自分がされて嫌いやなことは他人にもするな、って」

　艦長は首を振ふった。

「いや、俺はこう教わった。他人が嫌がることは、すすんでやりましょう、とな！」




　帝国軍追撃艦隊司令のテディ中ちゆう佐さに、艦隊の先頭を突つっ走ぱしる駆逐艦の艦長から通信が入った。

『敵艦隊から、小艦隊が分離し、こちらに向かってきます！　迎げい撃げきしてよろしいでしょうか？』

「反撃艦隊が向かって来ただと？　敵の総数は？」

『軽巡航艦、及および駆逐艦約百隻！　集団になって突っ込んできます！』

　テディは考え込んだ。

　……この状態で反撃に転じるとは思えない。その証しよう拠こに本隊は前進を続けている。

　だとしたらあの艦隊の目的はなんだ？

　俺たちの足止め……しかしもう本隊に帰ることはできないことを覚かく悟ごのうえで……。

　通信モニターに向かってテディはどなった。

「気をつけろ！　その艦隊は捨て身だ！　自じ爆ばく攻こう撃げきのおそれがある！　回かい避ひしろ！」

　テディの言葉が終わらないうちに、ブリッジに白い光が満ちた。




　アウトニア軍が放棄した損傷艦百隻は、すべて無人艦だったが、その多くに自動戦せん闘とう行動などがオートプログラムで組みこまれており、そしてそのプログラムの最後には光子魚ぎよ雷らいを使った自爆装置の起動命令が入力されていた。

　無人艦は追撃艦隊のど真ん中でランダムに主しゆ砲ほうと光子魚雷を発射しまくり、最後に大爆ばく発はつを起こした。

　この自爆攻撃のため、追撃艦隊は二割以上の損害を出した。

　さらに戦闘行動を行ったために時間的なアドバンテージを失い、アウトニア連合艦隊との距きよ離りは開いてしまった。

　しかし追撃艦隊は、この戦闘で推進機に被ひ弾だんし、追撃続行が不可能となった艦から推進材を補給し、さらに追撃を開始した。

　参さん謀ぼう本部の命令は「追撃せよ」であり「あきらめろ」ではなかったからである。

「全艦隊機関全速！　決してあきらめるな！　何がなんでも追いつくのだ！」

　帝国軍追撃艦隊は、再び忠実な猟犬のように、アウトニア連合艦隊の後を疾しつ走そうし始めた。




　帝国軍と真・帝国軍の趨すう勢せいを決定する第二次タカタツ会戦は、追いつ追われつの追撃戦という、これまた前代未聞の戦いを繰くり広げることとなった。

　追撃艦隊がアウトニア軍艦隊を主砲の射程距離内に収めようとするたびに、アウトニア軍は、さまざまな仕し掛かけを施ほどこした損傷艦や救きゆう命めい艇ていやコンテナを追撃艦隊の鼻先に投げつけた。

　それはたとえば大爆発を起こす損傷艦であり、人間の手のひら程度の大きさしかない小型吸着爆ばく雷らいを無数にばらまく救命艇であり、チカチカ光る時限装置らしいものがくっついている見るからに危険な──ただの空きコンテナ、などだった。

　こういった品物を投げつけられるたびに追撃艦隊はその数を減らし、時間を稼かせがれていた。追撃艦隊旗艦のブリッジに情報参謀の報告が飛んだ。

『敵艦隊が何物かを投とう棄きしました！』

　テディは「またか」といううんざりしたような顔をして聞いた。

「今度はなんだ！　船か？　コンテナか？　救命艇か？　シャンパンを持ったバニーガールだったらうれしいがね」

『それです！』

「なんだと？　バニーガールか？」

『いいえ、人間の形をした何かです……何か持っている巨きよ大だいな……人型機械です』

「なんだと？」

『拡大します』

　旗き艦かんのメインスクリーンに、大きな花束のようなものを抱かかえた巨大な人型機械が浮うかんでいるのが見えた。

「あれか……対艦装甲機動服ってのは。話には聞いていたが実物を見るのは初めてだな」

「花束持ってますよ、あれ」

「よく見ろ、あれは花束じゃない！　どう見てもミサイルの弾だん頭とうを束ねたシロモノだ！　一体何を考えているんだ……アウトニア軍の連中ってのは！　回避だ！　艦隊分散！　撃うつな！　爆発に巻き込まれる！　あの化け物から離はなれて迂う回かいしろ！」

　テディの命令を受けた追つい撃げき艦隊は、艦の間かん隔かくを広げ、正面に浮かんでいる巨大な人型機械の脇わきをすり抜ぬけた。

「特に何もなかったようですね……」

　副官がそう言ったとき、艦隊の後方で、いきなりその人型機械が動き出した。

　事前にプログラムされていたのだろう、胸に抱えていたミサイルの花束を両手で差し出すと、人間で言えば目に当たる位置に設置されているマルチセンサーを光らせ、背中のバーニアを全開にして艦隊の後を追ってきたのだ。

「追っかけてきます！　ミサイルの花束持ったのが全速力で！」

「針路変へん更こう！　あんなもの受け取れるか！」

　書き込まれていたプログラムは、もっとも近いところにいる艦に向かって接近しろというものだったのだろう、ミサイルの花束を身体からだの前に差し出したその機動服は、マルチセンサーの向きを変えながら、追撃艦隊の艦を次から次へと追いまわし始めた。

　目標となった艦が、あわてて退避行動を取るたびに、追いかける相手を変えるため、追撃艦隊の中は大おお騒さわぎとなった。

「こっちに来るな！　あっちに行け！」

「ばか！　こっちに振ふるな！」

「うわあ、目が合った、こっち来る！」

「いらん！　そんなもんいらん！　棄すてろ馬ば鹿か！」

　近くに逃にげ回る僚りよう艦かんがいるために主しゆ砲ほうで迎げい撃げきするわけにもいかず、結局機動服のバーニアの推進材が尽つきるまでの十五分間にわたってこのドタバタは続いた。

　旗艦のブリッジで、動かなくなった機動服のシルエットがだんだん遠くなっていくのを見ながら、テディは精根尽つき果てたという顔をしてつぶやいた。

「……お前の誘さそいに乗ればよかったと、少し後こう悔かいしているぞ……モリー」




　追撃戦は続いていた。

　アウトニア軍は帝てい国こく軍の追撃艦隊が射程距離ギリギリまで近づくと、その鼻先に妨ぼう害がいする物を投げつけて時間を稼ぎ、そして、帝国軍が推すい進しん材ざいなどの補給を行うために減速するとアウトニア軍もまた減速した。

　まるで「ここまでおいで」と言っているかのようなその行動は、もう誰だれが見ても追撃してくる帝国軍と、その総大将であるアリクレストを揶や揄ゆしているとしか考えようのない行動だった。

　追撃を受けている側でありながら、常に主導権を握にぎっているようなこの作戦行動を、後の戦術評論家は、アウトニア軍を必死に後を追う猟りよう師しと猟犬の前を逃げ回る狡こう猾かつな狐きつねに見立てて「狐狩がり」ならぬ「狐狩られ」と称しようした。

　帝国軍旗艦アガメムノンのブリッジでは、艦隊内の推進材の補給状じよう況きようについて補給担当参さん謀ぼうが、直属の上司である参謀長に報告していた。

「推進材の残量が三割を切った艦が、艦隊総数の七十パーセント以上に及およんでいます！　艦隊随ずい行こうの補給艦にも備び蓄ちくはありません！　星域内の安定空域で停止し、転移補給艦を転移させて補給を受けなくては、我が艦隊は動けなくなります！」

「まあ待て。あと少しで敵に追いつくのだ」

「しかし……このままでは……」

　食い下がる補給担当参謀を、上司である参謀長は一いつ喝かつした。

「補給の件はよくわかっておる！　しかし今は目前の敵を追うことが先決だ！　推進材の最後の一分子まで使って敵を追う！　補給船を呼ぶのは動けなくなったそのときでよい！」




　追撃戦は続いていた。

　派手なビーム砲ほうの撃ち合いも、弾だん幕まくをかいくぐって敵艦に肉にく薄はくし、必殺の光子魚ぎよ雷らいを放つ雷らい撃げき艦かんの戦いもない、ただひたすら逃げ、追うだけの戦いが。

　そして、推進材が欠けつ乏ぼうしはじめたのは帝国軍だけではなかった。

『推進材残量残り三十分！』

『我がユニット内の補給工作担当艦の推進材残量ゼロ！』

『このままでは艦を放ほう棄きせざるを得ません！』

　アウトニア連合艦隊の旗き艦かんシザーズ・ナイツのメインブリッジに、各艦からの悲鳴じみた報告が次々に飛び込んで来ていた。

　その中にはワタルからの報告も混じっていた。

　軽巡じゆん航こう艦かんジンライのブリッジで、推進材の残量と消費率から割り出した推進可能時間を見ていたワタルは、斜ななめ前にいる副官が小さく貧びん乏ぼうゆすりしていることに気がついた。

　……無理もない。具体的な指示が、何もないんだ。

　あの意識空間管制システムが生きていれば、俺たちはマイド閣下の意識を知ることができる。マイド閣下が何を考えているのか、それがわかる。

　でも、今俺たちはそれを知ることができない。

　ただ、逃げているだけだ。

　……本当にこれでなんとかなるんだろうか？……俺たちは勝てるのだろうか？

　そこまで考えたとき、ワタルはあわてて首を振った。

　いや、疑っちゃだめだ。

　マイド閣下の考えがわからないからこそ、俺たちはあの人を信じなくちゃいけないんだ！

　いまこそ俺たちの信しん頼らいが試ためされているんだ。

　そうだ……あのマイド閣下に計算違ちがいなんてことがあるものか。




　ワタルが自分に言い聞かせるように小さくうなずいたそのころ。

　シザーズ・ナイツのメインブリッジでマイドが首をひねって小声でつぶやいていた。

「ちょっと計算を間違えたな……しかたない、貯金を取り崩くずすとするか」

　マイドはそのまましばらく目の前にある艦隊情報画面を見ていたが、やがて機動戦せん闘とう艇てい母艦に乗り組んでいる機動艇部隊司令のカントリー司令を呼び出した。

「すみません司令、今回はあなたがたの出番はなさそうなので、ご協力願えませんか？」

　カントリー司令は、不満そうな顔をしながらもうなずいた。

『ま、しかたねえや、場合が場合だからな。存分に使ってくれ』

「ご協力感謝します」

『俺っちの方で配るわ。一番不足している艦から配るから、データを送ってくれ』

「わかりました、データを送ります」

　マイドはメインコンソールを操作した。




　ワタルの目の前にあるモニターの中で、推進材残量と推進可能な残り時間が十五分を切った。

「艦を放棄する準備をした方がいいかもしれませんね」

　副官がワタルの方を振り向いてそう言ったとき、いきなり通信コンソールに女の子の顔が映った。

『ワタル！　推進材持ってきたよ！　第三補給ハッチを開けて！』

　それは、雌めす猫ねこカルテットの一人、アーヤだった。

「アーヤ！　どうして君が……それに推進材って？」

　モニターの中のアーヤは、ちょっとイライラしたように言った。

『機動戦闘艇用の推進材を艦隊用に回すのよ！　早くして！　時間がないんでしょ、こっちのデポユニットから直接そっちに送り込むから』

　ブリッジのメインスクリーンに、全速力で航行する軽巡航艦にぴったり寄り添そって飛ぶ作業艇の姿が映っていた。

　等速移動する二つの物体の相対速度はゼロであるが、その速度を保ちながら作業するというのはかなりの困難を伴ともなう。

　ワタルはあわててモニターにむかって叫さけんだ。

「わかった、すぐに補給ハッチを開ける！」

　アーヤの乗った作業艇は、高速で並行して飛びながらマニピュレーターを伸のばすと、牽けん引いんしていた数十個のデポユニットを直結した急造の推進材タンクから伸びるパイプをワタルの軽巡航艦の補給ハッチに繫つないだ。

　ワタルの目の前のモニターに、推進材が流れ込んでくることを示すインジケーターが映った。

『どう？　流れてる？』

「大だい丈じよう夫ぶだ！　助かった！」

　アーヤは、にこっと笑って言った。

『がんばってね、ワタル！』

「ああ、ありがとう！」

　その笑え顔がおを見たとき、アーヤは、自分の胸がきゅうっと締しめつけられるような気がした。

「……負けないよ」

『え？』

　ワタルが怪け訝げんな顔をしたことに気がついたアーヤは、あわてて首を振った。

「え、いえ、なんでもない！　負けないでね、って言ったの」

　ワタルは再び笑った。

『負けるもんか！　僕たちにはマイド閣下がついているんだぜ！』

「そ、そうよね、負けっこないよね」

　ワタルの言葉に話を合わせながら、アーヤは胸をなでおろしていた。

　こうしてアウトニア連合艦かん隊たいは、機動戦闘艇用の推進材を使い、さらに前進を続けた。

　そして、ついに追つい撃げき戦が始まって十時間が過ぎた。




　帝てい国こく軍旗艦アガメムノンのメインブリッジに、艦隊運用参さん謀ぼうの悲痛な叫びが飛んだ。

『主力艦隊、推進材不足！　このままの速度で前進を続けていれば、あと一時間ほどで全艦が行動不能に陥おちいります！』

『艦隊随ずい行こう補給船から補給を受けさせろ！』

『艦隊随行補給船百二十六隻せきの推進材タンクはすでに空です！　どこか安定した空域で停止し、補給船を転移させねば、我が艦隊は艦隊ではなく、単なる漂ひよう流りゆう船せんの群れと化します！』

　アリクレストは正面のモニターに映るアウトニア連合艦隊の姿を見ていた。

　それは、本当にすぐ近くに見えた。

　あと少し進めば手が届くような絶ぜつ妙みような位置に彼らはいた。

　今までのアリクレストなら、何がなんでも追え！　という命令を出していただろう。しかし、このとき、彼の中の怒いかりのモチベーションはすでにコントロール可能のレベルにまで下がっていた。

　アリクレストは、大きく息を吸って告げた。

「よろしい、全艦隊停止！　補給船を転移させ、各艦に推進材の補給を行え」

　参謀長が、驚おどろいたように振り返った。

「よろしいのですか？　アウトニア軍を取り逃にがせば、あいつらは真・帝国軍の残存艦隊と合流いたします、各個撃げき破はは不能となります」

　参謀長の言葉を聞いたアリクレストは、小さくうなずいた。

「アウトニア軍と真・帝国軍の残存艦隊が合流したとしても、補給を終えるまでは推進材不足で満足に戦えまい。戦力としては無力だ。となれば、我々は真・帝国軍の残存艦隊を相手にするだけでよい。総数九万といえどもその多くは損傷し、戦力としては七割がせいぜいだ！　それに比べてこちらの総数は十四万、まして戦力はほとんど衰おとろえてはおらん。

　この艦隊決戦、我らが勝つ！

　さあ、艦隊再編と補給だ！　補給船を転移させろ！」

　参謀たちが動き出そうとしたそのとき、情報参謀の報告が飛んだ。

『敵アウトニア軍が……減速しています！』

「減速だと？」

『艦隊中央にある戦列艦が、加速を停止し、減速し始めました……それに伴い艦隊全体が減速しています！』

　情報参謀の報告のとおりだった。

　正面のモニターに映るアウトニア軍の艦隊はゆっくりと停止しつつあった。

　それは、走り疲つかれたマラソンランナーが、座り込む姿を連想させるような動きだった。

　……なぜ、あそこで減速するのだ？　合流する相手の真・帝国軍残存艦隊は、もう目と鼻の先ではないか。

　あとほんの数時間で味方のところにたどり着けるというのに、なぜ停とまらねばならん？

　そのとき、アリクレストは気づいた。

　そうか！　あいつらは推進材を切らしたのだ！

　我々の十時間に及およぶ追撃を受けたあいつらは、どこからも補給を受けていない！

　アリクレストは、パーソナルモニターで帝国軍艦隊の推進材の残量を確かく認にんした。

　戦列艦の不足が著いちじるしいが……あと一時間くらいなら動けるな。

　艦隊を一時間ほど前進させれば、あのアウトニア軍をこちらの主力艦の射程内に捉とらえることができる。

　……罠わなか？

　一いつ瞬しゆん、アリクレストの脳のう裏りを、その言葉がよぎった。

　しかし、目の前で動かなくなったアウトニア軍を無視することは、どうしてもできなかった。

　あの、マイド・ガーナッシュ率いる艦かん隊たいを包囲し撃げき滅めつする。

　その、確実な勝利へのビジョンを捨てることができなかったのだ。

　アガメムノンのブリッジに立ったアリクレストは、ついに命令を発した。

「補給中止！　我が艦隊はあと一時間前進し、あのアウトニア軍を射程内に取り込み、これを撃滅する！　敵は推進材で動けぬただの漂流船の群れに過ぎん！　全艦隊、前進開始！」

　ブリッジにいた参謀たちの間に、一いつ瞬しゆん戸と惑まどいにも似た空気が流れた。

　それは、推進材が尽つきる寸前であるというこの状じよう況きよう下かで、さらに艦隊を前進させようとするアリクレストの無む謀ぼうさに対する困こん惑わくと、目の前にいるアウトニア軍の艦隊を撃滅できるかもしれないという勝利の予感が入り混じった空気だった。

　その空気を感じたアリクレストは胸を張って宣言した。

「参謀諸君！　あそこにあるのは我々の敵ではない！　あれは我々の勝利だ！　勝って、そしてゆっくりと補給を受けようではないか！　艦も人も！」

　そして参謀たちは動き出した。

　アリクレストの言葉は間ま違ちがってはいない。まず勝てばよいのだ。すべてはそれからだ。




『帝国軍艦隊、前進を開始しました！』

　アウトニア連合艦かん隊たい旗艦シザーズ・ナイツのメインブリッジで情報参謀の報告を聞いたマイドは、すぐに聞き返した。

「敵が補給船を転移させた様子はあるか？」

『いいえ、転移反応はありません！』

　厳しい表情のまま情報参謀の報告を聞いたマイドは、少し安心したようにため息をついた。

「そうか、補給しなかったか。こちらの艦隊を停止させた甲か斐いがあったな」

　そのとき艦隊運用参謀が、目の前に表示されているアウトニア連合艦隊全体の推進材の残量を示す表示を見て、うめくように答えた。

『しかし……我が方もこれで終わりです。静止状態の艦を最大速に加速するだけの推進材は残っていません』

　マイドは、苦いものを飲み終えたような顔をしてその参謀の報告を聞いた。

　……ここで停止してしまえば、もう動けないことはわかっていた……しかし、あそこで帝国軍艦隊に補給を行われたのでは、この十時間に及ぶ逃とう避ひ行動のすべてが無む駄だになる。

　僕はこのアウトニア連合艦隊を餌えさにしてでも、彼らをこの目の前の空間までひきよせなければならなかったのだ……。

　目の前で停止しているアウトニア連合艦隊を見つめて、マイドは両手を握にぎりしめていた。

　……計算が違った。

　あと一時間、いや、三十分逃にげることができれば、この戦いは変わっていたはずなのに……。

　……ここまでか。

　マイドはメインブリッジに居並ぶ参謀たちに向かって、ゆっくりと告げた。

「艦隊の方向を変えてくれ。もはや我々は進むことも退くこともままならない状態となった。我々アウトニア連合艦隊は、この地点においてこれより帝国軍艦隊に最後の決戦を挑いどむ！　しかし、忘れないでくれ、これは自じ暴ぼう自じ棄きとなった捨て身の戦いではない。希望は潰ついえていない！　この戦いの目的は敵を倒たおすことではない、生き残ることだ！」

『了りよう解かいしました！』

　艦隊運用参謀の応答とともに、艦隊内部でさまざまな動きが始まった。

　メインスクリーンで、こちらに向かってくる帝てい国こく軍の姿を眺ながめながら、マイドは心の底から悔くやしそうに独り言をつぶやいた。

「本当なら……一艦の犠ぎ牲せいも出さずに終わるはずだったんだ……帝国軍もアウトニア軍も……」




　旗艦アガメムノンのブリッジでメインスクリーンに映るアウトニア連合艦隊が、ゆっくりと方向を変える姿を見上げたアリクレストは、勝ち誇ほこったように言った。

「やっと観念したようだな、マイド・ガーナッシュよ！

　貴族としてのプライドも司令官としての責任感も持たず、ただ逃げ回るだけのお前も、ここに至っては、もはや一歩も動けまい！　お前らが頼たよりにしていた真・帝国軍残存艦隊との合流も果たせぬまま、そこで死ぬがいい！

　艦隊隊形変へん換かん！　再度四方鶴かく翼よくの陣じんを組め！」

　アリクレストの命令を受けた艦隊運用参謀の答えは悲痛なものだった。

『艦隊編成を変へん更こうするために推進材を使用しますと、最大戦速は出せません！　通常航行速度がやっとです！』

　参謀の答えを聞いたアリクレストは、一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、すぐに勝ち誇ったような微び笑しようを浮うかべた。

「かまわん、通常航行速度で接近しろ。もはやあいつらは逃げられん、ゆっくりと息の根を止めてやろうではないか！」

　タカタツ星域の片かた隅すみで、追いつ追われつしていた二つの艦隊が停止し、その場でゆっくりと艦隊隊形の変更を始めていた。




　アウトニア連合艦隊第六三三ユニット艦隊砲ほう撃げき担当艦軽巡じゆん航こう艦かんコノシロの艦長は、目の前のメインスクリーンに浮かぶ十四万隻せきの帝国艦隊が、四つの触しよく手しゆを伸のばしたヒトデのような隊形に変わるのを黙だまったまま見つめていた。

　中央に配置されている帝国軍の主力艦隊の数だけで約二万隻。

　そこから四方に伸びる四つの包囲艦隊は、その後ろの宇宙空間が見えぬほど密度の高い密集隊形を組んでいた。

　……あれに包囲されたら、逃げようがないな。

　マイド閣下……あなたのことだ、きっと何かとんでもない方法で俺たちを助けてくれんでしょうね。

　……ごめん。ってのはナシですよ。

　コノシロの艦長の見ている前で隊形変換を終えた帝国軍十四万隻の大艦隊は、ゆっくりと……実にゆっくりとしたスピードで前進を開始した。




　ときに帝国歴九百五十三年霜しも降ふり月十七日。

　タカタツ星域の片隅で、この内戦の決着をつける戦いが始まった。
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　第十章　最後の戦い







　帝国軍の主しゆ砲ほうの威い力りよくは圧あつ倒とう的だった。

　ユニット単位で展開した防ぼう御ぎよスクリーンでは防ぎきれないと判断したマイドは、各ユニットから再び防御担当艦かんを抽ちゆう出しゆつし、再編成して多層防護スクリーンを展開できる戦列艦とともに、艦隊前面に並べるという完全な防御隊形を組んだ。

　しかし、その強化スクリーンですら耐たえ切れないほどのメインビームが浴びせられたのだ。

　アウトニア連合艦隊の防御スクリーンは、あちこちでスペクトルとともに崩ほう壊かいしはじめた。

『軽巡航艦以下の艦は戦列艦の後方に回れ！　急げ、直ちよく撃げきを食らったらひとたまりもないぞ！』

　艦隊運用参さん謀ぼうの指示が飛ぶのと、艦隊前列に展開した戦列艦の隙すき間まに位置していた軽巡航艦と駆く逐ちく艦かんが光の球に変わるのは同時だった。

『第三軽巡航艦艦隊が損害を受けました！　軽巡航艦エンデローザ爆ばく沈ちん！　装そう甲こう駆逐艦ヒパイストス爆沈！　同じく装甲巡航艦シービュー大破！　戦せん闘とう不能！』

　アウトニア連合艦隊のあらゆるところで閃せん光こうと爆ばく発はつが起こった。

　定位置を保つことができずに方向を変えたピケット艦が、戦艦の主砲の直撃を受け、一いつ瞬しゆんにして光の球に変わった。

　メインブリッジに表示されている損傷艦一覧に並ぶ艦名の数が瞬またたく間に増えていった。

　青い文字で表示された艦名は、その艦が戦闘不能に近い損害を受けたことを意味し、赤い文字で表示された艦名はその艦が沈しずんだことを意味していた。

　最初、損害リストに並ぶ艦名のフォントは大きく、一目で艦の名前とどこの所属なのかがわかった。そしてメインスクリーンに一つ閃光が走るたびに、リストの中に行が増えていった。

　時間経過に伴ともない、リストに掲けい示じされる艦名は増え続け、それに伴い艦名のフォントがどんどん小さくなり、いつしかメインスクリーンのサブウィンドウに表示される損害艦一覧のリストは単なる赤と青のモザイク模様にしか見えなくなって行った。

　なすすべもなく沈められていく艦を見ながら、マイドはメインコンソールの縁ふちを握にぎりしめた。

　……軽巡航艦艦隊は神速の機動攻こう撃げきを旨むねとする艦隊だ。このような拠きよ点てん防御にはもっとも不向きな艦種をむざむざと……なんて不様な戦いなんだ！

　……意識空間管制システムさえあれば、もっと上手く艦隊編成を変えることができたはずだ！　……あの艦に乗っていた人たちは死なずにすんだ！

　マイドは叫さけんだ。

「ヴァル！　たのむ！　急いでくれ！」

　ホログラフは、現われなかった。

　僕の前に姿を現わす余よ裕ゆうすらないのだろう……修復に全力を尽つくしているに違ちがいない。

　……僕は、僕の力しか使うことはできないんだ。

　メインスクリーンの中で、さらにいくつもの閃光が走るのが見えた。

　帝てい国こく軍の戦列艦による遠えん距きよ離りビーム攻撃にさらされたアウトニア連合艦隊は、反はん撃げきする手段を持たないまま一方的に叩たたかれていた。

　マイドは祈いのるように両手を顔の前で組むと、額に押しつけた。

　……頼たのむ！　耐えてくれ！　僕を信じてくれ！　僕は負けない！　絶対に負けない！

　だから……希望を失うな！




　爆発音が床ゆかを伝ってくるのと同時に、ネカンは床の慣性が変わったのに気がついた。

　……この機動母艦の慣性が変わるほどの爆発だとすると、損害はかなりのものになるわ。

　そう考えたとたん、低酸素警報が鳴り響ひびいた。

「やっぱり！　外部隔かく壁へきが破られたんだ！　みんな、行くよ！」

　ネカンはヘルメットをかぶると、パイロットスーツのシールファスナーを引き上げた。

　控ひかえ室しつに待機していた者たちが、あわててヘルメットをかぶるのを見たネカンは、インカムを通じてパイロットたちに命令を下した。

「ダメージコントロール班は、機関長の指揮下に！　残りの人間は救命艇ていの準備！　急いで！」

　ネカンたちが控え室を出たところで、再び爆発の振しん動どうとともに艦の慣性が変わった。

「手ひどくやられているみたいだね」

　不安そうに話しかけてきたジャマーに向かってオノチは首を振ふった。

「うん。でも、私たちには何もできない。機動戦闘艇に乗れないパイロットなんて役立たずね」

　ジャマーは、なだめるような微び笑しようを浮うかべて答えた。

「機動戦闘艇に乗れないからイライラしているのはわかるけど、役立たずって言い方はないと思うな……僕たちだって誰だれかの役に立つはずだよ、きっと……」

　オノチは、びっくりしたように目を見開いた後で、ちょっと赤くなった。

「そうよね……ジャマーの言うとおりだ。誰かの役に立つために私たちはここにいるんだもの」

　そして、オノチは微笑ほほえんだ。

「ありがと、ジャマー。気づかせてくれて、じゃあ私は救命艇の方に行くから、ダメージコントロール班は最前線だから無理しないでね、あなたに死んで欲しくないんだ……私」

　ジャマーはにやっと笑った。

「使い走りがいなくなるからだろ？」

　オノチは目を丸くした後で声を立てて笑った。

「ジャマー、あんたはもう立派なアウトニア軍の一人だよ。じゃあね！　死ぬなよ！」

　ダメージコントロール班が、機動母ぼ艦かんの中央シャフト腔に集合し終わったころ、ネカンたちも機動母艦の中央構造物の外周部に設置されている救命艇の前に集合していた。

　ネカンがパイロットたちを見回して言った。

「乗り込んだら、すぐにメインコンピューターを立ち上げて、エマージェンシーモードのランクＢを宣言して。チェックリストが出るからそれに従って装備と状態を確認して、それが終わったら情報端たん末まつはリンクしたまま各自コックピットで待機！　わかった？」

　並んだパイロットたちがうなずくのを確認したネカンは命令を発した。

「搭とう乗じよう開始！」

　パイロットたちは救命艇につながるシュートパイプに駆かけ寄ると次々に飛び込んでいった。

「えーと、生命維い持じ装置と、圧縮食しよく糧りようは大だい丈じよう夫ぶだよね。水もあるし、医い療りようキットも大丈夫、と」

　救命艇のコックピットに座ったアーヤは、自分に言い聞かせるようにチェックリストを読み上げた。何かを声に出していないと、不安でしかたがなかった。

　繫つなぎっぱなしの情報端末に、損害艦が表示されるたびに息が止まりそうだった。

　そこに並ぶ艦名のなかに、ワタルの艦が含ふくまれているのではないかという恐きよう怖ふがアーヤの心から離はなれなかった。

　全部のチェックを終わったアーヤは、救命艇のコックピットシートに深く身体からだを預けて、目の前で指を組んで目を閉じた。

　……神様。

　今、生まれて初めてあなたに真しん剣けんに祈ります。

　今まで私があなたに言った願いをすべて取り下げます。子供のころのクリスマスの願いも、ハイスクールのときのバレンタインデーの願いも何もかも。

　そして、これから先、何一つあなたに願うことはしません。

　だから……だから……今の、この願い一つだけをかなえてください！




　ワタルの乗り込む軽巡じゆん航こう艦かんジンライは上部構造物のほとんどを失っていたが、それでもまだジェネレーターの出力を落とすことなく防ぼう御ぎよ網もうの一部として防御スクリーンを展開していた。

　艦内の気密を失いつつある補助指揮所で、宇宙服を着込んだワタルは、サブモニターに映る帝てい国こく軍の姿を見ていた。

　帝国軍は、接近することなく遠えん距きよ離りビームのみを撃うち込んで来ていた。

「……きっと、あいつらも推進材を切らしているんだな」

　副官はうなずいた。

「おそらくそうでしょうね、あいつら勝ったつもりでいますよ、今ごろ」

　ワタルはにやっと笑った。

「そうはいくものか。お前らの思い通りなんかになりはしない。俺たちは生き延びてやる！」

　そのとき、軽巡航艦ジンライの艦首に中口径のビームが命中した。

　激しい振しん動どうとともに指揮所の壁へき面めんに叩たたきつけられたワタルは、歯を食いしばった。

　……やられるもんか！

　俺は生きて、マイド閣下の奇き跡せきをこの目で見るんだ！　絶対にあきらめるものか！




　シザーズ・ナイツのメインブリッジでアウトニア連合艦かん隊たいの損害状じよう況きようを見ていたマイドの脳のう裏りに降こう伏ふくの文字が浮かんだ。

　……だめだ。

　これ以上こんな戦いをみんなに強要することはできない。

　これでは……無む駄だ死にだ。

　マイドがそう考えたとき、通信参さん謀ぼうが叫さけんだ。

『共通周波数でアリクレストが映像メッセージを発信しています！』

　その声と同時に、メインスクリーンにアリクレストの姿が浮うかび上がった。

　きらびやかな皇こう帝ていの軍服を着たアリクレストは勝ち誇ほこったように言った。

『アウトニア軍の将兵たちに告げる。どうだね、一方的にぼろくずのよう叩かれて死んでいく気分は？　諸君らの心に浮かぶ後こう悔かいの言葉が聞こえるようだ。

　しかし、もう遅おそい。諸君らの弓引いたは帝国軍の将軍ではない。マガザン帝国皇帝である！

　余は皇帝の誇りにかけて、アウトニア軍の諸君を正々堂々と戦う帝国貴族の騎き士し軍団のように扱あつかおう！　騎士軍団は決して降伏しない。王に忠誠を尽つくし、王とともに死ぬのが騎士軍団だ。そう、彼らはたとえ傷病兵となっても最後の一兵まで戦うのだ。

　……ゆえに、余は諸君らの降伏は認めない。この戦いは誇り高き者たちの戦いだ。諸君らもまた諸君らの王、マイド・ガーナッシュに忠誠を誓ちかって、最後の最後まで戦うがよい！」

　高笑いとともにアリクレストの演説は途と切ぎれた。

　このアリクレストの姿と演説は、共通周波数による映像放送として戦場に流されていた。

　アウトニア連合艦隊独立軽巡航艦艦隊の旗艦ゴッドフェニックスのブリッジにあるサブスクリーンをにらみつけていたケルプが、静かに言った。

「……アリクレストはマイドと俺たちの結びつきを知らない」

　ケルプはそう言ってメインスクリーンに映るシザーズ・ナイツを見た。

「あそこに乗っているのは、俺たちの王様なんかじゃない……あいつは、マイドなんだ」

　ケルプは無む性しように意識管制システムが欲しかった。

　……あれさえあれば、マイドの気持ちがわかる。

　マイドが、何を考え、何を望んでいるのかそれがわかる！

　それが、いつ訪おとずれるのかそれはわからない。

　ケルプは、通信オペレーターのメグ中ちゆう尉いに向かって叫んだ。

「艦隊内共通周波数で全艦隊にメッセージを送る！……本当は規則違い反はんだけど……かまやしねえ！　やれるかい？」

　メグ中尉は、オペレーター席から振ふり向くと、にやっと笑って右手の親指をあげた。

「よっしゃ、上等！」

　ケルプはにやっと笑うと、全艦隊に向けて話し始めた。

「こちらは独立軽巡航艦艦隊司令、ケルプ・ワインガー少将である！　諸君らは今のアリクレストの言葉を聞いたことと思う。

　やつらは俺たちの降伏を認めないそうだが……俺たちはこう答えてやろう。

　そんなものは、いらぬおせっかいだと！

　俺たちは降伏はしない！　俺たちは退かない！　俺たちはあきらめない！

　なぜなら、俺たちはマイドが起こす奇跡を信じているからだ！

　その奇跡が起きるのはもしかしたら一分後かもしれない。

　だとしたら俺たちはその一分後を見るために生き延びてやる！

　もしかしたら五分後なのかもしれない。

　だとしたら俺たちはその五分を生き延びてやる！

　一生で一度しか拝めないその奇跡を見ないで死ぬほどもったいないことはねえ！

　さあ、お前ら！　気合入れろ！　ここが正念場だぞ！

　下腹に力を入れて、呼吸を整えろ！　しっかりと目ぇ開いて、正面を見ようぜ！」

　満まん身しん創そう痍いとなったゴッドフェニックスの姿を、メインブリッジにあるサブスクリーンで見たマイドは、目の前にあるメインコンソールに両手の握にぎりこぶしを白くなるほど押しつけた。

　その拳こぶしの脇わきに、一ひと滴しずくの涙なみだが落ちた。

　食いしばった歯の間から、マイドの震ふるえ声が聞こえた。

「ありがとう……ケルプ……あと少しだ……本当にあと少しなんだ」




　帝てい国こく軍の旗き艦かんアガメムノンのメインブリッジで、演説を終えたアリクレストは、自分のパーソナルモニターに補給担当参謀を呼び出した。

「総攻こう撃げきが終わり次第補給を行う。補給船を転移させろ」

　しかし、補給担当参謀の答えはアリクレストの思惑おもわくとは大きく違ちがっていた。

『申し訳ありません、この空域は重力波の渦うずが巻く、きわめて不安定な空域です。かなり遠方になりますが、転移可能な場所へ転移させてから、ここまで来させるしかありません』

「なんだと！　どれくらいかかるのだ？」

『今、転移させて、この地点まで来るのに一時間はかかります』

　アリクレストは不満げにうなずいた。

「時間がかかるがしかたない、ただちに補給船をよびよせろ」

　そのとき、情報担当参謀の報告が飛んだ。

『後方二箇か所しよに転移反応！　補給艦の転移予定空域です！』

「ずいぶん早いな……もう来たのか？」

　情報担当参謀の声は、上ずっていた。

『転移反応は巨きよ大だいです……質量換かん算さんにして約十万隻せき！　それが、後方の転移可能空域二箇所に転移してきます！』

「なんだと！　二十万隻？　この帝国のどこからそんな船が……」

　アリクレストは、そのとき気がついた。

　ある……二十万の兵力を持つ存在が帝国にはある！……そうか、わかったぞ！

　アリクレストは、勝利を確信したような微び笑しようを浮うかべて言った。

「見ろ、諸君！　援えん軍ぐんだ！　マイア家の連中がやっと重い腰こしを上げた！

　今、二十万の援軍を迎むかえ、我々の勝利は確実となった。この期ごに及およんで、我らに援軍など必要ではないが、まあ良い。さあ、共に戦う仲間を迎えようではないか！

　戦いの最後の場面に来て、一番良いところを持って行くあたり、まさしく計算高いマイア家らしい。転移を終えたら艦隊司令に余の下もとに来るように伝えよ！」

　アガメムノンのブリッジに歓かん声せいが響ひびき渡わたった。




　アウトニア連合艦隊の軽巡じゆん航こう艦かんコノシロの艦橋で、この情報を聞いた艦長は、壁へき面めんに身体からだをもたれかけさせると、うめき声にも似た声でつぶいやいた。

「だめだ……これで……完全に勝ち目がなくなった……俺たちの戦いだけじゃない……真・帝国軍もこれで終わりだ……」

「艦長！　あきらめちゃだめです！　まだ奇き跡せきは起きていませんよ」

　副官の顔を見た艦長の目には、絶望の色しか浮かんでいなかった。

「あきらめるな……だと？　敵の総数はこれで三十四万隻だ、どんな奇跡が起きたってひっくり返せるものか……マイド・ガーナッシュの伝説は、俺たちの命と一いつ緒しよに消えるんだ……」




　帝国軍、真・帝国軍双そう方ほうの将兵が食い入るように見つめていた二十万隻に及ぶマイア家の艦隊司令は、通常空間に転移し終わるのと同時に、共通周波数でこう告げた。

『マイア家当主、メータ・マイアからのメッセージを伝える……我がマイア家はダイテツ七世の勅ちよく命めいを受け、ここに偽にせ皇こう帝ていアリクレスト討とう伐ばつの軍を出すことに決定した。真の帝国を打ち立てるために、我がマイア家は心血を惜おしまぬであろう……アウトニア連合艦隊の諸君！　あなたがたの奮ふん闘とうに心から敬服する、よくここまでがんばってくれた！』




　……奇跡は起こった。




　ディア家とマルス家の争いに端たんを発したこの内戦は、当初誰だれもがマルス家の圧勝を予測した。

　青年王として国民の人気も高いアリクレスト・マルスを皇帝に擁ようし、強大な軍事力を持つマルス家に、学者肌はだのディア家や、名門だが実力のないトゥナイツ家がいくら力をあわせても、勝てるわけがない、と誰もが考えた。

　内乱が始まったとき、マルス家は皇帝の勅命をもってマイア家に臨のぞんだ。

　皇帝に忠誠を誓ちかうものとして、兵を出し皇帝の下に参じることは当然のことだ、と。

　しかし、ダイテツ七世もまた勅命をもってマイア家に臨んだ。

　大義名分において双方は同等であった。

　しかし、マイア家がマルス家の誘さそいに動かなかったのは、もし、マルス家に参じ、ディア家を滅ほろぼしても、マルス家は感謝しないという結論に達したからである。

　相手に恩を売り、それを利益につなげる、それがマイア家の方針であり、内乱が起こってからここまでの長い間、彼らが座して日和ひより見みを続けてきた理由は、まさにこれであった。

　このとき、トゥナイツ家が動いた。

　エリスの父、ロッホ・トゥナイツは、小心者で、人前に出ることを嫌きらう性格だと言われており、そのためトゥナイツ家の艦隊指揮を娘むすめのエリスに任せたということになっていたが、実際にはその逆であった。

　ロッホ・トゥナイツは、大だい胆たんで、野心家であり、交こう渉しようや駆かけ引きが上手く、なおかつ自分自身の手で、そういった工作をやりたがるタイプの人間だった。

　美人で賢かしこく、人気のある娘が活かつ躍やくすればするほど世間の目はロッホから遠ざかる。複雑怪かい奇きな帝国の権力の暗くら闇やみの中を歩くロッホにとって、光り輝かがやく美しい娘は最高の目くらましだった。

　ロッホはマイア家の重臣たちに向かって、軍事的に弱体なディア家に加勢すれば、当然ダイテツ七世はマイア家に恩を感じるだろう。それによって租そ税ぜいの減げん免めんや、利権の譲じよう渡とというさまざまな利益をもたらすことができると説き、マイア家の当主であるメータ・マイアと、ダイテツ七世の秘密会談をセッティングした。

　そしてその秘密会談の席上で、ダイテツ七世はメータ・マイアの両手を握にぎって　余生短い自分がこの世を去った後の帝てい国こくを支えるのは汝なんじだ、と告げたのだ。

　この時点でマイア家の参戦が決定的なものとなった。

　アリクレストとマルス家は、何がなんでも皇帝の座を渡しはしないだろう。しかしダイテツ七世が皇帝になれば、その次の席は自分に転がり込んでくるのだ。

　そして最後の問題が、これら一連の動きとはまったく関係なく動いていた戦せん闘とうの状じよう況きようだった。

　マイド・ガーナッシュが六万を超こえる艦隊を率いて参戦したという知らせが、マイア家のすべてのチェックリストの欄らんを埋うめた。

　こうしてマイア家は真・帝国軍に参戦し、二十万隻せきに及ぶ艦隊を派は遣けんしたのだ。




　帝国軍は、その場で防ぼう御ぎよ用の球形陣じんを組んで、包囲する真・帝国軍とにらみ合いに入った。

　しかし、帝国軍は手も足も出なかった。

　推進材を切らし、どこからも補給を受けられないまま半日が過ぎようとしていた。

　やがて、艦隊共通周波数で、真・帝国軍側の通信放送が流されはじめた。

　帝国軍の通信部はこの放送にスクランブルをかけて、見ないように将兵に命令を出したが、その命令はほとんど守られなかった。

　包囲している真・帝国軍の将兵と、包囲されている帝国軍の将兵のほとんどがそれを待った。

　包囲されている帝国軍の上級将校にとって、その放送の内容は、帝国の未来ではなく自分自身の未来に直結していたからだ。

　やがて『放送』は始まった。

　最初に映ったのは、真・帝国の皇帝ダイテツ七世だった。

　ダイテツ七世は、この内乱のきっかけとなった、あの復位宣言を行ったときと同じ軍服を着て、右手に抜ぬき身みの剣けんを持ち、目を閉じたまま広い部屋の中央に立っていた。

　カメラがズームするのと同時にダイテツ七世は目を開け、ゆっくりとした口調で話し始めた。

『帝国軍、真・帝国軍双方の忠勇なる将兵諸君！　諸君らは良く戦った。

　余の復位宣言に始まったこの戦いはすでに四ヶ月の長きにわたり、三度の会戦によって数多き犠ぎ牲せいを生んだ。そして、今このタカタツにおける戦いで、さらなる犠牲を出した。

　諸君らの中には地ち縁えん血けつ縁えんのあるものを敵として戦った者も多いと思う。肉親者を敵とした者もいるだろう。余は内乱というもののむごさと空むなしさを、今、つくづく感じておる』

　ダイテツ七世は、右手に持った剣を顔の前に立てた。

『この剣は帝国の宝ほう剣けんグリムフォース、帝国の危機にあってみずから鍔つば鳴りしそれを告げるという伝説の剣じゃ。この剣は、帝国に仇あだなすもの、帝国の敵を切り伏ふせるためにこの世に生まれ出た……ならばこの剣を向けし相手は同じ帝国の民たみにあらず！』

　ダイテツ七世は腰こしにつけてあった鞘さやを外し、左手に持ってそれを水平に突つき出した。

『余は、ここに剣を収めることを宣言する……このとおりじゃ』

　その言葉とともにダイテツ七世は抜き身の剣を顔の前で鞘に収めた。

　カチリ、という静かな音が聞こえた。

　ダイテツ七世の言葉は続いた。

『よいか、勘かん違ちがいするでないぞ。余は剣を収めた。しかしそれは剣を捨てたということではない！……ではこの戦いの行く末を、これよりこの戦いの最大の功労者アウトニア連合艦かん隊たい司令長官マイド・ガーナッシュ殿どのに語ってもらおうと思う。……頼たのみましたぞマイド殿』

　ダイテツ七世が一歩下がって軽く会え釈しやくすると。画面の脇わきに控ひかえていたマイドにスポットが当たり、足元にタカタツ星域の概がい念ねん図が浮うかび上がった。

　マイドは、自分がこんなところにいていいのだろうか？　というような表情を浮かべたまま小さく頭を下げた。

『こんにちは、皆みなさん。アウトニア連合艦隊の司令長官をやらせてもらっています、マイド・ガーナッシュといいます』

　マイドは一歩進み出ると、自分の足元に浮かび上がったタカタツ星域の概念図を指差した。

『それでは、現状の認にん識しきから始めます。この概念図の中央に浮かぶ球体は、帝国軍の球形陣。十四万隻に及およぶ大艦隊ですね……』

　やがて、概念図の中に、その球形を取り囲むように配置された四つの扇おうぎ形がたの赤い大きな塊かたまりが浮かび上がった。

『そしてこれが、今帝国軍を包囲している真・帝国軍の艦隊です。その数実に三十五万隻、今、双そう方ほう合わせて約五十万隻。つまり帝国の動員可能な兵力の約半数が今、このタカタツ星域に集まっていることになります』

　マイドが歩き出すと同時に画面の脇に何か天気図のようなものが浮かび上がった。

　マイドはそこに向かって歩きながら言った。

『帝国軍の諸君は今、ほとんど推進材を使い切って動けない状態にあると思う。僕たちアウトニア連合艦隊との十時間以上にわたる鬼おにごっこにつきあっていただいたおかげだ。

　君たちを、今、君たちがいるその空域まで引っ張ってくるのに、本当に苦労した。特に最後の一時間は地じ獄ごくの苦しみだった、僕は、艦隊それ自身を餌えさにするしかなかったんだ……』

　目の前に浮かぶ天気図のような図面を指示してマイドは続けた。

『これが、君たちがいる空域の重力波の状じよう況きようだ。重力波が渦うず巻まき、ほとんど転移不能の場所だというのがわかるだろう。僕は、君たちがこの空域に入ったとき、まさしくその瞬しゆん間かんに推進材が尽つきるように計算して、君たちをここまで引っ張ってきた。君たちの転移補給船は、ここに転移することはできない。君たちの補給は切れ、そしてどこからも応おう援えんが来ない状況にある』

　画面に浮かび上がっていたグラフが消えた。

　顔を上げて正面を見てマイドは言った。

『帝てい国こく軍上層部のマルス家の皆みなさん。帝国の中を吹ふく風は変わりました。マイア家が我々についた今、もう君たちマルス家の背中に向けて風が吹くことはありません。しかし、ダイテツ七世陛下は、マルス家の所領については一切動かさないことを約束してくれました。マルス家はそのままなのです。軍の指揮権と中ちゆう枢すう部の人事権を喪うしなうかもしれませんが、それだけですむのです！　お考えください、あなたがたが選ぶ道を！』

　マイドは視線を変えてモニターの中から呼びかけた。

『……兵力とはなんのためのものでしょう？　武力として行使するためのものです。では、兵力とは必ず武力として行使し、血を流し人の命を奪うばわねば役に立たぬものなのでしょうか？

　僕はそうは思わない。兵力を示し、武力を行使せずに事を収めることこそ、最高の用兵だと僕は信じる！』

　マイドは視線を床ゆかに落として声をひそめた。

『士官学校を卒業した僕が赴ふ任にんした小国アウトニアは、帝国の無む慈じ悲ひな武力の行使の末に滅めつ亡ぼうした。兵力を示すこともなく、何一つ警告することもなく、突とつ然ぜんの武力によって……。

　僕はそれは間違っていると言い続けてきた。間違っているから改めてくれと……。

　しかし、帝国はその過あやまちを認めなかった。

　この戦いで僕が真・帝国軍に参戦した理由はただ一つ。ダイテツ七世は僕にアウトニアの再興を約束してくれたからだ。

　僕は帝国の中に自分の座を求めようとは思わない。僕のいるべき場所は帝星ではない、アウトニアのユーマなんだ』

　ゆっくりと顔を上げたマイドは、正面を見つめると、友人に忠告するような口調で言った。

『アリクレスト……この放送を見ているかい？　君にはわからないだろうけど、僕はこう思う。

　僕たちは道具だ。誰だれかを幸せにするために生まれた道具だ。平民という道具だ、貴族という道具だ、そして皇帝という道具なんだ！　誰かが誰かのことを幸せにするために使い、そして使われる道具なんだ。目的の差と機能の差こそあれ、基本的に同じものなんだ。

　アリクレスト、これを見ているなら答えて欲しい、いや、君には答える義務がある！　君に忠誠を誓ちかう十四万隻せきの艦かん隊たい乗組員すべてに対する責任があるはずだ！

　もはや君たちに勝ち目はない。戦略的な勝利も戦術的な局面的勝利もありえない。

　ここに到いたって君たちの戦いは無意味だ……もはやダイテツ七世陛下は戦いを望んでいない！　わかるだろう？』

　マイドはモニターの向こうにいるであろうアリクレストに向かって、心の底から訴うつたえかけた。

『アリクレスト、人一倍プライドの高い君にとって、体面はもっとも大事なものだろう。しかしそれを知りつつ僕は君に降こう伏ふくを勧すすめる。

　貴族の義務は誇ほこりに殉じゆんずることだ。ならばその誇りとはなんだ？

　それは自分個人のプライドじゃない！　みずからを選ばれし民たみと自負するのなら、それは今こそ明らかにするものじゃないのか？　この回線はオープンチャンネルにする、僕のこの話が終われば、この回線は君が自由に使っていい』

　マイドはそこで言葉を切ると、最後の一いち瞥べつを投げかけた。

　その視線が、返事を待つという祈いのりを込めたものであることは、誰の眼にも明らかだった。

　マイドは口調を変えて視し聴ちよう者に呼びかけるように言った。

『この放送を見ている方にお知らせします。この後画面が消え、音声信号も途と切ぎれますが、チャンネルはそのままにしてお待ちください。……それでは、この真・帝国軍の放送を終わります。ありがとうございました』

　そして、一呼吸ほどの時間の後で、画面はカラーバーに変わった。




　帝国軍旗艦アガメムノンの会議室では、帝国軍の将軍や艦隊司令などの上級将校たちによる対策会議が開かれていた。

　目を見開いたまま呆ぼう然ぜんとしている参さん謀ぼう総長のオーガスタ大将や、血の気を失ったマルス家の重臣たち、ただおろおろとするばかりの眷けん属ぞくどもが、結論の出ない会議を続けていた。

「降伏を受け入れよう。到とう底てい勝ち目はない！　ここは一つダイテツの慈悲にすがるしかない」

「ここで降伏しては、マルス家は二度と浮うかび上がれん！　領国には守備艦隊がおる！　あの艦隊を使えば、兵力は倍になる。なんとしてもこの場を逃のがれ、捲けん土ど重ちよう来らいを計るべきだ！」

「この場を逃れる前に全ぜん滅めつしてしまったのでは、元も子もなかろう。いつか再びマルス家から皇帝を出すその日まで隠いん忍にん自重、臥が薪しん嘗しよう胆たんじゃ」

「そもそも、こんな戦いになったのは、あのアリクレストのせいであろう。アリクレストを廃はい位いし、代わりの皇帝を立てるということでダイテツに交こう渉しようを持ちかけるのはどうだ？」

　重臣たちの意見を聞いていた、壮そう年ねんの目つきの鋭するどい男がうめくように言った。

「……やはりアリクレストのような若わか僧ぞうを皇帝にしたのが間違いだったのだ」

　その言葉を聞いた重臣が目を見開いた。

「新皇帝を選出するとき、アリクレストを推挙したのはあなたではないか！」

「あのときは、あれで良いと思ったのだ！」

　その答えを聞いたオーガスタ大将が静かに言った。

「ジェメイ・マルスよ、いまさら何を言っても遅おそい。お主の密みつ偵ていが、ダイテツ七世のたくらみを見み抜ぬけなかった時点で我々は敗北していたのだ……マルス家は終わりだよ」

　ジェメイは机を叩たたいた。

「あきらめんぞ！　我々は勝たねばならん！　勝てばよいのだ！　勝てばすべてが許される！」




　執しつ務む室しつで、椅い子すの背もたれに深く身体からだをもたれかけさせて、アリクレストは目の前のモニターに映る会議の様子に気のない視線をなげかけていた。

　マイア家が真・帝てい国こく軍に参戦したことを知ってからずっと続いている、その答えの出ない馬ば鹿か騒さわぎを見ていたアリクレストは小さくつぶやいた。

「ふん、ジェメイ伯父おじもたまにはいいことを言う。勝てばなんでも許される……そのとおりだ」

　……あいつらには、そのことがわかっていない。

　利権も権力も武力も、手に入れるためには勝利するしかないということが何故なぜわからない？

　自分の腕うでの中に抱かかえ込んだ利権をどうするのか、それだけしか目に入らないああいった俗ぞく物ぶつどもが私の足を引っ張ってきたのだな。

　まあいい。あの策がうまく行けば、私のことをアリクレスト小僧などと呼ぶ者もいなくなる。

　アリクレストは椅子のひじかけに片ひじをついて、コントロールセンサーの上をなで、正面のメインスクリーンに帝国軍部隊の現在の状じよう況きようを、次々に表示させた。

　雷らい撃げき艦かん隊たいの映像、戦列艦の砲ほう兵へいたちがビーム砲のメンテナンスをしている姿、どこかの士官食堂で、当直明けらしい士官が食事をしている光景などが映し出されては切り替かわってゆく。

　……あの兵どもに、勝利のビジョンを見せることさえできれば、この戦いは勝てるのだ。

　もうすぐ……それができる。

　私は、将兵の歓かん呼この声の中で勝利を告げることができるはずだ。

　そのとき、いきなりアリクレストの目の前にホログラフが立ち上がった。

　オリアスは軽く一礼すると一言だけ告げた。

『三分後でございます』

　その声に目を見開いたアリクレストは、上半身をがばっと起こして聞いた。

「間ま違ちがいないか⁉」

『間違いございません』

　アリクレストは、そのまま執務机の上についた両手の握にぎりこぶしに体重をかけながら、メインスクリーンに浮かぶ真・帝国軍の艦隊をにらみつけた。

　その顔に自信と不敵な笑みがもどっていた。

　唇くちびるの端はしに浮いたその微笑ほほえみは、だんだん大きくなり、そしてとうとうアリクレストは声を上げて笑い出した。

　歓喜を抑おさえられぬかのように存分に笑った後、アリクレストはオリアスに聞いた。

「……やはり私には神によって選ばれた者の運があるとしか考えられぬ。そうであろう？」

「その件についてはお答えしかねます、データ不足ですので」

　オリアスはそっけなく答えるとそのまま一礼して消えた。

　アリクレストは一いつ瞬しゆん鼻白んだような顔になったが、すぐに表情を変えた。

　……電子人格特有のそっけなさをあげつらってもしかたない。それより今はこのことを、いかに効果的に伝えるかだ……。

　コンソールの上にあるコントロールセンサーに手をかざすと、パーソナルモニターにアテナの姿が浮うかび上がった。

『なんでございましょうか？』

「新しい礼服を用意しろ、これから全将兵に呼びかけを行うのだ」

　アテナは、一瞬目を見開いたが、すぐに微び笑しようを浮かべた。

　アテナが一礼して消えたのを見てから、アリクレストは執務机の前から立ち上がった。

「勝てばなんでも許される……そうだ、そのとおりだ」

　アリクレストはさっきの会議でのジェメイの言葉をつぶやき、もう一度笑った。

　それは自分の勝利を確信している微笑だった。




　マルス家の面々が馬鹿騒ぎを続ける会議室の壁へき面めんに、アリクレストの姿が浮かび上がった。

『マルス家の重臣の諸君、結論の出ない無意味な会議は終わったかね？』

　自分の言葉を聞いて激げつ昂こうする重臣たちに冷笑を浴びせてから、彼はゆっくりと告げた。

『余は、これから忠勇なる帝国軍の将兵とあの逆ぎやく賊ぞくどもに対し宣言を行う』

　ジェメイが、あっけに取られたような顔で聞いた。

「宣言とは……降こう伏ふくか？」

　アリクレストは声を立てて笑った。

『何を馬鹿なことを！　ジェメイ伯父ともあろうものが、そんな弱気になるとは……その逆だ。余はこれから勝利を宣言するのです！』

　呆ぼう然ぜんとしているマルス家の重臣の目の前で画面の映像が切り替わった。

　画面の中に映ったのはマガザン帝国の紋もん章しようだった。

　勇ゆう壮そうな軍隊行進曲をＢＧＭに映った紋章は、再び音楽とともにフェードアウトしていった。

　そして、それに代わり、画面の中央に金きん髪ぱつの巻き毛を持った、女性かと見まごうばかりの端たん整せいな顔の青年王、アリクレスト・マルスが立った。

　アリクレストはしばらく無言で立っていたが、やがてモニターの中から正面を見つめた。

『忠勇なる帝てい国こく軍の将兵よ！　余は、諸君らに我々が今勝利しつつあるということを呼びかけようと思い、ここに立った。

　そう、勝利宣言をするのは我々帝国軍だ！

　愚ぐ鈍どんな真・帝国軍の連中とマイド・ガーナッシュは、気がついておらん！　余の後ろにいる援えん軍ぐんを！

　余はこの空間に力強き援軍を呼び寄せた。それによって勝利は我々のものとなったのだ！

　さあ帝国軍の将兵よ立ち上がれ！　立って勝利者の名を呼ぶがいい！　その名はアリクレスト・マルス、と！』

　アリクレストは、目の前に浮かぶタカタツ星域の模式図の一点を指差した。

　そこは。二つのマイア家艦かん隊たいの中間地点だった。

『……真・帝国軍の諸君、勝ったつもりだったようだが、戦いの結末は最後の最後までわからぬものだな。諸君らのセンサーをこの空域に向けるが良い。我が援軍の姿を見、そして自分たちの敗北を思い知るが良い！』

　このアリクレストの放送を聴きいた真・帝国軍と帝国軍のほとんどすべての艦が、次の瞬しゆん間かん、彼が指示した区域にセンサーを向けた。

　そして、彼らは、その空域におびただしい量の艦船が転移してくることを示す陽炎かげろうのような揺ゆらぎが生じていることを知った。

　将兵たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中で、その艦船たちはゆっくりと実体化していった。

　その艦船は巨きよ大だいだった。

　おおよそのサイズは帝国の戦艦並みだったが、その戦艦のシルエットは帝国軍のそれではなかった。

　やがて、第だい一いち陣じんと思われる千隻せきほどが実体化した。

　すべて黒色に塗ぬられていたその戦艦の艦首に刻まれた紋章。

　それを見たとき、その場にいたすべての将兵が愕がく然ぜんとした。

　その紋章は……。




　神聖ローデスの紋章だった！




　タカタツ星域にいたすべての艦の艦内に警報が鳴り響ひびいた。

　戦争が終わったつもりで、半はん舷げん休息をかけていた戦列艦や機動母艦では、大混乱になった。兵士たちは手近のモニターに釘くぎづけになった。

「なんだありゃ！　ローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊じゃねえか！」

「どこから来たんだ！　桃もも星ぼし星域の監かん視し網もうはどうなってるんだ？」

「こんな帝国の領内奥深くまで入られたら、防衛網はどうなるんだ！　内輪もめなんかやってる場合じゃねえぞ！」




　艦内共通周波数で流されている画面の中で、アリクレストは笑いを顔に貼はりつけて言った。

『帝国軍の将兵よ、慌あわてるなかれ、彼かの艦隊は諸君らの援軍なり！

　余は、桃星星域の封ふう鎖さを解き、彼ら忠実なる同盟軍の戦士たちをここに呼び寄せた。

　見よ！　壮そう烈れつにして華か麗れいなる突とつ撃げき攻こう撃げきを身上とするローデスの精せい鋭えい、黒色僧騎兵艦隊を！

　その総数は二十万、そのすべてが戦列艦だ！

　さあどうする真・帝国軍とやら？　この援軍と私の軍を合わせた兵力は、お前らと互ご角かくだ！　それだけではない！　私の要よう請せいに従ってこの後もローデスの精鋭が続々とやってくる！』

　アリクレストは高笑いをしながら続けた。

『見たかダイテツよ！　最後に笑うのは余である！　マイドなどという貧びん乏ぼう人を使って反乱を起こし、老骨に鞭むち打うちのこのことやって来たあげく、皇こう帝ていの座を奪うばい返される気分はどうだ？

　しかし、余は寛かん大だいだ。帝国皇帝の座など、欲しければいくらでもくれてやる！　私は今日、このときから帝国皇帝などというちっぽけなものではなくなるからだ！』

　アリクレストは右手で頭上を指差して宣言した。

『余は今日ここに新しき帝国の名を告げる！　その名はマガザン・ローデス連合帝国！　余はその初代皇帝として、この宇宙すべてをローデスのギンガー殿どのと支配する人間となったのだ！　すべての民よ我が前にひれ伏ふすが良い！　真の勝利者となったのは、余である！』




　アリクレストの放送を見たマルス家の重臣たちの多くは凍こおりついたままだった。

　神聖ローデスと手を結ぶなどということは彼らの概がい念ねんを超こえていた。

　執しつ務む室しつに飛び込んできたジェメイ伯父おじを見て、アリクレストは微笑ほほえんだ。

「ジェメイ伯父さん、いかがです？　これが僕の切り札です。これで、この戦いは我々の勝ちだ。僕のような帝てい王おう学を学んだ人間でなければこういった発想は浮うかびません。これで皇帝の座は安あん泰たいです」

　ジェメイは、アリクレストの顔を見て言った。

「アリクレスト……今からでも遅おそくない、今の宣言を取り消せ！　お前のやったことは裏切り以外のなにものでもない！　さあ、早く取り消すんだ！」

　アリクレストは、その言葉を鼻で笑った。

「何を馬ば鹿かなことを……僕が誰だれを裏切ったと言うんだ！　これでこの戦いは僕たちの勝ちだ、帝国の実権もローデスの実権も僕たちが握にぎることができるんだ。

　ローデスと帝国を合わせた軍事力にかなう勢力なんかいない。僕たちは勝てるんだ。勝てばすべてが許されるんだ、違ちがうかい？」

　ジェメイは静かに言った。

「……帝てい国こく軍がお前の命令に従い、ローデスと手を結ぶことを認めると、お前は本気で考えているのか？」

　アリクレストは、わけがわからない、という顔をした。

「何を言っているんだ？　だって僕は皇帝だよ、皇帝の言うことは絶対だ。帝国軍は一兵のこらず僕の命令で動くんだ。それに帝国軍の将兵が望んでいるのは勝利だ、敗北じゃない。だから僕は勝利するための絶対の道筋を示した。将兵の歓かん呼この声があがることはあっても、怨えん嗟さの声が上がるわけがない」

　ジェメイは小さく首を振ふった。

　……この男は、わかっていない。

　ジェメイの考えていることに気がつかぬままアリクレストは叫さけんだ。

「さあ、反はん撃げき開始だ！　もはや我々に立ち向かうものはない！」

　そして、おもむろに執務室に視線を投げたアリクレストは怪け訝げんな顔をした。

　メインスクリーンに映る帝国軍の球形陣じん。それが崩ほう壊かいしつつあった。

　アリクレストは執務室を飛び出して、メインブリッジへと走った。

　メインブリッジのメインスクリーンには、帝国軍の艦かん艇ていが次々に降こう伏ふく信号を点てん滅めつさせながら戦線を離り脱だつして行く光景が映っていた。

　アリクレストは叫んだ。

「なぜだ！　なぜ降伏する？　勝てるのだぞ！　我々は勝てるのだ！　勝利はお前らの目の前にあるのだ！」

　メインブリッジは静まり返っていた。

　視線を動かしたアリクレストはそのわけに気がついた。

　全艦隊を指揮していた参さん謀ぼうたちが、メインブリッジから出て行こうとしていた。

「お前たち！　どこへ行く！　持ち場に着け！　反撃の開始だぞ！」

　一人の参謀がアリクレストを見上げた。

　その目には敵意の光ではなく、ただ哀あわれみの光だけがあった。

　下級貴族らしいその参謀は、黙だまって自分の軍服についていた参謀肩けん章しようを引きちぎると、床ゆかに投げ捨てて、自じ嘲ちようの微び笑しようを口の端はしに浮かべながら部屋を出て行った。

　人ひと影かげがほとんどなくなったメインブリッジにアリクレストの声が響ひびいた。

「なぜだ！」




　マガザン帝国の歴史はローデスとの戦いの歴史だった。

　宗教国家特有の国家目的である「布教と宗教的正義の確立」という目標を掲かかげた神聖ローデス連合とマガザン帝国は二百年にわたって戦い続けてきた。

　帝国にも「ローデス教徒」は多数存在する。しかし彼らと神聖ローデスは違うということを国民の多くが知っていた。

　ローデス教が説く平等と博愛の精神はなんら嫌けん悪おの情をもたらすものではなかった。

　しかしそれが権力と結びついた神聖ローデスという国家体制は別だった。

　みずからの宗教的正義を掲げる神聖ローデスの権力者は、ローデス教徒以外の人間を邪じや教きよう徒とと呼び、邪教徒の子供は邪教徒となり邪教徒の女は邪教徒の子を産む、という論理の下もとで、占せん領りよう下かの星に住むローデス教徒以外の人間を一人残らず虐ぎやく殺さつし、死体を粉ふん砕さいして有機肥料プラントに投げ込み、その肥料を美しき自然を守るためと称しようして野山に撒まいた。

　その行こう為いを神の名の下に行われた尊き行為であると信じ、それこそが唯ゆい一いつの正義であると胸を張る権力者たちが作った国家を愛する人間は、帝国にはただの一人もいなかった。

　帝国の国民にとって、神聖ローデスは絶対に認めることのできない国家体制であり、その権力者はすべて憎にくむべきものであった。

　アリクレストが、自分の勝利のためにそのローデスと手を結び、帝国領内にローデスの艦隊を引き入れたことは、到とう底てい許せるものではなかった。

　帝国軍、真・帝国軍を問わず、その場にいたすべての艦船の中でアリクレストに対する怒ど号ごうが乱れ飛んだ。

　一番最初に動き出したのは、帝国軍球形陣の一番外周部に配置された、いわゆるピケット艦と呼ばれる駆く逐ちく艦かんや軽巡じゆん航こう艦かんといった小艦艇たちだった。

　彼らは降伏信号を掲げながら球形陣を離はなれ、真・帝国軍の方向に向けて発進し始めた。

　艦隊司令の誰すい何かに対し、先頭に立った駆逐艦は、信号灯を点滅させて回答した。

「ワレラハ、マガザン帝国ノ兵士ニシテ、アリクレストノ私兵ニ非あらズ、コレヨリ合流シ、共ニローデスト戦ワン」

　この脱だつ走そうと降伏の動きは、瞬またたく間に帝国の球形陣全体に広がった。

　しかし、マルス家の上級貴族たちが乗り込んでいる一部の戦列艦では、艦長に詰つめ寄ろうとした兵士と、将校の間で対立が発生し、戦せん艦かんポチョムキンでは、この放送に激げき怒どした兵士が反乱を起こし、艦内で激しい銃じゆう撃げき戦せんを展開するに到いたった。

　その混乱の中で、ダイテツ七世が呼びかけていた。

『帝国軍の諸君！　諸君らは今、諸君らの司令官であるアリクレストの正体を知った！　あの者は皇こう帝ていでも、なんでもない、帝国の国民ですらない！　ただの薄うす汚ぎたない売ばい国こく奴どじゃ！

　皇帝は国民のためにある。民たみも軍も皇帝の欲と体面を守るために使う道具などではない！

　帝国軍の将兵よ、目の前にあるこの危機を見よ！　汝なんじらの愛する者が暮らすすべての領土が今、ローデスの脅きよう威いにさらされている！　我らのなすべきことは一つ！　そして我らの掲げる旗もまた一つじゃ！　さあともに戦おうぞ！　ローデスの暴虐から民を国を護まもるのじゃ！』

　この、ダイテツ七世の言葉によって帝国軍の球形陣は完全に崩ほう壊かいし、主力艦をふくむその大多数が、包囲していた真・帝国軍側に投降した。

　真・帝国軍は、投降してきた帝国軍艦隊に補給と再編成を命じ、この空域に存在するすべての兵力を臨戦態勢にして、転移してきたローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊に対たい峙じした。

　この、帝国側の反応は神聖ローデス軍にとっても予想外だったに違ちがいない。

　ギンガーという絶対者によって支配される神聖ローデス軍にとって、帝国の絶対者である皇帝の命令に国民が従わない、などということは信じられなかったのだ。

　やがて、真・帝国軍旗艦ロイヤル・オークのメインブリッジのメインスクリーンに、一万隻せきに満たない艦隊が映し出された。

　それは、アリクレストと、彼に従う帝国軍のなれの果てだった。

　包囲する真・帝国軍の艦から、揶や揄ゆするかのような弱出力のビームを散発的に浴びせかけられながら、防ぼう御ぎよスクリーンを展開したアリクレストの艦隊はローデスの黒色僧騎兵艦隊の方向へと逃げるように動き出した。意外なことに、アリクレストを崇すう拝はいしていたはずの親衛隊の中で、彼に従った者はほとんどいなかった。

　メインスクリーンを見上げていたマイドは、通信参謀に向かって言った。

「万ばん国こく共通周波数で、ローデスの黒色僧騎兵艦隊に呼びかけたい。できるかい？」

　通信参謀がうなずくのを見たマイドは、ゆっくりと、そして力強く口を開いた。

「──黒色僧騎兵艦隊の諸君。残念なことに諸君らが同盟を結んだ帝国軍はもはや存在しない。この空域にいるのはすべて諸君らの敵だ。冷静に状じよう況きようを判断し、兵を引くことを勧かん告こくする。手ぶらで帰れないというのなら、マガザン・ローデス連合帝国皇帝アリクレスト・マルス殿どのをお渡わたしする。彼は、もはやマガザン帝国には不必要な存在となった。そう、そして諸君らもだ！

　十五分の猶ゆう予よを与あたえる。十五分以内に君たちが退去しなければ、我々は総力を持って君たちを包囲し、いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうとも一隻残らず撃げき滅めつする。我々にはそれが可能だ！」

　圧あつ倒とう的な兵力を背景にしたマイドの退去勧告を受け、黒色僧騎兵艦隊は、結局、一発のビームも撃うつことなく、亡命したアリクレストを収容すると同時に転移していった。

　……そして、ローデスの最後の艦が転移し終わったのが確かく認にんされたとき。

　その空間に浮うかぶすべての艦船のメインスクリーンに、ダイテツ七世が映った。ダイテツ七世は、年老いた父親が疲つかれた息子むすこたちに呼びかけるように微笑ほほえんで、ゆっくりと言った。

『……帝国軍の諸君。戦いは終わった。……妻と可愛かわいい子供が、お前たちを待っておる。家に帰り、大事な人を抱だきしめるがよい、お前たちにはその資格がある。ご苦労じゃった……』




　帝国歴九百五十三年霜しも降ふり月十八日。

　この、ダイテツ七世の言葉によって四ヶ月にわたるマガザン帝国の内戦は幕を閉じた。

　帝国に、久々の平和がやってきた。
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　終章　人類戦記







　内戦が終結して一週間が過ぎたその日、ネオ・アウトニア星系のネオ・ユーマの衛星軌き道どう上では式典が開かれようとしていた。

「マイド！　時間じゃぞ！」

　白いワンピースに着き替がえたコーリンが控ひかえ室しつに入って来た。

　アウトニア王国の白い礼服に身を固めたマイドは、緊きん張ちよう気味にコットンに聞いた。

「やはり落ち着かないな、似合わないよね」

　同じデザインだが色いろ違ちがいの礼服を着たコットンは笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ちゃんと胸張んなさい。アウトニア連合艦かん隊たい司令長官マイド・ガーナッシュ元げん帥すい閣下！」

　マイドはにやっと笑った。

「その肩かた書がきも今日までだけどね……」

　マイドの答えを聞いたコーリンが目を丸くした。

「マイドは、クビになるのか？　リストラされてしまうのか？」

　コットンは微笑んだ。

「違うよ、アウトニア連合艦隊が解散になるだけのことさ。連合艦隊というのはこの内戦のために作られた艦隊だから、戦争が終わればもう必要はないんだ」

「なんだ、そうであったか、びっくりしたぞ」

　そう言った後でコーリンはにっこり笑ってつけ足した。

「では、次はマガザン帝てい国こく皇こう帝ていになるのじゃな」

　コットンがあわてて叱しかった。

「こらこら、恐おそろしいことを言うんじゃない！」

「なぜじゃ？　マイドは帝国の皇帝になれる器うつわの人間じゃぞ。人間にしては珍めずらしく賢かしこい」

　不満そうな顔をして答えたコーリンに、向かって、コットンはたしなめるように言った。

「マイドがなりたいのは、帝国の皇帝なんかじゃなくて、アウトニアの国民よ……お姫ひめ様の旦だん那な様だから、ちょっと普ふ通つうの国民じゃないけどね」

「コットンさん！」

　ちょっと赤い顔をして抗こう議ぎするマイドに向かって、コットンは表情も変えずに答えた。

「あら？　間違ってる？　だってあなたの願いはそれでしょ？　メイと一いつ緒しよにアウトニアを再興させること……」

「ええ、まあ、そのとおりですけど……。でも、アウトニアを再興するには、まだまだ時間がかかるでしょうね。エリス様が最優先事じ項こうとして扱あつかうと言ってくれましたが……」

　コットンはちょっと悲しそうに答えた。

「時間がかかる……か。メイと同じだね」

　マイドはうなずいた。

「このセレモニーが終わったら会いに行くつもりです。何か知らないけど、ミィ女史がびっくりさせることがあるって言っていましたから……」

　コットンの目がまん丸になった。

「まさか……毒の正体がわかって……治ったの？」

　マイドは悲しげに首を振ふった。

「いや……それはまだのようです。ロッホ殿どのがヴァルと一緒に今、帝国の情報部の秘密ファイルを調べてくれているけど、まだ正体はわかりません……」

　コットンは視線を落とした。

「そう……そうなんだ……」

　そのとき、コットンと同じ礼服を着たケルプが飛び込んできた。

「おい、マイド！　何やってんだよ！　みんな待ってるぜ、早くしろよ！」

　コットンがケルプをにらんだ。

「今行くわよ、そんなにせっかちだと、みんなに嫌きらわれるよ」

　ケルプはコットンを正面から見て笑った。

「別にいいぜ、みんなに嫌われたって、お前に嫌われなきゃそれでいいや」

　コットンは耳の先を赤くしてケルプをにらむと、すっと近づいてケルプの礼服の胸についている略りやく綬じゆを直した。

「ばか言ってないで……ほら、略綬が曲がってるよ。だらしないんだから……」

「お、さんきゅ！」

　ケルプはまったく動じずにコットンに微笑ほほえみかけ、そしてマイドに聞いた。

「連合艦隊解散の辞、どんなことを言うつもりだ？」

　マイドは微笑んだ。

「特に考えてないよ……そうだな、百発百中の砲ほうが一門あっても、百発一中の敵砲百門に対たい抗こうできない。しかし、その一門を持って敵の弱点を突つけばその一発は百発の効果を得る。まず敵を知りそして自分を知る、自分の弱さを知らない国は滅ほろびる……とでも話そうかと思ってる」

　ケルプは笑った。

「お前らしくていいな、それ。後でプリントアウトして俺にくれ、ケルプワイン海かい賊ぞく団の本部に掲かかげるから」

「やめてくれよ、恥はずかしい」

「何を恥ずかしがることがあるんだ、だってお前は歴史を作っちまったんだぜ」

　そのとき、控え室にケルプワイン海賊団の制服を着たワタルが飛び込んできた。

「何やってるんですか、皆みなさん！　式典が始まってしまいますよ！　急いでください！」

　マイドの後ろから、白い小さな影かげが飛び出して、ワタルに抱だきついた。

「ワタル！　見るがよい！　かわいいであろう、わらわの服！」

　いきなりコーリンに抱きつかれたワタルはどぎまぎしたように答えた。

「あ、ああ、かわいいよ」

　コーリンの顔がぱっと輝かがやいた。

「そうであろ！　下着はもっとかわいいのじゃぞ、見るか？　わらわのぱんつはイチゴ模様じゃぞ！」

　コーリンはそう言うなり、いきなりワンピースの裾すそをまくりあげようとした。

「わっ！　ちょ、ちょっとまて！」

　ワタルが慌あわててコーリンの手を押さえたとき、また一人控ひかえ室しつに誰だれかが入って来た。

「みなさーん！　遅おそいですよぉ！　みんな待っているんですか……ら……」

　言葉が途と中ちゆうで止まった。

　見ると、アーヤが硬こう直ちよくしたままワタルとコーリンを見つめていた。

　アーヤの視線の先にあったのは、まくれ上がったコーリンのワンピースの裾と、それを持つワタルの手だった。

「……この変質者！　最低！　人前で女の子のスカートめくるなんて信じられない！」

「あ、いや、違ちがうよこれはだな……」

　ワタルが必死で言い訳しようとしたとき、赤いドレスに身を包んだマリリンが控え室に飛び込んできた。

　マリリンは有無を言わさぬ口調で咆ほえた。

「あんたら、馬ば鹿かか！　こんなところに集まって何やってんのよ！　みんなもう待ちかねているんだよ！　あの音が聞こえるだろう？」

　マリリンが開けているドアの向こうから拍はく手しゆの音や口笛の音が聞こえてきた。

　マイドはうなずいた。

「わかった、さあ急ごう、みんなが待ってる」

　仲間たちとセレモニーの会場に向かって歩きながらマイドはメイの顔を思い浮うかべていた。

　……メイ。

　僕は君との約束を守ることができそうだよ。

　再びユーマの地にあの緑のブドウ畑が広がる日がやっと来るんだ。

　マイドの脳のう裏りに、なだらかな丘おかに広がるブドウ畑の向こうに沈しずむユーマの夕日が浮かんだ。

　そうだ……あの光景だ。

　もう一度。

　君と並んであの光景を見たい。

　僕はそれだけのために今日まで戦ってきたのかもしれないね。

　セレモニー会場に足を踏ふみ入れたマイドを、何千人という人々と、その数十倍の意識が包んだ。




　アウトニア連合艦かん隊たいが解散したその日。

　帝てい国こくともローデスとも縁えんのないはるかな辺境域を、一隻せきの探査船が航行していた。

　探査船の名前はガーゴイル。

　知的生命体探査機構に所属する外がい縁えん部専用探査船である。

　この船は、本来別の場所の探査を行うはずだったが、急きゆう遽きよ呼びもどされて、この空域に投入された。

　それは二週間前に受信された人類外知的生命体との接せつ触しよくを告げるコードＥ。その真しん偽ぎを確認するためだった。

　人類外知的生命体エイリアン。それは人類の夢だった。

　過去において想像し創造されてきたさまざまな異星人たち。

　あるものは知的で美しく、そしてあるものは醜みにくく邪じや悪あくな彼らは、すべて人類のイマジネーションが生み出してきた産物だった。

　実際に外宇宙に飛び出した人類を待っていたのは、この宇宙には人類以外の知的生命体は存在しないのではないかという不安だった。

　いくら探査の足を伸のばしても広げてもエイリアンと接触することができないことが明らかになったとき、この人類外知的生命体との接触は、国家体制を超こえて人類すべての希望となった。

　人類はすべての国家と体制を横断して活動する組織、知的生命体探査機構を作り上げ、この組織によって探査活動を続けた。

　この人類外知的生命体の探査は、どんなに国家体制が変わろうとも引き継つがれ推進された。

　このエネルギーはどこからくるのかという疑問に、一人の文化人類学者はこう結論づけた。

「結局、人間と言う生き物は、誰かに『君はひとりぼっちじゃない』と言ってもらいたくてしかたがない生き物なのだ」と……。




　今までに発信されたコードＥは、ほとんどが事実誤ご認にんによるもので、知的生命体探査機構はそのたびに振ふりまわされてきた。

　今回のコードＥも、当初は疑う者が多かった。

　発信者のＩＤが帝国の下層貴族の自じ称しよう冒ぼう険けん家のものであることが、この疑いに拍はく車しやをかけた。

　一発どでかい花火を打ち上げて、荒あら稼かせぎする連中の手口に似ていたからである。

　しかし、発信されたコードに添てん付ぷされていた調査状じよう況きようと記録ファイルは極きわめて精せい緻ちで誠実であり、そういった山師のような連中の出したものとはとうてい思えなかった。

　そして、何よりこのコードＥを信用する根こん拠きよとなったのは、一部を残して破損した状態で通信に添付されていたファイルの中に、排はい他た攻こう撃げき性が極めて高く、人類の脅きよう威いとなりえるという部分が残されていたからである。

　事態を重視した探査機構は、手すきの探査船すべてをその空域に送り込み、その星域の政府、そして近くにあるローデスの駐ちゆう留りゆう軍に協力を依い頼らいした。

　遠いタカタツ星域と同じように、この辺境独立惑わく星せい群区域でも風雲が急を告げようとしていた。




　空間センサーが微び妙みような重力波の異常を告げたのはそのときだった。

　探査船ガーゴイルが、この空域の探査に入って、ちょうど一週間と十一時間過ぎたときだ。

　手て狭ぜまな空間にさまざまなセンサーのモニターらしい機器が詰つめ込まれている探査船の船内で、重力波センサーを見ていた乗組員の一人が言った。

「船長、この空域に他ほかの探査船を送り込むって話、聞いてます？」

「いや……俺たちだけのはずだ」

「変ですね……この重力波の動きはどう見ても転移ですよ……ただ……」

　センサーを見ていた乗組員の声が異様に緊きん張ちようしはじめたのに気がついた船長が聞いた。

「ただ……なんだ？」

「既き存そんのどのジェネレーターの波長とも異なるエネルギー反応なんですよ……」

「なんだって？」

　乗組員の一人が振り返ってそのモニターを覗のぞき込んだ。

「本当だ……こんなの見たことねえぞ」

「既存のデータベースと三回ほど照合しましたが該がい当とうはありません」

　探査船の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　やがて、最初に異常を発見した乗組員がぽつりと言った。

「船長、コードＥを発信しますか？」

　探査船の中にさらに緊張した空気が走った。

　モニターを凝ぎよう視ししていた船長は静かに首を振った。

「いや、まだ転移してきたわけではない……まだ送信はしない」

　船長に発信の有う無むをたずねた乗組員は笑った。

「そうですよね、ホンダの新型外洋ヨットの試験航海かもしれませんしね」

「まさかこんなとこまで来るヤツはおらんと思うが……とにかく実体を確かく認にんしてからにしよう……アリス！　聞いてるか？　今からすべてのデータを優先度ＡＡＡで記録しろ。船内における俺たちのムダ話、げっぷ、放ほう屁ひも含ふくむすべてだ！」

　メインコンソールに立ち上がった、エプロンドレスのメイド姿のホログラフの女性が静かに一礼した。

『かしこまりました』

　船長は、報告書を口述筆記するような口調で話し始めた。

「以前よりこの星域より外がい郭かくへの無人探査機がすべて消息を断っていることからみて、恐おそらくは好戦的、もしくはきわめて排他的な文化形態の持ち主であることは予測できる。

　もし彼らに侵しん略りやくの意志があった場合、転送先を解かい析せきされたら人類の居住している星系に直接転移してくるかもしれない。アリス、相手から物理的心理的を問わずなんらかの攻こう撃げきを加えられたと判断したときは、航法データおよび我々の文化形態が判明するであろう個人データ一切を完全消去しろ」

「船長！」

　乗組員が不安そうな顔をするのにかまわずに船長は続けた。

「これも責任に含まれるのだ、わかったなアリス！」

　ホログラフは一礼した。

『了りよう解かいいたしました』

　そのとき、センサーモニターにかじりついていた乗組員が叫さけんだ。

「転移してくるぞ！」

　モニターの中の星の海が揺ゆれていた。

　その揺らぎの中に、一つ、また一つと異様な物体が実態化してくる。

　それは豆科の植物の鞘さやに似ていた。

　表面には細かなウロコ状の細片がきらめいているのがわかる。

「なんだありゃ、生き物なのか？」

「転移能力を持つ生物……想像もできないな」

　船長はうなずいた。

「間ま違ちがいない、あれは明らかに人類とは異なる文明によるものだ！　アリス！　この時点での記録一切を圧縮コード化してコードＥＥＥトリプルイーとともに発信！」

『コードＥＥＥ発信しました』

　電子人格の声とともに、センサーの画面を見ていた乗組員が叫んだ。

「こっちに来る！」

「なんだと？」

　その声とともに、ブリッジが消しよう滅めつした。

　かつて探査船であったその炭化した破片の周囲の空間に、いくつもの揺らぎが生じ始めていた。

　この六時間後。

　知的生命体探査機構は、異星人と接せつ触しよくしたことを公式に発表した。




　帝てい国こく歴九百五十三年霜しも降ふり月二十五日。

　アウトニア連合艦かん隊たいが解散したその日。

　人類は、人類とは異なる知的生命体の存在を知ることとなった。

　今、この銀河を外から見ることができれば、そこに見えるのは帝国でもローデスでもない、ただ一面の混こん沌とんとした渦うずだけだろう。

　このとき人類は、まだ知らなかった。

　銀河を二分する帝国とローデスの戦いも帝国の内戦も……いや、この一万数千年の人類の歴史の中で繰くり広げられてきたすべての戦争が、単なる練習試合でしかなかったことを。





アウトニア王国物語　第二部　完









　あとがき







　どうも、「雑家」の鷹たか見一幸です。

　本当なら四ヶ月ぶり、とご挨あい拶さつするはずなんですけど、諸しよ般はんの理由により三ヶ月ぶりとなりました『でたまか・青天霹へき靂れき篇』いかがでしたでしょうか？

　さて、このお話は「でたまか第二部」の最終巻となります。

　この巻で、ついにマイドと宿敵アリクレストの一いつ騎き打うちが行われ、一応決着がついたかに見えますが、物語はここで終わるわけではありません。

　実を言うと、私の書く小説はすべて、一つの世界の長い歴史の一部分でしかありません。

「でたまか」も「時空のクロス・ロード」も「ネオクーロン」も「大日本帝国第七艦隊」も、その長い歴史の中の時系列の一部分を切り取って、物語として書いたものです。

「でたまか第三部」は、その世界における人類の最大の危機を描えがくことになります。

　この第三部で語られる予定の物語は「でたまか」の基もとになった「人類戦記」という仮題がついていたお話でして、マイド・ガーナッシュはもともとこの物語の主人公として生まれました。

　私の中でマイドが生まれたとき「この人間は、どんな風に生まれ、どんな風に育てられたのだろう？」と考えました。そして、マイドの生おい立たちと、その成長を考えることによって生まれた物語が「でたまか第一部」です。そしてマイドを取り巻く周りの人々の意識の変化を「でたまか第二部」として描きました。

　次の「でたまか第三部」は、マイドと周りの人々が、何を成し遂とげるのか、それを描きたいと思っています。

　本当の「でたまか」は、もしかすると、ここから始まるのかもしれません。

　マイドとメイが、どうなるのか。

　そのラストシーンは、私の頭の中にしっかりとできています。

　そこまで、読者の皆みな様さまを飽あきさせることなく、ちゃんと引っ張っていけるかどうか。それが私に与あたえられた課題でしょう。

　最後に、ここまで「でたまか」の世界に付き合っていただいた皆様へのお礼として、アンケートカードをお送りいただいた方の中から五十名の方に抽ちゆう選せんで、私が作った「アウトニア王国臣民証明書」ラミネートカードセットをお送りします。

　写真を貼はってアイロンで熱圧着すると、それらしく見えるジョーク企き画かく品でしかありませんが、これまた非売品＆ハンドメイドという心意気をくんでいただければ、と思います。




（ネオクーロンＡと電でん撃げきの新シリーズの単行本の仕上げで、今年も夏休みがない）


鷹見　一幸




※プレゼント企画は終了しています。


















　　カバー・口絵・本文イラスト：Chiyoko

　　カバー・口絵・本文デザイン：中デザイン事務所










アウトニア王おう国こく再さい興こう録ろく５




でたまか




青せい天てん霹へき靂れき篇へん








鷹たか見み一かず幸ゆき
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